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　　　序章







　差し込んできた光が、混濁した意識に秩序をもたらした。

　まずあったのは、世界と自分が一致しているかのような多幸感。次いで、ぼくは世界との距離感を意識し、自分という存在を再認識する。

　誰だれかが泣いているのを知って、ぼくは目を開いた。

　身体からだは動かせなかった。瞳ひとみだけ動かして、近くですすり泣く誰だれかを探した。

　少女が涙をこぼしている。

　彼女を見た途端、ぼくは胸に熱い感情のうねりを感じた。

　──愛情──そう呼ぶしかない感覚。少なくとも、ぼくが知っている言葉では。

　彼女はぼくに不敵に笑いかけた最後の夜よりも髪が伸びていて、ぼくはそこで時間の経過を知った。

　いまはいつ？

　そう訊たずねようとしたけれど、喉のどから出た声はうまく言葉にならず、ウーという呻うめき声だけが響いた。

「……トトポン……？」

　かたちにならない呼び声を聞くや、少女は何やら差し迫った目でぼくを覗のぞき込んだ。

「気がついた……？　あなたはトトポン……わかる……？」

　どこもかしこも身体からだの部位は重く、表情筋ですら上う手まく動かせなかった。ただ目だけで彼女の質問を肯定しようとした。

　ぼくはトトポン。そう呼ばれるべき存在。

「よかった……」

　アイコンタクトが通じたのだろう、ぼくの思いを掬すくい取ってくれた様子の彼女は、瞳ひとみを潤ませたまま、にこりと笑った。

　そして、そっとぼくに口づけする。

　以前も彼女とキスなどしたことがなかったぼくは、どぎまぎしてしまった。と同時に、とても幸せな気持ちになる。彼女が変わっていないことが嬉うれしかった。

　彼女はぼくのことを好きだと言ったことがある。いま、どれくらい年月が経たったのかはわからないけれど、彼女はずっとぼくへの思いを持ち続けてくれていたのだろう。

「トトポン……ごめんなさい」

　唇を離し、それでいて息がかかるほどの距離で彼女が囁ささやく。

　すぐ目の前にある美しさに、ぼくは胸が締め付けられる思いだった。彼女はこんなにも美しかったのか。

　とけてしまいそうな思考の中、彼女はなぜ謝るんだろう、とぼくはぼんやりと考えていた。

　不死にすると彼女は言った。そうして、言葉通りのことをした。

　こっちとしても納得の上。

　彼女に非はない。それはぼくにとって、これ以上ない申し出だったはずだ。

　ぼくは戦争をしなければならなかった。だから、戦場で傷つかない身体からだが必要だったのだ。

　新しい身体からだは重かった。いまのぼくの身体からだは、まだ内側の力で動かすことができないほど重く、頑丈で、まるで青銅の雄牛にでも閉じ込められているようだったけれど、ぼくはこの結果に概おおむね満足していた。

　それでも。

　ごめんなさい、ごめんなさい、と彼女ははらはらと涙を落とし続ける。

　そのときようやく、そうか、とぼくは思い至る。

　ぼくは彼女に、ぼくの霊を呼ぶなと言ったことがあった。

　彼女はそのことを気にしているのかもしれない。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、クレス」

　ぼくの思いが、この身体からだになって初めてかたちになる。未いまだ呂律ろれつの回っていない不ふ明めい瞭りような発音だったけれど、それは言葉だった。

「君は何も間違ったことをしていない。これはぼくが望んだことだから。ぼくは戦場に行かないと……」

　言いながら、ふと違和感を覚える。あれ？　と。

　ぼくは何のために戦いたかったのか、はっきりと捉とらえられなくなっていた。

　圧政があった。不条理な社会があった。それを変えたかった。

　しかし命に代えても打倒すると躍起になり、あれほど憎ぞう悪おしていた敵に対して、いまぼくは何の感情も湧わかなくなっていた。

　その代わりぼくの心に渦巻いていたのは、ただ彼女の傍そばにいたいという一念だった。













　　　第一章　死し霊りよう器き兵へい







　　　　　１




　偵察に出ていた斥せつ候こうが陣に戻り、敵の動向を報告したとき、ぼくの横で少女がゆっくりと背筋を伸ばすのがわかった。

　腰まで伸びた艶つややかな黒髪と華きや奢しやな身にまとった黒衣が、真っ白な肌とコントラストを成している。

　大きな黒玉ジエツトのついたサークレットは、たんに額のコンプレックスを隠すためのものだが、それが彼女に神秘的な雰囲気をもたらす一因になっていると言えなくもない。

　クレッシェンド・イマジナルという、齢よわい十六の少女。

　彼女のことを、ぼくはクレスと呼んでいる。

　気品を感じさせつつも幼さの残る彼女の容姿を見ると、これから血に染まる戦場にこんな少女がいるのはおかしいように思える。姿形だけなら、良家のお嬢さまと言われても違和感はないだろう。世間の汚けがれた部分を知らず、世の中の悪徳は悪徳から生じると教えられて、純粋に信じているようなタイプ。

　しかし都市ブラックストーンの市民たちの評に従えば、クレスは〝もっとも死に近い〟人物ということになるらしい。大地に死が充満する現代社会において〝死に近い〟という言葉が褒め言葉なのかそうでないのか判断は付きかねるものの、少なくとも畏い怖ふの対象であることは確かだ。

　死し世せい学がく者しやは死の意味を薄める。

　優秀な死し世せい学がく者しやは死に新しい意味を加える。

　そして、さらに優秀な死し世せい学がく者しやは死で身を興おこす。

　クレスは、そのさらに優秀な死し世せい学がく者しやに分類されると言っていい。

　例えば昔、彼女の傍そばでトトポンという少年が死んだことがあった。

「トトポン、大だい丈じよう夫ぶ？」

　クレスが物思いに沈むぼくの顔を覗のぞき込み、そんなことを訊きいてくる。

　大だい丈じよう夫ぶ？

　兵隊にとってその質問はつまり、敵を殺す準備が整っているかどうかということ。

「ぼくの役目はクレスの命令に従うことだろ。大だい丈じよう夫ぶ、と訊きくんじゃなくて、やれと命令すればいいと思うんだ」
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「あれ、ひょっとして機嫌悪い？」

「ちょっと幻げん肢しの感覚が。さっき、他よ所その隊の前を通り過ぎてからずっと」

　身体からだの一部を失った人間は、よく幻げん肢しに悩まされる。手や足がすでにないにもかかわらず、まるでその部分が存在するかのように感じ、またそこに痛みや痒かゆみを感じることもある。

　死人のぼくの場合は、全身だが。

「……幻げん肢し？」と小さく呟つぶやいたクレスが、少し間をおいて頰ほおを膨らませる。

「トトポン、ひょっとしてその身体からだ、整備不良なんじゃないの」

「いや、そんなことないって。先生が不調をそのままにするはずがない。これはきっとぼくの問題だと思う」

　ぼくが魔動技師の先生をかばうと、クレスはますます不機嫌を露あらわにする。

「コスモは死し霊りよう器き兵へいを機能のことでしか判断しないし、トトポンをトトポンとして扱わないから嫌。道具とか兵器ぐらいの感覚しかないでしょ」

「でも、事実そうだ。死し霊りよう器き兵へいってそういうものだし」

　手を握っては開くという動きを繰り返す。それを視認するうちに幻げん肢しの感覚は薄れ、ぶれていた輪郭が一つにまとまっていく感覚が広がる。

「ああよくなってきた」

「終わったらコスモのところに行かないと。トトポンに変なことしてたら、ただじゃおかないから」

　彼女の言葉からははっきりと、とげとげしさが読み取れた。でも、これから戦闘が始まるという緊張感はすっかり欠落してしまっている。

　もちろんこれは傭よう兵へいとして都市に雇われているにすぎないという、ある種の無責任さに原因があるのではなかった。ただ単純に、自分たちの敗北はないと確信しているからだ。

　彼女には敗北の経験がない。ぼくの記憶を遡ってみても、これまでクレスを味方につけた陣営が負けた風景を索出することはできない。

　戦争には死が伴う。そして、死はクレスに味方する。

　彼女は、彼女の好むと好まざるとにかかわらず、死を活用する死し世せい学がくにどっぷりつかってしまっている。

　ブラックストーンが死し世せい学がく者しやを保護し、死し世せい学がくの発展を支援し始めてから、戦争の様式は変わりつつある。

　敵と味方の間にある戦力差というものの意味が失われるからだ。

　戦争において戦力の差が重要だったのは、つきつめていけば兵士が命を一つしか持っていないことに起因していた。兵士は死とともに動きを止め、戦闘に干渉することができなくなる。

　しかしいまとなって、そんな平和な戦争は過去のものとなりつつあった。

　死の充満した戦場は兵士の墓場である一方、新たな兵士が目覚めるゆりかごでもある。

　空になった駆動神経系肉体は、死し世せい学がく者しやにとって新たなプネウマ霊を宿らせる苗床。

　ぼくはそんな死し世せい学がく者しやのために、まず戦場に死をまき散らす兵士だ。




「これまでの報告通り、我々がぶつかるのは敵の主力と思われる。西の平原を突破したところで行く先は難攻不落のピルサの要よう塞さいということは敵も承知。そこで戦力を、こちらのガラクデッサ回廊に注力したということだ。歩兵が約二万、騎兵が約三千。モグラにトンボの姿もあると報告を受けている」

「やはり竜が。飛竜トンボは光雷原で対処ができますが、土竜モグラは厄介ですな。無防備な死し霊りよう器き兵へいでは奴やつらに近付けんとなると、こちらも魔法士を繰り出さねばなりますまい」

「なぜ死し霊りよう器き兵へいでは土竜に近づけないのですか？」

　傭よう兵へい隊たい長ちようの取り仕切る陣中会議のさなか、訊たずねたのはクレスだ。

「おおこれはこれは」

　露骨に表情を歪ゆがめて笑顔をつくりながら、傭よう兵へい隊たい長ちようは答えた。

「クレッシェンド・イマジナル！　都プ市リ評オ議ー員リのお気に入りにしては、よくものを知らんと見える。それともその歳としではまだ実戦経験が足らんか？　件くだんの竜は攻勢範囲に超重力の雨を降らせる。いかに死し霊りよう器き兵へいといえどもペシャンコに押し潰され、駆動系をやられれば動くことができん」

「いえ、そういうことを聞きたいんじゃありません。都市の軍事委員会の報告を受けていないのですか、ということです。わたしの部隊にいる死し霊りよう器き兵へいは特別。単純な汎はん用よう命令でぎくしゃく動く死し霊りよう器き兵へいと違って意志を持ってるし、スペックも土竜の天敵といっていいものに仕上がってます」

「報告は聞いている。だが実戦に投入されたことのない兵器に頼ることはできん」

「実戦ならいくらでもこなしてます。それも軍事委員会が伝えているはずでは」

「私が言いたいのは、戦闘用に調教された土竜を相手に立ちまわったことがあるかということだ！　理想的に物事が進めば、誰だれもが名将たりえる！　いまだに竜は災厄の一つに数えられる魔物の一角なのだぞ！　それに人間の知能が加われば、小娘の想定など軽く超えるに決まっておろう！」

「小娘かどうかはいま関係ありません。どうか冷静な判断を。土竜の対応策はこれまでの戦争で固定化されてきました。当然敵も、その対応策の対応策を用意しています。飛竜隊がその最たる例。魔法士には光雷原を守ってもらい、土竜はわたしの隊で対処した方がいいのでは」

　光雷とは、言ってしまえば空に埋まる地雷のことだ。光雷原は六つの塔を魔法媒体にすることで成立する対空防御であり、発明されるやいなや、それまで猛威を振るっていた飛竜隊を無力な戦闘技術へと変えた。そこで戦争の舞台は地面へと移っていったが、最近ではまた飛竜隊の活用が叫ばれ始めている。

　敵の目が大地に向いている間に塔自体を破壊して光雷原を無力化し、制空権を奪えば、対空手段として飛竜を用意していない敵に為すすべがなくなるからだ。

　クレスが危き惧ぐしているのはまさにこの状況だった。塔に迫る飛竜への有効的な対応手段としての魔法士を、対土竜に用いるのは得策とは言えないのではないか、と。

「新教国では新しい干渉魔法の開発がどんどん行われていると聞きます。塔の守りを防御魔法エリコだけに任せるのは危険だと思います。その塔の防壁も、汎はん用よう魔法なのでしょう」

「この度の指揮を任されたのは私だ、イマジナル！　奇策は目を引き、成功すれば都市へのいい得点稼ぎになるかもしれんが、大事なのは確実に勝つこと！　隊に必要なのは個性ではなく規律だ！」

「しかし──」

「くどいぞ！　私に従えないなら、都市に契約を解除してもらえ！」

　傭よう兵へい隊たい長ちように怒気を向けられて押し黙ったクレスを、ぼくは横からじっと見つめた。

　二人の間では論点がずれている。勝つのはわかってる。こちらにはクレスがいるのだから。そうではなく、彼女が問題にしている点は犠牲を最小限にしたいということ。

「死にたい奴やつは、勝手に死なせてやればいい。それだけ君の活躍が増えるだろ」

　傭よう兵へい隊たい長ちようが各おの々おのの部隊に役割を割り振る間、ぼくはクレスの耳元で呟つぶやく。

「そういうわけにはいかないの」

「でもほら、ぼくは死んでるけど、特に不都合は感じてないし」

「茶化さないで。みんながみんな、トトポンと同じように振る舞えるわけじゃないんだから」

　クレスの視線が、護衛のために周囲を固める死し霊りよう器き兵へいへと向く。

　意志なき瞳ひとみで虚こ空くうを見つめ、新しい命令を待つだけの駆動系。

　魔動文明の模も倣ほうが可能にした、器械人形ウオークラフト。

　死なない兵。生きていない兵。

　ぼくは、肩をすくめて呟つぶやいた。

「優秀な死し世せい学がく者しやにひいきにされて、ぼくはとてもラッキーだ」

　すると何を思ったのか、クレスが上目づかいにこちらを見つめてくる。

「……トトポン、命令していい？」

「どうぞ？　ぼくは君の死し霊りよう器き兵へいなんだし」

「本気で戦って」

　戦いを長引かせたくないから、と彼女は続ける。凄惨な戦場をより凄惨なものに変えるのは死し世せい学がく者しやであり、その度合いはおおむね時間と比例関係にある。

「これまでだって、手を抜いたことなんてない」と、ぼくはちょっとむっとして返した。

　そういう言い方をされると、まるでぼくが怠け者のようではないか。

　でも、こいつは怠ける恐れがある、とクレスに思われるのは悪い気がしなかった。

　それは、ぼくにも自由があるということだから。ぼくはただ命令に従うだけの人形ではない。そして、そのことを彼女がしっかりと認識していることが何より嬉うれしかった。

　そもそも、クレスの命令は命令の体たいをなしていない。よくてお願いだ。

　だからぼくは、彼女のお願いを全力で叶かなえようと心に誓う。

　本気で戦おう。本気で戦って、敵を殺そう。




　　　　　２




「見て、トトポン。トトポンのぬいぐるみ作ったの」

　これから戦争が始まるというのに、クレスは緊張感の欠片かけらもなく、ぼくにもこついた人形を見せた。

　クレスは人形作りが得意だ。もちろん、実用的な意味でも。

「ぼくの時点で人形であるからして、それは人形の人形と言うべきものじゃないか。そう言えば再帰性について、この前本で読んだよ」

「この男は難しいことを言いますぞ～、クレス殿」

　ぬいぐるみを手で動かし、低い声色で演技するのはクレス自身。彼女はちょっと前までブラックストーンを訪れていたサーカス団の一人に腹ふく話わ術じゆつを教えてもらって練習していたけれど、残念ながらまだ及第点とは言えない出来だ。

「難しいことを言って嬉うれしくなる年とし頃ごろなのですぞ～」

「年齢は関係ないだろ。ぼくは死んでるんだから」

「困ったものですぞ～」

「それ、ぼくの人形なんだろ。ぼくはそんな風に話さないぞ」

　ぼくが少しむきになると、クレスはくすくすと笑って人形の手をふりふり動かした。

　回廊の向こうから地鳴りのような軍ぐん靴かが聞こえてきたのは、太陽が真上に到達するかというときだった。

　ガラクデッサ回廊。

　切り立った山脈の間に開けたこの回廊は、黒曜都市共和国オブシデイアの中央部に入るための重要な通り道の一本であり、昔から天然の砦とりでとして外敵を阻はばんできた要所でもある。歴史家の中には、オブシディアの首都ブラックストーンを守り続け、彼らに各魔法学問の独自研究を続けさせる土壌を養った要因として、ここを挙げる人間もいる。

　敵の動きに呼応するように、ブラックストーン傭よう兵へい軍が進軍を開始する。

　といっても今回は防衛戦なので、光雷原の空を支える六アつトのラ塔スの外にまで出張る必要はない。

　塔は山脈に沿うような形で四つが立ち、回廊のど真ん中に二本が立つ。空から見れば六ろく芒ぼう星せいの形に整えられたこの巨大な魔法装置は、歩兵や騎兵たちの頭上に地獄を形成している。一見しても何か仕掛けられているようには見えないが、先ほどからポンっという爆発音とともに、焦げた鳥類が落下してくるから正常に稼か働どうしているようだ。

　準備は万全。

　歩兵が密集陣形フアランクスを取り、長槍やりを構える。攻撃の機動性には欠けるが防御に向いていて、また指揮系統がなくともある程度戦える陣形だ。

　巨大な槍やり衾ぶすまを構成する歩兵の中には、死し霊りよう器き兵へいもいれば普通の人間もいた。傭よう兵へい軍の大半は普段失業しているごろつきで、傭よう兵へい隊たい長ちよう子飼いの中隊長たちに集められただけの数合わせなので、専門的な技術もへったくれもない。つまりは戦争がなければ近隣の村や都市を襲うような盗賊もどきたちがほとんどだから、整然とした指揮系統があまり必要とされない陣が適している。

　死し霊りよう器き兵へいに関しても同じことが言える。

　彼らには複雑な命令を行うだけの精密さはない。が、槍やりで突かれても、銃で撃たれても動ける限り動く頑丈さがある。まさにこの密集陣形は彼らのための戦術といえた。

　彼らは命令に従って動き、巨大な盤上に現れた戦況を動かす集合的な駒こまとして期待されていた。意志はなく、主人の思いのままに動かせるのが死し霊りよう器き兵へいの強みだ。

　痛みを知らず、例え身体からだに損傷が生じても、命令が実行可能である限り遂行する。

　隊列を組んで前進する。隊列を組んで襲いかかる。隊列を組んで退ひく。

　個性は必要なく、問題となるのは規律。

　盤上では常に計算が行われ、一足す一は二であり、二引く一は一にならなければならない。

　一方で、ぼくたちは違う。

　先ほどクレスがぼくたちを指して言った「意志を持つ特別製」という性質は、ブラックストーン傭よう兵へい隊のとるべき戦術から言えばデメリットにしかならない。ぼくたちのような特殊な死し霊りよう器き兵へいは不確定要素が多すぎるのだ。

　だから、ぼくたちに重要な役割は与えられず、そのためいまはかなり後方の高台から、こうして味方の陣形を俯ふ瞰かんするはめになっている。クレス自身が周りの傭よう兵へいたちに疎うとまれているところも確かにあるが、きっちりと算術式を組もうとした傭よう兵へい隊たい長ちようが、クレス隊の役割を最小限にしようとした判断はあまり間違っていない。

　彼女はいつまでも不満そうだったが、ただこうして後ろの方にいると戦況がよくわかっていい。ぼくたちの任務は山脈沿いに立つ塔の一つを見張ることだった。

「一、二……土竜は二十から三十体くらいいるかな」

　味方の陣に猛烈な勢いで迫ってくる地面のふくらみは二十筋以上あった。さらにその後ろから、騎兵と歩兵が突撃してくる。

「すごい技術だ。土竜はそんなに単純な構造の生物じゃないから、コントロールは難しいと思うんだけど」

　ぼくが言うと、クレスは遠とお眼鏡めがねを覗のぞき込む。肉眼では見えにくい距離なのだろう。

「聞いた話じゃ、腸と背骨のいくつかをそっくり魔動器と入れ替えるんだって。腸は第二の脳って呼ばれてるくらいだし、そこで感情を操作するそうよ。背骨の換骨はまあ、魔物を調教する歴史的な方法なのかな」

「痛み？」

「そうそう」

「かわいそうに。生き物としての尊厳がないじゃないか。ほとんど道具扱いだ。敵味方はどう区別するんだろう」

「第六感ですぞ～」

　クレスはまたぬいぐるみを動かし、いたずらっぽい仕草でそう言う。

「それ、冗談だろ？」

「ほんとほんと！　竜は視覚、聴覚、味覚、触覚、嗅きゆう覚かく以外の何かを感じる器官を持ってるの。人が魔法器官を持ってるのと一緒。その〝竜りゆう覚かく〟って呼ばれるような未知の感覚にだけ響く付与魔法エンチヤントを身につけてれば、味方と思われるんだって。もちろんそう調教するってことだけど」

「竜りゆう覚かく……何その安易なネーミング」

「わたしが考えたんじゃないもん」

　クレスは頰ほおを膨らませる。

　そんな彼女を見ながら、ぼくはこの間駆逐した土竜の群れのことを思い出していた。あのときは敵味方なんてことが頭に浮かぶことはなかったけれど、いまこうして種として敵を攻撃する機能を凶化されている姿を目まの当たりにすると、元気に大地を駆け回っていた彼らがどれだけ自由だったか実感できる。あれは、害獣として駆除依頼が出たときだった。

　ぼくが物思いにふけっていると、先頭を走っていた土竜が地面から顔を出すのがわかった。

　カエルのような顔の先端では、左右の目がぎょろぎょろと別々の動きをしている。

　サイズはかなり大きい。全身を地面の上に出してしまうと、おそらく光雷原に引っ掛かるくらいの大きさはあるだろう。そのあたりは敵も承知のようで、土竜にずっと土中浴をさせているようだった。

　進行方向にいた密集陣形が迎え撃ち、土竜の放った超重力の雨を、隊列の横に待機していた魔法士たちの対抗呪じゆ文もんが防ぐ。が、防御魔法エリコの傘から漏れていたらしい何器かの死し霊りよう器き兵へいと、何人かの兵士が超重力の雨に打たれてひしゃげる。

　すぐ、お返しとばかりに魔法士の一斉放射が始まり、土竜は地面の中へと潜る。

　地面の跡に合わせて歩兵と魔法士の陣形が移動していくが、他の土竜が戦場に到着し、地面の跡が次々と増えていくにつれて、死し霊りよう器き兵へいの動きが鈍くなる。複雑な指示に対処するには、処理時間が必要になってくるからだ。

　複雑さを増す戦況を見て取るや、クレスはすぐぼくに期待のこもった眼まな差ざしを向けてくる。

「これだけ戦場が混乱すれば、トトポンが行っても気づかれないんじゃない？」

「いや、まだ始まったばっかりだろ。指揮系統はしっかりしてるみたいだし、勝手をしたらまたあの隊長に怒られるんじゃないかな」

「でも、ここで飛竜とにらめっこを続けてるのも非効率的じゃない」

　先ほどから、塔の周りを三匹ほどの飛竜が飛び回っている。兵が背に乗っており、彼らが竜の動きを統制していることがはっきりとわかった。

　彼らは決して光雷原には近付かず、領域の外側から塔の魔法防壁を破る干渉魔法を試みているらしい。汎はん用よう魔法のものらしき魔法陣が、そこら中で明滅している。防壁を破られれば塔は即座に破壊され、六つの塔が同じ結末を遂げれば、制空権を取られることになる。

　敵の飛竜乗りもぼくたちには気づいているようだったが、こちらが死し霊りよう器き兵へいばかりと知って、そこまでの注意を向けていないようだった。死し霊りよう器き兵へいは魔法を使えない。先ほどのクレスの言葉の通り、人は魔法器官を持つ──逆説的に、肉体との別れとともに魔法を失ったのがぼくたちだ。

　銃や射程の長い武器型の魔動器の存在もあるが、そんなものを使えるほど普通の死し霊りよう器き兵へいは繊細にはできていない。

　飛竜乗りの立場からすれば、生なま身みの人間であるクレスにだけ注意を向ければいいので、ほとんどストレスなく仕事を行っていることだろう。

　こういう点でも計算できるのが死し霊りよう器き兵へいなのだ。平面での戦いには滅法強いが、大地の下や空など人間本来の活動範囲外から攻撃を受ければ、並の戦力と変わりない。

「一いつ石せき二に鳥ちようの方法があるんだけど」

　手をこまねいている様子のクレスに、ぼくは声をかけた。

「一いつ石せき二に鳥ちよう？」

「そうそう。飛竜をやっつけて、怒られずに地上戦に参加できる方法」

「そんな方法があったら、是非やってみて」

「わかった」

　言ってから、ぼくはこの場でずっとだんまりを決め込んでいる器械人形の方に目を向けた。

　クレスの所有する十五体の器械人形のうち、十三体は分散して他の塔の見張りに出向いているので、いまこの場にはクレスとぼくの他にあと一体の器械人形しかいない。

「ぼくはちょっとこの場を離れるけど、クレスのことを頼むぞ、パル」

「……方法を教えてくれたら私がやるけど。トトポンはクレスにべったりがいいでしょ」

　そう返してくるのは、ほっそりとした女型の器械人形だった。どうやら生前も女だったらしい。名前はパルガ・セントラといって、ぼくたちは彼女のことをパルと呼んでいる。

　パルは大きな戦せん斧ぷを持っていて、それを振るうときくらいしか楽しみがないような、ちょっとおかしな性格をしていた。

「……私、斧おのを振るう。トトポン、大好きなクレスのお守りをする。皆、ハッピー」

「誤解してるようだけど、ぼくがクレスの傍そばにいるのはそう命令されてるからだ」

「……そうやって人形のふりをしてて楽しい？」

「ぼくらは器械人形だろ。それ以外の何物でもない」

　ぼくはパルがあまり好きではない。というよりも嫌いだ。何かにつけてぼくにつっかかってくるし、それ以上に、彼女が先生のお気に入りだというのが腹立たしかった。先生はいつもパルばかり贔屓ひいきする。いま彼女が持っている戦せん斧ぷも、先生にねだって作ってもらったものだ。

「とにかく、クレスを頼んだよ。君が思いつかなかった方法をぼくは思いついたんだ。だったら、君に話すわけないだろ。ここから、ぼくの大活躍を見てればいい」

　これから始まる戦闘のため、鋼鉄でできた身体からだの内側から力を引きずり出す。見えないギアを上げ、ぼくは戦闘態勢へと切り替わる。

　パルの無言の返事を得てから、ぼくは高台から塔に向かって思い切り跳躍した。




　一いつ瞬しゆんにして、身体からだが大気に抱かれる。聴覚が切り裂くような大気の音を捉とらえ、自分がどれだけの勢いをもって空中を進んでいるかを実感する。

　塔の前には、魔法士の張った防御魔法エリコの半透明な防壁があった。自軍の兵士全員に施された付与魔法エンチヤントがあるおかげで、この防壁に跳ね返されずに済んだ。とはいえ、防御魔法エリコをすり抜けるときはいつも緊張する。

　目前に迫った塔の壁面に、片腕を叩たたきつけて突き刺す。そうやって身体からだを固定してから、近くで魔法陣を展開させていた飛竜に向けてクロスボウを放った。

　飛び出したアンカーが竜の横腹に突き刺さり、竜が激しく身もだえした。

　塔の壁から腕を引き抜くと、アンカーからのびるワイヤーの下、ぼくは竜からぶら下がるようなかたちになった。即座にクロスボウの揚錨機ウインドラスを使ってワイヤーを巻き上げ、竜の横腹へと到達する。

「仕事は順調か」

「な、なんだと……!?　なぜこんなところまで兵士が……!?」

　飛竜乗りは驚きよう愕がくの表情を浮かべた。暴れる飛竜の上で体勢を立て直し、詠唱中だった魔法を途中解除するやいなや、慌てて背中の剣を抜いてぼくに刃やいばを向けてくる。

　突きを二度かわしてから、三度目の刃やいばを受け止め、刀身を握り潰す。

「な、なに……!?」

「これくらいは並の死し霊りよう器き兵へいにもできる」

　ぼくは竜の翼に足を引っ掛け、騎兵の後ろに回り込んだ。落ちるのが怖いので、アンカーの繫つながったクロスボウは握ったままだ。

　それから腰の剣を抜き去ると、背後から飛竜乗りを一刺しした。

「ぐぅ……」とくぐもった声を出して、彼は絶命する。

　途端に飛竜が暴れ出した。

　飛竜にも様々な姿があるが、敵の使役するのは外骨格でやや小型──昆虫に近いタイプの竜だった。生物としての構造が単純であって、脊せき髄ずい反射で行動するためコントロールがたやすく、また繁殖力がずば抜けている。寿命は短いが、その分新種を次々と生じさせる。

　この手の竜に、ぼくは乗ったことがある。

　首筋に金属の棒が突き立てられ、そこが脊せき柱ちゆうに埋め込まれた魔動器と連動している。本能を痛みによって制圧し、いくつかの反射によって動くだけの形けい骸がいに変えるのだ。

　竜の本能を棒とともに握りしめる。

「さあ、ぼくが新しいご主人さまだ」

　竜の意志はもう関係なかった。思考というものがあれば、勝手に動き回る身体からだに驚いていることだろう。自由を返せ、と怒っているかもしれない。

　棒を右に操作すると、筋反射が起こって体たい軀くが右へと動く。

　思ったより少し右に寄りすぎ。今度は操縦桿かんを左に倒す。

　久しぶりで感覚を摑つかむのに時間がかかったが、しばらく弄いじっているとこの飛行兵器の使い方にも慣れてくる。

　近くを飛び回っている飛竜兵はあと二体。

　目線が大分違う場所で起こった凶事だったため、彼らはぼくが元の飛竜乗りと入れ替わっていることに気付いていないようだった。特殊な事情でもない限り人間の目は横に二つ並んで付いているもので、横の視野は広いが縦の視野は狭い。

「お、おい、どうし──!?」

　異変に気付いた時にはもう遅い。

　高度を上げたぼくの飛竜が敵の一体に頭上から迫り、そのままの勢いで激突する。

　竜の背で咄とつ嗟さに上を仰ぎ見た兵は、驚嘆の表情を張りつかせたまま、背骨を逆方向に折り曲げて死んでいた。統制を失った竜は暴れ、勢いよく光雷原に突っ込んで爆発する。

　最後の一体を操る飛竜乗りは、流石さすがに事態の急変に感付いたようだった。

「き、貴き様さま！　何者だ！」

　竜が翼を大きく広げて旋回し、こちらに向き直る。

　答えるまでもなく、ぼくのいまの姿を見れば敵だと理解できるだろう。

　仲間の背中越しから腕を伸ばしてかき抱くように操縦桿かんを握り、逆の手に剣を持つ死し霊りよう器き兵へい。これが仲間の首筋に突きつけられている。

　腕の中の彼はもはや死体だが、生きているか死んでいるかは関係ない。人の持つ意味はその観察者によって決まるものだ。死は本人ではなく、周りの人間のための概念。例えば葬式や忌き引びきは死に人格をお仕着せする儀式だ。

「投降しろ。こいつを殺すぞ」

　月並みな脅おどし文句を言ってみるが、効果はきっと薄いと思う。いまは戦争中で一人の兵士の命は軽いし、腕の中の彼が相手にとって大事な人間かどうかもわからない。

　そのとき、ぼくでさえぎょっとすることが起きた。

　死体がぴくぴく痙けい攣れんしたかと思うと、大声を張り上げたからだ。

「タ、助ケテ！」

　そして暴れ出す。結構な力だ。

　死体を押さえ込みながら、ぼくはクレスの視線を感じていた。きっちりと止とどめを刺したはずの死体が動き出すということは、つまりはそういうこと。適当なプネウマ霊でも見つくろって、張り付けたに違いない。戦いの前、ぬいぐるみで遊んでいた彼女のいたずら笑顔を思い出す。

　死体に当て身をくらわすと、わざとらしさすら感じる大げさな素振りで大人おとなしくなった。

「ご覧の通り、彼はまだ生きてる。ぼくは傭よう兵へいだ。ブラックストーンのために敵の戦力を殺そいでやる義理はない。戦闘の趨すう勢せいが決定すれば投降兵は解放する。傭よう兵へいの仕事は戦争に勝つことで、不要に手を汚すことは目的にない」

　そう伝える。特に、傭よう兵へいという言葉を強調して。騎士道精神めいた台詞せりふはもちろん建て前で、傭よう兵へいは捕ほ虜りよを金銭獲得のための手段として見ているという共通の社会認識がある。金かね蔓づるをむざむざ殺すようなことはしないと。この際、その考えを利用させてもらう。

　空気が張り詰めていく。対たい峙じする飛竜乗りは、深刻さを理解したに違いない。

「は、恥さらしめ！　聖フェオールの正しき教えを啓けい蒙もうする聖戦に弱者は必要ない！　恨むなら、敵に後れを取った自分自身の不ふ甲が斐いなさを恨め！」

「つまり見捨てると。お前が投降すれば、二人とも生きて帰れるのに」

「黙れ！」

　魔法陣が出現し、閃せん光こうの一撃が大気を叩たたく。

　ぼくは竜を傾けたが、避けるまでもなく魔法の一撃は見当違いの方向に放たれていた。

　なるほど迷いはある。思えば彼らは同じ訓練をこなしてきた戦友なのだろう。

　ぼくは死体を空中に放り出した。

「───!!」

　飛竜乗りの反応は早かった。刺激に規則的な反応を返す反射と違って、判断には思考が伴うものだし、目の前で起こった瞬しゆん間かんの事象にここまで早く対応できるのは高速の世界に生きる飛竜乗りならではというべきか。

　操縦も細やかで、おおざっぱに竜の体たい軀くを操作するぼくとはえらい違いだ。

　彼は飛竜を下降させ、落下に身を任せる戦友の死体を追う。

　せっかくの好機なので、ぼくも下降する飛竜を追うことにすると、背後を完かん璧ぺきに取ったかたちになった。あとは遠距離攻撃でもできればもう勝負はついたようなものだった。でもぼくは魔法が使えないし、落下中にクロスボウを放っても仕方がない。確かこの竜は強力な酸を体内から出せたはずだが、その機能を刺激する方法まではわからない。操縦桿かんを滅め茶ちや苦く茶ちやにいじり倒して振り落とされるよりは、空を駆ける土台の役目を全まつとうしてもらっていた方がいい。

　先行する飛竜はもの凄すごいスピードでどんどん高度を下げていき、いまになってぼくは竜の個体差を疑い始めた。

　ただ、敵の飛竜が死体をすくい上げる瞬しゆん間かんにはチャンスが来るだろう。ぼくが仕掛けるのはそのときだ。

　果たしてその瞬しゆん間かんはすぐやってきた。

　前を飛ぶ竜の速度が下がり、二つの体たい軀くが急激に接近する。二人目の飛竜乗りを殺したときと同じような状況。ぼくはこのまま彼を圧死させればいいと思った。

　しかし、そうそう物事はうまくいってばかりではなかった。

　死体をキャッチした刹せつ那な、先行する竜が体たい軀くで二体分ほど横にスライドしたのだ。どうやったのかは分からない。それこそ、昆虫のトンボそっくりの動き。

　勢いよく前の竜を追い抜かしてしまったぼくは、敵の技術に舌を巻いていた。

　不意を衝つかなければ、やっぱり専門的な技術を持つ特殊兵には敵かなわない。

「まずいぞ」

　そして下降の一途をたどっていた結果、地面は目前に迫っている。

　急いで、操縦桿かんを思い切り引き寄せた。地面すれすれのところで竜は高度を上げ、何とか墜落の憂うき目めから逃れることができてほっとする。

　しかし根本的な窮地は後からやってきた。

　背後には先ほどまでぼくが追いかけていた飛竜がいて、こちらの動きにぴったりと張りついていた。しかも、先ほどぼくがしたかったことのオンパレードを仕掛けてくるからたまらない。

　竜は口より酸を吐き出し、搭乗者は次々と空中に魔法陣を描き出し、魔法攻撃の嵐あらしを生じさせる。閃せん光こうが大気を引っかき、稲いな妻ずまが放たれ、一撃必殺の火球が降り注ぐ。

　もはや勝ち目はなかった。二度、三度とかろうじて攻撃を避けていた飛竜が、ついに片翼に火炎魔法メギドの一撃をくらった。体たい軀くがぐらつき、統制を完全に失う。

「残念だ」

　ぼくは呻うめいた。もう終わりか。

「普通に勝ってみたかった」

　言いながら手に握る起爆装置を押すと、金魚のフンのようにぼくに付きまとっていた後ろの飛竜が爆発した。

　正確には、死体に埋め込んでおいた爆弾が。

　搭乗者ははじけ飛び、いくつかの部位に分かれて落ちていくのが見えた。一方の竜はといえばこれが見事なもので、外骨格の表皮によって衝撃を吸収し、頭部の節が千切れたため死んではいるものの、そう無残な姿にはなっていない。これは大いに勇気づけられる光景だ。

「お前も、お役目ご苦労さま」

　と労を労ねぎらってから、ぼくは足元でもがく飛竜の胴体と頭部をつなぐ節に剣を刺し入れた。これからの苦痛を考えると、こうして先に楽にしてやった方がいいだろう。

　片翼を失って完全に統制の利きかなくなっていた飛竜は、光雷原へと向かっている。

　ぼくは竜の背中に剣を食い込ませて切れ目をつくると、外骨格を力任せに開いた。そこにはしなやかで弾力性のある筋繊維が詰まっている。

　竜の筋繊維の中にもぐり込み、衝撃に備えた。と言っても、身体からだを丸めるくらいのものだけれど。すぐに光雷の炸さく裂れつはやってきて、前後不覚になるほどの揺れに襲われた。

　真まっ暗くら闇やみで回転する中、ぼくはふと、巨大な魚に飲み込まれたという丸太人形の寓ぐう話わを思い出した。周りには生温かい生態組織があって、光はなく、どちらが上なのかもわからない。彼もきっとこんな感じだったに違いない。

　最後に、もう一度衝撃。これは軽かった。それ以降、ドドドという振動が続く。

　馬ば蹄ていの響きだ。大地を感じた。

　もぞもぞと竜の体内から抜け出すと、そこには戦場があった。大分陣形を乱された様子の傭よう兵へい隊と、土竜に遅れて到着した敵の騎兵、歩兵隊が戦い、地面が揺れている。

「やっぱり地面はいい。空は生きた心地ここちがしない」

　こうしてぼくは対空戦で起きた不慮の事故という名目の下、地上戦に参加する。
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　ぼくは辺りを見渡した。

　視界には使い物にならないくらい押し潰された死し霊りよう器き兵へいの残ざん骸がいが転がっていて、それ以上の死し人びと兵へいが溢あふれていた。

　死し人びと兵へい。外側だけは人間だが、動きが死し霊りよう器き兵へいのそれと全く同じ兵士。痛みを過去のものと追いやり、従ク霊ラ魔ー法ラによって動かされるだけの人形。

　彼らの人間的な活動は生命とともに終わった。これからは埋葬されるまで、闘争だけが彼らの目的となる。

　法ほう衣いを纏まとった死し世せい学がく者しやが、密集陣形の後ろから次々に従ク霊ラ魔ー法ラを唱えている。

　時間の経過とともに、順調に死し人びと兵へいは増え始めている。だが残念なことに、その中に敵兵士の肉体を使ったものはほとんどなかった。つまりは味方兵の再利用リサイクルのみで、敵をこの労力の渦に巻き込むことができていないということ。

「やっぱり原因は──」

　大地を走る隆起の筋。カエルのような頭部が見えたと思った途端、近くの死し人びと兵へいが見えない巨人の掌てのひらに叩たたき潰されたかのようにひしゃげる。土竜は口を開くと、長い舌を巻きつけて潰れた死し人びと兵へいを捕食した。

　その土竜は次にぽつんと一人立っているぼくに狙いをつけたのか、こちらに勢いよく突っ込んでくる。

　土竜の攻勢範囲に入ったらしく、周囲に超重力の雨が降る。雨と言ってもそれは比ひ喩ゆ的な表現で、実際には土竜の使う魔法だ。魔法陣は人間が魔法を広く普及させるために発明した技術なので、彼らの魔法にそんなものは存在しない。かなり非効率な魔法の使い方である半面、これから魔法を使いますよ、という合図が読み取れないためタイミングが取りづらい。

　大気が歪ゆがみ、ほんのすぐそこまで迫る土竜の顔が蜃しん気き楼ろうの遙はるか奥にあるような錯覚に陥った。

　距離感はつかみにくい。が、とりあえずぼくは重力のお仕着せを無視して剣を抜き放った。

「さあ、こい。ぼくにはお前の魔法は効かないぞ」

　まず土竜が伸ばしてきた舌に胴体を絡からめ取らせるに任せ、次いで引き寄せられて迫った顔面に向かって、思い切り袈け裟さがけの一いつ閃せんをお見舞いする。

　土竜は猛烈な叫び声を上げ、そこまで痛かったのかとこちらが申し訳なくなるくらい、地表に出て大きくのたうち回った。それから体勢を立て直すため、勢いを付けて土中に逃げようと思ったのだろう、大きく跳ねたのが悪あく手しゆだった。

　どよめく周りの兵士たちの視線が、跳躍する土竜のあとを追う。

　そこにあるのは光雷原──空中の不穏分子を嗅かぎつけた光雷が力を解放し、土竜の頭部を吹き飛ばした。頭を失った竜は、よたよたと地面を歩いて、ズシンと倒れ伏す。

　一いつ瞬しゆんの沈黙の後──味方から大歓声が上がり、敵が驚きよう愕がくに息を吞のんだ。

「土竜を討ち取ったぞ！　どこの隊の死し霊りよう器き兵へいだ！」

「な、なぜ土竜の重力魔法ヘブルが効かない……!?　新型の人形か!?」

　勇敢な敵騎兵が、こちらに突撃を仕掛けてくる。

「奴やつを仕留めろ！　未知の戦力は即時粉砕せねばならん！」

　ぼくにとっても人間を相手にする方が、都合はよかった。

　第一に、竜では死し人びと兵へいとして活用できない。

　第二に、彼らの肉体は土竜を封じ込める手段となる。

　クレスによれば、土竜たちはぼくたちが察知できない第六感とやらをもとに、こちらと敵を区別していて、敵はその感覚に響く付与魔法エンチヤントをまとっている。すなわち敵の身体からだは一死し人びと兵へいとしての価値以上のものをこの戦闘においてもたらすことになる。

　ぼくはクロスボウを構え、ワイヤーに繫つながったアンカーではなく、撃ちっぱなしの矢を放った。矢は吸い込まれるように兜かぶとの隙すき間まに突き刺さり、兵は痙けい攣れんしながら馬から崩れ落ちる。

　馬は騎手の不在に気付かぬまま直進してきたので、横に飛びのき、足払いの要領で前足の二本を叩たたき切る。

　飛竜同様奪うことも考えたが、ぼくはあまり馬が好きではなかった。機動性はあるものの小回りが利きかず、また竜ほど力も強くないので、多分ぼくの不安定な体重を支え切れない。

　前足を失った馬が地面に突っ伏し、周りの敵兵が動揺するのが見て取れた。

「ひ、怯ひるむな！　かかれ！」

　彼らにも各おの々おのの役割がある。自らを鼓舞するかのような覇は気きを口々に唱え、即死した一いち番ばん槍やりが言ったところの〝未知の戦力〟に向かってくる。

　先ほどの土竜の爆発で、どのあたりまで高度を利用できるかが把握できていたので、切りかかってきた兵の背後に跳躍して回り込むと、鎧よろいと鎧よろいの繫つなぎ目から剣を刺し入れた。

　二人目。よし、と独ひとり言ごちる。ペースが上がってきた。

　駆動系を傷付けないように注意しながら、ぼくは敵兵を殺して回った。力任せに見切れた箇所をつくったりしては、死し人びと兵へいの戦力に影響する。死し人びと兵へいとして活用する場合を考えると、殺し方にも技術が必要になる。

　ぼくが周りの敵兵をあらかた片づけると、死の臭においをハゲタカのように嗅かぎつけた死し世せい学がく者しやたちが死体に新たな霊を宿らせていく。彼らの従ク霊ラ魔ー法ラはクレスのそれほどスマートではないらしく、産うぶ声ごえを上げる死し人びと兵へいは、ぎくしゃくとした動きで陣形に加わった。単純な命令で動く霊にはほとんど制限というものがないため、一人の死し世せい学がく者しやの従える死し人びと兵へいは、膨大な量にまで膨れ上がっていた。

「貴殿は人か……？」

　声に振り向くと、腕を負傷したらしき味方の魔法士が近くで膝ひざをついていた。

「貴殿の働きぶりを見ていたが、とても死し霊りよう器き兵へいの動きとは思えん！　何か事情あって死し霊りよう器き兵へいの振りをしているのであろうが。いったいどこの隊だ、そのような奇策を用いるのは！」

「いや、ぼくはクレッシェンド・イマジナルの隊に所属する死し霊りよう器き兵へいだ。だが、こうして人と会話もできる。まだ動けるな」

　ぼくが器械人形だと知って彼はかなり驚いたようだったが、頷うなずくだけの分ふん別べつは残していた。

「伝令を頼みたい。その傷では、どのみち戦闘は無理だ。陣に戻って、傭よう兵へい隊たい長ちよう殿に伝えて欲しい。イマジナル隊の死し霊りよう器き兵へいを地上戦に投入すれば、この戦いは容易たやすく勝利できると」

「わ、わかった……貴殿の働きはこの目でしかと見た」

「あれを持って行くといい」

　と、はじけ飛んだ頭部からこぼれた土竜の目玉を、ぼくは剣の切っ先で示す。

「傭よう兵へい隊たい長ちよう殿は実績を御ご所しよ望もうだった。いい土産みやげになる」

「了解した。しかし、なぜ貴殿には土竜の魔法が効かない……」

「いまは教える時間がない。戦闘が終わってもまだ興味があるなら、ブラックストーンの魔動技師コスモを訪ねてみるといい。嬉き々きとして教えてくれるはずだから」

「コスモ？」

「ぼくの先生だ。さあ、行け」

　彼の視線を背後に感じながら、ぼくは味方の編制を蹂じゆう躙りんして走る地面の隆起に向かって行った。

　土竜が顔を出し、逃げ惑わずに突き進んでくる小さな物ぼ体くに目を止める。

　彼らからすれば、きっとぼくたちなど獲物ですらない。戯たわむれに押し潰す玩具おもちや。関係は一方的で、自分が玩具おもちやに近付くのはいいが、許可なく近付いてくる玩具おもちやには罰をもって制裁する。

　罰は、大地への服従だ。

　空気が振動し、土竜がこちらに目がけて重力魔法ヘブルを放つ。

　しかしその瞬しゆん間かん、ぼくは意識を自身の身体制御に向け、過重な付与重力分を計算し、平時と変わらない値にまで調節した。

　種明かしすると単純なもので、ぼくは自身の身体からだの及ぶ範囲においてのみという条件付きだが、重力値の調節をすることができる。というのも、どうしても器械人形ウオークラフトとしての性質上、何のカラクリも抜きにしては人間のような滑らかな挙動を行うことは難しく、力点の移動と、そこにかかる値の調節機能によってバランスを取る必要があるからだ。

　重力調節機能がなければ、ぼくも周りの死し霊りよう器き兵へいのようにぎくしゃくした動きしかできないし、実際この機能があってもしばらくはぎくしゃくと動いていた。

　使いこなせるまでは並大抵の努力では済まなかったけれど、先生が自分の経験を活いかし、ぼくたちに適切な修練を課してくれたおかげで、ぼくたちはいまこうして人以上の動きのできる戦力として、戦地に赴くことができる。

　一応ぼくとクレスの名誉のために言っておくと、従ク霊ラ魔ー法ラによってこの世の物質に張り付いているぼくとはいえ、勝手がわかる人間の肉体ならちゃんとスムーズに動かせる。彼女の従ク霊ラ魔ー法ラは、他の有う象ぞう無む象ぞうの死し世せい学がく者しやの使う魔法とは次元が異なっているのだから。人間の肉体と違って、器械人形ウオークラフトの身体からだはとかく扱いが難しいというだけ。

　土竜の魔法が〝超重力の雨〟なら、ぼくたちの使うこの機能の応用方法は〝超重力への傘〟と言っていい。彼らは昔から人間を恐れさせてきた災厄の一つとして数えられてきたけれど、ぼくたちにとっては単なるでかいカエルに過ぎない。

「グゲェ！　……ゲェ！」

　伸ばしてきた舌を両腕で捕らえて締め上げるようにすると、意外な敵の存在に戸惑ったのか、土竜は土中に逃げ帰ろうとした。が、こちらは力点を操作して身体からだをその場で固定し、逆に駆動系の持つ力を少しずつ解放して舌を引っ張る。

「さあ、力比べだ。ぼくは強いぞ」

　怪物との綱引き。こちらが舌を絞り上げると、向こうからも恐ろしい力強さが返ってくる。足の下にある地面がえぐれ、ぼくはさらにギアを上げた。

　決着がついたのは一いつ瞬しゆんだった。海中から巨大魚を釣り上げる要領で、竿さおに見立てた舌を思い切り引っ張ると、それまであった抵抗がなくなった。

　地面から土竜を引きずり出すのに成功したのだ。そのまま、勢いに任せて舌をフルスイングする。

　哀れな土竜は、円の軌道を描きながら危険高度光雷原に到達して爆発した。

　これで二体目。

　派手な戦い方をすると良くも悪くも注目を集めることになり、敵の士気が高いうちは強敵と見て向かって来てくれていいのだが、逃げ出されると追いかける分手間が増える。

　ぼくが殺して回る兵士たちも、いつの間にか腹側より背中側につける傷が多くなっていく。

　ただ厄介なのは編制に組み込まれている敵の魔法士で、干渉魔法対策だろうが、よくわからない術式の魔法陣を張ってこちらを混乱させてくるし、ブラックストーンで出回っている汎はん用よう魔法より一々攻勢範囲が広く調整されている攻撃魔法を使ってくるので、避けるのが一苦労だった。

　しかも魔法が汎はん用よう魔法として多くの人に利用される現代では、戦争に参加するような魔法士は魔法だけに頼る戦い方では生き残れないため、総じて屈強だ。

　鎧よろいを着込み、剣を振るい、その上で魔法を使う。

　言ってしまえば、脳にある魔法器官の容量が大きい兵士で、そこらで魔法を使わずに駆けずり回っている戦闘兵の単純な上位互換と言っていい。クレスやブラックストーンの誇る死し世せい学がく者しやたちのように身体的に脆ぜい弱じやくな魔法士もいるが、そういうのはこんな前線に出て来ないので、いまは考慮するだけ無駄だろう。

　魔法士の一人が切りかかってきて、暴風を生む魔法で体勢を崩されていたぼくは、守勢に回ることになった。

　お互いの剣が接触し、大きな金属音が響く。

　何とか受け止めたと思ったけれど、付与魔法エンチヤントの効果を受けた魔法士の剣が、ぼくの剣を侵食していく。光を帯びる刀身がゆっくりとこちらの剣を溶かして行き、これは不ま味ずいと思ったときには剣は切っ先を失い、菜な切きり包ぼう丁ちようのような四角い形に切断されていた。

　思わず飛びのくが、魔法士の太た刀ち筋すじがわずかにぼくの身体からだに触れる。

「怪力が自慢か？　この鉄くず。俺おれが仕留めてやる……!!」

　魔法士は剣を構え直し、気炎を吐いた。

「いや、多分それは無理だ。ぼくは生きていないから死ねないし、この身体からだを失っても違う身体からだが用意されればそっちでまた頑張れる。それにそもそも──」

　ぼくは左脚部に力点を集めて解放し、猛スピードで魔法士に迫った。右の拳こぶしが彼の顔面にヒットした瞬しゆん間かん、体内の力点をそこに集中する。

　文字通り全体重を乗せる攻撃。

　少し他と違うのは、ぼくがその体重をいくらでも調節できること。

　彼の頭部は兜かぶとを被かぶったまま、背骨か神経かわからない尾のようなものを引き連れて飛んでいって、遠く離れた地点に着地した。遅れて、首を失った身体からだがどさりと倒れる。

「──ぼくは素手の方が強いと思う。人の身体からだがあまりに壊れると死し人びと兵へいとして使いにくくなるから、小さな傷で殺せる武器を使ってるだけだから」

　彼の剣を拾う。剣はもう光っていなかったけれど、別にそれでよかった。

　周囲を見渡すと、もう誰だれもぼくに向かってこようとする敵はいなかった。

　ちょうどそのとき陣のある方で狼煙のろしが上がり、少し遅れて魔法の光がチカチカと煌きらめいた。信号を読み取ったところ、さっき伝令を頼んだ魔法士が自陣に辿たどりつき、正確に出来事を伝えたようだった。

　──塔番ルークハ前線ヘ──

　何名かずつに分かれて塔の見張りを続けていたイマジナル隊が、ようやく地上戦に参戦する。

　ぼくにできることは彼らにもできるので、きっとすぐに厄介な土竜も片付くだろう。

　しかし、すでに戦線は傾いていた。

　敵兵は順調に死んで、多くは死し人びと兵へいと化している。

　敵の肉体飼い主を使った死し人びと兵へいが増えるうちに土竜は混乱し、上う手まく重力魔法ヘブルを唱えられなくなる。

　魔物を取り扱う上でもっとも重要な点は、攻撃性能より何より主人に危害を加えないこと。新教国の技術は見事と言わざるを得ない。その技術がもう少し拙つたないものだったら、土竜は敵も味方もなく暴れ出し、まだこちらに被害を与えられたものを。

　土竜は主人の肉体に上書きされた死し世せい学がく者しやの〝命令〟によって追い詰められ、そこを魔法士に焼き殺されたり、一番ひどい場合は主人の槍やりによって殺されていた。

　この展開をひっくり返される唯一の懸け念ねんは飛竜隊に制空権を奪われることだが、塔の見張りについていたイマジナル隊の死し霊りよう器き兵へい連中が、飛び回る敵に何の手出しも加えないとも思えない。

　死し霊りよう器き兵へい自体に魔法は使えないけれど、隊の中にはクロスボウの射程を遙はるかに上回る魔動器を好んで使う奴やつもいるし、彼らによってここまでわずか一つでも塔が守られていれば、それで光雷原は安泰だ。

　ちなみに、ぼくは魔動器を使うのがあまり好きではない。というのは先の理屈と同じで、武器型の魔動器はどれも威力が強過ぎて、死体が死し人びと兵へいとして活用しにくくなるから。

　そしてぼくのそんな思いは、戦場に現れた新たな死し霊りよう器き兵へいの大おお雑ざつ把ぱな働きを見るにつれてより強くなっていく。

　巨大な戦せん斧ぷを振り回す死し霊りよう器き兵へい。

　パルだ。

「おい、お前にはクレスの護衛を任せただろ。なんでここで張り切ってるんだ」

　ぼくは思わず彼女に声をかけた。

「許可をもらったからいいの。クレスも前線に出るからって」

　パルはこっちを見ずにそう返すと、ぼくの言葉を意に介した様子もなく虐殺を続ける。

　ほっそりとした女性型であるにもかかわらず、信じられないほどの力がある。彼女の姿は生前の性別を考慮して先生が用意したという話だが、ぼくたちの中で彼女がもっとも早く身体からだの使い方を覚えたから、ぼくは絶対に先生が女性型の彼女にだけひいきしたのだと思っている。

　彼女の戦い方は一種の芸術だという人もいる。主に先生だが。

　棒術使いもかくやとばかりに戦せん斧ぷを器用に回転させることで、攻撃の後に隙すきをつくらない動きはまるで演舞のよう。戦せん斧ぷは次々に敵兵の身体からだを両断し、戦場にどんどん赤い花が咲いていく。

　なるほど確かに、単純に相手を打ち倒すだけなら見事なもの。しかしぼくたちに求められているのは死し人びと兵へいの量産なのだから、ぼくは彼女の戦い方のすべてを肯定する気にはなれない。

　むしろ、いつもむっとしながら見ている。そうじゃないだろと。

　もっとクレスや他の死し世せい学がく者しやのことを考えろと注意しようとした瞬しゆん間かん、彼女は離れていく地面の隆起を目ざとく見つけて追いかけていく。

　その土竜の最期は無残なものだった。もはや土中ですら彼らの安全な領域ではなかった。

　パルは逃げる隆起に向かって、巨大な刃やいばを突き立てる。

　ズドン、という衝撃。のち、グラグラと余震が起きる。

　戦せん斧ぷの炸さく裂れつ魔法が発動して地面が大きくえぐれ、そこに頭ず蓋がいを粉砕された土竜の死し骸がいが転がっていた。

　大物を仕留めて満足したのか、ようやく動きを止めたパルに、ぼくは苦言を呈した。

「おい、もっと駆動系を壊さずに殺せないのか。あんなにズタズタじゃ死し人びと兵へいとして使いものにならない」

「……土竜は死し人びと兵へいにできる？」

　パルは振り返り、いつもの無表情で呟つぶやく。

「土竜の話をしてるんじゃない。その前に殺してた兵士たちだ」

「……ああ、そっち」

「ぼくの殺した死し人びと兵へいを見てみろ。五体が満足で、どこか誇らしそうにしてるだろ。パルに殺された兵士はどうだ。可哀かわいそうだ」

「……殺され方によって可哀かわいそうとか可哀かわいそうじゃないとかあるの？」

「屁へ理り屈くつを言うな。上半身だけで動き回る死し人びと兵へいなんてホラーじゃないか。ぼくは怪談とかそういうのは嫌いなんだ。パルの斧おのは怪談製造機だ。そういうのはよくない」

「……別にトトポンに気に入ってもらわなくてもいいし」

　そっぽを向くパル。「……あなたはあなた、私は私」
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　彼女と会話していると話が通じなくてイライラするが、ぼくは大人おとななので調子を合わせる。

「先生に言いつけてやる。先生はきちんと五体の揃そろった死し人びと兵へいにこそ価値を認めてる。器械人形ウオークラフトの発展は、人の駆動神経系の研究あってのものだ」

「……なら私だって言いつける。トトポンが空でやったこと見てたから」

「空で？」

「……光雷原に突っ込んだ。身体からだが壊れてもコスモに直してもらえる。そう思ってたでしょ」

　これを聞いて、ぼくは大いに慌てることになった。

「あれは事故だ。魔法にやられたんだ。君も見てただろ」

「……大事なのは結果。無茶して身体からだを壊すところだったのは否定できない」

　それに、この戦闘の結果もどうせ勝利に終わる。なら私の戦い方なんて気にすべきことじゃない、やっぱり大事なのは過程じゃなく結果。パルは淡々とした調子でそう続ける。

「屁へ理り屈くつを言うな」

「……そう？」

　パルはどこか得意気だった。やっぱりぼくは、彼女が気に入らない。




　結局それからあまり長引かずに、ガラクデッサ回廊での戦闘は終わった。

　ほとんど必要なかったと思うが、クレスも前線に参戦して駄目を押した。他の死し世せい学がく者しやの施せ工こうした中ちゆう途と半はん端ぱな従ク霊ラ魔ー法ラの支配から死し人びと兵へいを解放し、新たなプネウマ霊を植え付け直す。再稼か働どうした彼女の死し人びと兵へいは、生きていたとき以上に力強く活動し、死病の感染とばかりに敵兵を殺さつ戮りくしていく。

「トトポン、こっち見ないで！　戦いに集中するの！」

　ぼくがクレスの雄姿を目に焼き付けようとしていると、彼女は真まっ赤かになって怒った。

　従ク霊ラ魔ー法ラの魔法陣を展開するとき、クレスはサークレットを外して額を露あらわにする。ぼくはずっとそのままでいいと言っているのに、クレスは額そこにある三つ目の瞳がコンプレックスらしく、なかなか素顔を見る機会を周りに与えない。いまのようにたまのチャンスだと思って目を向けても、すごく怒る。

　人は一つ目の瞳ひとみで平面を把握し、二つ目の瞳ひとみで立体を把握している。三つ目の瞳ひとみがどのような世界を観察者にもたらすのかは謎なぞで、それを知っているのがクレスだ。

　立体の上の次元を見通す、死者の女王ロード・オブ・ザ・デツド。

　死を利用し、死を地上に充満させる少女。

　ぼくもパルも、死んでいる以上、彼女に頭こうべを垂れる配下に過ぎない。

　一体の死し人びと兵へいが二体に、二体が四体に、倍々に増えていく戦力を相手にしなければならない敵軍はついに音ねを上げた。這ほう這ほうの体ていにまで追い詰められ、撤退していく彼らをブラックストーン傭よう兵へい隊は追撃しなかった。

　深追いはせず、様子を見ることに決めたらしい。敵には飛竜隊がいて、光雷原の外で戦うのは得策ではないというもっともらしい理由があればなおさら。

　このあたりは傭よう兵へいのずるいところだ。戦争が傭よう兵へいの生きる手段である、というと戦死した傭よう兵へいたちが矛む盾じゆんを申し立てるような気もするけれど、とにかく戦争を長引かせる理由が傭よう兵へい側にはある。

　傭よう兵へいのこうした態度の一番顕けん著ちよな例は十年ほど昔、ブラックストーンがある周辺都市の反乱を抑えるために傭よう兵へい隊たい長ちようを雇ったにもかかわらず、彼があまりに露骨に欲を出し過ぎて失敗したときが挙げられる。反乱都市の壁門を破った瞬しゆん間かんに傭よう兵へい隊たい長ちようは兵を引かせ、憤いきどおったブラックストーンの軍事委員会は契約を盾に彼を捕らえて処刑した。

　以来、ブラックストーンでは私兵の確保こそが軍事の最重要課題だと言い出す連中も出てきていて、傭よう兵へいは難しい立場に置かれている。

　とはいえ今回は防衛戦であることと、大勝利に終わった戦果を考慮されて、傭よう兵へい隊が都市から叱しつ責せきされる謂いわれはないはずだった。その辺まで瞬しゆん時じに計算して追撃しなかったのだとしたら、傭よう兵へい隊たい長ちようの手腕は中々のものだと思う。

「すぐ都市に帰れるかな」

　ぼくが訊たずねると、クレスは複雑そうな顔をして答えた。

「どうだろね。聖戦とか宗教改革とか言って神を掲げた戦争する人たちはしつこいよ。こっちだって同じ神を信じてるのに、教義の違いがそんなに気に入らないのかな」

「あれ、クレスは聖フェオールを信仰してたっけ」

「こっちの人たちって意味。わたしは別にブラックストーンの人間じゃないもん」

　べっと舌を出す彼女は、容姿よりも子どもっぽい性格をしていると思う。

「……そんなに早くお家うちに帰りたいの」

　そして、パルがどうでもいいことで絡からんでくる。彼女はなぜかいつも、ぼくにだけ喧けん嘩か腰ごしだった。

「……やーい、ホームシック。ホームシック」

「ぼくは平和が好きなんだ。パルみたいに血に飢えて斧おのを振り回すより、読書とかしたい派なんだよ」

「……読書派閥？」

「お前はもっと勉強しないから、そんなに幼稚なんだ。先生はもっと高尚な器械人形を作りたいって言ってたぞ」

「……いっつもコスモ、コスモ。トトポンってマザコン？」

　パルを無視していると、なんとクレスまでパルに同調を始めた。

「確かに、トトポンはコスモを重視し過ぎてる気がする。トトポンはわたしの死し霊りよう器き兵へいなんだから、わたしを一番に考えなきゃだめ」

「尊敬してるだけだろ。尊敬すべき人を尊敬しないでどうするんだ」

「それじゃあ、わたしは？」

「は？」

「コスモは尊敬してる。なら、わたしは？」

　何とも答えにくいことを訊きいてくる。

「……主人だ。忠実に従うべき存在だよ。それ以外に何かある？」

　ぼくがそう言うと、クレスは不服そうに頰ほおを膨らませた。

「……まあ、いいや。そんなことよりトトポン、身体からだは大だい丈じよう夫ぶ？」

「身体からだ？　光雷原のこと？」

「それもあるけど、戦いの前に変なこと言ってたから」

「ああ、そっちか。いや、すごく順調。思い切り身体からだを動かしたから、前よりもスムーズになったくらいだ」

　ぐいっと上半身をひねってから、その場で軽くジャンプする。魔法士の一ひと太た刀ちに付けられた小さな傷は、すでに修復していた。

「やっぱり先生の技術は──」

　すごい、と言いかけて言葉を飲み込む。クレスが、じとっとした目でぼくを睨にらんでいた。




　　　　　４




　ブラックストーン傭よう兵へい軍はその夜、勝利に沸いた。

　ぼくたちの野営地には、兵士たち以外にも民間業者の姿が多々見られた。寄せ集めの傭よう兵へい軍には輜し重ちよう隊がいないため、糧食や生活に必要な雑貨は酒しゆ保ほ商人に任されるからだ。他にも彼らは傭よう兵へいたちのために慰安施設や賭と博ばく場などを設けて、戦争で金を稼ぐ。気づけば、戦地に軍本隊と同じくらいの民間人が集まっていたなんてことはざらだ。

　そんな混こん沌とんとした野営地の隅で、ぼくとクレスは二人きりで焚たき火びを囲んでいた。

「おっとっと……そこにいるのは三つ目の変モ異ル種フじゃねえか」

　酔っ払った男に声をかけられ、ぼくは眉まゆをひそめた。身に付けた法ほう衣いを見る限り、どこかの傭よう兵へい頭と契約を結んだ死し世せい学がく者しやだろう。

「戦場では大活躍だったらしいじゃねえか。俺おれたちの従ク霊ラ魔ー法ラが気に入らなくて、また死体にプネウマを張り付け直したそうだなあ？　ちょっとスタンドプレーが過ぎるんじゃねえか？」

　従ク霊ラ魔ー法ラの性質上、その後術者が死亡したりしても器械人形のプネウマがはがれることはない。ただ、他の術者によってそのプネウマが操作されると話は違ってくる。

「クレスにいちゃもんをつける前に、まず自分の無能さを反省したらどうだ。彼女は君の魔法が下へ手たくそで見ていられなかっただけだ」

　しかしぼくのその言葉は、泥でい酔すいした彼には届かなかったらしい。

「俺おれは認めねえぞ、てめえみたいな小娘はな！　俺おれだけじゃねえ！　ブラックストーンの死し世せい学がく者しやはな、絶対にてめえを始祖フィニータスの後継者だなんて認めねえ！　わかったか、え？」

　そして彼は、酒で赤くなった顔に下げ卑びた笑いを浮かべた。

「変モ異ル種フの女ってのは売女ばいたばっかりなんだろ？　もっと違うことで生計を立てた方がいいぜ。ここには娼しよう婦ふだっていらあ。てめえもそういうことで生きて行った方がいい。なんなら、俺おれが今日きようの仕事を与えてやろうか？」

「君こそ道どう化け師しにでも転職したらどうだ？　戦場ではからきし役に立たないのに、夜の宴会だけ元気なんだから」

　今度はぼくの言葉が聞こえたらしく、その死し世せい学がく者しやは途端に表情を変えた。

「な、何だと!?　この木で偶く風情ふぜいが！」

　ふらふらとした足取りでこちらに近づいてくると、ぼくの顔面を殴る。鈍い音がする。

「い、いってぇ…!!」

「器械人形を素手で殴れば、拳こぶしを痛めるに決まってるだろ。ほら、痛み止めをやる」

　ぼくは死し世せい学がく者しやの鳩みぞ尾おちに拳こぶしを叩たたき込んだ。

　彼は「うぐぅ！」と呻うめいて地面に倒れ込むと、痙けい攣れんして吐と瀉しや物をまき散らした。

「トトポン！」

「どうせ明日あしたの朝には、何も覚えていないよ」

　言いながら、ぼくは苦く悶もんの表情で地面をのたうち回る彼を見つめた。

「それよりクレス、ぼくと踊らないか。大分ステップが上う手まくなったんだ。勝利の夜だし、ちょっとくらい浮かれたっていいだろ」

「……じゃあそうしようかな」

　クレスはサークレットに少し手をやってから、ぼくを上目づかいで眺めた。

「でも、その前にこの人を介抱してあげて。そのあとで、ダンスの練習の成果を見てあげる」

　そう言って、にっこり笑う。

　ぼくを縛る魔法があるなら、多分これがそうだ。

　クレスは強い少女だ。ぼくがブラックストーンで新しい身体からだを得て、一年余り。その間、クレスは都市のほとんどの人間から蔑べつ視しされ続けていた。にもかかわらず、超然とした態度でそれらを全て受け流している。

　でもぼくは違う。ぼくは自分が馬鹿にされるより、彼女が侮辱されることの方が何倍も腹が立った。怒るぼくを見て、同じ器械人形の仲間たちは、ぼくを「本当にクレスの人形のようだ」とからかった。

　ぼくは彼らに、ずっと同じ台詞せりふを返すことにしている。そして、いまのクレスにも。

「それが命令なら、ぼくはクレスに従うよ」




　傭よう兵へい隊たい長ちようが都市に勝利の伝令を送ってから二日ほどすると、ブラックストーン軍事委員会のメンバーが派遣されてきた。

　彼らが到着してすぐ、今後の方針を決めるために傭よう兵へい頭が一堂に会することになった。ぼくはクレスの護衛として、もの言わぬ死し霊りよう器き兵へいの振りをしながら彼女の傍そばに立っている。

「ブラックストーン政庁第二事務局長、軍事委員会担当書記官のアルバレスだ。まずはすばらしい勝利を挙げられた傭よう兵へい隊の諸君に、ブラックストーンは感謝する」

「伝令でお伝えしたように、ガラクデッサを攻めてきたのは敵の主力だと思われますな」

　傭よう兵へい隊たい長ちようは慇いん懃ぎんな態度で言った。「歩兵、騎兵は総数でおよそ二万三千。新教国の推定戦力の半数以上が投入されていたように思います」

「なるほど。さらに地の利があったとはいえ、竜を退けたのは見事だ。クレッシェンド・イマジナル」

　書記官に突然呼ばれて、クレスは彼の方にふいっと顔を向けた。

「何でしょう」

「貴殿の死し霊りよう器き兵へいは役に立ったか？　一いつ器き当とう千せんの戦力だと都プ市リ評オ議ー員リに随分と売り込んでいたようだったが」

「それはもう」

　揶や揄ゆのこめられた書記官の言葉を、クレスは受け流した。書記官は、ふんと鼻を鳴らす。

「彼女の隊には塔の防衛にあたってもらいました。前線に据え置くには未知の部分が多すぎましたので」

　傭よう兵へい隊たい長ちようが言うと、書記官はどこか満足そうな表情になった。

「なるほど、賢明だな。戦争は男がするものだ」

「わたしの隊の死し霊りよう器き兵へいは土竜を十匹以上殺しました。それに、押されていた戦況に転機をつくったのはここにいるトトポンです」

「塔とう番ばんをしていて？」

　一同がニヤニヤと笑い、クレスの発言の正当性をうやむやにする。戦場でどれだけ活躍しようと、それが正確に伝わらなければ戦果にはならない。歴史は都合の羅列だ。

　書記官は酷薄な笑みを浮かべて言った。

「まあ私もこの度は都プ市リ評オ議ー員リの顔を立てただけで、戦いに小娘が役立つなどとは思っておらん。傭よう兵へい隊たい長ちよう殿に感謝することだ。前線に配置されていたら、貴殿自身が他の死し世せい学がく者しやの死し人びと兵へいとなっていたかもしれんのだからな」

「それこそ買いかぶりというものでは？　彼女の貧弱な身体からだでは死し人びと兵へいとして使えんでしょう」

「いや女の機能があるのなら、慰みものくらいにはなるかもしれませんぞ」

「またご冗談を！　三つ目の変モ異ル種フなど抱いては聖フェオールの怒りを買いますぞ」

　下げ卑びた冗談を言って笑い合う一同を前にして、昨夜ゆうべ同様、ぼくは我慢ができなくなった。

「黙れ、殺すぞ」

　思わず拳こぶしを叩たたきつけると、樫かし材ざいの机に亀裂が走った。

「トトポン！」

　クレスがぼくを一いつ喝かつする。

「ほう、これが死し世せい学がく界かいの正統後継者と名高いクレッシェンド・イマジナルご自慢の死し霊りよう器き兵へいですかな。礼儀もわきまえず、雇い主に悪態を吐つく。結構な腹ふく話わ術じゆつではないか」

「黙れと言ってるんだ。それとも黙らしてやろうか。ぼくならここにいる全員を二秒で殺せる」

「口の利きき方に気をつけろ！　不愉快だ、イマジナル！　その死し霊りよう器き兵へいを下がらせろ！」

　傭よう兵へい隊たい長ちようが眉まゆを吊つり上げ、握り拳こぶしでテーブルを叩たたいた。そして、気づかわし気げに書記官の機嫌を窺うかがう。

「書記官殿、彼女は我々と違って戦せん務む経験が浅く……」

「こんなゴミ溜ためにいるのはこっちから願い下げだ」

　人間で言うところの頭に血が昇った状態のぼくは、クレスの手を引いて傭よう兵へい頭会議の場を後にした。

「トトポン！　放して！　痛い！」

　しばらく歩いたところでクレスが大声を出して、ぼくはハッと我に返った。きつく握り締めていた手首を解放する。

「……ごめん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「もう！　あの人たちに喧けん嘩かを吹っかけちゃだめって言ってたのに！」

「でも、あんなことを言うのはナンセンスだ。あいつらはクレスの能力じゃなくて、女だとか子どもだとかそういうことを問題にするじゃないか。論点がズレてる」

「共感の裏返しよ。人である証あかしみたいなもの。あの人たちがわたしと同じ年齢のとき、わたしと同じようなことはできなかったはずだから」

「どうしてあんな奴やつらを庇かばうんだ」

「あれがいまのブラックストーンが取るべきわたしへの態度ってこと。一々怒っても始まらないでしょ」

「全員が全員、あんな奴やつらじゃない。先生だって、クレスを評価してくれてるソデリーン都市評議員だってブラックストーンの住人だろ」

「平均的な態度ってことよ。共和制ってそういうものだから」

　言われて、ぼくは言葉に詰まった。「どんな制度であれ、ぼくはクレスが侮辱されるのは嫌だ。今回の戦闘だって、一番頑張ったのはクレスなのに……」

「わたしじゃなくて、トトポンたちが、でしょ」

「ぼくたちの力はクレスの力だ。悔しくないのか」

「悔しいけど」と言ってから、クレスはぼくの口元に指を伸ばして、無理やり口角を上げる。「わたしまで一緒になって怒ったら、それこそトトポンはあそこに戻って暴れそうだもん」

「そんなことは」と言うまではよかったけれど、二の句を継ぐことはできなかった。あるかもしれない、と思い直したからだ。

「落ち着いた？」

　クレスは苦笑し、上目遣いにぼくの瞳ひとみを覗のぞき込む。指は、まだぼくの顔に強引な笑顔をつくったままだ。彼女にこういうことをされると、ぼくはとても困る。

「笑顔。ね？　わたしもあの人たちにイラっときたけど、トトポンが怒ってくれたからもう気にしない。トトポンも、もういいよね」

「ぼくの役目はクレスの命令に従うことだろ。いいよね、と訊きくんじゃなくて、やれと命令すればいいと思うんだ」

　普段からずっと子どもっぽいと思っているクレスにこういうことを言われて、少し悔しい気分になったぼくは、素直にうんと頷うなずけなかった。

「ひねくれ者」

　クレスはぷっと吹き出して、ぼくの手を握る。柔らかい感触が伝わってくる。

「はい、エスコートして。トトポンがここまで連れてきたんだから。ちゃんと、わたしがいまいなきゃいけない場所まで連れていくの」

「命令？」

「命令」

　ぼくが聞くと、彼女は短く返答する。命令か。それなら仕方ない。

　ぼくは彼女の人形であり、彼女の命令に従うために、いまこうして存在しているのだから。
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　クレッシェンド・イマジナルのいなくなった会議の場で、書記官のアルバレスは胸中に湧わき上がる不快感を押し殺していた。

　ブラックストーンは、何か大きな間違いをしているのではないか。

　イマジナルという少女の行動は、日に日に目に余るようになっていく。それにしても、今日きようのあの人形劇はいったい何なのか。

　器械人形ウオークラフトに人の動きと遜そん色しよくない自在な動きをさせるのはいい。だが、人形に自分の怒りを代弁させた上で、それをたしなめるような真ま似ねをし、人形に手を引かれて会議を抜け出すとは悪ふざけが過ぎる。

　人形に意志はない。あるのは術者の命令だ。

　人形に意志が宿っているように見えるのは、そう見せる技術を術者が持っているからに過ぎない。他者の心はどこにある？　それは他者を外からみた仕草や態度、表情にある。ならば、作り出すことは可能だ。

　死の利用法が死し世せい学がくとともに発展し、死し人びと兵へいや器械人形ウオークラフトとして発展しても、死者の自由意志だけはどうにもならない。

　彼女は人形に命令を出し、自分との関係を演出している。

　彼女の周りに人はいない。ただずっと、人形とごっこ遊びを続けているだけだ。

「狂っている」

　アルバレスは呟つぶやいた。都市も概おおむね彼と同じ意見だ。一部の都プ市リ評オ議ー員リが彼女を買っているものの、それは彼女が死し世せい学がくの祖と言われる人間の霊を操れるという噂うわさを重視しているだけであって、彼女の精神的、心理的な危うさまで肯定しているわけではない。

　利用価値はある。それがある限り、ブラックストーンは彼女を用い続ける。しかし常に天てん秤びんの逆の皿には狂人を使うリスクが載っていて、ゆらゆらと都市に決断を迫っている。

「イマジナルを都市に返す必要がある」

　アルバレスは、傭よう兵へい隊たい長ちように向かって言った。

「此こ度たびの戦いでは彼女は塔番だけしていて、大した役目を与えられていなくとも貴殿らの隊は敵を蹴け散ちらした。小娘一人いなくとも、戦力に大した影響は出まい」

「ええ、もちろん。敵が再びあれだけの戦力を集結させるには時間もかかるでしょうし、しばらくの攻撃はないかもしれませんが、しかし万が一ということがありますからな。ここをいま手薄にするのは得策とは言えませんな」

　傭よう兵へい隊たい長ちようはイマジナルの呼び出しよりも、傭よう兵へい隊の駐ちゆう屯とんに話題の重要性を見み出いだしたらしい。

「報酬を問題にしているなら、それはいらぬ心配だ。契約期間は変わらず三カ月。フェオーリアの地に黒曜都市共和国オブシデイアがあって、かつ外敵がある限り、貴殿らへの契約は継続する」

「いえいえ報酬などと、そのようなことは……」

　野卑な笑いの裏に金に汚い男の本性が見えて、アルバレスは内心で唾つばを吐く。

　彼は傭よう兵へいが嫌いだった。都市で問題としてよく議題に上がる私兵隊の設立こそが、ブラックストーンの今後を左右するとさえ思っていた。愛郷心を持ち、忠実で、打算によって戦いの手を止めない兵士。必要なのは、土地への信念を持った戦力だ。フェオーリアが多くの支配領に分かれ、黒曜都市共和国オブシデイアのような都コ市ム国ー家ネ共同体や教皇領、東や南に公国が成立したのも、もとを辿たどればフェオーリアの人間にその忠実な態度が欠けた結果ではないか。

「しかし書記官殿、なぜイマジナルを都市に戻すのです？」

　傭よう兵へい頭の一人の質問に、アルバレスはやれやれといった調子を演出して答えた。

「ソデリーン都市評議員のお考えだ」

　これは真実ではあるが、根本まで内容を明らかにしてはいない。教える必要はない。傭よう兵へいたちには、首都ブラックストーンが安全だという意識の下、これからも戦ってもらわなければならないのだから。

「長くイマジナルが手元より離れているのが気に入らんらしい。が、貴殿らにとっては願ったりであろう。戦場は傭よう兵へいにとっての仕事場。あのような者は邪魔以外の何物でもあるまい」

「もちろん、その通りです。しかし容よう貌ぼうだけならなかなかの上じよう玉だまですよ。私の部下には、彼女を見て密ひそかに士気を上げる者もおります」

「その部下には、勝利の女神は死と戯たわむれないと教えてやればいい」

「確かに！」

　傭よう兵へい頭は大声で笑った。

　アルバレスも調子を合わせて笑う。

　これでは自分もあの死し霊りよう器き兵へいと同じだ、と思いながら。

　不快だった。傭よう兵へいも、死し世せい学がく者しやの少女も。しかし自分の感情よりも、優先すべきは都市の命令なのだった。

　アルバレスに下された命令は二つあった。一つはクレッシェンド・イマジナルを引き連れてブラックストーンに戻ること。もう一つは、傭よう兵へい隊が戦いで消費した武器などの備品を穴埋めするための調査である。傭よう兵へい隊に被害は少なく、都市で補充すべき備品が少なくて済みそうだった。その点では、ほっと息をつく。




　兵へい站たんのための調査が終わるとすぐ、ともにやってきていた軍事委員会のメンバーの一人を残し、アルバレスは傭よう兵へいの駐ちゆう屯とん地ちを後にした。

　イマジナルは傭よう兵へい隊を離れる理由を聞きたがったが、あの場所で語れる話ではない。

　ブラックストーンへと向かう一いつ行こうが街道を進み、野営のために馬車の足を止めてから、アルバレスは改めてイマジナルを呼び寄せた。

　彼女の隣には、例の死し霊りよう器き兵へいがぴったりと寄り添うように立っている。また不快感が大きくなったが、無視して話を切り出す。

「貴殿が死し世せい学がくの祖エンド・フィニータスの知識を使えるという事実を、ソデリーン都市評議員は高く評価しておいでだ。そのことは承知しているな」

　少女は何をいまさらと言わんばかりに、眉まゆをひそめる。

「もちろん。わたしのような小娘が傭よう兵へい稼か業ぎようなんてことで糊こ口こうをしのげているのは、フィニータスの知識があるからです」

　小娘に強くイントネーションを置くのは、傭よう兵へい頭会議での意い趣しゆ返がえしのつもりだろう。

「卵から孵かえった鶏にわとりは、これまで体内に卵を宿せなかった。しかし、ようやく卵を産める鶏にわとりが出てきたというわけだ」

「詩的。でも、そういう表現はトトポンが怒るからやめといたほうがいいですよ」

「いや実際、死し世せい学がくとは滑こつ稽けいな学問ではないか。暗号の解読方法が書かれた暗号を、みな解読したがっているのだから」

「いる、ではなく、いた、ですね。わたしがすべてを知ってしまったので」

　死し世せい学がく者しやは死人の霊を支配する。その霊から多くの価値を引き出せるほど優秀な死し世せい学がく者しやといえるが、あろうことかイマジナルは死し世せい学がくの始祖の霊を支配し、彼のすべてを受け継いだとされるところに特別性がある。

　始祖フィニータスは弟で子しを取らなかった。この少女が現れるまで、肝心の死し世せい学がくは始祖に生み出されてのち、ほとんど技術の引き継ぎがなされないまま一度絶ち消え、研究が続けられるだけの学問だったのである。

「わたしは〝死世魔法〟を知っています。それが、フィニータスの残した知識」

　少女が言い、アルバレスは眉まゆをひそめた。

「ご存じでしょう。従ク霊ラ魔ー法ラは死世魔法のほんの一部にすぎません。死し世せい学がくとして研究され、どれほど死し世せい学がく者しやの魔法が発展しようとも、いまだその全ぜん貌ぼうを捉とらえた者はいないのです。わたしを除いて」

　始祖の到達した領域に誰だれも踏み込めず、ゆえに死し世せい学がく者しやの誰だれもが始祖の霊を求めた。

　卵から孵かえった鶏にわとりが卵を求め、解読方法の載った暗号を必死に解読しようとしていた。

　死し人びと兵へいなどの技術は、その過程で生じた副産物に過ぎない。

　より精巧に。

　より人間らしく。

　一度物質としての肉体を失った霊は輪郭を失い、捉とらえることが難しい。

　霊を元あったかたちに復元することを求めた死し世せい学がく者しやが、死体や器械人形の上に正確な霊の姿を描こうとするのは、すべてその先にある目的のためだった。

　すなわち、始祖の霊の輪郭を捉とらえるため。

　そうして、彼の持つ知識を手に入れるため。

　死世魔法という理論体系を確定し、死し世せい学がくという学問を魔法へと転化するため。

「ソデリーン都市評議員は、いずれわたしの死世魔法を汎はん用よう魔法の規格に落とし込んで、世界に売り出したいのです。もともとはあの方だって、死し世せい学がくにどっぷりだったわけですから」

「そんなことは百も承知だ。しかし貴殿が死世魔法を知っているというなら、なぜブラックストーンの死し世せい学がく者しやはクレッシェンド・イマジナルを歓迎せんのだ」

「証拠がありません。死世魔法を示さない限り、わたしは普通の死し世せい学がく者しやと変わりませんから」

　少女は飄ひよう々ひようとうそぶく。

「あとはあなたたちと同じでは？　小娘で、威厳がないから」

「皮肉を聞きたいわけではない。都市評議員は貴殿を信頼している。その信頼を裏切るようなことがあれば、傭よう兵へいとしても死し世せい学がく者しやとしても味方のない貴殿などブラックストーンにいられなくなるぞ」

「ご忠告ありがとうございます」

　少女は小さく舌を出し、横の死し霊りよう器き兵へいが唇の端を少し上げる。

「ひょっとして、わざわざわたしを都市に呼び戻す用件もそのことなのですか？　わたしはまだ死世魔法を世に広める気はありませんが」

「いや、それとは別件だ。そういった事案なら軍事委員会をとおす必要はない。せいぜい魔法同業者組合アルテで取り扱うべき問題だろう」

　ブラックストーンの都プ市リ評オ議ー員リは有力アルテの代表者から選出される。ソデリーンは魔法商品の取り扱いを統とう括かつするアルテの代表であり、都市において二つの有力な立場を持った人物ということになる。

「しかし失敗すれば、どのみち都市評議員の抱く貴殿への信頼感を大きく損なう案件であることは確かだ」

「都市としての意志決定ってことですね。それでブラックストーンは、わたしに何をさせたいのですか」

「敵に西の平原を突破された」

　アルバレスは淡々と言い放った。

「ガラクデッサの戦いが起こる二日前だ。報告によれば、西の平原に攻め入った敵兵はわずかに五千程度だったと聞く。とはいえ、こちらも西には大した戦力を割いていなかった」

「要よう塞さい都市ピルサ」

「そうだ。西の平原を突破したところで、その先に待つのは黒曜都市共和国オブシデイアの誇る最大の防衛拠点だ。まさかそちらに向かって敵が主力を集中するとは思っていなかった。そして、実際に敵はガラクデッサに主力を差し向けた」

「話が見えません。本気でなかった防衛線を突破されて、まだ要よう塞さいが残ってる。何が問題なのですか」

「戦力として貴殿をあてにしているわけではない。重要な戦闘で塔番しか役目を任されなかった小娘に、敵を打ち倒せと言いたいのではないのだ」

「へえ？」と肩をすくめてから、少女は続けた。「じゃあ何です？」

「伝令から不審な報告を受け取っている。敵兵の中に、どうも死し人びと兵へいと思われる兵士がいたということだ」

「なるほど。新教国は死し世せい学がくを勉強し始めたってことですか」

「そういうことになる」

　これまで、ブラックストーン以外が従ク霊ラ魔ー法ラを戦争に利用したという事実はない。

　死し霊りよう器き兵へいも死し人びと兵へいも、従ク霊ラ魔ー法ラがあってこそだ。しかし死者の霊を物質的利益に還元することに、大多数の人間は嫌けん悪お感を持つ。死し世せい学がくはフェオーリアどころか世界中のほとんどの地域で禁止されてきた学問であり、ブラックストーンが死し世せい学がく者しやの保護政策を打ち立てるまで、彼らの存在価値はなかった。しかもその政策が始まったのも、近年に入ってからである。

「でもまあ、新教国なら積極的に従ク霊ラ魔ー法ラを取り入れてもおかしくはないですよね。あらゆる魔法を肯定する。そういう思想ですから」

「さよう、問題は新教の急進的な思想だ。そして、そこから導かれる技術力だ。敵はどうやら、すでにブラックストーンにいるあらゆる死世学者のそれを上回る従ク霊ラ魔ー法ラを使えるらしい」

　少女の眉まゆが、ぴくりと動く。

「……どういうことです？」

「そのままの意味だ。話を聞く限り、敵の死し人びと兵へいはブラックストーンの死し人びと兵へいよりも遙はるかに技術水準が高い。生者と違たがわぬ滑らかな動きを実現し、それらと戦った傭よう兵へい隊も最初は死し人びと兵へいだと思わなかったそうだ。しかし彼らは打ち倒しても何度も起き上がってきて、相変わらず滑らかな動きのまま、自身が殺された数の倍の兵を殺した」

「わたしの死し人びと兵へいも滑らかに動きますが」

「さよう、その通りだ。しかし貴殿の死し人びと兵へいは魔法を使えるか？」

　アルバレスが言うと、少女は大きく目を見開いた。

「魔法を使った？　死し人びと兵へいが？」

「と、いう報告を受け取った。さらに、信じがたいほどの再生能力を備えているという話だ。確かに腕や首を切り落としたはずの死し人びと兵へいがその部位を再生し、何事もなかったかのように戦線に戻ってきたと。魔動器を積んだ死し霊りよう器き兵へいなら多少そのようなことが可能かもしれんが、生体組織の死に絶えた人間の肉体にそんな機能を持たせることができるとは思えん。少なくとも、ブラックストーンで知られる従ク霊ラ魔ー法ラでは。兵士たちはそんな敵の死し人びと兵へいを見て、まるで悪魔の兵だと怯おびえている。もはや、完全に人の理ことわりを超えてしまっていると」

「なるほど、やっとわかってきました。わたしが期待されているのは、敵の死し人びと兵へいの正体をつかむことですね」

　理解が早い。アルバレスは、ふんと鼻を鳴らした。

「始祖エンド・フィニータスの知識が味方についていれば、敵の使用する従ク霊ラ魔ー法ラを把握することなどたやすく成し遂げられるであろう？」

　挑発を兼ねて、そのように言い放つ。

　不ふ遜そんとは思わない。アルバレスはソデリーン都市評議員の考えを、まったく見込み違いなものだと思っていたからだ。

　クレッシェンド・イマジナルはただの詐さ欺ぎ師しであり、しかも自分が詐さ欺ぎを働いているという自覚すら持っていない狂った少女である。これがアルバレスの結論だ。

　もっと言うと、本当の彼女はクレス・イマジナルに過ぎない。

　魔法の汎はん用よう性が確立されていなかった時代、魔法士は非効率的な方法で魔法を弟で子しに伝え、自己の魔法を授けた証あかしとして名前を授けるのが慣習だった。

　いまとなっては歴史を紐ひも解といて、ようやく知ることができるような廃すたれたルール。それを持ち出してまで、彼女は自分に権威を張りつけたいらしい。

　似たようなことを妄想症の患者もよくする。自分を偉大な何かの生まれ変わりだと信じたり、そのことを周りに認めさせようと拘こう泥でいする。

　哀れな少女だ。

　アルバレスは胸中で呟つぶやいた。

　ブラックストーンは彼女を用い続ける。ただし、利用価値があるという条件において。

　そしていまの彼女の価値は能力や実績ではなく、都市評議員からの信頼というその一点のみにある。




　　　　　２




　ブラックストーンは、フェオーリア地方の北西に位置する黒曜都市共和国オブシデイアの首都だ。

　もともとフェオーリアの封建貴族が中核となって政治的独立権を有するようになった都コ市ム国ー家ネだが、近年に入ってからは多種産業の発展にともなって市民の力が強まり、市民政治が実現されている。コムーネの権力は旧来の領主権を媒介にして初めて機能するため、ときに貴族と協力し、ときに貴族を屈服させ、周辺地域と都市の連携を維持しながら内外の問題に取り組んでいる。

　住民たちの居住地域は、数世紀の間に、三つの丘と一部の外郭部から徐々に人が遠のいていった結果、十八の管轄区にわかれるようになっている。外郭部のいくつかを除けばどの区も比較的治安がいい。赤煉れん瓦がの屋根と白い壁が立ち並び、石畳が整然と敷かれる美しい都市だ。

　そんな都市の石畳を、ぼくたちは夜明け前の一番暗い時間帯に踏んだ。

　ぼくとクレスは魔法アルテのあるコールマタ中央区の冒険者宿に、この都市での生活拠点を確保している。クレスがこの都市にきたのは一年ほど前のことで、ぼくが器械人形の身体からだで目覚めたのはそれからすぐのことだった。それ以来、ぼくたちはずっと同じ冒険者宿にお世話になりっぱなしだった。軍事委員会が改めてクレスを招集するのは今日きようの夕刻という話だったので、一いつ旦たんこの宿に立ち寄ることにした。

　他の死し霊りよう器き兵へいはといえば、市壁を越えるやいなや、それぞれが自由にどこかへ行く計画を立て始めた。個性の強い奴やつが多いので束縛を嫌うし、フードをすっぽり被かぶって無機的な部分を隠してしまいさえすれば、まず他の市民はぼくたちを人間以外の何かだと思わないので、行動に制約を付ける必要もないためだ。

「トトポン君！　俺おれたちの姫のお世話は君に一任した！　町が俺おれを呼んでいる！」

「……じゃあね、クレス、トトポン。私はどこに行こっかな。まずコスモのところかな」

「おいパル。こんな夜中に先生のところにいくのは失礼だぞ。考え直せ」

　そう言い募ったぼくをパルは取り合わず、他の奴やつらと一緒に夜の闇やみに消えていった。

　冒険者宿の主人に軽く挨あい拶さつしてから部屋に上がると、クレスは思い切りベッドに飛び込んだ。

「あー、柔らかいベッドは久しぶり……毛布と一体になりたい……」

「それ、汎はん心しん論ろん？」

「むー、何の話……？」

　すでに彼女は心ここにあらずといった調子で、だらしない生き物と化しかけている。

「あらゆる物質に精神が宿るとされる考え方。この間本で読んだ。いや、クレスが毛布を世間一般的な物として言い表してないように思ったから」

「難しいことを言うトトポンは嫌い」しばらく毛布にくるまってごろごろと転がり、ひょっこり顔だけ出して呟つぶやく。「……毛布に心があるなら、いま痛いって思ってるかな」

「考える機能がないんだから、精神は何も思考できないと思う」

「難しいことを言うトトポンは嫌い」

「ぼくと同じだ。考える機能があるから考えられる。駆動系があるから動ける。でも、もとは単なるプネウマ霊に過ぎない」

　思考のための機能──例えば脳──が霊を生むのか、それとも霊があって初めて機能が思考を行えるのか、本当のところは謎なぞだ。ただ、どちらが先かという疑問に、とりあえず死し世せい学がくは霊を先立つ物として回答している。

「ふと思ったけど、こういう話はクレスの方が詳しくないと駄目なんじゃないか」

「いまは休憩してるの。トトポンがどれだけわたしに近付けたか試しただけ」

「ほんとかなあ」

「……噓うそついても仕方ないもん」

　寝転ぶうちに、クレスはうつらうつらとしてきたらしい。言葉に力がない。

「寝るんだったら着がえないと。服が皺しわになるよ」

「着替えさせて。疲れてもう自分じゃ動けない。人間の身体からだは不便だー」

「だらしないなあ」

　どこかの国の姫にでもなったつもりだろうかと思いながら、ぼくは渋々、彼女の着替えを手伝ってやった。一つ一つ、丁寧にボタンを外してコートの前を開く。

「ほら、万歳して」

「ばんざーい」

　綿の上着を脱がせてやると、起伏の少ない身体からだがある。一度生物としてまるで成長していない点を指摘したとき本気で怒られたので、彼女の身体からだについては何も感想を述べないようにしている。
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　寝巻を着せてからちょっと期待してサークレットに手をかけると、やっぱりそこは触れてはいけない場所らしくて、即座に手をはたき落とされた。

　クレスはサークレットを外し、驚くような速さでナイトキャップを被かぶった。

　そして改めてベッドに横になり、どこか甘えるような目でぼくを見つめる。

「……寝てる間、どこにも行っちゃだめだよ」

「え、行くよ。大だい丈じよう夫ぶ、鍵かぎをかけて行くから」

「だめ。わたしは都市中の人から嫌われてるもん。鍵かぎだけじゃ怖い」

「先生のところに行くだけだよ。戦いで色々と無茶もしたし、身体からだを診みてもらいたくて。効率がいいだろ。君が起きる頃ころには、ぼくは身体からだの調整を済ませてる」

　それにパルが先生に変なことを吹き込むかもしれないから、一刻を争うのだ。

「コスモのところに行く気だったなら、なおさらだめ」

　クレスは理り不ふ尽じんなことを言う。ぼくは眉まゆを寄せた。

「どうして」

「とにかくだめ」




　クレスは昼ごろに起きた。

　彼女が寝ている間、ぼくはずっとブラックストーン史を読んでいた。

　クレスは読書嫌いのため、本の入手は容易ではない。彼女の従者を務めていると、知識がなかなか身に付かないから困る。これだって文学的素養のある傭よう兵へいに戦場でもらったものだ。合意は取っていないが、彼は死んでしまったので別に構わないだろう。

　彼女の着替えを手伝ってから、ぼくはこれ見よがしに本の表紙が見えるように机に置き、この都市の魅力を説明してと要求されるのをずっと待っていた。しかし彼女はちらと本を一いち瞥べつしただけで、まったくブラックストーンの歴史に興味を示さない。

「ソデリーン都市評議員に頼んで、地下墳墓カタコンベを見せてもらおう」

　あろうことか、ぼくが言い出す始末である。

　調整のため、コスモ・ブラックストーン先生の屋や敷しきに行く途中のことだが、コールマタ中央区からここまで、我ながらよく我慢した方だ。ぼくたちはいま、都市管轄区の一つである光の丘地区の目抜き通りを歩いている。

「何、さっきの本を読んで興味でも湧わいたの？」

　クレスはあくび混じりに言った。もう少し聞きたそうにしてもいいと思う。

「湧わいた。この話を聞けば、きっとクレスだって気になるはずだ。ここの中央区の大聖堂の下にあるカタコンベには、ブラックストーンの歴代英雄たちの肉体が、死し人びと兵へいとして使えるレベルで保存されているらしい。なんとその数、約千体」

「わたしは別に死体が大好きってわけじゃないけど」

「強力ですぐ使役できる死体がいっぱいあるってことだよ。例えば、急に寝ずの番が必要になったときとか」

「……ひょっとしてさっきのこと怒ってるの？」じとっとした目で睨にらんでくる。

「冗談だよ」

「トトポンの冗談は、わかりにくい」

　クレスは手を伸ばして、ぼくの口を横に引っ張った。

「はれらはほとほと」

　手を払いのける。

「彼らはもともと、きたるべき審判の日のために用意された戦力なんだ。審判の日に、大地の底から赤い魔獣が現れて、都市が奈な落らくの底に引きずり込まれそうになる。ブラックストーンにはそんな伝説がある。そのときに英雄は蘇よみがえり、魔獣を地の底へ押し戻す」

「へえ、赤い魔獣」

「まあ審判の日なんて来ないし、来たら人間の英雄なんて役に立たないんだけど」

「え？」

　クレスが驚いた顔をして、ぼくはしてやったりという気持ちになる。

「赤い魔獣っていうのは、おそらく溶岩が歪わい曲きよくされて伝わったものだよ。ブラックストーンの地下遺跡には溶岩地帯があって、昔からよく溶岩が都市まで流れ出して災厄をもたらしたから、赤い魔獣なんて呼ばれるようになったんだ」

「なんでそんな危ないところに地下遺跡があるの？」

「先生と全然話さないから、クレスは知らないんだなあ。五百年くらい昔にあった魔動文明の魔オ動リ真ジ器ンは熱をエネルギーに変換して動く。つまりそれを模してるぼくたちとか、現代の魔動器レプリカもそうだ。地下遺跡は、言ってしまえば動力炉かな。ブラックストーンで生まれたぼくたち魔動器のための。何百本もの巨大な柱で模様を作ることで、地下に溜たまる熱からエネルギーを吸い出して、魔動器に供給する魔法陣として機能させているんだよ」

「ああ、光雷原の塔みたいにってこと？」

「そうそう」

「でも、そしたらどうして審判の日が来ないなんて言えるの？　いまもブラックストーンの地下には溶岩地帯があって、ぐらぐら煮立ってるわけでしょ」

「それは地下遺跡の管理者が先生だからに決まってるじゃないか。前に聞いたとき、先生は『色々考えておるから心配無用じゃ！』とか言っていたし」

「うわ、逆に不安……」

　コスモ・ブラックストーン。魔動文明時代に作られた器械人形ウオークラフトにして、ぼくの身体からだを作ってくれた先生。彼女はブラックストーン及び黒曜都市共和国オブシデイア周辺都市に出回る魔動器レプリカすべての母と言ってもいい。

「歴史とかの知識が、こうして他の知識に結び付くのは面白いよ。クレスもいっぱい本を読むべきだ。多分カタコンベの死体は、儀式的な意味合いが強いんだと思う。災厄を治めるために、昔から人は生いけ贄にえを用意して来たけど、倫理的価値観が進歩した文明社会では生きた人間を用意するのは不可能だ。だから強い死体を用意して、それで満足してもらう」

「災厄に？」

「災厄に。もっと言えば、自然に。ジンクスとか迷信に頼るのは理性的ではないけど、責任を外部に取り出して、目に見えるようにしておくのはいいことだよ」

　災厄というのは、結局人がいるから起こるものだ。独どく我が論ろんのようになるけれど、人が世界を見るからこそ世界は存在する。そこでは責任は常にたらればで語られ、防ぐ手段は後付けで追いかけられる。ああしておけば大だい丈じよう夫ぶだった、こうしておけば多くの命を救えた。それらの責任論を外部に抽出し、迷信でふたをすれば、不思議と人の感情は治まる。

「人ならざるものに人格を与えるんだ。そうすれば、一応理解できるものになるだろ」

「それ、汎はん心しん論ろん？」

　クレスがいたずらっぽく言って、ぼくはどきりとする。それはぼくが言った言葉だ。

「いや、そういう意図で話してたんじゃない。でも汎はん心しん論ろんにも繫つながるかな。クレスは頭がいい」

「そう。頭がいいから本なんて読まなくてもいいの。それに、わたしの代わりに誰だれかさんが読んで教えてくれるから」

「教えて欲しいなら、聞かないとだめだ」

　それとなく彼女を糾弾したところで、クレスはくすくすと笑うばかり。

「トトポンが何かの話がしたくてうずうずしてるのって、実際すぐわかるんだな。今日きようはもった方だよね」

「わかってて放ほっといたのか」

「タイミングをトトポンに任せただけだもん。自由意志ってやつ」

　なるほど、とぼくは合が点てんのいく心もちになった。

　彼女の言葉に納得したわけではない。ものは言いようだ、と思っただけである。




　先生の屋や敷しきは光の丘地区の大通り沿いにあって、明らかに先生の影響だろうけれど、この界かい隈わいは魔動器を扱った商会や店が多い。魔動器アルテの本部もここにある。

　冒険者の姿も多く見える。彼らにとって魔動器は外付けの戦闘魔法のようなものだから必需品と言ってもよく、彼らの行き来する風景がこの界かい隈わいの日常になる。

　冒険者は依頼人の要求を叶かなえることで生計を立てている人種で、言わば何でも屋だ。ごろつきも多い。つまるところ傭よう兵へいとほとんど変わらず、実際ぼくたちも黒曜都市共和国オブシデイアで防衛戦争が起こる前までは、色々な都市の冒険者宿に行って依頼をこなしていたものだ。

　誘ゆう拐かいされた要人の救出。賞金首の逮捕。古代遺跡の調査。あとは、土竜の退治とか。

「トトポン、見て」

　そのとき、クレスが通りの向こうを指差して言った。「何かあったのかな？」

　見ると、道の向こうに人だかりができていた。中心から怒号が飛び、周りの野や次じ馬うまが騒ぎ立てている。

　何だか、ひどく悪い予感がした。先生の屋や敷しきの前だ。急いで人だかりをかき分けて中心に目をやると、大男と小さな女の子が何やら口論しているのがわかった。

「お、俺おれは修理を頼んだだけだろうが！　何でこんなごつい武器になってんだよ！」

　男が言うと、幼い外見に不釣り合いなほど貫かん禄ろくたっぷりな口調で、少女が罵ののしり返す。

「強化してもいいと言ったのはお主じゃろうが！　それは強化の範はん疇ちゆうじゃ！」

「いや完全に別物だろ、これ！　何で小型銃が砲兵もびっくりの兵器に変わってんだ！」

「大は小を兼ねるという言葉を知らんのか、この世間知らずめ！　サービス精神を働かせて感謝こそされ、怒られる筋合いなどないわい！」

「だーもう、小間使いの娘っ子では話にならん！　この工房の主人を出せ！　この街一番の腕うで利ききだっていうから頼んだってのに！」

「おい、お前」

　見かねて、ぼくは男の方に声をかけた。すると男は不機嫌も露あらわにぼくを睨にらむ。

「何だあんた。この店の関係者か」

「そのようなものだ。どうした。見たところ銃を改良してもらったようだが」

「改良なんかじゃねえ！　見ろ、こんなもん詐さ欺ぎだ！」

　男は自身の半身ほどの大きさはあろうかという、巨大な重火器を指差した。

　すごい。業物である。

「どこが詐さ欺ぎだ。銃の攻撃性能が上がって、示じ威い的な効果も期待できる見た目になっているだろう。悪いことは言わないから、それでよしとしておけ」

「俺おれは護身用の銃の修理を頼んだんだ！　こんなもん、ただの制圧兵器じゃねえか！」

「攻撃は最大の防御という言葉もある」

「トトポン！　どうして加害者側に加勢しようとするの！」

　クレスが慌てたように言って、ぼくは当事者のもう一人の方に目を向けた。

「……加害者？」

　外見年齢は十にも満たない少女。半袖のシャツにワークパンツという、活発さを感じる服装に身を包んでいる。彼女は眉まゆを吊つり上げて、大男を睨にらみ付けていた。

「わしは被害者じゃ。クレーマーに粘着されて、迷惑しておる……!!」

「そういうことをして恥ずかしくないのか」

　ぼくは改めて、大男を威い嚇かくするように向き直った。

「だから、トトポン！」

　クレスはしつこい。

「黙っててくれ。これは先生の沽こ券けんにかかわる問題だ。結構いるんだ、こういうのが。ブラックストーンの評判を落とそうとするために、先生の悪評を広めようとする輩やからが」

「そうじゃそうじゃ！　トトポン、もっと言ってやれ！」

　女の子──正確には、女の子の姿にしか見えない器械人形ウオークラフト、コスモ・ブラックストーン先生は、拳こぶしを振り上げてぼくをけしかける。

「先生もこう言っている。あまりしつこいと痛い目に遭わせるぞ」

「いや、俺おれはただ銃を……」

「その銃は紛れもない逸品だ。ぼくが保証する」

　言いながら、フードを取る。目の前の大男は、胡う乱ろん気な表情でぼくを見つめた。

「見ての通り、ぼくはこちらの先生の手による魔動器レプリカだ。ここまで精巧な器械人形を見たことがあるか？　ないな。そしてその銃は同じ技術を用いて作られている。光栄に思うことだ」

「な、なんだかよくわからんが、あんたら自分の非を認める気はねえんだな？」

「全面的に謝罪します」

「おい」

　勝手に頭を下げるクレスに、ぼくは待ったをかけた。「勝手な行動は困る」

「どう考えてもコスモが悪いでしょ！　どんなに技術力が高くても、指示書通り作れない技術者に価値なんてない。適材適所って言葉があるのよ。この人が欲しかったのは小銃なの！」

「何ぃ！　言ってくれるのう、小娘！　魔動器のことなぞ何もわかっておらんくせに！」

「それが人のためにあるものだってことは知ってる。人を無視した魔動器なんて何の意味もないってことも」

　クレスと先生はしばらく睨にらみ合った。そして、結局大人おとなの先生が折れた。

「……わかったわかった。わしの負けでいい」

　そう言って、男の方に恨みがましい視線を投げかける。

「おい、お主。わしの店から適当な小銃を見つくろって持ってけ。それでよかろう？」

「は、はあ。まあ、それなら……」

「幸運な奴やつだ。払った金銭以上のものを手に入れるなんて」

「ややこしくなるから、トトポンは黙ってて」

　ぼくの隣で、クレスが大きなため息をついた。




　　　　　３




「まったく、小娘がおると調子が狂うのう」

　大通りに面した店は、奥に行けばそのままコスモ・ブラックストーン邸に繫つながっている。先生は男に魔動器の小銃を渡し、店番に簡単な命令で動く器械人形を立たせてから、ぼくたちを屋や敷しきの奥に案内した。

「コスモだって、わたしを小娘呼ばわりできる容姿じゃないでしょ」

　よせばいいのに、クレスは先生につっかかろうとする。

「この姿は、わしなりの考えがあってこうしておるに過ぎん。あんまり色気を出しても面倒なことにしかならんからのう。生きてる頃ころのわし、めちゃモテたし。まさに傾国の美女」

「先生はそのままでも十分美しいと思いますが」

「トトポン！」

　クレスが怒気をはらんだ声を出した。

「クク、ヒステリーは怖いのう。まあいい、二人とも座れ。おーい、パル」

　先生が呼ぶと、奥からメイド服姿のパルが現れた。先生お気に入りのパルは普段ここに間借りしていて、先生の手伝いをしている。

　もともと感情表現をしない方なので、パルは本当に女中用の器械人形のようにも見えた。

「……呼んだ？」

「お茶だして、三人分。客がきとる」

「……ああ、クレスと……」
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　パルは客間にぼくがいるのを見つけると、薄く笑ったような気がした。そんな反応を見る限り、彼女はすでに戦場であったことを先生に伝えているに違いない。軍事情報の漏えいだ。

「トトポン、パルから聞いたぞ。戦場でどえらい無茶をやったらしいな」

　案あんの定じようというべきか、先生は例の一件を話題にする。

「……そうそう。無駄に身体からだを壊そうとした」

「おい、先生の言葉が聞こえなかったのか、パル。お茶を持ってこい。ぼくもクレスも喉のどがからからなんだ」

「……器械人形に飲食は本来必要のない行為。欲求が生じるとは思えない」

「味ぐらいわかる。いまは紅茶の気分なんだ」

　パルを追い出してから、ぼくは弁明を始めた。身振り手振りを駆使し、この場に多くの聴衆がいれば、完全に彼らの心を摑つかめるのではないかという会心の演説だった。

「なるほどのう」

　話を聞き終えた先生は頷うなずき、「クロスボウのアンカーを辿たどって竜の腹に辿たどり着いたとき、どうじゃった？」と、割とどうでもいい質問をしてきた。ぼくは自分の主張がきちんと伝わっているのか心配になったけれども、彼女が本題と別のことに意識を向けているのは結果オーライなのではないか、と気持ちを切り替える。

「もちろん、不安でした。空は高くて怖いし」

「その不安が、どこから生じるかわかるか」

「え、いや。先生のくれた身体からだを信用していないということではないんです」

　ぼくは自分が地雷を踏んでしまったのかと思った。いまは光雷に突っ込んだという表現の方がいいか。慌てて言い繕う。

「地面に落ちたところで、かすり傷がつく程度でしょう。しかも、それもすぐに直る。先生の技術は本当にすごい。流石さすがは、ブラックストーンの至宝と呼ばれるだけのことはあります」

「トトポン、その揉もみ手では何なの……？」

「不安の源はな！　手とクロスボウに、物理的な隔たりがあるからじゃ！」

　先生は立ち上がり、よくわからないことを言い出した。ぼくは自分の失言を取り繕おうとしていたのに、彼女はどうやら、ぼくが問題にしていた論点とまた違う方向に話を進めようとしているらしかった。

「よし、お主の手を飛ぶように改造してやろう！」

「……は？」

「ちょっと想像してみい！　いや、やってみい！　こう腕を前に突き出すじゃろ！」

「はい」

　ぼくは立ち上がって、先生が目の前でやっている通り、正せい拳けん突づきのような体勢を取る。

「で、こう叫ぶ！　『ロケットパーンチ！』すると腕が飛んでいき、ものに突き刺さる。あるいは、そのものを手で握ってもいい！　お主の握力なら、大概のものは握れるじゃろ！」

「はあ」

「飛び出した腕は胴体とワイヤーで繫つながれていて、クロスボウのアンカーのように巻き取ることができる！　どうじゃ画期的じゃろう！」

「あの、ロケットパーンチというのはどういう意味なんですか？」

「昔、そういう技術があったんじゃ！　魔法で推進力を──」

「トトポンにそんな機能はいらない！」

　目くじらを立てたクレスが、突然話の腰を折った。

　すると先生は冷や水をかけられたような顔になって、クレスをまじまじと見つめる。

「え、気に入らんのか……？」

「当たり前でしょ！」

「有線というのがだめかのう？　なるほど重点操作と磁力を駆使すればワイヤーは不要か。しかしそうなると、身フ体レ境ー界ムの把握が難しいぞ……」

「そういう問題じゃない！　腕を飛ばす必要がないって言ってるの！　トトポンはコスモの玩具おもちやじゃないんだから！」

「えっ」

　心底驚いたような顔をする先生を見るや、クレスは真まっ赤かになって怒る。

「いっつも変な改造ばっかりしようとして！　トトポンがどんな気持ちでいるか考えたことないの？　コスモは勝手よ！」

「ほう、わしは勝手か！　どう思うトトポン？」

「いや、あの」

　どう答えればいいのかわからず、ぼくは困惑した。二方向から、怒気のこもった視線が突き刺さる。

　あちらを立てればこちらが立たない。

　できるならこういうことは当事者同士で解決してもらいたいと思ったが、改造されそうになっているのはぼくなので、ぼくも当事者と言えなくもない。

「どうして言いい淀よどむの！　ちゃんと言わないとだめ！　迷惑だって！　ほら！」

「迷惑じゃとう！　わしがそこまで仕上げてやった身体からだにもそう言えるのか、ええトトポン！」

　二人に詰め寄られて絶体絶命に陥ったそのとき。

「……修しゆ羅ら場ば」

　紅茶を入れて戻ってきたパルがぽつりと言い、ぼくはそこに光こう明みようを見み出いだした。

「ここはまずパルで試してみてはどうですか？　ロケットパーンチを。彼女で実験して経過が良好なら、ぼくにも機能を実装する。これはいい案だ」

　我ながらうまいことを思いついたものである。しかし、

「最低じゃのう、お主……」

「トトポン……」

　なぜか二人は揃そろって、ぼくに軽けい蔑べつ的な眼まな差ざしを向けてきた。




「とにかくトトポンはわたしの死し霊りよう器き兵へいでもあるんだから、わたしの意に反する改造は認めない」

　クレスがそう言うと、先生はあてつけがましく唇を尖とがらせた。

「ふん、別にお主に頼まんでも、いずれわしの希望を取り入れようとする奴やつらはたくさん現れるからええわい。魔動器の需要は今後も増え続けるはずじゃからな。特に器械人形。こいつは今後、もっと需要が増えるぞ」

　戦争用に売られる器械人形はけっして安価というわけではないが、ブラックストーンの傭よう兵へい契約書では器械人形を下級兵士の数に数えていいと規定されているところに〝死し霊りよう器き兵へい〟を利用する旨うまみがある。兵士の一月分の給料は諸アルテの親方並に支払われるため、その給料額を器械人形の購入価格が下回れば、傭よう兵へい隊たい長ちようや傭よう兵へい頭などの規約利用者は、差額をすべて自分たちのものにできるからだ。それにその戦争で壊れなければ、死し霊りよう器き兵へいは次の戦争でも使用できる。

「死し霊りよう器き兵へい規定ね……風かざ見み鶏どり体質の傭よう兵へいたちを、ブラックストーンに縛り付けておく方法でもあるのよね。ブラックストーン以外では死し霊りよう器き兵へいの使用は一般的じゃないんだし」

　クレスは眉まゆをひそめて言う。「それに、仮に他国が真ま似ねして器械人形を傭よう兵へい契約に盛り込んだとしても、結局得をするのはブラックストーン。何だか、戦争で商売してるみたい。ここ以外で器械人形はつくれないんだから」

「他よ所そにつくる技術がないのは当然じゃろう！　わしですらまだ伸のび代しろを感じる楽しい分野なんじゃから！」

「器械人形の性能は、いまどの程度まで上がっているのですか？」

　ぼくが質問すると、先生は途端に呆あきれ顔をつくった。

「はあ？　何を言っとる。わしの目の前におる器械人形が最高傑けつ作さくじゃろうが。魔動技術ではいまだに人形に自我を植え付けることができん以上、死し世せい学がく者しやの能力が器械人形の最大のボトルネックとなっておるのは知っておろう」

　いまの死し世せい学がくにおいて、霊があらゆる機能に先立つものと考えられている理由。

　先生の言葉は、それをうまく表現していると言えた。考える機能があるから考えられる。駆動系があるから動ける。ただしプネウマ霊がある限り、という条件において。

　器械人形は死し世せい学がく者しやとセットで考えられることが多い。外面は魔動技師が作るが、それは空っぽであって、内面は死し世せい学がく者しやが作らなければならないからだ。

　それでようやく製品としての器械人形が完成する。死し世せい学がく者しやが優れていればいるほどプネウマは精巧なかたちで描き出され、その結果、器械人形は精巧な思考を得ることができる。

「器械人形は死し世せい学がくとともに発達してきた技術じゃ。もちろん、わしは常にそのときそのときに最高の容いれ物ものを用意してきた。しかし大した霊を刻み込めん奴やつらのために、高い機能を備えた器械人形を用意する気にはなれんからの」

「じゃあ、いまはわたしがいて嬉うれしいんだ？」

　クレスは、挑発するような言葉を先生に投げつける。

「ふん、その調子づいた態度がなければな、小娘」

　先生は腕を組み、「でもまあ、そうじゃな。お主は逆じゃ。現状ではお主の霊に、わしの技術が追いついておらんのじゃからな。しかしお主は、わしの技術を制限しようとする。もったいないのう。もっともっと高度な容いれ物ものを与えてやれば、お主の死し霊りよう器き兵へいはより高みに上り詰められるというのに」

「おだてたってだめ」

「わしを超える器械人形を、わしは作ってみたい。いつも言っておろう？」

　先生はクレスの傍そばまで歩き、膝ひざにぴょんと飛び乗った。

「わしにプネウマを植え付けたのは、誰だれあろうエンド・フィニータスじゃ。その死し世せい学がくの祖がようやくこうして弟で子しに恵まれたのじゃから、期待するのも当然というもの。のう？」

「かわいこぶってもだめ」

「じゃあどうすればええんじゃ！」

　先生が突然切れてクレスに摑つかみかかり、クレスも先生の口を横に引っ張って応戦する。

「変な改造をしようとしなきゃいいんでしょ！　コスモの腕は飛ばないじゃない！」

「飛ばないから飛ぶ奴やつを作りたいんじゃろうが！　お主の辞書にはロマンという言葉がないのか！」

「あの、落ち着いてください」

　ぼくとパルが二人をひき剝はがす。ぼくが先生を担当して、パルがクレスを担当する。

「ええい、放せ放せ！　このわからず屋に物事の何たるかを教え込んでやるんじゃ！」

「あの、そういえば先生。いまの会話を聞いてて気になったことがあったんですが」

「おら、パル！　その小娘を裸にひん剝むいて表に放り出せ！　やらんと猫耳つけるぞ！」

「……ごめんね、クレス。私も猫耳は嫌だから」

「ちょ、ちょっと、パル！　どこ触ってるの！」

「戦いの前に幻げん肢しの感覚を得たんです。身体からだとぼくが一致していないような。これも、プネウマに器械人形が追いついていないから生じる現象なんでしょうか」

「……何じゃと？」

　先生はぴたりと暴れるのをやめ、腕の中からぼくを見上げてくる。

「幻げん肢し？　あの、失った腕や肢あしが自分にあるかのように錯覚する感覚のことか？」

「そうです」

「わしも身切れた人間に義手や義足を作ってやることがあるから、依頼人からそのような話はよう聞く。しかし、お主は……」

「ええ、全身が代だい替たい物ですよね。思考回路も含めて」

「これまでも、そういうことはあったのか────だああ、うるさいのう！」

　先生は絨じゆう毯たんの上で暴れ回る二人に向かって大声を出した。

　クレスは半裸になって泣きべそをかいており、そこにパルが覆いかぶさっている。

「喧けん嘩かなら外でせんかい！　いま大事な話をしとるのがわからんのか！」

「り、理り不ふ尽じんよ！　コスモのせいでしょ！」

「……クレス、育った？」

「馬鹿パル！　はやくそこどいて！」

　真まっ赤かになったクレスが叫び、ようやくパルは制圧の手を緩める。

　クレスは上体を起こし、こちらに背を向けたまま、「コスモが──」とか「パルは今度から──」とか「トトポンも──」とかぶつぶつ言いながら衣服を整えていたけれど、特に身体からだを痛めたようなこともなさそうなので、放置して先生と会話を続ける。

「これまでにも、似た感覚は何回かありました。身体からだを動かそうとしているのに、幻げん肢しの方が動いているような感覚なんです。もちろん、動いてるのはちゃんとこの身体からだなんですが」

「二重思考ダブルシンクということか？　通常の幻げん肢し患者は幻げん肢しを動かす感覚を得たりするが、それが動かせんと痛みを感じたりするらしい。しかし魔動器で新しい手足を作って神経を繫つなげてやると、その〝動かせん感覚〟がなくなるため、同時に幻げん肢し痛も消える。その魔動器を自分の手足と認識するんじゃ」

「それならぼくには五体が揃そろってるのに、なぜ幻げん肢しなんて感じるんでしょう？」

「失った器官があるということかの？　そういえば、お主のもとの身体からだのことを聞いておらなんだのう。ひょっとして、お主は変モ異ル種フじゃったか？」

「そうですけど」

　と、ぼくは胸にどんよりしたものを感じながら答えた。変モ異ル種フか？　と訊きかれて快くイエスと答える人間は、フェオーリアにはほとんどいないと思う。

「外見的な特徴は？」

「頭に二本、にょきっと角が生えてました」

　変モ異ル種フ。普通の人間と異なり、身体からだに異常な箇所が見み出いだされる人種。

　例えば、クレスの三つ目の瞳ひとみのように。

　例えば、ぼくに生えていた二本の角のように。

　変異種はフェオール教では汚けがれた存在とされ、大抵の地域で差別の対象となることが多い。

　もちろん、ここブラックストーンでもそうだ。クレスが都市になかなか受け入れられないのも、ひとえに市民の中にその差別意識が渦巻いているからだろう。

　ブラックストーンはフェオール教徒の都市なのだ。

「なるほど、それで納得がいったぞ」

　先生は大きく頷うなずき、「お主は戦いの前に、傭よう兵へい隊の中に角のある変モ異ル種フがいるのを見たのではないか？」と訊きいてくる。

「見たかもしれません。見てないかも。どうしてです？」

「いや、わしが担当した幻げん肢し患者の中に、他人の腕が触られるのを見て、自分の幻肢に触覚を感じる者がおったのを思い出したのじゃ。人間の身体からだは脳と感覚器官のやり取りによってものを感じるようにできておる。自分であれ他人であれ、誰だれかの腕が触られたと知覚するとき、脳から〝腕を触られた〟とする信号が出るが、自分の腕でないときは、腕の触覚が〝それは自分の腕ではない〟という感覚信号を返す。しかし、自分の腕がない人間の場合はどうじゃ？」

「無効信号が脳に返らないので〝腕を触れた〟ように感じる、ということですか？」

「そうじゃ。お主の場合もこれと同じじゃろう。誰だれかの角を見て〝何かの感覚〟を得たが、それを打ち消すための信号を発するための角はお主にはない。ゆえに幻げん肢しの感覚を得た」

「でもぼくは角の幻げん肢しを感じているわけではないんです。それに角を触られたようにも感じなかった」

「お主の角が、触覚だけを感知する器官でなかったとしたらどうじゃ？」

「どういうことですか？」

　ぼくは訊たずねた。

「新教国の医療は発展しておっての。あやつらの思想はそういうところから生じておる節ふしもあるのじゃが」と前置きして、先生は続ける。「人間の脳には身体からだに対応した地図マツプのようなものがあるのじゃ。感覚器官と、脳内の対応マップ。その二つの間で、先ほどの信号のやり取りが行われるということじゃな。そしてここからが重要なのじゃが──変モ異ル種フの変異箇所に対応した脳内マップは、彼らの脳の魔法器官と完全に一致しておるということじゃ」

「魔法器官と……」

「そうじゃ。魔法器官はもともと、五感以外の〝何か〟の感覚を入力、放出するための器官。魔法のために使用すれば都合がいいということでそういう名前を付けられておるが、もともとは未知の感覚器官じゃ。ならばお主の魔法器官であった幻の角が、他者の角という視覚情報から未知の感覚を得たとしても不思議ではあるまい」

　それから先生はクレスの方を見て、ニヤリと笑う。

「おい、小娘。トトポンを改造するとお冠のようじゃったが、こやつが魔法を使えるようになったとしたらどうじゃ？」

「え……？　トトポンが魔法……？」

　いきなり突飛な質問を投げかけられたクレスは、驚きで先ほどまでの怒りを塗り潰されたようだった。ぽかんと口を開けている。

「そうじゃとも。いや、どういうところからインスピレーションが降ってくるかわからんから面白いのう。魔法器官の幻げん肢しを感じるというのならな？　対応した身体組織を備えてやれば、こやつはきっと魔法を取り戻すぞ」

　こういうときの先生は幼い外見も手伝って、ただ無む邪じや気きに楽しんでいるように見える。

　一転聞き手のぼくたちはといえば、話が飛躍し出して、すでに彼女の頭の回転についていけなくなっていた。先生の頭の中では、もう色々な計算が始まっているのかもしれない。

「わしも魔法は使えん。昔の身体からだとともに置いてきたからのう。じゃから……こやつに魔法を取り戻させれば、わしはわしを超える器械人形ウオークラフトをつくったことになるのではないか？」




　　　　　４




　先生のチェックが終わり、改めてぼくの身体からだには何の異常もないという結論が下された。

　ぼくは先生に礼を言ってからクレスと一緒に来た道を引き返し、コールマタ中央区の軍事事務局に向かった。軍事事務局は質素な作りのそう大きくない建物で、それはそのままこの都市が軍事にそれほど力を入れていないことを示しているようにも思えた。

　商業都市として栄えたブラックストーンでは、市民の間で経済的格差が生じ、富裕層の国政寡占状態を生み出した。富裕層は商業活動のために兵役を嫌い、小市民も大だい商しよう人にんたちの販路拡大のための戦争に嫌気が差した。

　そこに滑り込んできたのが傭よう兵へいである。つまり、ぼくたちだ。

　軍事委員会の扉を叩たたくと、奥から衣きぬずれの音が近づいてくるのがわかった。扉が開かれる。

「おお、クレッシェンド。フィニータスの弟で子しよ。待っておった」

　朗らかな笑顔でそう言うのは、ブラックストーンで最高権力を持つ都プ市リ評オ議ー員リの一人、コール・ソデリーン。歳としは五十を少し過ぎたくらいだろうか、髪に白いものが混じっているが、かつて魔法士として鳴らした頑強な肉体には衰えが見えず、いまだに雷魔法カーランの魔法商品においては、ハイエンドを生み出し続ける第一人者としての実力を兼ね備えている。光雷原の管理者という表現が、彼の大きな地位を物語っている。

　彼は聖職者のような法ほう衣いを纏まとい、片手には杖つえを持っていた。

「イマジナル、招集の命により参上いたしました」

　クレスが気き真ま面じ目めにそう返すと、ソデリーン評議員は大きく頭を振った。

「クレッシェンド。いまは口うるさい他の都市関係者はおらん。私が貴殿への伝達役を買って出たからな。何の気兼ねもする必要などないぞ」

「……そうですか？」

　クレスはきょろきょろと周りを見渡した。それから顔を見合わせると、二人は笑い合った。秘密を共有している仲間のような態度。他の人間がいるときには、都プ市リ評オ議ー員リが都市民ですらない傭よう兵へいと心安く会話をするようなことはないが、それを踏まえて人払いをしていたのだろう。ソデリーン評議員の行動は、クレスへの信頼の証あかしと見ることもできる。

「ほら、こっちにこい」

　彼は言って、ぼくたちを奥の間に通した。

　そこには、お茶のセットが置いてあった。西の方でとれる紅茶の葉を入れた急きゆう須すを、彼は鼻歌交じりで火にかけた。一方のクレスは、勧められる前から茶菓子に手を伸ばしている。

「戦場はどうだった」

　紅茶を入れてから、ソデリーン評議員は何気ない様子でそう訊たずねる。まるで昨日きのうの天気でも訊たずねるかのような気楽さだった。

「いつも通りです。たくさんの人が戦って、たくさんの霊が住処すみかを変えました」

「死んだということか」

「そういう表現もできるかもしれません」

　そういう表現も何も、そっちの方が正しい表現だ。たまにクレスは、死について婉えん曲きよくな表現を使うことがある。一般的な人間と、死についての価値観が違うからなのだろうが。

「天に召された、ということではないわけだな。貴殿風の言い方をするなら」

「天国も地獄も人が作り出したものですから。霊はいるべき場所にいますし、正しいやり方で導いてやれば物質的な世界に呼び戻すことだってできます。死後にも思考を備えた人格を持ってどこかで生活できると考えるのは、楽観的すぎますよ」

「楽観的か、死後の世界を信じるのは？」

「脳がないのに、どうやって考えるのです？」

「私に貴殿の見ている世界が見えればな」

　ソデリーン評議員は、芝居がかった仕草で膝ひざを叩たたいた。

「霊の扱いにしてもそうだ。霊が見えるということが、どれだけすばらしいか！　いくら鍛錬を積んでも、私には手探りで霊を探し当てることしかできん。霊にはっきりとした輪郭を結ばせることができんのだ。それがどういった性格の人間だったか、どういう名前だったかわからない。これでは扱われる霊にとってもいい迷惑であろう」

「霊に人格を与えて考えるのは間違っていますよ。虫カゴで飼われる昆虫が可哀かわいそうだと言っているのと同じようなものです。共感、同情は人間の尺度ですから」

「それもフィニータスの教えか」

「あるいは」

　クレスは肩をすくめて見せた。「ただ本当のところを言うと、わたしが見て、他の死し世せい学がく者しやが触れる《彼かの世よ》は、生きているわたしたちにとっての世界にすぎません。死んだ人間がどうなっているかは、実際に死んでみないことにはわかりませんから」

　死後を主観的に想像する、ということは決してできない。なぜなら〝死〟自体が〝想像の外にあるもの〟という概念だからだ。

　死を想像できたと思っても、それは死ではなくて生の範疇に入った何かだ。

　これとよく似たようなことを言った哲学者がいた。『死を恐れる必要はない。なぜなら死があるとき私はおらず、私がいるとき死は存在しないのだから』この考えは少し独どく我が論ろんに似ているかもしれない。主観の死とはつまり、全世界の終わりである。死は想像できない。

　クレスは続けた。

「わたしたちは本来、《彼かの世よ》を死の世界と呼ぶべきではありません。そういった表現を使うから、誤解が生まれるのです。《彼かの世よ》は誰だれかの死を客観的に見たときの世界ですから。いくらそれらしく映ったとしても、死の世界とは違います。多角形の角を無限に増やしていけば円に近づきますが、それは正確には無限角形と呼ぶべきものであって円ではありません。生きている我々が死後を想像することなど、決してできはしないということです」

「しかし、貴殿は主観的な死後の世界を否定している。死を経験しなければわからないと言いながら、その存在を楽観的と断ずるのはなぜだ？」

「否定するわけではないですよ。ただ、何も感じられないということだけわかっています。そこは友人の言葉に従おうと思っていますから」

　クレスがぼくを見る。発言を促すように……ので、ぼくは口を開いた。

「死んでいた間は、何も感じませんでした。もっとも新しい思考回路を得て、初めて何も感じていなかったと感じたのですが。しかし目覚めたとき、心地ここちよい睡眠のあとのような多幸感がありました」

「多幸感？　死んでいる間は幸福なのか？」

　いかにも驚いたという表情で、ソデリーン評議員が訊たずねた。

「それは、天国や死後の世界を肯定するものではないのか？」

　しかしぼくは眉まゆをひそめて返す。

「いえ、ですから睡眠の快楽とは、起きたあとに感じる快楽のことですよね。ぼくは久しく眠ったことがありませんが。そういった人の機能だけは覚えているものですから、それで喩たとえてみたのです」

「幸福かどうかはさして問題ではないでしょう」と、クレスがつけ加える。「目覚めたとき、トトポンに用意されていた身体からだがそういう風にできていたというだけです。もし快楽の代わりに憎しみを抱くような構造ならば、そのとき憎しみを抱いたでしょうから」

「ではやはり主観的な死に関する手掛かりは何もない、というわけか……」

　ソデリーン評議員は、敬けい虔けんなフェオール教徒らしく肩を落とした。彼が死し世せい学がくにどっぷりだったのは信仰のため、という事実はよく知られている。作家の書いた地獄に恐れをなして教会に布ふ施せが集まるような社会ではなく、死後の世界への正しい理解から信仰が生まれるべきだと固く信じているような人だ。

　死し世せい学がくだけではない。彼に言わせれば、他の魔法ですら神と繫つながるための道ということになる。五感で捉とらえられない形けい而じ上じようの存在を、唯一捉とらえうるのが未知の感覚器官であり、それを研究開発することが神へと至る道である、と。

　彼は咳せき払ばらいしてから、話を切り替えた。

「まあ、死後の世界の話は置いておくことにしよう。それよりも、いまは任務のことを話さなければならんからな」

　するとクレスは腕を組み、途端に不機嫌そうな顔になった。

「事務官さまに聞いたのですが、新教国が死し世せい学がくを学び始めたとか」

「そうだ。奴やつらは新種の死し人びと兵へいを生み出している。魔法を使い、驚異的な再生力を誇る死し人びと兵へいだ。貴殿の意見を聞きたい。死し世せい学がくで同様のことが可能か？」

「不可能ですね。死兵にそのような力を持たせるのは」

「言葉遊びをしているのではないぞ。死し世せい学がくとはつまり、死世魔法を含むものだと考えて欲しい。それでも無理かと聞いているのだ」

「ええ、不可能です」

　クレスは自信満々に頷うなずいた。できないことを自信満々に言うのもどうかと思うが。

「では、何かからくりがあるということか？　一人ならず、戦場にいた多くの兵士が異い口く同どう音おんにその特殊な死し人びと兵へいの恐怖を語るのだ。まさか集団催眠にかけられたわけでもあるまい」

「その死し人びと兵へいを捕らえてみたいですね」

「精巧な出来なら、痛みを感じるかもしれません」ぼくはクレスに同調して言った。「拷問が有効かもしれませんよ。秘密を本人の口から聞き出せるかも」

「いや、捕ほ虜りよをそのように扱ってはならん。非人道的行為だ」

「死し人びと兵へいは人ではありませんよ。人のかたちをしてはいますが、まったく別物です。ぼくだって敵に捕まれば同じ目に遭うことを覚悟していますし」

「拷問は極端ですが、会話ができるなら話してみたいですね。なぜそのような力を手に入れられたのか。誰だれにそうされたのか」

　言いながら、クレスは眉まゆをひそめた。「トトポン、敵に捕まるとかそういうの冗談でも言わないで。あなたの身体からだはあなただけのものじゃないんだから」

「そうか。この身体からだは先生の技術の結晶だから、捕まったら申し訳がないね」

「違う！　コスモのことはいいの！　トトポンはわたしのものなんだから、わたしのことを第一に考えなきゃだめ！」

「とにかく！」

　ソデリーン評議員がまた咳せき払ばらいして、話を戻す。「都市として正式に貴殿らの隊をピルサに派遣したい。やり方は任せよう。敵の死し人びと兵へいの秘密を解き明かして欲しい。まずそれが第一目標。そしてもし可能なら、その魔法をブラックストーンに持ち帰ってもらいたい」

「では傭よう兵へい契約は続行というかたちでいいですね」

「というよりも、私はそろそろ貴殿をブラックストーンに迎えたいと思っている。市民権をもぎ取ってやるから、魔法アルテでもどこでも都市の組織に所属しろ。自前の軍があればこんな苦労はせんで済むのだがな……」

「無理でしょう。わたしは変モ異ル種フですから」

「それは些さ細さいな問題になるはずだ。フェオール教は変わるぞ。間違いなく」

　ソデリーン評議員が力強く言い、クレスは困惑した様子で彼を見つめた。

「変わる？」

「そうとも。宗教改革のエネルギーは凄すさまじい。新教の理屈は筋道通っていて、人の理性に強く訴えかける。いまは感情論で抑え込んでいるが、人の感情ほど揺れやすいものはない。それこそ人々が教会の腐敗に目を向け、そこに感情を爆発させるようになれば、勢力図は一気に描きかわるぞ」

「ソデリーンさまは新教を信じておられるのですか？　テトラモルフ新教を？」

　クレスは驚いたようだった。

「旧教も新教もない。あるのは聖フェオールと神への信仰だ。人はとかくしがらみを作りたがるが、それこそ信仰を阻はばむために囁ささやく悪魔の言葉に惑わされた行為にすら思える」

「教会を悪魔だというのですか！」

「少し言葉がすぎたか？」

　非難されても、ソデリーン評議員は飄ひよう々ひようとしている。彼は他の皆には内緒だ、と言いながらニヤリと笑った。黒曜都市共和国オブシデイアと教皇は、いま蜜月状態にある。

「ミサや集団での祈き禱とうを否定はせんよ。それは価値のある行為だ。しかし、そのために人々は対価を払いすぎているきらいがある。教会を維持するのはそこでの人々の繫つながりのためであるにもかかわらず、いまや布ふ施せで神の愛を買えると思い込んでいる不届き者すらいるだろう。金銭の向かう方向性がずれている。教会もその誤解を否定せず、むしろ歓迎するような態度だ。ゆえに此こ度たびの宗教改革はいい機会ではないか？　教徒の目を覚ますためのな」

「ブラックストーンがいま戦っているのは新教国なのですよ。都プ市リ評オ議ー員リがそのような態度では……」

「少数派というだけで、ブラックストーンにも新教派はいないわけではないぞ。それに私の意見と都市の意志決定で、どちらを大切にすべきかは心得ているつもりだ。貴殿に胸きよう襟きんを開いたのは、信頼の証あかしと思ってもらえればいい」

「もったいないお言葉です」

「すぐにピルサへ向かう馬車を用意する」

　ソデリーン評議員は立ち上がった。

「また使いをやるから、それまで都市でゆっくりしていくことだ」
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　魔法アルテでの話は終わった。

　部屋から退出するとき、彼がぼくだけを呼び止めて手招きしたので、おやっと思った。

　クレスも眉まゆをひそめたが、それは不愉快を表しているというより、どこか挑戦的な仕草のように感じられた。

「内緒話ですか？　トトポン、あとでわたしにも教えてね」

「好奇心は身を滅ぼすぞ！　何、大した話ではない」

　ぴったりと扉を閉めてから、ソデリーン評議員は口を開いた。

「……貴殿は私のことをどう見ている？」

「尊敬すべき方だと思います。大胆すぎるところもありますが、必要に応じて態度の使い分けができる方ではないでしょうか。今日きようの対談で、合理主義者だとも思いましたが」

「そうか。ではクレッシェンドはどうだろうか？　彼女の傍そばにいて、クレッシェンドが私のことをどう思っているかわからないかね？」

　彼がどういう意図でこのような質問をするのかまったくわからず、ぼくは首を傾かしげた。

「さあ？　しかし父のように感じているのではないでしょうか。ぼくたちはほら、変モ異ル種フとして生まれて、相応の場所で育ちましたから、両親を知らないでしょう。偏見を持たず、無条件に信頼してくれる人間に会ったことがありません。ぼくなどは疑うたぐり深いですから、あなたが腹に一いち物もつを持っているのではないかと勘ぐっているほどです」

「正直だな。いや私の方も確かに最初は、彼女の死世魔法にのみ関心があったのだがな。しかし父か……それは……」

　彼は歯に何か詰まっているかのような口調だった。

「もう行っていいですか」

　話が見えなくて、ぼくはイライラし始めていた。

「ちょっと待ってくれ！　……いいか、これから言うことは他た言ごん無む用ようだぞ。クレッシェンドにすら言ってはいかん。貴殿の口の堅さは人間のそれとは比べ物にならん。なにぶん鋼鉄でできているのだからな。そうだろう？」

「はあ……。そういうご用命とあらば」

「よし、では言うぞ……つまりだ……私は家族を、妻と子を失ってから、随分たつ。しかし後継者と言う意味でも、家を継ぐ人材が必要だ。子どもは成長していれば、ちょうどいまのクレッシェンドぐらいの年齢になっていたはずなのだ」

　彼の言葉の意図を理解できてから、ぼくはしばらく驚きで口を利きけなかった。

　クレスを養女にしたいというのか？　他ならぬ都プ市リ評オ議ー員リが？

「……クレスは変モ異ル種フですよ」

「何、構うものか。ブラックストーンに必要な人材であることに変わりはない。私ならば、彼女の後ろ盾になってやれる」

「ブラックストーンが争いの火種を抱えることになりますよ。こびりついた差別意識というのは、人々の中から消えないものです」

「向かい風があまりに強い場合は、私が権力ある地位を退けばいいだけの話だ。変化を恐れていては発展もない。我々も魔法陣を見習うべきではないかね？　すべてを受け入れ、変化を続けていく。完成という概念のないマンダラだ」

「同情や憐れん憫びんの感情に酔うのは結構ですが、確実に近い確率であなたは現職を退くことになると思います」

「そのときは、私の行為が未来に称賛されるだけだろう。将来的に人々は平等になる。変モ異ル種フは個性にすぎなくなり、彼らを差別していた時代が笑われる時代がくるのだから」

「では、テトラモルフ新教が勝利するということですか？」

「勝利という概念にもいくつかある」

　ソデリーン評議員は腕を組んだ。「新教国が戦争に勝つかどうかでいうと、それは難しいだろう。フェオーリアの教皇庁と神聖帝国は常に争っているが、新教という共通の敵が現れれば一致団結するに違いない。そして新教国を叩たたき潰すだろう。しかし彼らの教えは人々の中に残る。思想というのは生物だ。魔法と同じでな。人々の中で育ち、理性の許容値を超えたとき、ついには人々に行動というかたちを取らせる。そもそも、これまでのフェオール教会でも変モ異ル種フの地位は向上してきた。グートフィッグ公会議いわく、変モ異ル種フは人ではない……ラピスライト公会議いわく、変モ異ル種フに人としての一部の人権を認める……ジルニアース公会議いわく、変モ異ル種フは人であるが、贖しよく罪ざいが必要である……全て教会の都合と胸三寸によってきたわけだが、しかしなぜ彼らの地位を向上させなければならなかったかというと、その時代その時代の賢者が正論を述べたからだ。人々を納得させ、教会の教えに疑問を抱かせるような」

「それでも差別はなくなりませんでしたし、これからもなくなりませんよ」

「いや、なくなるとも」

　そう言ってソデリーン評議員が笑ったので、ぼくはむっとした。

　ぼくとクレスは変モ異ル種フとして、いま少し話題にも上がった贖しよく罪ざいとやらを続けてきた。こっちは当事者である。あなたに何がわかる、と言ってやりたかった。

「いつか必ず、そんなくだらない差別はなくなる。人間が理性的な動物である以上、なくならなければおかしい」

「やっぱりぼくには、あなたがヒロイズムに酔っているようにしか思えませんね」

「そうかね？」

　ソデリーン評議員は肩をすくめ、

「……私の子は変モ異ル種フだった」

　短くそう言い放つと、話は終わりとばかりに扉を開いた。

　ぼくがその意味を咀そ嚼しやくする前に、彼は外で待っていたクレスに声をかける。

「魔法アルテの護衛を頼んでいたのだがね。ほら、彼は最高の器械人形ウオークラフトだろう。だが、できないの一点張りで困った！　貴殿の方でも説得してくれんか？」

「どうせそんな話をしてるんだと思いました。わたしの命令がなければだめだと、トトポンは言ったでしょう？」

「そうだ。まさか聞き耳を立てていたのではなかろうな！」

「わたしに市民権を与えてくれれば、護衛と言わず、トトポンと一緒に魔法アルテでもどこでも所属して差し上げますよ」

「市民権くらいすぐに与えてやれるとも。貴殿が望みさえすれば」

　そう言うソデリーン評議員の顔には慈いつくしみの表情が浮かんでいるように思えて、それがいつもクレスに向けられていたものだとわかったとき、ぼくは、ああ、と感嘆しそうになった。

　なるほど、彼は贖しよく罪ざいを求めているのだ。

　彼は過去に、消すことのできない罪を犯した。

　我が子を、身体からだに特異な部分があったというだけの理由で、手放したのだ。

　その子は死んだのだろうか？　まさか、彼が殺したわけではあるまい。

　しかし彼が神を信じ、死後の世界にこだわるのも、いまでは簡単に腑ふに落ちる気がした。

「トトポン」

　ソデリーン評議員は、今日きよう初めてぼくの名前を呼んだ。

「クレッシェンドを守ってくれ。何、新教国の死し人びと兵へいなど貴殿の敵ではあるまい？」

「必ず、無事に彼女をブラックストーンに連れて帰ってきます」

　クレスはあなたの償いですか？　手を合わせ、子に許しを乞こうための墓標ですか？

　質問が次から次へと生じてきたが、ぼくはそれらを胸の奥にしまい込んだ。




「クレス」

　冒険者宿への帰り道、ぼくは彼女に声をかけた。

「何？」

「もしいま、君の両親が君を捨てたことを罪だと感じて君に謝ってきたら、彼らの罪は消えるかな」

　ソデリーン評議員は自分の子どもに対して罪を犯し、その贖しよく罪ざいのためにクレスを養女に迎えようとしている。クレスがその提案を聞いたときにどう思うか、少し知りたくなったのだった。

「それで許されると思うなら、消えるんじゃない？」と、クレスは答えた。「もともと罪っていうのは、その人の心の中にしか存在しないし。だから逆に、いくら償っても消えないものでもある。許すのはその人の良心であって、他の誰だれかじゃないもの」

「誰だれかを裁けるのは、他でもないその誰だれかだけか」

「もちろん、結局罪を悔いることができるなら、第三者が定めた罰則とかでも悪くないと思う。でもそれは罪を実感できない人のために、わかりやすいかたちを与えてあげるっていう趣旨であるべきだよ。三角形を、三本の線が云うん々ぬんと説明するより、図形で示す方が簡単なように。あなたは、これだけのことをしたんですよ、ってその人に提示してあげるの。正確には、その人の良心に」

　ならばクレスという〝かたち〟を得て、ソデリーン評議員の良心は何を感じるだろうか？　贖しよく罪ざいが完了したと思うだろうか？　それとも、さらに罪の意識を抱くだけだろうか？

　人は対価を支払えば何かを得られると思っている節ふしがある。信仰で神の愛を買い、労苦で富が築けると思っている。罰で罪を購あがなえると思っている。

　しかし、罰に酔う人間もいる。

「それなら、クレスは許す？　君を捨てた親を？　主観的な話をするんだったら、この際クレスの気持ち以外は関係ないってことになるから聞くんだけど」

「許すよ。わたしはわたしの良心が気に入ってるから。この価値観は〝汚けがれた地〟だからこそ身についたものだと思うの。だから、あそこに送り出してくれてありがとうって」

　クレスが言って、ぼくは胸の奥に熱を感じた。感動ではなく、一種、妬ねたみに似た熱さだった。彼女は許せるのか。

「人の良心を育てるのが、社会の唯一の目的だと思う」クレスは続けた。

「唯一の？」

「人間の自然状態がどんなものか想像するのは難しいけど、そこに自然法のような保護的なものがあるにしろ、闘争状態になるにしろ、社会は必要だよ。社会ができれば、そこに同一の良心が浸透するから。法律も、教育も、経済活動も、全て人の良心をかたち作るための道具だよ。良心ができて初めて、人は自然状態を抜け出すことができる」

「汚けがれた地は、社会か」

「そう。立派な社会。しかも、あれほど理想的な社会はないと思った。でも、新教の教えが広まってきて、その理想が崩れたの。テトラモルフ新教の良心が、あのコミュニティの良心を塗り潰してしまった。人はすぐ変わる。わたしにとって新教は侵略者以外の何物でもなかった」

　ぼくはどきりとした。侵略者。クレスが新教をそんな風に捉とらえているとは思わなかった。

　コミュニティでは、新教は救いであり、また〝善〟という抽象的なものに、唯一具体的なかたちを与えられる力強さを持っていたはずだった。

　少なくとも幼い頃ころぼくは新教に心酔し、それが正しいと確信していた。

　ぼくとクレスの育ったコミュニティ──そこは、住民から太陽の都イマジナルと呼ばれていた。
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　トトポンは、フェオーリアの小さな村で生まれた。

　誕生の瞬しゆん間かんから、トトポンの苦難は始まっていた。彼の頭には二本の角が生えていたのだ。

「変モ異ル種フだ……」

　乳う母ばはぽつりと呟つぶやくと、その晩には教区の教会に駆け込み、この特異な身体からだを持つ子どもを届け出た。

　いまだ変モ異ル種フに寛容でないフェオール正教は、そういった人間が住むコミュニティを地域ごとに定めていて、生まれ落ちた変モ異ル種フは総じてそこに送られて暮らすことになっていた。

　被差別人種のコミュニティ。そこは〝汚けがれた地〟と総称された。

　そしてその場所で、トトポンはクレスと出会った。というよりも、物心がついたときには、隣にクレスがいたのだ。

　クレスはトトポンと変わらない年齢だったにもかかわらず、物知りだった。

　彼女には特別な才能があった。色々なことを周りの霊が教えてくれるという。

「変モ異ル種フにも、市民権を取り戻して普通の人間としての生活を取り戻せる方法があるの。つまり贖しよく罪ざいを済ませればいいってことらしいんだけどね。それは、きちんとかたちの整った子どもを産んで、その子を自分の子どもだと証明できればいいんだって」

　瀉しや血けつして身体からだが良くなるのは、悪い血が抜けることによって身体からだが浄化されるためと信じられてきた。フェオール教が変モ異ル種フに科す贖しよく罪ざいというのはつまり、この治療法とよく似ていた。悪い血を抜くのが瀉しや血けつなら、これを逆手に取って、抜け出た血がすでに汚けがれていなければ、もう体内の血液は浄化されていると判断される。その判断材料が、子どもだ。

「でもそのありがたい制度のおかげで、血脈魔法サングに精通した人間を買収したり、あまりに早い年齢で子どもを作ったりする変モ異ル種フの数が増加して、変モ異ル種フはもっと強い風当たりの下に生きなければならなくなっちゃったの。あいつらの倫理観、貞てい操そう観念はどうなっているんだって」

　確かに〝汚けがれた地〟では、住民は性の知識を妙に早く身につける慣習があった。そこでは愛が子どもを産むのではなかった。子どもは、言わば医療用に培養された蛭ひるなのだ。

　ある目的のために作られたものが、まったく別の姿に変わってしまう。

　クレスは、それを外適応だと言って笑った。

「ぼく、いますごく力のある霊とお話ししてるの。彼が教えてくれたんだけど、生物は進化して姿を変えてきたんだって。鳥の羽は、保温のためにトカゲの鱗うろこが姿を変えたものだって知ってた？　ある目的をもって作られた器官が、まったく別の用途に用いられる機会を提供することがある。これを外適応と呼ぶんだって」

「じゃあ、これはいいことなの？」

「わかんない。ぼくたちは外適応の結果を、成功例から知ることしかできないでしょ。だからきっと、失敗した例もいっぱいあるはずだよ」

　十二歳で子どもを産み、笑顔で〝汚けがれた地〟を去って行ったトトポンの友だちは、結局生まれ落ちた都市の市民として生きられず自殺した。そのことに罪を感じるべき〝社会〟は、しかし罪悪感を透明化させていた。制度という装置を作り、良心を麻ま痺ひさせていたのだ。

『教会が言っているから』

『社会が、皆が同じことをしているから』

『そういう制度だから』

　たったそれだけで、人は罪を忘れることができる。

　幼いトトポンは怒りを覚えた。こんな世界が許されていいのか？

　トトポンは親を知らなかった。ある意味で、コミュニティは世の思想家が示すような『理想の社会』と一致していた。〝汚けがれた地〟においては、あらゆる大人おとなが子どもの親になり、財産がわけられ、不平等が嫌われていた。

　トトポンの夢は、兵士になり、新教国のために戦うことだった。

　新教とは、テトラモルフというフェオーリア最大の〝汚けがれた地〟で起こった思想のこと。

　それは、変モ異ル種フの解釈をまるきり変えてしまうところに目新しさがあった。

　コミュニティの子どもたちは新教の教えに同調し、暇さえあればずっと語り合っていた。

「これまでの変モ異ル種フは、人類の父フェオールが、神話で災いの魔物と戦ったときに浴びた返り血が〝汚けがれ〟として人の身に現れてしまったものとして解釈されてきたんだ。でもテトラモルフ新教では、それは人が魔物に対抗するために、彼らの血を取り入れた〝進化〟の残ざん滓しとして捉とらえられることになる。血脈魔法サングで血を遡さかのぼって行くと、人が最初に使うことのできた魔法は、あらゆる生物との間に子どもをもうけることができる力だったことが証明されてる。〝地に満ちよ〟ってね。教会は隠してるけど」

「いま人間の使うことのできる魔法は、人間が進化して取り入れてきたものなんだ。変モ異ル種フが変わっているんじゃない。普通に見える人間が、変モ異ル種フになり切れていないだけだ」

「いまの社会が魔法を管理しやすいかたちにしてるのは、変モ異ル種フの力を恐れているからだって大人おとなたちは言ってる。もともと変モ異ル種フの方が魔法を上う手まく使えるから。それは負け惜しみとかではなくて、きっと正しい。変モ異ル種フの変異部分は、太古の魔法生物の残ざん滓しなんだから」

「この間コミュニティから出て行ったダスティは、新教国の兵士になったらしい。新教国では変モ異ル種フは差別されないんだ。そして変モ異ル種フの方も、普通の人間を偏った目で見たりなんてしない。対等なんだ。それが人間のあるべき姿なんだよ」




　それからしばらくして、トトポンは新教国の兵士となった。

　戦場で敵の密集陣形フアランクスに切り込むときにも、恐怖を感じなかった。しかし身体からだを槍やりに貫かれたときにふと思い出したのは、コミュニティで別れたクレスのことだった。
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「トトポン、どうしたの？」

　物思いに沈むぼくの意識を、クレスが現実へと引き戻した。

「少し昔のことを思い出してたんだ。〝汚けがれた地〟で過ごしてた頃ころを。ぼくはなぜいま、新教国と戦うはめになってるんだろう？　もともと彼らの側につきたかったはずなのに」

「新教国は狭いし、息苦しいの。場所としても、思想としても。知ってる人間に会うのも嫌だし、『何かの否定』だけをアイデンティティにしてるのも嫌」

「それはクレスの考えだ」

「そう。だから、トトポンの考えでもある」

「洗脳？」

　ぼくがそう訊たずねると、クレスは笑った。

「洗脳するなら、そういうことを考えることすらできなくしてると思うよ。あくまでトトポンは考えた上でわたしの傍そばにいる。そうでしょ？」

「そうだなあ。いまとなっては変モ異ル種フの解放なんて、どうでもいいし。つまりぼくがいま考えてたのは、ぼくがいまも生来の脳みそを持っていたら、あのときの熱意を持ち続けていただろうか、ってことなんだ。記憶は人格と関係ないと思うし、やっぱりぼくは昔のトトポンとは違うと思う。でも、君はぼくのことをトトポンと呼ぶだろ？　違和感はない？」

「わたしの目から見て、トトポンが昔と変わってるかどうかってこと？　そりゃ違うよ。でも、人は変わるものでしょ？　わたしだって、死し世せい学がくを勉強し始めたときは『わたし』なんて言ってなかった」

「そう言えばそうか。『死を扱う死世魔法を、生の始まりである女性が学んではならない』──霊に聞いたそんな大昔の風習を真まに受けて、『ぼく』とか言ってたもんね。可愛かわいかったな」

「過去形で言うんだ？」

「クレスはいまも可愛かわいい」

「よろしい」

　クレスは立ち上がってぼくの隣に座り直すと、肩に頭を預けてくる。

　ピルサの要よう塞さいに向かう馬車の中だった。ゴトゴトと揺れる衝撃が金属性の身体からだを通して伝わるだろうから、そんなことをしても痛みしか感じないと思ったけれど、しばらくクレスはぼくに寄り添うようにしていた。




　クレスの頭の重みを肩に感じるうち、ぼくは彼女が死し世せい学がくの祖エンド・フィニータスより教わったという、思考に対する洞察を思い出していた。

「死を想像できない、つまり死を思考できないという事実がある限り、死を認識するために思考に頼るのはやめるべきよ」

　そのとき、クレスは言った。「思考は生を捉とらえるための器官なの。だからこそ話は簡単で、生のためにあった器官が別の目的で使われるようになれば、それで死を認識できるようになる。フィニータスは、そうして主観的な死に辿たどりつこうとした」

「外適応か」

　それは、汚けがれた地でクレスに教えてもらった概念。

「そう。〝思考〟という器官を外適応させる。それは死を想像することではないし、普通の思考を持つ人たちに理解できるものでもない。思考をどこまで広げても、そこにあるのは生の世界でしかない。だから想像力を強化するんじゃなくて、変化させないとだめなの」

　クレスはしゃがんで地面に円を描き、内側に『生＝思考』、外側に『死』と書き加えた。

「円を大きくしても、それは思考で捉とらえることのできる生の世界を広げるだけ。そうではなくて、主観的に死を認識するためには、この円の輪郭の外側に抜け出さないといけないの。それが思考の外適応ということ」

「そんなことが可能なのか。思考を器官として捉とらえて、それを変質させるなんて。フィニータスはロボトミーみたいなことをしてたの？」

「ううん、まず思考を身体からだの外部に取り出そうとしたんだよ。当時、その技術は初めて世に送り出されて、熱狂的に流は行やってたから……思考の外部器官──つまり、魔法陣を作るという行為が」

　思えば、魔法陣が人の思考であるという当たり前の事実を理解したのも、そのときが初めてだった。

「死世魔法とはつまり、彼の思考の集大成のこと。これを変化させていくのが、フィニータスの弟で子しとして選ばれた者たちの使命なの」

「とんでもない人間だったんだな。フィニータスってのは」

　ぼくは率直な感想を述べた。「彼の力のほんの一部分にすぎなかった従ク霊ラ魔ー法ラを真ま似ねして、物質的な利益を得ている現代の死し世せい学がく者しやとは、目指していることや考えていることがまるで違う。文字通り、頭の構造が違うとしか思えない」

「人間じゃなかったんだよ、フィニータスは」

「え？」

「フィニータスは変モ異ル種フだったそうよ。当時の教会は変モ異ル種フを人間と認めていなかった」

「それはそのときの社会通念上そうだっただけだろ。生物学的には人間じゃないか」

「ううん、社会通念上人間じゃなかったら、それはやっぱり人間じゃないんだよ。少なくとも、フィニータスは自分のことを人間だとは思っていなかった」

　そう言って、クレスは寂しそうに笑った。




　ピルサの要よう塞さい都市は起伏地形の多い黒曜都市共和国オブシデイアの中でも有数の山脈地帯にできており、光雷原に守られたガラクデッサと並んだ巨大な魔法装置を備えている。

　外部からこの都市に入るために用意された回廊はたった二つ。一つは首都ブラックストーン側から要よう塞さいに入るルート、もう一つはその反対側から入るルートだ。二つの道は、巨大な山脈によって線対称を成している。

　山脈帯に生活する住人もいるため細い道は数々あるものの、軍隊が持つ〝集団性〟という性質がある限り、敵の侵攻ルートはたった一本に限られる。

「ブラックストーン史によると」

　ピルサに入ってから、ぼくはこれ見よがしにクレスに説明した。「侵略者がこの要よう塞さいを攻略できた記録はないそうだよ。神聖帝国が黒曜都市共和国オブシデイアを攻めたときも、結局ここを無視して、飛竜隊の少数精鋭で首都を攻撃した。補給もないから、返り討ちにあったそうだけど」

「うん、普通はこの回廊は避けるよ。わたしだって、ここを攻略する兵を募るとか言われても、絶対参加しないし。ここに比べれば、ガラクデッサの方がまだ望みがあるように思えるもの」

　要よう塞さい都市の上部には、つるりとした銀色の球体がいくつも浮いている。球体群は都市と一体化した魔動文明時代の魔オ動リ真ジ器ンであり、いくつかが連動して発動されると、その中心から直線上の一切を破壊する暴力的な魔法を放つ。

　いまブラックストーンで生み出される魔動器レプリカとは、桁けた違ちがいの力を持つ古代文明の遺産レガシー。

　ピルサの浮遊砲台にして、《死の線リグライン》と呼ばれる超破壊兵器。この魔動真器を持つ要よう塞さい都市の存在が、首都ブラックストーンの防衛をより強固なものにしていた。

「死の線に入っても、最初から死んでいる兵なら大だい丈じよう夫ぶ。敵の思おも惑わくはそこかな」

「わからない。とにかく、死し人びと兵へいを捕まえることだよ。ソデリーン評議員は、わたしたちのやり方に任せるっておっしゃったんだから」

「どうやって死し人びと兵へいを見わけようか。どうも生きている人間と大差ない動きをするらしいけど。浮遊砲台を発動させてまず敵を焼いて、再生した個体を捕まえればいいか」

「どの程度再生するのかわからないから、強力すぎる兵器は使いたくないな……」

「ぼくたちの任務は、敵の殲せん滅めつとは別の管轄だろ。ピルサは勝手に浮遊砲台を撃つと思うよ。その後、どうするかが重要だ」

　ピルサの意思決定者の補助役として、首都から軍事委員会のアルバレスが派遣され、ぼくたちと同じ行程を経て要よう塞さい都市にやってきていた。国の軍事に関することは首都に任せきりの近隣諸都市は、戦争においてブラックストーンの軍事委員会をあてにすることが多い。

「ピルサと黒曜都市共和国オブシデイアの子よ。その力で外敵を薙なぎ払うときが来たぞ」

　アルバレスは、気の弱そうなピルサの責任者たちを勇気付けるように言った。

　大だい丈じよう夫ぶか、とぼくは思った。浮遊砲台を起動するのは彼らだ。こと戦闘の指揮に関しては、また別の傭よう兵へい隊たい長ちようが雇われているが、傭よう兵へいたちは都市の決定に関わることはない。巨大すぎる力は味方も脅おびやかすため、傭よう兵へい部隊と連携を取りつつ、ピルサは死の線を放つタイミングを狙うようだ。

　ぼくたちは、派遣された傭よう兵へい隊たい長ちようの行う会議を聞くことを許された。彼らは一度敗北を経験しているためか、覇は気きがないように見える。

「戦闘は死し霊りよう器き兵へいを中心に行う。そうしておけば万が一、死線から逃げ遅れたとしても、いたずらに命を消費することはない」

「わざわざ兵をだす必要性はどこにあるのです？」

　一人の傭よう兵へい頭が訊たずねた。

「敵兵に向けて死線を放つだけで、勝利は約束されているでしょう。というよりも、流石さすがに敵もここを攻めるなどとは考えないはずです。狂気の沙さ汰たですから。何か、別の思おも惑わくがあると考えた方がいいのでは」

「いや、偵察隊によると敵はこの都市に向けて順調に歩ほを進めているそうだ。明日あしたには死線の届く範囲に入ってくる。しかし無謀とは言えんぞ。というのも、敵にも望みがないわけではないからだ。敵はあの難しい土竜を手なずけている。そうですな、都市書記官どの」

　傭よう兵へい隊たい長ちように話を振られ、アルバレスは頷うなずいた。

「新教国は、極めて高い精度で土竜を操ることができる」

「聞いたな？　《死の線リグライン》がいかに優れた虐殺兵器であろうと、土竜に向けて放てば回廊に大穴を開けるはめになる。ゆえに土竜は密集陣形と魔法士の連携によって各個撃破しなければならん。兵をださなければ、市壁を破壊されることになる」

　実際、土竜は驚異的な攻撃兵器と言えた。都市には市壁があるが、もともとその破壊方法は超火力を備えた大砲による物理破壊か、工兵の塹壕掘りサツピングと坑道掘りマイニングによる間接破壊しかなかった。ただ防御魔法が発展するにつれて、周りに張り巡らされた防御魔法ごと市壁を破壊するほどの大砲を用意するのは困難になってくる。ゆえに市壁は、その根元が埋まっている地面を掘り起こしたり、下にトンネルを掘ったりして崩す方が効果的な方法と見られていた。

　しかし、それを人がやっては危険が伴う。当然だ。市壁を守る兵士も、市壁が敵に壊されるのを、ただ指を咥くわえて眺めているわけではない。もともと地の利は自分たちにあるのだから、敵の工兵を市壁の上から銃で狙ったり、トンネルが完成する前に崩して生き埋めにしたりする。

　そんな工兵の危険を請け負うために開発されたのが、土竜による攻撃方法だった。土竜は人よりも驚異的な速度で地盤を緩くし、一気に市壁を崩す。

　問題はしつけの難しさだけだが、ガラクデッサの戦闘を見る限り、新教国のそれは完かん璧ぺきといっていい精度だ。彼らは人間の意のままに動かされていたのだから。

　傭よう兵へい隊たい長ちようは続けた。

「市壁を破壊されれば我が方に混乱が生じ、浮遊砲台を撃つタイミングを逸するやもしれん。物見台は市壁にあるのだからな。そう考えると、やはり脅威は土竜だ」

　アルバレスが口を開き、傭よう兵へい隊たい長ちようの意見に賛同する。

「兵はだしてもらわなければ話になるまい。我々ブラックストーンが貴殿らをここに集めたのは、戦ってもらうためだ。浮遊砲台を放射する領域を定めておく。その領域より都市に近い場所で戦う限り、貴殿らが《死の線リグライン》に焼かれることはない」

「書記官殿の言う通りだ。傭よう兵へい頭はくれぐれも、各兵と死し世せい学がく者しやにその位置の通達を徹底せよ。敵が領域内に入り込んでも、少数なら恐れるに足りん。とにかく陣形を維持し、より多くの敵兵を死線の攻勢範囲に置き続けることだ」

　味方の出方がわかったため、ぼくたちはより詳細に、死し人びと兵へいを確保するための方法を煮詰めることができた。最前線に出向いて死し人びと兵へいを捕まえるのは、ぼくとパルの二人になった。近接戦闘に特に長たけているのがぼくたちだからだ。

「まずは密集陣形のすぐ内側にいよう。《死の線リグライン》の放射と同時に陣形を飛び越え、再生を始めている死し人びと兵へいを捕まえる。第二射があったらいけないから、それまでにはまた死線の内側に戻ること」

「……土竜はどうする？」と、パル。

「他の奴やつらに任せればいい」

　他の奴やつらとはつまり、クレスの所有する他の死し霊りよう器き兵へいということ。

「……でも戦闘が終わったあと、きっとみんなに自慢される」

「いいか、大物を狩ることばかりが仕事じゃないんだ」

「……ひょっとしたらトトポン一人の方が、効率がいいかもしれない。捕獲作業を邪魔すると悪いし、私は後方にいて土竜から市壁を守る」

「我わが儘ままを言うな。死し人びと兵へいのサンプルは一つでも多い方がいいんだ」

「……でも」

「でもじゃない。先生のお気に入りだからって、勝手ばかりできると思うなよ。君はまず、クレスの死し霊りよう器き兵へいだってことを自覚しろ」

　パルは助けを求めるように、クレスの方をちらりと見た。しかしクレスは、パルの悪行を覚えていた。先生の家でパルに辱はずかしめられたことを。

「トトポンの言う通りよ。パルはわたしとコスモのどっちが偉いか誤解してる。わたしの命令は絶対なの」

　クレスはにっこり笑って言う。

「……クレス、私し怨えんが混じってる気がする」

「混じってない」

「私し怨えんとか言い出すってことは、罪の意識があるってことじゃないか」

　ぼくが言葉尻じりを捕らえて追い詰めると、パルはしどろもどろになった。

「……クレスが成長してないのを確かめるのが、私の楽しみだったの……」

「そんな楽しみ捨てて」

　クレスはすげなく言い放った。「……それに、少しは成長してるもん」
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　ぼくたちは、それから少しピルサの市場に足を伸ばした。

　頑丈なぼくと違って自分はか弱い生なま身みの人間であり、骨休めが必要だというのがクレスの言い分だった。きょろきょろと周りを見て回る彼女の後ろを、ぼくはついて行った。

　ピルサの住民は、戦争の足音が近づいていることなどまったく気にも止めていないように、普段の生活を続けている。

　というよりも、商売はいつもより繁はん盛じようしているようだ。命知らずの敵が現れるという噂うわさは、浮遊砲台の一撃を是非とも自分の目で見てみたいと考える多くの人々を、この都市へと招き込んでいるらしい。

　黒曜都市共和国オブシデイアは九つの都コ市ム国ー家ネから成り立ち、人口二十万を超える国際都市群として知られているが、その人々が全てピルサになだれ込んだのではないか、と思えるほどの盛況ぶり。

　都市は一種のお祭り騒ぎだった。ピルサにおいて、戦争は恐怖を意味しなかった。それはめったに見られない娯楽と化してしまっている。

　市場には物珍しい品物を扱う露店がたくさん集まっていた。ブラックストーンの魔法アルテで見かけたことのある人たちがいるのを見つけ、ぼくは彼らに手を振って挨あい拶さつした。

「何をしているんです？」

「……何でえ、器械人形の旦だん那なか。妙なところで会うなあ。見てわかんだろうが？　魔法の販売だよ。あんたには関係のない商品だから、あっちへ行ってくれ」

　にべもない態度はいまに始まったことではない。普段ならこちらから関わろうとはしないが、いまのぼくには彼らに興味を抱くだけの理由があった。

「そんなことありませんよ。トトポンは今後、魔法を使えるようになるかもしれませんから」

　ぼくの気持ちを代弁したのは、隣にいるクレスだ。

「何だって？　魔法を使える？　器械人形の旦だん那なが？」

　彼らはお互いに顔を見合わせてから、乾いた笑い声を発した。

「流石さすがはソデリーンさまのお気に入りだ。冗談も上手じようずなこって」

「ここではどんな魔法を扱っているんですか？」

　ぼくは構わず訊たずねた。

　机の上に丸の並んだ紙がいくつも置いてあって、それが魔法の値段を表しているようだった。安いものでも、並の都市市民が三カ月働いてようやく買えるくらいの値段だ。

「ん……目玉はソデリーンさまが最近発見した雷魔法カーランだな。動作がよりスマートになってて、旧型のそれとは威力も負担も比べ物にならないほど向上してる。媒体もたった二つでいい」

「二つ？　光雷原の媒体は六本の塔でしたが、あれよりも技術は向上しているんですか？」

「あれは特別だよ。魔法研究は日々進歩しているが、変えられない部分もある」

　魔法の研究は、まず汎はん用よう魔法の使用から始まると言っていい。そこで魔法の何たるかを理解してのち、魔法研究者は自分だけの独自魔法を突き詰めていく。それが世の汎はん用よう魔法よりも利便性で勝るなら、それを新たな汎はん用よう魔法にすればいいし、求きゆう道どうのために必要だと思うなら自分で独占しておいてもいい。魔法は技術であり、経済効果をもたらす道具だ。言わば特許のようなもので、魔法の創造によって栄えた家は数知れない。ぼくも生きていたころは自分にしか使えない魔法を持っていたし、魔法の創造に関して一定の才能はあるのかもしれない。

「魔法研究ですか。いいですね。すごく興味があります。何なに分ぶんぼくにとって夜は長いですし、退屈しのぎの手段が欲しいのです。瞑めい想そうに意味が与えられるなら、それにこしたことはありません」

　毎晩、眠るクレスのそばで暇な護衛をさせられているぼくが当てこするようにそう言うと、彼女は言葉の意図に気付いたらしく、頰ほおを膨らませてそっぽを向く。

　アルテの彼は、じろりとぼくを睨にらんだ。

「汎はん用よう魔法の魔法陣にあんたを刻むことができるとは思えん。あんたは人間じゃない」

「もちろんです。魔法は人以外も使うでしょうが、魔法陣は人しか使わない。ああ、でも、契約の瞬しゆん間かんは見たことがありますよ。人が魔法契約のために魔法陣に触れると、その魔法陣は変化する。その変化部分こそ、その人による影響ということなのでしょう。人と魔法陣は影響し合い、魔法陣には変化が、人には魔法の力が与えられる」

「ある意味で、魔法陣は生物と言っていいからな。生物種と同じで、魔法陣は多様性を求めてる。魔法という利便性をもって人の魔法器官に感染し、自己を増殖させていく生物。人とは共依存の関係にある。もちろんそのように作られている、という表現が正しいんだけどな」

　眉まゆをひそめたまま、彼は続ける。

「ところであんたは生物じゃねえだろ。あんたのような種が起こす変化は、魔法陣が望まないんだ。死し人びと兵へいは魔法を使えんが、それは魔法陣が死し人びと兵へいを拒否するからだと言われてる。魔法陣が生物だというのなら、死し人びと兵へいではその拠より所どころとしてふさわしくないと。器械人形も同じだ」

「それはそうでしょうけどね」

「あんた、いま魔法を買う気か？」

　そう言われて、ぼくは肩をすくめた。

「いずれ、お世話になるかもしれません」

「冷やかしなら帰ってくれ」

　ちょうどそのとき、脇わきにいた傭よう兵へい風情ふぜいの男が魔法の購入を決めたらしく、客でもないぼくらは追い返されてしまった。

　魔法陣の授受。

　その光景を、ぼくは横目でじっと見ていた。

　魔法陣には起源魔法陣マンダラと複製魔法陣ペルソナと呼ばれる二種類があり、起源魔法陣マンダラは主に人への付与を目的としたもの、複製魔法陣ペルソナは魔法の使用のみを目的としたものだ。ゆえに魔法陣と一口に言っても、その意味は文脈によって変わってくる。例えば、魔法アルテの管理する汎はん用よう魔法の魔法陣という場合、人への付与が可能な起源魔法陣マンダラという意味で使われることが多い。一方で、戦闘中の魔法陣といえば、大概が魔法の使用のために展開される複製魔法陣ペルソナである。

　魔法アルテの一人が何かの魔法の起源魔法陣マンダラを展開し、客がそれに触れる。

　すると、僅わずかながら魔法陣が姿を変えた。

　これで魔法の繁殖は終わり。本当にあっけない。授受ができたかどうかの確認をするため、客の方がいま購入した魔法陣を展開する。こちらは複製魔法陣ペルソナということになる。

「ソデリーンさまは死世魔法を汎はん用よう魔法化しろって、そればっかり」

　ぼくと同じように魔法陣の授受へと意識を向けていたらしいクレスが、いたずらっぽく唇を尖とがらせた。

「そんなに魔法を広めることがいいことだって、わたしは思わないけどな。トトポンはまた違った考え方なんだろうけど」

「いや、昔のぼくといまのぼくは違うよ。なぜあのときのぼくは、コミュニティで自分の魔法陣をひけらかすような真ま似ねをしたんだろうね」

　ぼくは生前、自分だけの起源魔法陣マンダラを持っていた。

　そしてそれをコミュニティの人たちに分け与えていた。多分、それは使命感に燃えていたというのが主な理由だったと思う。自分の魔法で世界を変えると意気込んでいたのだろうか。

　その魔法の魔法陣がどのような模様をしていたか、はっきりと思い出せない。

　これが魔法器官を失ったことに起因するものなのかはわからないものの、その記憶はずっとぼくの中にもやもやと気持ちの悪い感情を生じさせている。




「トトポン、見て！」

　魔法アルテの露店を離れて少し歩くと、クレスは人形屋の屋台の前で立ち止まって、豪ごう奢しやな作りのパペット人形を指差した。

「すごく可愛かわいい！　何となくトトポンに似てるって思わない？　買おうかな？」

「なんでぼくに聞くんだ。好きにすればいいじゃないか」

「むー、いけず」

　クレスは不満そうな顔をしたまま、結局パペット人形を買い、右手に装着して例の下へ手たくそな腹ふく話わ術じゆつを始めた。

「オレの名はトトポン。さすらい人だ」

「ぼくはそんなこと言わない」

「マザコンである」

「ぼくはそんなこと言わない」

「ぼくはそんなこと言わない」

　クレスに台詞せりふを繰り返されて、ぼくはどきりとした。ぼくを真ま似ねしただけなのだろうが──それは一人称に「ぼく」を使っていた昔のクレスにそっくりだったからだ。

　彼女は変わった、といまさらになって理解する。少なくとも、ぼくの記憶にいるクレスといまの彼女は違う。

　ぼくの動揺など露知らず、クレスは意地の悪い目つきでこっちを見つめてくる。

「トトポンはいつもコスモ、コスモって言うでしょ。パルも指摘してたけど、それってマザコンだよ」

「い、いや」と思わずどもりながら、言葉を返す。「先生のことは本当に尊敬しているだけだ。コンプレックスってわけじゃない」

「美しいって言った、コスモのこと。わたしのことは全然褒めない癖に」

「褒めて欲しいの？」

「欲しい」

「ならいくらでも褒めるけど、賛辞を強要しても意味ないと思うけどな」

「生意気なやつめ！　お前だけは絶対に許さん！」

　パペット人形を装着したままのクレスの右手が伸び、ぼくの頭を小突いた。

　何だか不思議な感覚だった。この人形をクレスはトトポンと名付けたのではなかったか。これはつまり、ぼくはぼく自身の攻撃を受けたことになるのだろうか。

「その顔は、また難しいこと考えてる顔ですぞ～」

　言いながらクレスがぼくの手を握ってきて、その柔らかい感触にぼくは一いつ瞬しゆん戸惑いを覚えた。

　そんなぼくを見て、彼女はくすくすと笑う。

「……君には敵かなわない」

　その日クレスはずっと笑っていた。そんな彼女を見ているとぼくの方も嬉うれしくなって、さっき少しだけ感じた動揺──昔といまのクレスにある違いのことなど、どうでもよくなった。
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　その日の夜はトトポンにとって、なぜかいつもより長く感じられた。

　暗くら闇やみで目をつむると、瞼まぶたの奥に、竜の体内に入ったときの記憶が浮かんでくる。一度竜の器官に包まれて強く感じたのは、不思議なことに、母について聞いた記憶だった。

　トトポンは誕生の瞬しゆん間かん二本の角で母の腹を裂き、彼女を死に追いやったらしい。

　父は息子むすこを捨てたが、それが社会のルールだからという理由なのか、単に最愛の妻を奪った者への復ふく讐しゆうなのか、いまでもわからない。

　ただ一つ言えるのは、自分には罪の意識があるということだった。殺意など、胎たい児じの自分にはまだ持てるはずもなかった。ゆえに母を殺そうとしたわけではない。

　にもかかわらず、彼女を殺したという事実だけがトトポンを縛って離さなかった。

　トトポンが一度目の死を迎えるとき、戦場で敵の槍やりが貫いたのは腹部だった。

　あの痛みだけは、忘れることができない。母はこのような痛みを感じて死んでいったのかと思うと、何ともたまらない絶望感に襲われるのだった。




　　　　　※




　翌日、ピルサに現れた敵兵の数は約一万ということだった。

　ガラクデッサの戦闘後にアルバレスが話したときから増えているため、どうやら増援があったらしい。とはいえ、たったそれだけの兵で、黒曜都市共和国オブシデイア最大の要よう塞さいに挑もうというのだろうか。

　さらに驚いたことに、敵は峡谷の向こうに陣を張り、そこからピルサ前の回廊にわずか三個中隊ほどの戦力を送り出してきた。

　兵の数は四百から、多くて五百。騎兵はおらず、全員が歩いている。

「たったあれだけの兵で何ができるというのだ……？　和わ睦ぼくの使者か……？」

　ピルサ前に陣形を築く味方の傭よう兵へい軍に、動揺が走る。しかし敵は白旗を掲げてもいないし、武装解除の姿勢を示してもいない。

　飛竜乗りの姿はない。ただ昨日きのうの会議で議題に上がったように、土竜の姿は見える。都市攻撃のために、その効果的な防壁破壊技術を利用しない手はないのだろう。戦う気だ。

　味方の士気は上がっていなかった。昨日きのうの会議時点では、一度戦闘に敗北したためと思っていたが、どうやらそれは見当外れだったようだ。

　傭よう兵へい軍に蔓まん延えんしているのは、恐怖。

「悪魔の兵だ……」

　死し霊りよう器き兵へいがかたち作る密集陣形の脇わきでたたずむ魔法士たちの中から、ぽつりぽつりとそんな言葉が漏れ聞こえる。

　悪魔の兵？　一いつ瞬しゆん戸惑ったが、すぐに何のことか腑ふに落ちた。

　彼らは件くだんの死し人びと兵へいと直じかに戦った傭よう兵へいたちに違いない。

　敵は軍ぐん靴かを響かせ、要よう塞さい都市に近づいてくる。物言わず、また一糸乱れず進行する集団は、人間で構成されているにもかかわらず、どこか人間らしさを欠いていた。あの中に、死し人びと兵へいはいるのだろうか？　あるいは、あの兵士全員が死し人びと兵へいなのか？

　不気味さを味方が感じ取り、周囲に感染する。戦場において、恐怖は何よりも大きな力になる。

「新教国の兵士諸君に忠告する！」

　陣頭指揮を任された傭よう兵へい頭が、大声で敵に呼びかけた。

「我が方はすでに、貴殿らに壊滅的な打撃を与えることのできる兵器の調整を済ませている！　まさかピルサの浮遊砲台を知らぬわけはあるまい！　それ以上先に進めば身を滅ぼすはめになるぞ！　これは慈悲からの忠告だ！」

　敵からは、何の言葉も返ってこなかった。ただ一定の歩みで、回廊を進んでくる。

「おい、奴やつら正気か……本当に死ぬんだぞ……」

　味方はもはやパニック寸前だった。これは必要からだったが、死し霊りよう器き兵へいを中心に陣形を構成していたのが功を奏した。彼らには意志も、思考もない。

　思えば近代に入ってから、ピルサの浮遊砲台が大量殺さつ戮りくをしたという記録は残っていない。威力が知れ渡るにつれ、敵自体がその射程に入ることを恐れたからだ。

　そして殺さつ戮りくは、その残虐行為を行う側にも大きなストレスを与える。戦闘に明け暮れて倫理観が麻ま痺ひした状態ならいざ知らず、普段は平和に普通の生活を送っている人間が──特に、軍事を傭よう兵へいに担当させて自分たちは経済活動に明け暮れているような都市民が──大量殺さつ戮りくの引き金を引くのは難しい。

　しかしもはや、対話の時間は過ぎている。

　傭よう兵へい頭はままよとばかりに信号弾を発射し、物見の砲手に向けて合図を送った。

「《死の線リグライン》起動準備！」

　その魔オ動リ真ジ器ンに一見して変化は見られない。

　砲手が気遅れしたか？

　ぼくがそう思ったとき、行軍する敵の隊列の脇わきから、地面を走る筋がいくつも飛び出してきた。筋は隊列の前に回り込むと、一気に加速して味方に向かってくる。

「隊列を崩すな！　土竜だ！　魔法士は、奴やつらを地面から引きずり出せ！」

　戦闘が始まる。

　土竜の何匹かは死の線の内側に入り込み、都市壁を目指す。しかし魔法士の魔法に地面の上から強打され、たまらず応戦しようと地表にでたところを密集陣形の槍やり衾ぶすまに貫かれる。そんな光景がそこかしこで展開される。

　ぼくには、土竜の動きが鈍いように思えた。災厄として恐れられる土竜の力はこんなものではないはずだ。少なくとも、ガラクデッサの土竜はもっと賢く立ち回っていた。

「パル、何だか土竜の動きが変じゃないか？」

　ぼくは第一陣の後方で始まった戦闘を見つめながら、パルに訊たずねた。

「……スピードが遅いし、息継ぎまでのスパンが短い……？」

「そうだ。まさか、ひ弱な個体を連れてきたのかな」

「……ガラクデッサに主力を用意したなら、それも頷うなずけるけど」

「いや、待て。あの個体はメスだぞ。腹部が膨らんでる」

「……あらほんと」

　パルは珍しいものでも見つけたかのように、目を輝かせた。

「なんで身み重おもの個体なんて連れてきたんだ？　あいつだけじゃない、他にもたくさんいる。ひょっとして、敵には何か新しい戦術があるのか？」

「……これは確かめにいかないと」

　持ち場を離れようとするパルを、ぼくは押しとどめる。

「だから皆に任せればいいって言ってるだろ。見ろ、ぼくたちの仕事はもうすぐだ」

　ぼくは回廊の少し先を指差した。

　都市の上空に浮かんでいた銀色の球体が六つ、音もなくそこに降りてきている。

　球体は六つで一つの機能を有するかのように、それぞれがそれぞれから一定の距離を保ったまま、回転を始めた。回転する球体の作る残像が円に見え、途中からその円の内部が光を放ち始める。ヒィンと無機的な音が鳴り響き、円が一層光り輝いたとき、球体の回転は止まっていた。

　球体から球体へと光の線が走って三角形が二つできあがり、二つが合わさって巨大な六ろく芒ぼう星せいをかたち取っていた。

「浮遊砲台が起動するところなんて、中々見られるものじゃないぞ……!!」

「……撃つ？　もう撃つ？」

　ぼくもパルも夢中だった。

　こちらから六ろく芒ぼう星せいを通して見た景色は、そこに溜たまる熱のせいか、陽かげ炎ろうのように揺らめいている。近づいてくる敵の兵士の姿が、もはや人として認識できないほどだった。彼らの姿は縦に伸び、暴風に襲われた森のように、左右交互に大きく傾かしいでいる。

　六ろく芒ぼう星せいは低い唸うなりを上げながら、中心にさらにエネルギーを収束していく。

「最後の警告だ！　歩みを止め、いますぐ引き返さなければ、ピルサの砲台が貴殿らを焼き尽くす！　貴殿らの名は、蛮勇に身を染めた愚か者たちとして、未来永えい劫ごうに渡って語られるであろう！」

　いいから早く撃て。ぼくは焦じれったく思った。

　敵は隊列を崩さず、先ほどとまったく同じ様子で進行してくる。

　無表情を張りつけ、この世のあらゆる出来事に無関心なさま。

　いま確信する。

　こいつらは、全員死し人びと兵へいだ。

「撃てえ！」

　傭よう兵へい頭が大声を張り上げ、先ほどと違う色の信号を上空に打ち上げる。

　その瞬しゆん間かん、大気が震えた。

　六ろく芒ぼう星せいが一度大きな光を放ったかと思うと、そこから円筒状の白い巨大な光線が一直線に放射される。

　耳をつんざくばかりの轟ごう音おん。

　光線はまっすぐ回廊に伸び、敵を吞のみ込んだ。

　これがピルサの《死の線リグライン》……ぼくは驚嘆した思いで、眼前の虐殺を眺めていた。

　肉が焦げる嫌な臭においがする。行軍を続けていた敵兵の中で、浮遊砲台の攻撃範囲から逃れた者は一人もいなかった。

《死の線リグライン》の一撃が終わり、戦場に一いつ瞬しゆん、シンと沈黙が降りる。

　ぼくは改めて回廊の先に目をやった。そこには焼け焦げ、かろうじて人間のかたちをした何かが大量に転がっていた。溶け残った鎧よろいが申し訳程度に、その中にある物体がもともと人であったことを主張しているようだった。

「聖フェオールよ、お許しを……」

　周囲の魔法士が武器を下ろし、口々に祈りを唱える。

　眼前で起こった出来事に衝撃を受けつつも、彼らはどこかほっとしているようだった。

　一撃とともに、恐怖は拭ぬぐい去られた。




　──しかしそれが再び目を覚ますのに、それほど時間は必要なかった。




「お、おい……！　あれを見ろ……!!」

　一人の傭よう兵へいが指差す先──そこで、焼け焦げた軀むくろがぎくしゃくとした動きで立ち上がる。

　縮んだ身体からだが少しずつ盛り上がり、表面のすすがぼろぼろと落ちたところには、人間の筋張った赤い肉体が見えた。

「あ、悪魔の術だ……何度殺しても起き上がる、悪魔の死し人びと兵へい……」

　傭よう兵へい軍に動揺が走る。

　一転して、ぼくはその光景を興奮とともに眺めていた。

　再生を始めた！　やはり特殊な死し人びと兵へいだ！

　ぼくは狂喜し、密集陣形を取る死し霊りよう器き兵へいを飛び越えて、その個体に向かっていった。

「お、愚か者！　どこの隊の者だ！　そちらに行ってはならん！」

「……イマジナル隊のトトポン。よく覚えておいて。あとで叱しかって」

「そ、そなたもだ！　死線の攻勢範囲に入ってはならん！」

　ぼくに続いてパルが、六つの球体の浮かぶ空間の先に飛び出す。

　光の六ろく芒ぼう星せいは消え、球体はそれぞれ上空へと戻っていく、その代わりに、また別の六つが先ほどと同じ位置まで降りてくる。どういう仕組みかは知らないが、あれだけのエネルギーを放出したのだ、同じ球体ではすぐにあの一撃を放つことはできないに違いない。

　しかしこれで再さい装そう塡てんは済んだ。必要な事態が生じれば、また浮遊砲台は火を噴くだろう。

　ぼくたちは危険な領域で作業を行うことになった。

「パル、君は向こうの個体だ。手順は手て筈はず通りに」

「……了解」




　再生中の死し人びと兵へいを殴り倒してからワイヤーを取り出すと、両腕と両足を後ろで一纏まとまりにして縛る。魔法を使われる可能性もあるので、ついでに目隠しもする。目が見えた上で行動しているかどうかはわからないが、ないよりはましという考えだ。

　再生する死し人びと兵へいというのは恐ろしいことに変わりないが、力は通常の人間と変わらないのだから、拘束してしまえば戦闘能力を削そぐことができるはずだ。

　そんなことを考えながら作業を続けるぼくの聴覚に、苦く悶もんする声が届いた。

「……うぅ……」

　突然のことにぎょっとする。その声は死し人びと兵へいから漏れ出ていた。

「……え、苦痛を感じるのか？」

「……貴き様さまはどうだ、器械人形」

　今度ははっきりと、言葉を口にする。死し人びと兵へいの顔はすでに大部分が肌で覆われていたため、発音もスムーズだった。

　予想外の事態。ぼくは手を止め、彼に話しかけた。

「……誰だれに操られてる？　意志はあるのか？」

「それもやはりこちらの台詞せりふだ、器械人形。我々の魂は、聖フェオールにしか隷れい属ぞくしない」

　ぼくは自分の質問の愚かさを悟った。誰だれかが彼を動かしていても、彼が自分の自由意志で動いていたとしても、彼が極めて人間的に動く以上、それを外から判断するのは不可能ではないか。

　もちろんそれは人間にも当てはまる。我思うがゆえに我はあるが、他の人間がどうなのかはわからない。独どく我が論ろんという考えが受け入れられる所以ゆえんだ。

　とりあえず、もう言葉は必要なかった。

　というわけで死し人びと兵へいの拘束には猿ぐつわも必要になる。下へ手たに言葉を話されて、味方を動揺させたくなかったから。

　ワイヤーで顎あごを首に固定すると、顎がく関かん節せつが外れる音がした。どうせ後で再生するだろう。

「パル！　こいつらにしゃべらせるな」

　パルに向かって叫ぶ。

　彼女は手て際ぎわよく別の死し人びと兵へいを拘束しているところだった。どういう意図の指示かわからなかったのか、胡う乱ろん気げな顔をしてぼくの方を振り返る。

「……しゃべらせるな……？」

「こいつらは言語を持ってる。つまり人の振りができる。すると味方が怯おびえるだろ」

「どうやる……？」

「これ」

　ぼくの作品を見せると、パルは頷うなずいて死し人びと兵へいの顎あごを外した。

　ピルサ前の回廊には、画家が想像で描いた地獄のような光景が広がっていた。皮膚のない赤い肉体が起き上がり、痙けい攣れんしながらその身を皮膚で覆っていく。

　ぼくは身動きの取れなくなった死し人びと兵へいを転がし、再生を進める他の個体に向かっていった。

　いったいどういう仕組みで再生しているのかまったく見当はつかないけれど、驚異的な技術であることは明らかだ。仮に彼らに思考があったとして、個体としてあれだけの再生力があれば、あと繁殖力さえ備わっていれば死人は人の上位種になる。

　いや、この際、もはや繁殖力など必要ないのかもしれない。自分たちが死ななければ代替わりなど必要ないのだし、労力が必要となれば器械人形で事足りる。世界にプネウマは溢あふれ、擬人法的な表現をするなら、利用されるのを待っているのだから。

　ぼくは浮き足立つのを感じた。

　これは正教と新教の思想間で生じた対立という生ぬるい話ではない。

　もはや人と、人ならざる者の戦いの様相を呈してきている。

「だ、第二射だ！　奴やつらをこちらに近づけるな！」

　傭よう兵へい頭の裏返った叫び声で、ぼくの意識は現実に引き戻された。ハッと気づいたとき、自分の失敗を悟る。すでに事態は取り返しのつかないところまできていた。

　唸うなりを上げる二度目の六ろく芒ぼう星せいが完成し、そこによろよろと近づいていく死し人びと兵へいの群れに向かって、いまにもその暴力的なエネルギーを解放しようとしている。

　あ、これは不ま味ずい。




「……ばかポン……！」

　パルが突っ込んでくる。彼女は背中に固定してあった戦せん斧ぷを取り外し、身体からだの周りで器用に回転させると、流れる動きで刃やいばを地面に叩たたきつけた。

　戦せん斧ぷの魔動器が炸さく裂れつし、大地に大穴が開く。

　先に投げ飛ばしていたのだろう、拘束された死し人びと兵へいがその穴に落下していき、下からくぐもった唸うなり声が聞こえてきた。

「……早く入る」

「……どうも」

　ぼくは拘束している死し人びと兵へいを穴に蹴け落おとし、自分もその後に続いた。

「……感謝してね？」

　腹立たしいことに、パルは得意げな顔をしている。

「いいか、ぼくだって地面の下に逃げるくらい考えた」

「……はいはい」

「本当だぞ」と、むっとして返す。「そんな斧おの振り回さなくたって、重点操作をすればいいんだ。思い切り重くなって、大地にめり込めばいいだけなんだから」

　ぼくが言葉を言い終わるかどうかというところで、頭上を巨大なエネルギーが通過していった。すさまじい轟ごう音おんが穴の中に反響し、死し人びと兵へいの耳から血が噴き出す。

　そんな光景を見ても、ぼくはもはや何も感じなかった。太陽から飛び出したような眩まばゆい光。圧倒的な熱量。大地に引き起こされる振動。

　先ほどと威力は変わらないはずだが、すでに感慨深さはない。

　第二射の終了を待って、ぼくとパルは穴を這はい出た。視界に広がる光景は第一射のときと変わらない。焦げた軀むくろが回廊に転がっているが、どうせまた再生を始めるのだろう。死し人びと兵へいの再生に限度があるのかどうか知らないけれど、このままではいたちごっこが続くだけだ。

　ぼくは傭よう兵へい頭のところまで歩いて戻り、彼に進言することにした。

「もう浮遊砲台を撃つ必要はない」

「き、貴き様さまたちは何なのだ！　先ほどから勝手ばかりをしおって！　陣頭の指揮は私に任されているのだぞ！」

「ぼくたちはソデリーン評議員から特殊な任務を与えられた別動隊で、やり方を任されている。だからあなた方のやり方に口を挟む権利もないけど、それでも一つだけ提案したい。お互いのためになる方法だ」

「何をふざけたことを……！」

「向かってくる敵兵を全て拘束するんだ。再生力を備えているとはいえ、力は通常の人間と同じだから、身動きの取れない状態にしてやれば無力化できる。数だって、多くても五百だろう。こっちはその十倍はいる。よくわからない存在と戦う恐怖で感覚が麻ま痺ひしているのかもしれないけど、普通に戦えば負けるはずのない相手だ。止とどめを刺した後に、少し手間がかかるだけの相手だよ」

　パルが、拘束した死し人びと兵へいをひょいっと掲げて見せる。両手両足を後ろで束縛され、エビ反りの体勢のまま固まる死し人びと兵へいは、普通に見ればただ滑こつ稽けいなだけだった。

「いたずらに浮遊砲台を発動させてばかりいるよりも、こっちの方が早い。殺しても死なない相手なら、動けなくすればいいだろう」

「……しかし」

　傭よう兵へい頭は渋面を作った。理はぼくにあると思うが、彼にはプライドがある。浮遊砲台を放つタイミングを与えられているというだけで、とりわけ指揮官として期待されているわけではないだろうに。ぼくは苛いら立だちながらも、彼を説得するために口を開いた──

「おお！　見ろ！」

　そのとき周りで歓声が起こって、何事かと振り返る。

「敵が！　敵が逃げていくぞ！　ピルサの砲台に恐れをなしたのだ！」

　その言葉通り、死し人びと兵へいの群れが撤退しようとしていた。満足に再生し切っていない身体からだを引きずり、這ほう這ほうの体ていで後退していく。

　ぼくはその光景を、違和感を持って眺めていた。敵の狙いがまったくわからなかったからだ。

　何のための戦闘行為だったのだろう？　浮遊砲台の威力を確認したかっただけか？　あるいは浮遊砲台が起動するかどうかを確認しようとしただけか？　近年に入って浮遊砲台は使用されていないため、すでに使用できなくなっている可能性も考えられただろう。

　つまりは軽い偵察。死なない兵を使えば、より犠牲を抑えられる。

　それとも、やはり死し人びと兵へいの再生には限度があるのか？　ひょっとすると、いま追撃すれば彼らを殺すことができるかもしれない。ただやはり、それも単なる可能性だ。

「貴殿の忠告に従って、もう浮遊砲台を撃つことはやめにしよう」

　傭よう兵へい頭はニヤニヤ笑いを顔に張りつけている。

「ただ、もう一つの提案は却下だ。敗残兵を追撃してまで拘束する必要はない」

　あたかも自分の采さい配はいで戦闘に勝利したかのような優越感が、彼から見て取ることができた。

「先発の土竜はどうなっている！」

　彼は伝令を呼び寄せると、居い丈たけ高だかに叫んだ。

「八割方討伐が済んでいます。残りもすぐに片付くかと。市壁に到達できた個体はおりません」

「結構。大勝利だな。これで、先の敗北を帳消しにできたことだろう」

「ちょっと待て。土竜は腹に卵を抱えていただろう」

　ぼくは伝令の彼に訊たずねた。

「そうですが、それが何か……？」

「腹を裂いて確認したか？　そこに何か秘密があるかもしれない。わざわざ身み重おもの土竜を連れてきたんだ」

「竜も繁殖行為ぐらいは行うだろう！　そなたにはもう無理かもしれんがな」

　傭よう兵へい頭は下げ卑びた笑いを浮かべながら、ぼくの肩を叩たたいた。

「きちんと腹の卵を叩たたき潰すように命令した方がいい。竜の──特に、あの種の竜の繁殖力はとても強い。一匹でも紛れ込めば、都市の中で生物危機が起こるぞ。まさか生まれてくる個体にまで調教が済んでいるとは考えにくいけど」

「わかった、わかった。傭よう兵へい隊たい長ちよう殿にはそのように進言しておく」

　ぞんざいな様子で、彼はぼくを追い払った。

　そうして、ピルサ前での戦闘は終わった。

　違和感はぬぐえなかったものの、それは勝利と呼ぶしかなかった。味方にほとんど犠牲はでず、敵は多くの土竜を失ったのだから。




　　　　　５




　死し人びと兵へいの軍隊を退けたとはいえ、峡谷の向こうに陣を張った新教国軍は動かず、ブラックストーン傭よう兵へい軍は勝利に浮かれることなく警戒にあたることになった。

　ぼくとパルが連れ帰った二体の死し人びと兵へいは、捕ほ虜りよとして扱うことになった。ブラックストーンはこれまで、死し人びと兵へいも死し霊りよう器き兵へいも相手取って戦ったことがない。制度上の例外という立ち位置で、彼らは人として扱われる。人権は都合の産物ではないはずだが。

　ぼくは留置所に片方の死し人びと兵へいを運び込むと、そこで彼の拘束を改めて行った。

　手足のワイヤーを解いてから、五体をベッドに縛りつける。すでに動かせなくなっている両手両足に、重りつきの枷かせを嵌はめて念を入れた。目隠しも猿ぐつわも外さない。

　クレスは部屋の鉄てつ格ごう子しの向こうから、その死し人びと兵へいが蓑みの虫むしになる様をじっと見ていた。

「クレス、彼らは言葉を使える。話してみる？」

　ぼくは安全が確保できてから、格こう子しの向こうに言葉を投げかけた。

「ええ、そうする。彼らの意識はあるの？」

「自意識があるかどうかはわからないよ。覚かく醒せいしているように見えるかどうかなら、答えはイエスだけど」

「ならいいの、ありがとう。あとはわたしが話してみる」

　ぼくは頷うなずいて、死し人びと兵へいの猿ぐつわを外した。

「ご機嫌はいかがですか？」

　クレスは訊たずねた。

「状況による。戦闘がどうなったか、教えてもらえないだろうか」

　はっきりとした言葉が死し人びと兵へいの口から紡つむがれる。そこには、ある種の不気味さがあった。

「あなた方の兵は撤退しました。土竜は全滅し、要よう塞さい都市にダメージはありません。また土竜の腹にあった卵も、全て破壊されました」

「なるほどお前たちは土竜の腹を裂いた。そしてそこにあった卵を壊した。それから土竜の死し骸がいはどうなった？」

「いまは物質的なかたちを保っていますが、すぐに焼却処分される予定です。都市壁の外で、一カ所に集められています」

「ああ、それでいい。ようやく最初の質問に答えられる」

　死し人びと兵へいは無表情のまま続けた。「最高の気分だ」

「最高の？」

「そうだ」

　それきり、死し人びと兵へいは口を開かなくなる。

「どういう意味だ？」

　焦じれたぼくは、死し人びと兵へいの腕に剣を突き刺した。「質問の意味がわからないのか？　彼女は、なぜお前がそんな気分になるのかと聞いてるんだ。企たくらみがあるのか？　あるなら全て吐け」

「忠告するが、剣は早く抜いたほうがいい。だめになるぞ」

「……何？」

　ぼくは剣に力を込めた。すると、パキン、という音とともに刀身が折れる。

「言わんことではない」

　死し人びと兵へいが初めてニヤリと笑い、ぼくは折れた剣をまじまじと見つめた。

　死し人びと兵へいに刺さっていた箇所の刀身がなくなっていた。死し人びと兵へいの肉体が、一いつ瞬しゆんにして刀身を腐食させてしまったかのようだった。さらに驚いたことに、剣を刺したときに流れた彼の血もどこかに消え去っている。まるで魔法だ。

「……お前は何者だ？」

　ぼくは目隠しされたまま横たわる死し人びと兵へいに、質問を投げかけた。

「リグライン」

「リグライン？　それはこの都市にある浮遊砲台の名前だろう」

「正確には《死の線を越える人間ラヴイリント・リグライン》という部隊名だ。省略してリグライン。俺おれだけではなく、他の兵士も同じ名前で呼ばれている」

「この要よう塞さい都市を攻略するために作られた死し人びと兵へいか」

「違う。文字通り死の一線を乗り越えた兵士という意味だ。《死越え人》ともいう。死し人びと兵へい？　それは汚けがらわしいブラックストーンの学問が成し得る現象だろう。俺おれたちに死という概念はない」

「ああ、それではやっぱり、あなたたちは生きているんですね」

　感嘆した様子のクレスが言った言葉が、ぼくにはしばらく理解できなかった。

「……ん、いま何て言ったの、クレス？」

「いや、だからこの人たちは死し人びと兵へいじゃないって言ったの。普通に生きてる人たち。わたしはソデリーン評議員に言ったでしょ。死兵に魔法を使わせることや、異常な再生力を備えることは不可能だって。でも、生きていれば可能よ。そういう方法はある」

「……君はさっきの浮遊砲台の一撃を見てた？　彼らは黒焦げになった後、再生したんだよ。そんな人間がいるわけないし、人間の他に視野を広げてみたって、自然的な有機集合物としてもあり得ないことだ」

「もちろん、自然な状態じゃないよ。魔法の支配を受けてるから。新教国で死し世せい学がくがどういう位置づけにあるのかは知らないけれど、少なくともフィニータスの知識死世魔法には同様の現象を引き起こせる術があるの」

　クレスは言った。

「彼らは自分のプネウマを分割されてる」

「プネウマ霊を分割？　どういうこと？」

　クレスは格こう子しの向こうで椅子に座り、傍そばにパルを呼び寄せた。

「こういうこと。わたしが椅子に座ってるから、パルはこの椅子に座れないでしょ？」

「……クレスの膝ひざの上になら座れるけど」

「重いからだめ！　座れないの！」

　クレスは膝ひざに座ろうとしてくるパルを一いつ喝かつした。

「つまりね、この人たちは言わば、《彼かの世よ》に霊を持っていて、この世にも霊を持っている状態なの。そういう状態の存在は、現象としては生きているにもかかわらず、世界からは死んでいるという扱いを受ける。死というのは、本来誰だれしにも訪れる平等なものだから。でも、自分の名前の刻まれたお墓にすでに遺体が入っているなら、もうその人はそのお墓に入ることはできない。《彼かの世よ》に用意された自分だけの椅子にもう誰だれかが座っているなら、その人はその椅子に新しく座ることはできない」

　その結果として、死ねなくなる。

「そんなことを可能にする術が」

「そう、死世魔法にはある。分ミ霊シ魔エ法ルと呼ばれている魔法。完全な人間を作る術──要するに、錬金術として世間一般的には追い求められてきた方法だけど」

　クレスがそう言うと、死し人びと兵へい──いや、ぼくがそう思っていただけで、どうやら本当は死し人びと兵へいではなかった《死越え人》の兵士──は、さっと顔色を変えた。

「……ほう、我が瞑めい師しの他にも、その術を知っている者がいたか」

「知っているも何も、その『瞑めい師し』という方が、わたしから術を奪ったという言い方が正しいでしょうね。わたしが一度だけ展開したことのある死世魔法の起源魔法陣に触れた。魔法陣は変化し、その方には死世魔法が与えられた。どこまで使いこなせるのかは疑問ですが」

「……瞑めい師しを盗人ぬすつと呼ばわりする気か」

「事実です。元はわたしの魔法ですから、何だってわかります。何なら証拠としてあなたを殺してみましょうか？　《彼かの世よ》に置いてあるあなたの霊をどかせれば、あなたはきちんと死ねるようになるんですよ」

「できるものならやって見せるがいい！　このペテン師め！」

　彼は唸うなり声を上げた。迫力は満点。しかしぼくは、なるほど生きている人間だと思えばそれほど不気味ではないな、と密ひそかに思っていた。

「──死世魔法フイニータス」

　クレスの前に魔法陣が浮かび上がる。魔法陣の繁殖を行うための起源魔法陣マンダラではなく、使用のみを目的とする複製魔法陣ペルソナ。クレスの話が本当なら、その瞑めい師しとやらが手に入れたのはこの複製された魔法陣なのだろう。
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　クレスの展開する魔法陣ペルソナの模様の左下方部の一帯が強く光り輝き、そこから伸びる淡い光の線が、横たわる兵士へと吸い込まれていく。眼前で起こったのは、たったそれだけだった。

　しかし十分だったらしい。

「トトポン、彼の目隠しを外してあげて」

　ぼくは言う通りにする。目隠しを外すと、不安そうに部屋を見渡す男の顔が現れた。

　彼はクレスを見て、自分に声をかけていたのが彼女だとわかると、途端に怒りの表情を張りつけた。

「小娘ではないか……よくも俺おれを謀はかったな！」

「騙だましてなどいませんよ。トトポン、今度は腕を自由にしてあげて」

　ぼくは頷うなずき、腕の枷かせを解いてやってから、彼の指を捻ひねり上げた。

　その腕がよく見えるように、彼の目の前に持っていく。指は逆向きに折れ曲がり──いつまで経たっても再生は始まらなかった。

「……は？」

「死なない存在であった間に、痛みがどういうものか忘れてしまったのでしょう。ですが、いまやあなたは、朽くちることのできる肉体に閉じ込められているんですよ」

　クレスの言葉が彼の頭へと浸透していくのが、ありありとわかった。

　兵士は急に顔を青ざめさせ、ぶるぶると震え出す。

　忘れていた死に対する恐怖が彼を襲ったのだろう。いままで遠くにあっただけに、特に強く。

「そ、そんな……あり得ないことだ……瞑めい師しの与えてくださった身体からだが……俺おれは死を克服した人間なのに……」

　愚かしい話だ、とぼくは思った。死ぬようになったから、改めて死を怖がるなどと。

　少し考えれば、死を恐れる必要はまったくないということくらいわかるだろうに。死と思考は同時並行的に存在できないのだから。

「あなたが胸の中に隠していることを全て話してくれませんか？」

　クレスは言った。「あなたが思わせぶりな態度を取った理由と、新教国が先ほど仕掛けた戦闘の狙いというのは一致するんでしょう？　いったいどんなことを計画しているんです？」

「逃げなければ……ここは危険だ……！」

　彼は身体からだを揺すり、必死の形ぎよう相そうで叫んだ。

「この拘束を解いてくれ！　この都市は消滅する！　自分たちの力に飲み込まれて！」

「自分たちの力？　どういうことだ？」

「浮遊砲台だ！　先発隊がこの都市に潜り込んでいる！　彼らが《死の線リグライン》のコントロールを奪うのは時間の問題だぞ！」

「先発隊とはなんだ？　ピルサに入る道は二本しかない。それにいまは戦時で都市に入るために厳格な審査がある。お前たちの仲間がどうやって潜り込む？」

「死なない兵を土竜の腹に詰めた。俺おれたちは目くらましにすぎない」

　その言葉に、ぼくたちはハッとなった。

　全てが結びつく。先ほど、この兵士が竜の現状を聞いて、安心した理由。

　見つからなかったからだ。腹の中にいたはずの兵士が。

　ならば彼らはどこに行った？　決まっている。

　──市壁の中──

　傭よう兵へいの集まりというのは、日ごろから統制された軍隊とは違ってその場限りの有う象ぞう無む象ぞうにすぎず、そこに別の兵士を紛れ込ませるのは容易たやすいことだろう。

　数さえ合わせればいいのだ。敵兵を殺し、その数合わせを自分たちの身体からだで行う。戦死した敵兵は地中に埋めてしまえばいい。都合良く、土竜は地面を掘り進める生物だ。装備をはぎ取り、死体を埋め、自分たちは何食わぬ顔で傭よう兵へい隊に混ざる。

「竜の腹に入る兵士はこれまで何度もその訓練をしてきた。竜の体内で潰されながら、すばやく外に出るコツを摑つかんだ。しかも彼らには爆弾がある。体内に埋め込まれた爆弾──人間爆弾だ。それを使えば、竜への寄生に気づいた敵を吹き飛ばせる。自分たちが死なないからこそできる戦術だが」

　爆弾という言葉を聞いた途端、ぼくは胸の奥が疼うずき出すのを感じた。

　その言葉は、いまのぼくを強く惹ひきつける。かつてぼくが所有し、失った魔法。

　魔法器官とともに、もうじき取り戻せるかもしれない力。

　クレスが霊と話せたように、変モ異ル種フとして生まれたぼくにも特殊な才能があった。

　魔法による爆弾の生成──名を破壊魔法ニトロという。




　　　　　※




　トトポンは自分だけの魔法陣を持っていた。

　汎はん用よう魔法による魔法学習などしたことがない。ゆえにそれが他の人間にとって、効率的な魔法なのかどうかもわからない。ひょっとしたら、すでに汎はん用よう魔法で同じような効果をもたらす魔法があるのかもしれない。

　しかし、それは自分だけの魔法陣だった。いつからそれが使えたのか、思い出すことはできない。物心がついたときには、その起源魔法陣マンダラはトトポンとともにあった。

　トトポンはコミュニティの人たちに魔法とは何なのかを教えてもらっていたので、この魔法陣の利用方法を良く心得ていた。この力は誰だれかに分け与えることができるのだ。トトポンは皆に起源魔法陣マンダラへの接触を許し、複製魔法陣を分け与えた。コミュニティでは、全てが皆の財産としてあるべきだったから。

「破壊的だ。ここまで破壊に特化した魔法は見たことがない」

　大人おとなたちがそう言ったので、トトポンは子どもたちの間でヒーローになった。兵士に憧あこがれる子どもたちにとって、戦いに役立つ力は常に羨せん望ぼうの的だった。

「トトポンはきっとすごい魔法士になるよ。ぼくが保証する」

　そのときクレスは言った。

「ぼくの魔法をかけてあげようか。トトポンを不死身にしてあげるよ。剣も槍やりも効かない。ただ相手を攻撃することだけ考えればいい。ぼくの魔法ならそういうことができる」

「どうしてオレにだけそんなことを言うんだ。お前は自分の魔法陣を誰だれにも見せないくせに」

「君になら見せてもいい。わかるでしょ？」

　クレスは赤い顔をしていた。「鈍い奴やつ。誰だれかを好きになったこととかないの？」




　それからしばらくして、トトポンは新教国の兵士となった。

　戦場で敵の密集陣形フアランクスに切り込むときにも、恐怖を感じなかった。しかし身体からだを槍やりに貫かれたときにふと思い出したのは、コミュニティで別れたクレスのことだった。

　──ありがたい──

　彼女のかけてくれた術は、敵の攻撃を価値のないものへと変えていた。身体からだを刺し貫いた槍やりはすぐにトトポンの中で腐食する。

　槍やりの先が突然軽くなり、戸惑った様子の敵兵が訝いぶかしげにこちらを見つめてくる。

「悪いな。オレは死なない」

　言いながら、敵の兵士に魔法を放つ。生物の肉体は、トトポンの爆弾を育てる温床として申し分のないものだった。何もない空気中よりも物質中の方が爆弾を作りやすく、その中でも、脂の塊である有機物の中がもっとも爆弾作りに適していた。

　魔法とともに、トトポンは戦場を渡り歩いた。新教国の兵士として。




　そうしてトトポンは新しい戦場にいた。任務は敵要よう塞さいへの侵入だった。そのために、土竜の腹に潜り込む訓練を繰り返した。

　突撃した土竜が何かを捕食したのを感じ取ると、竜の腹を内部方向に突き破り、胃の内部を確認した。そこには死亡した敵兵が、糸の切れた人形のように手足の関節をあらぬ方向に曲げた状態で横たわっていた。

「いいぞ、計画通りだ」

　一人呟つぶやき、敵の装よそおいを自分へと移す。最後にフードを被かぶり、角を隠した。

　準備が終わったときに竜の体内を見渡すと、血だまりができていた。

　竜が内出血しているのだ。きっともう、この個体は長くないだろう。

　トトポンは母の子し宮きゆうを突き破って彼女を殺してしまった日のことを意識して、良心に呵か責しやくを感じた。

　竜が敵の攻撃で絶命すると、トトポンは暗い顔で竜の下から這はい出し、敵の傭よう兵へい隊に混じって都市壁の中へと侵入した。ピルサの内側へと。




　　　　　６




　プネウマの分割。この世と《彼かの世よ》に霊を持つ存在。

　そんな《死を越えた者たち》が、いまピルサに入り込んでいる。

「トトポン。浮遊砲台の制御室へ行かなきゃ。敵の狙いはそこだから」

　ぼくはクレスの言葉に頷うなずいてから、部屋を飛び出した。思えば、ぼくたちの任務は敵の死し人びと兵へいの秘密を探ることなのだから、ピルサに危機が訪れようと知ったことではないけれど、クレスは気き真ま面じ目めにブラックストーンに尽くそうとしているようだった。

　市民権か。

　そんな言葉が彼女を縛っているとは思いたくなかった。

「トトポンを不死身にしてあげるよ」

　その言葉を、ぼくはよく覚えている。クレスはぼくに一度死を与え、《彼かの世よ》の霊を使って、いまのぼくを構築し直した。だからこそいまこうして、ぼくは不死身の戦士として彼女のために戦うことができる。クレスの自由のために戦うことが、ぼくの幸福だった。

　ブラックストーンのため？　正教のため？

　違う、全てはクレスのためだ。

　一度死に、新しい頭でもう一度考え直したとき、ぼくの中から新教への信仰は消えていた。

　不思議なものだが、多分これは記憶と人格は一致しないからだと思う。

　水は器によってかたちを変える。ぼくにはトトポンとして過ごした記憶があるけれども、その一つ一つの出来事に対して湧わき上がってくる感情は昔と違う。

　あらゆる熱は冷め、万物への思いは乾いていた。

　ただ一つ疑いようのない感情は、クレスへの愛だけだった。

　目を開けて彼女の顔を見たとき、世界と自分が一致したかのような多幸感があった。

　ピルサの街を走りながら、ぼくはふと思った。

　器が変わり思考が変わった。ならばクレスへの思いは変わったのだろうか──と。

　ぼくはクレスが好きだ。これは間違いのない事実。

　しかし生きていたとき、ぼくはクレスのことが好きだっただろうか？

　彼女がぼくのことを好きだと言ったときのことは、いまでも鮮明に思い出せる。

「ぼくの目を見て、トトポン？　ぼくは君のことが好きなんだよ」

　その記憶を、その言葉を思うだけで、ぼくはいつも幸福になれた。

　しかし、あの光景を見た瞬しゆん間かんはどう思っただろう？
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「おい、あんた！　《死の線リグライン》の一撃を見たか？」

　近くの兵に話しかけられ、要塞都市への潜入に成功したトトポンは歩みを止めた。

「あの魔オ動リ真ジ器ンの発動を見られるなんて、一生自慢できるぞ！　傭よう兵へいとしちゃ、この都市の攻略戦には絶対参加しないでおこうと思ったがな！」

「ああ、すごい兵器だ。いまを生きる魔オ動リ真ジ器ン、コスモ・ブラックストーンが使えるようにしたんだろう？」

「そうとも。あんた、出身はどこだ？」

　男は気さくに話しかけてくる。

「フェオーリアの教皇領だ。ずっと教皇庁の軍に傭よう兵へいとして参加していた。だからこの都市にくるのは初めてでね。よかったら、浮遊砲台について教えてくれないか」

　トトポンは肩をすくめた。「あれはどこで動かしている？」

「どうしてフードを被かぶってるんだ？　怪け我がでもしたのか？」

「少し頭を切ってしまって。何、大した傷じゃない」

「やっぱり怪け我がか！　ちょうどいい。俺おれはこの間、治癒魔法テーアの汎はん用よう魔法をグリーニグニの魔法アルテで買ってな！　せっかくだから、治してやろう！」

　無遠慮な手にフードを剝はぎ取られ、変モ異ル種フの象徴が明らかになる。男は突然そこに現れた二本の角を見て、目を白黒させた。

「……え？　も、モルフ？」

「答えてくれ。あの浮遊砲台はどこで動かしている？」

　トトポンは男を睨にらみつけた。もう敵意を隠す必要はない。

　すばやく彼の右手親指を握ると、自分の手の平を爆弾へと変質させて爆発させる。この方法は、普通に何かを起爆させるよりも音が抑えられるためよく使う。

　相手の親指と、トトポンの手が吹き飛んだ。

　叫び声を上げようとする男の口を、逆の手で押さえる。

「死にたくなければ教えてくれ。あの浮遊砲台はどこで動かしている？」

　男は震えていた。口から手を離してやると、そこから息も絶え絶えのかすれ声が漏れ出た。

「と、都市壁の物見台……土竜の攻撃もあったから……回廊の真正面にある塔は避けて、北東の塔に移動している……」

「ありがとう、北東の塔だな」

　それだけ確認すると、彼の喉のどにある脂質から爆弾を生成した。窒ちつ息そく死と爆死のどちらが早いかはわからないものの、とりあえずこれで彼は永遠に黙ることになる。

　先ほど爆発させた自分の手が再生したところで、何度か握っては開き、感触を確かめた。その様子を、言葉をなくした彼は恐怖の眼まな差ざしで眺めていた。

「最後に見るのがこんな不気味な光景で、あんたもつくづく運がないな」

　男を解放すると、トトポンは北東の塔を目指した。

　この都市はいまから破滅を迎える。しかしトトポンは、ここにいる人に罪があると思ってはいなかった。あるのは、罪深い思想だけだ。

　フードを被かぶり直したのと、背中に強烈な一撃を感じたのは同時だった。

　身体からだが吹き飛び、近くの煉れん瓦が造りの家に激突する。一いつ瞬しゆん何が起きたのかわからず、ただただ困惑した。煉れん瓦がが崩れ、身体からだを瓦が礫れきに覆われる。

「……見つけた、敵……！」

　瓦が礫れきの中から見ると、そこには女型の器械人形が立っているのがわかった。

「……二本角の変モ異ル種フ！　フードで隠そうとしてもだめ！」

「いきなりだな。傭よう兵へいの中にも変モ異ル種フはいるだろう。オレじゃなければ死んでいたぞ」

「……いま不死を確認！　侵入者と断定！」

「めちゃくちゃだな。否定はしないが」

　誰だれかがヘマをやらかしたか。侵入者がいると敵に知られているということは、つまりそういうことだろう。しかし都市に入り込んでしまえば、もうこちらのものだった。

　トトポンは立ち上がった。

　対たい峙じする器械人形は、これまで戦ったことのある器械人形とは様子が違っていた。

　それは立ち姿を見ただけでもわかる。通常の器械人形は構えを取ったり、予備動作を行ったりせずに、突然動き出す。一方で、人は動きに溜ためが必要となる。逆に言えば、その溜ためのおかげで人はスムーズに動くことができる。

　この女型の器械人形は、人の動きにあるその溜ためを表現している。いまの器械人形はここまで進歩しているのか。それはトトポンにとって未知の技術だった。

　右足で大きく踏み込むと、器械人形はこちらに向けて突撃してきた。巨大な戦せん斧ぷが、自動的と錯覚するほど自然な動作で、身体からだの周りを旋回している。

　剣を抜き、斧おのの一撃に備えようとしたとき、その器体は恐ろしい速さで進行方向を変えた。ほとんど直角に動いたそれは、傍そばに立つ家の壁に着地し、そこを足場にまた跳躍する。

　辺りで飛び回る器械人形の動きを、トトポンは目で追うことができなかった。

　人の動きの域にまで進歩している？　とんでもない！　こいつはそれ以上だ！

　背後に強烈な殺気を感じ、咄とつ嗟さに振り向いて剣を出す。

　剣の刃やいばの腹に手をやり、両手で重い一撃を受け止めようとしたものの、敵の戦せん斧ぷは剣に到達した瞬しゆん間かん、真まっ赤かに燃え上がった。

　炸さく裂れつ音が響き、剣の刀身が粉々に砕かれる。そして勢いを緩めない斧おのの刃やいばが、トトポンの身体からだを大きくえぐった。

　腹部を両手で押さえて崩れ落ち、トトポンはわずかな時間気を失った。

　しかしすぐ身体からだに力が戻り、削られた肉体が再生を始めるのを意識する。

　器械人形はワイヤーのような細い線状のものを取り出すと、トトポンの両手両足を縛り始めていた。

「こいつは一体何の真ま似ねだ？」

「……死なないなら、動けなくする」

「ほう、少しは頭も回るようだ。動きといい、知能といい、本当に精巧な出来だ。壊したくはないが」

「……壊す？　私を……？」

「造ぞう作さもないことだろ？」

　器械人形が振り下ろした拳こぶしが、トトポンの顎あごを捉とらえた。目の前に火花が散り、意図せず苦く悶もんの声を上げてしまう。

「……私を壊したければ、同種の器械人形でも連れてきたら？」

「……いや、オレ一人で十分だ。オレの力を見せてやろう」

　目の前に魔法陣が浮かぶ。

「──破壊魔法ニトロ」

　器械人形が胡う乱ろん気げな表情を浮かべた瞬しゆん間かん、トトポンは力を解放した。

　自分の身体からだが弾はじけ飛ぶ。

　全身の脂肪を凝縮して作った超火力。人間爆弾といっていいそれは、トトポンの繰り出す攻撃の中でもっとも凶悪な破壊力を秘めていた。

　凄すさまじい爆発が炸さく裂れつし、都市の一部が粉々に砕け散る。

　思考が闇やみに包まれ、また意識に光が差し込んでくる。幸福感。目を開き視線を下げると、赤い筋に覆われた自分の身体からだが皮膚を纏まとうところだった。

　トトポンが再生を終えたとき、そこには四し肢しを失って痙けい攣れんする器械人形の姿があった。

「頑丈だな。いまの爆発でまだ原型があるのか」

　トトポンは敵が持っていた戦せん斧ぷを見つけると、折れて短くなったその柄えを摑つかんで器械人形に近づいた。

「お前たちにも意志はあるのか」

「……わからない。私はパルガ……？　それとも……？」

　戦せん斧ぷを振り上げ、器械人形の頭に振り下ろす。

　頸けい部ぶからバチバチと火花が飛び散ったあと、ようやく器械人形は動くのをやめた。

「ほら見ろ。お前を壊すなんて、オレ一人で十分だったろう」

「隊長」

　声をかけてきたのは、竜の腹に隠れて要よう塞さい都市へと侵入した《死越え人》の一人だった。名はラッシュ。

「派手にやりましたね、おかげで位置がわかりましたが。隊長の確認が最後です。これで《竜の卵》は全員ピルサに侵入できたことになります」

「朗報だな。しかし、すでに敵はこちらの動きに気づいているようだ」

　都市はざわつき出し、警戒の色が濃くなり始めていた。

「ええ、こうなれば強行的な手段を取るしかありません。どうせ破壊し尽くすわけですから、我々がその前に暴れるなんて些さ細さいなことでしょう」

「目的地は北東の塔だ。そこにピルサの浮遊砲台を動かす装置がある」

「皆に伝えます」

「誰だれが辿たどりついてもいい。とにかく都市を焼き払うのが最優先事項だ。そのために、爆弾は惜しみなく使え。敵にも恐ろしい戦力がある」

　普段なら考えられないような寛大な処置だ。脳が破壊されてから再生される一いつ瞬しゆんの間──つまりは意識が生じるその瞬しゆん間かん──身体からだには抗あらがいがたいほどの快楽が生じる。

　快楽主義は教義で否定されるが、それは理性の話であって、人の第一義的な感覚は快楽に違いなかった。

　光あれ。その瞬しゆん間かん、全能感に包まれ、神の存在を確信する。リグラインの中にはその快楽の中毒になって自殺を好んで行う者もいるため、規則で自殺が禁じられていた。

　しかし、いまは死に放題だ。これほど寛大な処置があるだろうか。

　だがラッシュは『自殺許可』を特に意に介した様子もなく、ただ淡々と頷うなずくと、次の指示を仰いだ。

「外の同志はどうしましょうか。本来なら、浮遊砲台で都市を焼くのが再攻撃の合図でしたが」

「事情が変わった。いますぐ攻めさせろ。浮遊砲台を自由にさせるな。起動して外患を退け続けなければ、より状況が厳しくなると敵に思い知らせなければならない」

「了解しました。信号は……」

「オレが出せると思うか？」

　トトポンはニヤリと笑った。素すっ裸ぱだかで、あらゆる装備を失っていた。

「わかりました。私が信号弾を撃ちましょう」ラッシュも苦笑する。

　遠くで何かが爆発する音が聞こえ、二人は戦闘が始まったことを感じ取った。

「よし、もう行け！　器械人形には気をつけろ！　とんでもない性能だぞ！」

「了解。隊長は何か着た方がいいですよ」

　別れ際ぎわラッシュは冗談めかして言ったが、少しでも効率的に塔へと辿たどりつくためには、また敵の装よそおいが必要だった。まさか素すっ裸ぱだかのまま都市を徘はい徊かいするわけにもいくまい。トトポンは来た道を引き返し、先ほど黙らせた兵士のもとに急いだ。

　兵士は首から出血し、絶命していた。喉のどの爆弾が正常に爆発したのだろう。

　身ぐるみを剝はいで兵士の死体を物陰に押し入れると、裏道を通って北東の塔を目指した。背後の上空で信号弾が打ち上げられ、要よう塞さい都市の攻防をめぐる第二ラウンドが始まったのを悟る。

　市街地を抜けたのが幸いしたのか、市壁の上階に登る階段に辿たどりつくまで敵には遭遇しなかった。住民はフードで顔を隠して道を急ぐ傭よう兵へい然とした男を不審そうに眺めていたが、まさか新教国の兵だとまでは思わなかったらしく、誰だれも騒ぎ立てるようなことはなかった。

　市壁の階段を途中まで登った地点で、トトポンはふと都市を見渡した。

　美しい都市だった。山脈に挟まれ、自然の力を利用してできた要よう塞さい都市……。

「お前」

　そのとき、頭上から声が響いた。トトポンは振り返り、声の方へと意識を向けた。

　器械人形が都市壁の回廊部に立ち、こちらを見つめている。西に落ちようとしている夕ゆう陽ひはトトポンの背後にあり、その器械人形を赤く染め上げていた。

「フードを取れ。従えないなら、敵と見なして排除する」
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　フードの男は跳躍すると、都市壁の回廊に着地した。

「聞こえなかったのか？」

　ぼくは再び警告した。

「いま新教国の兵士がこの要よう塞さい都市に紛れ込んでいる。冗談では済まないぞ。素す性じようを明らかにしなければ、攻撃を開始する」

「北東の塔に浮遊砲台の起動装置がある。それに間違いはないか？」

「どうしてそんなことを聞く？」

「オレがお前のいま言った新教国の兵士だからだ。この都市を破壊する」

　あっさりと白状して、フードの男は持っている斧おのを示した。柄えが折れて短くなっているものの、それはパルの戦せん斧ぷだった。

「……パルをどうした？」

「パル？」

「パルガ・セントラ。女型の器械人形だ。その斧おのの本来の所有者だったはずだが」

「破壊した」男は感慨深そうに言った。「そうか、あれはパルというのか。人間を超える動きを身につけていたから、本当に驚嘆した。器械人形というのはすごいな」

「そいつはどうも。ちなみに、ぼくもそうだ」

「なら戦えば結果は同じになるな」

　ぼくは剣を抜き、フードの男との距離を詰めた。戦せん斧ぷで攻撃をはじかれるが、逆の手に持ったクロスボウの矢を放って男の首筋に命中させる。

　男はくぐもった声を上げて二、三歩後退した。

　ぼくはその隙すきを逃さずに敵の懐ふところに飛び込み、胸に思い切り剣を突き入れた。そして、即座に引き抜く。リグラインと呼ばれる者たちの肉体の中では、ものがだめになる。それが彼らの血によるものなのかどうかはわからないが、とにかく武器を体内に長居させるべきではない。

　剣についた血は時間とともに干上がり、刀身は何事もなかったかのように銀色の輝きを取り戻した。

　どうやら血に腐食作用があるわけではないらしい。そう結論づけると、ぼくは男に突きの連打を喰くらわせた。

　赤い液体が飛び散り、フードの男が倒れる。通常なら死亡しているはずの攻撃。だが、男は何事もなかったかのように、むくりと上体を起こす。

　殺すことは不可能。ならば拘束するか。

　そう思ったとき、男の前に魔法陣が浮かび上がるのがわかった。どこかで入手した汎はん用よう魔法だろう。ブラックストーンにも似た魔法があるが、やはり新教国のものは魔法陣を構成する模様の細部が異なっている。

「器械人形というのは魔法が使えるのか？」

　男が言い、ぼくは眉まゆをひそめた。微妙なところを突いてくる質問だ。

「使えるとも。少なくともぼくは使えるようになる」

「使えるようになる？　面白い表現だ」

　魔法陣から飛び出した火球を、飛び退のいてかわす。足場が狭い場所での戦いは、魔法の使える者の方が圧倒的に有利だった。

　さらに、魔法を使える相手を拘束するのは極めて難しいだろう。特に相手は自分の身体からだが傷つくことをどうとも思わないような人間だ。魔法で自分の身体からだごと拘束具を破壊するようなこともやってくるだろう。

　どうする？

　ぼくはもう一度距離をつめると、フードの男に魔法を唱えるような隙すきを与えないような連続攻撃を繰り出しながら、必死に思考を回転させた。

　剣と斧おのが火花を散らし、その間かん隙げきをぬって男の血液が中空に舞った。

　かたちの上での優勢。

　しかしそれすら、フードの男がパルの戦せん斧ぷを使いこなせるようになってきてから怪しくなった。戦せん斧ぷの中心に埋め込まれた宝ほう玉ぎよくが光を放ったとき、ぼくは咄とつ嗟さに後方へと身体からだを投げ出していた。

「……!!」

　次の瞬しゆん間かん戦せん斧ぷの魔動器が炸さく裂れつし、たったいままでぼくがいた場所を粉々に破砕する。

　回廊が砕かれ、亀裂が石造りの建造物を走っていく。亀裂は都市壁の半ばまで到達した。

　巨大な溝が、ぼくと男の立ち位置を分ける。

「物騒な力だ。都市の中で使うようなものじゃないな」

　溝の向こう側で、フードの男は楽しそうな声を響かせた。

「オレの魔法によく似ている。破壊に特化した力だ」




　その瞬しゆん間かん、ぼくは身体からだが裏返るような感覚に陥った。

　男がぼくの目の前で、その魔法陣を展開させたのだ。




「無機物の中というのはやりにくい。せめてお前が生物であってくれればな」

　しかしぼくの聴覚は、すでに男の声を捉とらえていない。

　ああ、と感嘆しそうになる。ぼくはその魔法陣はよく知っていた。

　人間の身体からだとともに、死を隔てた向こう側に置いてきた力。

　ぼくの魔法だ。破壊魔法ニトロと名づけられた、爆弾生成の魔法。

「……君はまさか、太陽の都イマジナルにいたことがあるのか？」

　それはぼくとクレスが過ごした《汚けがれた地》の名前だった。かつてそのコミュニティのメンバーだった変モ異ル種フたちが、哲学者の描いた理想郷から命名した社会。

　ぼくの魔法は、あの場所でしか入手できなかったはずだ。

「ほう、太陽の都イマジナルを知っているのか？　器械人形というのは博識だな。あんな小さなコミュニティに対する知識まであるのか」

「違う、あそこは特別だ。ぼくはあの場所で生まれ育った。そして、死んだ。君は誰だれだ？　ひょっとしたら、ぼくは君を知っているかもしれない……!!」

　突然の出来事にぼくは我を忘れた。こんなに喉のどを震わせて大声をだすのは久しぶりだった。

「ぼくはトトポンだ！　知らないか？　その魔法を作ったのはぼくだ！」

「……トトポン？」

　フードの男は怪け訝げんそうな声を出す。

「そうだ！　いまはこんな形なりをしているけど、もとは変モ異ル種フだった。そう、二本の角があって……クレスを知らないか？　ぼくは彼女の魔法で死に、いまこうして彼女の従者として蘇よみがえった。彼女にはプネウマ霊を操る特別な才能があったから……」

「クレス……？　クレスだと……？」

　男は驚いたようだった。

「……いまこの都市にクレスがいるのか？」

「そうとも。彼女は君たちの秘密を突き止めるためにブラックストーンに雇われたんだ。ああ、そうだ。だからもう、降伏した方がいい。クレスは君たちにかけられている術の正体を見破った。もともとそれは彼女の魔法なんだ。プネウマの分割。そして分かれた霊を元に戻せば、また君たちは死ぬ存在に戻る」

「なるほどなるほど。確かにクレスがいたんじゃ、分ぶが悪いかもしれないな。だが話を聞く限り、オレに関して言えば心配はなさそうだ」

「なぜ？　君は誰だれだ？　クレスを知ってるなら、ぼくのことも知ってるだろう？」

　すると突然、フードの男は乾いた笑い声を発する。

　ぼくは怪け訝げんに思いながら彼を見つめた。

「お前自身がお前を知らないらしい。お前はただの器械人形だよ。トトポンじゃない。トトポンは変モ異ル種フの境遇を知りながら、フェオール旧教に与くみするような人間じゃないからな」




　言いながら、彼はフードを取った。




　二本の角──その角の《かたち》は、かつてないほどぼくに迫ってきた。
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　その瞬しゆん間かん、再び、ガラクデッサの戦いの前に抱いたような幻げん肢しの感覚にとらわれた。

　自分自身が、身体からだと一致していないような感覚。

　視点がぶれ、立っていられない。片かた膝ひざをついてよくよく男の顔を見ると──そこにはかつてのぼくがいた。

　突如沸き起こった痛みに、ぼくは意識を支配された。胸の奥が、どうしようもなく苦しい。

「……どういうことだ？」

　ぼくは、それで苦く悶もんを体外に切除できるかもしれないという一種の幻想を感じながら、言葉を吐き出した。

「……君は何だ……？　君は……誰だれだ……？」

　どうしてぼくの身体からだを持ってる？

「オレはお前だよ。ただし、本物の」

　ぼくと彼の間にある市壁の溝が、実際よりも巨大に感じられる。

「な、なんで生きてる？　どうして？　ぼくは死んで……だからこうして……」

「さっきお前が答えを言ってたろう。クレスは過去、お前を殺したんじゃない。プネウマ霊を分割しただけだ。お前は自我を取り戻したとき、当然そのときまでの記憶しか持っていなかったから、その魔法で死んだと誤解したんだろう。だがほら、オレはこの通りピンピンしているぞ。むしろオレは、お前のおかげで不死身でいられるってわけだ」

　彼の言う言葉が、ぼくにはまったく飲み込めなかった。

「……う、噓うそだ……ぼくは……」

　ぼくは誰だれだ？　ぼくはトトポンだ。なら、なぜ目の前にぼくがいるんだ！

「ぼくは……誰だれだ？」

　まるで聞けば、相手が自分のことを教えてくれるかのように。

　ぼくはすがりつくような気で、ただひたすら納得できる言葉を求めていた。

「従ク霊ラ魔ー法ラで蘇よみがえる霊の記憶は、結局クレスが客観的にその霊を見て判断した記憶に過ぎない。経験したことは同じだろうが、主観的じゃないのさ。オレの過去をクレスが見て、クレスが構成したオレの記憶。それを新しい器に移して出来上がったのが、お前だ」

　彼の瞳ひとみには、嫌けん悪おと憐あわれみの光が浮かんでいた。

「お前はクレスだ。昔のあいつにそっくりだよ」

「違う！」

　気づいたときには、ぼくは溝を飛び越え、二本角の変モ異ル種フに襲いかかっていた。

「違う、違う、違う、違う違う違う違う！」

　なぜならぼくはクレスが好きで。

　クレスの笑顔を見るのが好きで。

　ぼくを傍そばから離そうとしないクレスを守ることに、幸福を感じていたから。

　わたしの傍そばにいてね、トトポン。

　ぼくがトトポンでないとしたら、果たして彼女の言葉は誰だれに向けられていたのか。

「お前はトトポンじゃない！　それはぼくだ！」




　二本角は戦せん斧ぷを構え、弧の一撃を見舞った。

　次の瞬しゆん間かん、大きな炸さく裂れつ音とともに、ぼくは吹き飛ばされていた。

　都市壁から大地へ落下しながら、バラバラに砕け散った自分の身体からだの部品が宙を舞っているのを眺めた。

　そして、ああ、と思い出す。

　ぼくがこの身体からだで意識を取り戻したとき、ごめんなさい、ごめんなさいと泣いていたクレス。

　あれは、そういう意味だったのだろう。

　──あなたは偽にせ物ものなの、ごめんなさい──

　永遠に思えるほど長い滞空時間にもかかわらず、落下の衝撃はほとんど感じなかった。




　しばらくして、都市に巨大な白い柱が何度も降り注いだ。

　光の雨が、全てを破壊し尽くしていく。

　昨日きのうは人々の笑顔に溢あふれていた都市。

　ただの一度も攻略されず、挑みかかることが蛮勇だと言われて久しい無敵の要よう塞さい。

　その歴史ごと、ピルサは破壊されていた。

　ピルサの崩壊をぼんやりと眺めながら、ぼくはその光景をただ美しいと思っていた。













　　　第四章　魔法
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　書記官のアルバレスは、ピルサの浮遊砲台が完全に新教国の手に落ちてしまうのを悟ると、北東の塔から脱出した。

　ピルサは終わりだ。都市内に入り込んだ不死身の兵隊は止められず、さらには峡谷まで退いていた敵兵に外部から攻め始められ、打つ手がなくなったのだ。この要よう塞さい都市が陥落することなどこれまで一度もなかったし、あってはならないことだった。

　これは確実に、黒曜都市共和国オブシデイアの歴史に大きな爪つめ痕あとを残すことになる。

　きちんとした戦力があれば、きっとこうはならなかっただろう。

　いまでもアルバレスの心を占めるのは、傭よう兵へいのような有う象ぞう無む象ぞうの衆に頼るしかない首都ブラックストーンのひ弱さだ。現にこの戦闘の敗北は、傭よう兵へい隊の管理に問題があったために生じたと言ってもよかった。

　傭よう兵へいたちは自分たちの中に敵兵が紛れていることにまったく気がつかなかったという。そのことが知れ渡ったときには、ピルサはすでに危機的な状況に陥っていた。

　役やく立たたずどもめ。すぐにお払い箱にしてやる。

　そんなことを考えているときだった。

　アルバレスの視界に、ボロボロになって転がる器械人形の姿が飛び込んできた。

　クレッシェンド・イマジナルの操り人形。

　片時も手放さず、自己の言葉を代弁させ続けていた人形劇のお供。

　彼女にトトポン、と呼ばれていた器体だ。

　その器械人形は、虚こ空くうに向けて何かをぶつぶつと呟つぶやいていた。

「こうしてみると不気味ですね……」

　部下の一人が言い、アルバレスはじっと考え込んだ。

「どうしました？　早く行かなくては！　ここは危険です！」

「あの人形を馬に積め。ブラックストーンに持ち帰るぞ」

「え、な、なぜです？」

「コスモ・ブラックストーンを動かす。もはや彼女しかブラックストーンの戦力は残っていない。ピルサの砲台を上回る兵器として考えつくのは彼女ぐらいだ。腰は重いが、最高傑けつ作さくを自負する人形が壊されたとあっては動かざるを得んだろう」

　常々、アルバレスが考える都市軍の構想にはコスモ・ブラックストーンの名前があった。人間を動かすのが都市民にとって億おつ劫くうだというのなら、死し霊りよう器き兵へいで賄まかなってしまえばいいではないか、と。アルバレスは最善のみを追いかけるような理想主義者ではなく、どこまでも現リ実ア主リ義ス者トだった。

　ゆえに自分の考えを推進するために、水面下で政治力を働かせた。実のところ、傭よう兵へい契約に死し霊りよう器き兵へい協定を盛り込むよう動いたのはアルバレスの一族だった。毒を盛るように、少しずつ傭よう兵へいたちの領域を侵していったのだ。

　そしてコスモの方にも、死し霊りよう器き兵へいを作りたいという願望はあった。自己の複製というのは、何も生物にのみ存在する本能ではない。アルバレスは巧みに彼女を誘導し、死し霊りよう器き兵へいの製造を進めさせた。戦争のたび死し霊りよう器き兵へいは壊れたため、十分な量の供給が必要だと何度も説いた。その結果、彼女はいま千体以上の器械人形のストックを保有している。軍事委員会として、地下遺跡で眠る大量の死し霊りよう器き兵へいを視察したとき、アルバレスは強い興奮を覚えた。

　コスモ・ブラックストーンを担かつぎ出し、彼女を都市の本格的な戦力にすることができれば、ブラックストーンは永遠の都になる。よりよい死し霊りよう器き兵へいが彼女の頭脳から生まれ、手足となって働く。そして地下遺跡を都市が管理し、魔動器全体へのエネルギー供給を人がコントロールすれば、コスモ・ブラックストーンの独裁に陥ることもない。人と魔動器、お互いがお互いを管理し合う関係が、これからのブラックストーンには必要だった。

　部下にイマジナルの器械人形を回収させると、アルバレスはピルサを脱出するために無事な街道を選んで馬を走らせた。あちこちで白い柱が立ち、目の前には地獄のような光景が広がっていたが、それでも自分は無事にブラックストーンに辿たどりつけるという強い信念があった。

「クレッシェンド・イマジナルは死んだのでしょうか？」

　道すがら、馬上の部下が叫んだ。

「なぜ、そう思う？」

「護衛がこの様です。それにピルサはいま地獄ですよ。死んでいても不思議ではありません」

「我々も生きている。そして、この苦境から脱出しようとしている」

　アルバレスはそれ以上言葉を発することなく、ただ馬を走らせることに集中した。

　地獄？　違う。これは現実だ。




　　　　　※




　トトポンは都市壁の塔から廃はい墟きよとなったピルサを見下ろし、ため息をついた。

　完全な勝利。過去、この要よう塞さい都市を攻め落とした国はない。その歴史的快挙を達成しても、まるで喜びが沸き立ってこなかった。

　それはひとえに、一人の少女の存在が気がかりなせいだ。

　クレッシェンド・イマジナル。

　まさか死んではいまい。人の生き死にを自在に操れる力があれば、自分を生き長らえさせることなど造ぞう作さもないはずだ。

　クレスはいま、この都市のどこかにいる。そのことを思うだけで、トトポンは心に暗あん澹たんとしたものを感じた。

　トトポンは彼女の変化が恐ろしかった。

　彼女は《太陽の都イマジナル》にいたときから、常に誰だれかの器であろうと務め、他者の知識を取り入れながら、精神をひとところに落ち着けようとしなかった。

　幼い頃ころ、彼女は人形遊びが好きだった。しかし、その人形に与えられた役割は『騎士』や『花嫁』といった属性的なものではなく、人の『名前』そのものだった。

　彼女は自分の中に多くの人格を飼っていたのだ。

　年齢が進むに従って、コミュニティの人間は彼女に死者を与え、そこに霊から学び取った人格を移すように勧めた。人格を分離し、外側に置いて自分でないと認識させなければ、彼女自身の人格がなくなってしまうと恐れたからだった。

「やってもいいけど、それは技術的な興味からだよ。そんなことをしても何の解決にもならないと思う」

「お前のためを思っての処置だぞ。みんなはお前のことを心配してるんだ。死体漁あさりだって危険が伴う。それをお前のためにしてやるってんだから」

　トトポンはいつもクレスの説得役だった。彼女はトトポンの言うことしか聞かなかったからだ。

「ここではあらゆるものが共有されるべきなんだろ。ぼくの頭もそう。色々な人の記憶を見て、人格を構築して、霊を住まわせてあげたいんだ。それでぼく自身がなくなるなんてことはないよ。あるのは変化と成長だけ。最近、霊の一人に教えてもらったんだけどね、この魔法学問はいま死し世せい学がくって呼ばれてるみたい」

「お前の中を覗のぞくことはできないから、お前がどう変わったかオレたちにはわからない。でも外から見る限り、お前は昨日きのうのお前とも違っている。変化は必要だろうが、早すぎる」

「ぼくの中で守るべきものくらいわかってる。それがあるから、ぼくはぼくでいられる。誰だれの記憶を見ても、どんな霊とお話ししても、その気持ちだけは変わらない」

「気持ち？　何だそれ？」

「ぼくは、たった一人だけ好きな人がいるの。もう知ってると思うけど」

　クレスがもじもじしながら目を伏せたので、トトポンはまごついた。

「その一番大事な気持ちがある限り、ぼくはぼくだよ。だって完全に変わっちゃったら、きっとぼくはその人のことを好きだって気持ちもなくなるはずだから」

　赤くなりながら言うクレスは意い固こ地じで、結局そのときトトポンの言葉に耳を傾けなかった。

　トトポンはそんな彼女のためを思って、一つだけ提案することにした。

「……それならな。もしそいつが死んだら、そいつの霊を呼ぶのだけは絶対にやめろ」

「どうして？」

「きっと好きじゃなくなるからさ。そいつの記憶を見ちまったら」

「どうだろう？　ぼくは変わらないよ。そこだけは変わるつもりなんてない。ねえ、ぼくの目を見て、トトポン？　知ってるだろ、ぼくは君が好きなんだよ」




「……オレの霊を呼んだな、クレス」

　トトポンは小さく呟つぶやき、目を瞑つぶった。

　霊を分割する術というものの存在に気づいたのは、コミュニティを抜け出し、いまの瞑めい師しに仕えるようになってからだった。『瞑めい師し』はクレスとまったく同じ術を使い、人に不死を与えた上で、トトポンに説明した。

「貴殿は私の術がそうできるように、霊を分けられた状態になっている。貴殿の不死は誰だれの力によるものだ？　術者は、何という『名前』なのだ？」

「クレッシェンド・イマジナルです」

「クレッシェンド・イマジナル」

　瞑めい師しは一人、合が点てんしたように頷うなずいた。

　その日から、トトポンは兵士として戦い続けるかたわら、クレスのことが心配でならなかった。彼女は自分の霊を呼んだのではないか？　そして最後の『彼女』ともいうべき、その感情すら変質させてしまったのではないか？　いや、それは分けられた霊であるのだから、完全な霊として機能しないかもしれない。しかし……。

　なぜ彼女のことがこれほど気になるのかわからない。

　トトポンは親に捨てられ、愛情のない場所で育った。

　ゆえにそれがいったい何なのか、どういう気持ちなのか理解ができなかった。

　情欲が愛情なのだろうか、と思ったこともある。しかし理性で考えれば考えるほど、それは嫌けん悪おすべきものだった。

　トトポンにとって情欲は、フェオール旧教の支配に戻りたがる弱い意志と一致したものであり、憎むべき内圧だった。性的な欲望は、《瀉しや血けつ》という別の役割がもたらすものに違いなく、弱さの証明だったからだ。

　なるほど正常な子を作れば市民権を得られるとフェオール社会は言う。だが、何をもって正常と言うのか？　正常の定義は正しいのか？　多くの人間に見られる共通項が、フェオール旧教の社会では正常と呼ばれているのではないか？　そもそもの話として、正常とは異常でないものにすぎず、異常とは正常でないものにすぎなかった。二つの間にはっきりとした境界があるわけではない。それらはいつでも揺れ動く。では、誰だれがその線引きを決める？　それを決めているのがいまの社会だというならば……。

　そんな社会の一員になることなど、まっぴら御免だった。

　情欲に従って子を作り、その結果から罪を償つぐなったと認められるというのが、トトポンには正しいものとはとても思えなかった。

　だからトトポンには、クレスの言う愛情がわからない。

　クレスがトトポンに向けていた『好き』という概念がわからない。

　異性を求めるということは、支配を受け入れることと同義だ。

　では、いったい愛とは何だ？

　そしてその疑問は、いまトトポンの中で、かつてクレスの中に確かにあったというその愛の現状への憂うれいに変わっていた。

　クレスはいつもトトポンに愛を囁ささやき、その愛を一番大事な感情と言った。それがある限り、自分はクレスだと。だがもはや、それは失われたのではないか？　そして、彼女は完全に変わってしまったのではないか？

　暗あん澹たんとした気持ちに、胸を締めつけられる思いだった。

　トトポンは、いまの自分の感情がよくわからなかった。

　ただ、クレスに会うのだけはとにかく避けたいという一心だった。

「不安っていうのはね」

　トトポンはあろうことか、かつてのクレスの言葉を思い出していた。

「対象が定かでなくて、それが何なのかわからないから抱く感情なんだよ。なぜ自分はこんなに動揺するのか、こんなに不安定なのか、その理由がわからない。その一方で、恐怖は対象が決まってる。蜘く蛛もに対する恐怖とか、蛇へびに対する恐怖とかね。だからある意味では、不安には改善の余地がある。不安の正体を突き止めて、それに『名前』をつけて自分の世界に取り込んでしまえば、あとはそれが恐怖の対象になるか、そうならないかの二択だから。でも、恐怖はどうしようもない」

　自分は彼女を恐怖しているように思えた。しかしその本質には、まったく理解の届かぬ愛への疑問があった。

　愛がトトポンを不安にさせ、クレスがトトポンに恐怖を与えていた。




「隊長」

　呼ばれて、トトポンは振り返った。ラッシュが立っている。

「市壁外の兵がすべてピルサに入りました。略奪許可を与えますか？」

「略奪できるようなものが残っているのか？」

「人口密集区と思われる場所はなるべく外して撃ちました。ここから見た光景よりも、ピルサはまだしっかりしていますよ」

「上出来だ。なら略奪していい。だが、人道的に行え。まず責任者を招集し、略奪か免除税か選ばせろ。奪うことに違いはないが、心証が違う」

　奇き麗れい事ごとで戦争はできない。戦争するにはとにかく金が要り、もっとも効率的に戦争を行うためには、戦争で戦争を賄まかなうことが求められる。つまりは侵略した敵地で費用を賄まかなうということ。

　不ふ文ぶん律りつとして略奪行為は三日までという共通理解があるが、それは結局敵地の反骨心も養うことになるし、もっと懸命に立ちまわればそれ以上の収入を戦争から得ることも可能だった。人は一いつ瞬しゆんの激痛よりも、ゆるやかな鈍痛を好む傾向がある。後者を選択した方が痛みの総量は多かったとしても。

　ラッシュは慇いん懃ぎんな様子で頷うなずいた。

「了解しました。では敵の傭よう兵へいはどうしますか？　捕ほ虜りよとして扱うこともできますが」

「そいつらを食わせる余裕はない。武装解除して放り出せ。どうせ手付金や賃金が払われなければ、槍やりから何まで自分で用意できないような奴やつらだ。問題にならんだろ」

「実は捕らえた傭よう兵へいの中に異質な少女がいまして」

　ラッシュの言葉を聞いて、トトポンは心臓が飛び跳ねるのを感じた。

「三つ目の変モ異ル種フです。中々可か憐れんな容姿をしていますよ。黙っていれば民間人として通ったはずですが、自らブラックストーンの傭よう兵へいと言ったからには本当にそうなのでしょう。武装らしい武装は身につけていませんが、彼女も解放しましょうか」

「……そいつは拘束しておけ。で、あまり死越え人リグラインを近づけるな」

「なぜです？」

「そいつはクレッシェンド・イマジナルだ。以前、話したことがあるだろ」

　トトポンが言うと、ラッシュは息を吞のんだ。

「……あんな年とし端はもいかない少女が？」

「生きた時間はあまり関係ないぞ。何せ死の世界に手を出せるんだから」

「それはその通りですが……しかし……あれが、瞑めい師しすら上回るというクレッシェンド・イマジナル？　いや、本当に人というのは見かけに依よらないものです……」

「彼女の拘束には慎重をきすことだ。捕ほ虜りよ規定を誓約し、非人道的な扱いを受けない立場であることを伝えるんだ。できれば女の兵士にやらせた方がいい」

「わ、わかりました」

「あと、彼女の話には耳を傾け、金で転ぶなら転向させろ。傭よう兵へい稼か業ぎようなんてやってるってことは、見込みは十分あるはずだからな。死し世せい学がくは新教国でも受け入れられるはずだし、何より彼女は変モ異ル種フだ。ブラックストーンに拘こだわる必要はないと説くんだ」

「隊長はお会いにはならないのですか？　同郷の徒となのでしょう？」

「……いや、その必要はない」

　トトポンは言い淀よどんだ。

「オレはすぐにここを発たつ。斥せつ候こうを出すから、オレはそいつらと先行して敵に動きがないか探ってみようと思う。死越え人リグラインたちには出しゆつ立たつ準備を整えさせろ。向こうで合流でき次第、すぐにブラックストーンを攻める」

　それは多分に言い訳の含まれている言葉だったが、死を喪失して以来恐れを忘れてしまったラッシュにとっては、勇敢さを感じさせる福ふく音いんとして響いたようだった。

　彼は「おお」と感嘆した。

「……では、ようやく瞑師の待つブラックストーンに入れるというわけですね」

「そうだ。あの方が我々を導いて下さる。瞑めい師しは敗北によってブラックストーンの社会を変えようとしている。新教の教えが広まり、そこに差別のない社会ができあがるのはもうすぐだ」

「すぐに出しゆつ立たつ準備を整えます。攻撃は死越え人たちだけで行うのですか」

「初撃を担当するのは死越え人の部隊だ。とにかく、まず敵に考える時間を与えないことを考えなければならない。だから小規模でも、機動性を重視する。それに数は少なくとも、こっちは一人ひとりが兵器だ。市壁の石を一つでも多く剝はがし、敵の槍やりを一本でも多く折ってから、主力をぶつけてやればいい。五中隊から成る戦術的戦隊を二つ編制させて、後から合流させる。残りは増援が到着するまで、しばらくここのお守りを任せよう」

「了解」

　全ての命令伝達が済むと、ラッシュは瞳ひとみに希望の火を燃やして塔を下りていった。

　ラッシュはトトポンと年が同じだったが、トトポンに下へ手たな対抗意識を持ったり、命令に背くようなことはなかった。他の兵士もそうだ。これらは全て能力を重視する文化と、トトポンの才覚によるものだった。

　若い兵士が多いとはいえ、多くの兵隊を任されるにはトトポンは若すぎる。それがこれだけの指揮系統のトップにいて、指揮がきちんと機能するほどの尊敬を集めるのは、ひとえにトトポンが新教国に極めて重要な技術的発展をもたらしたからだった。

　物質の爆弾化。

　とりわけ有機体に強く干渉し、破滅的な方向に再構成してやること。

　その魔法は複製され、様々な人間の魔法器官に収まり、多様な角度から研究されることで、『破滅的な』方向に限定されずに使えるようになった。

　ベクトルを取り除かれた魔法の本質は、有機体の再構成。その技術はいまや、人の身体からだを治療する技術と結びつくようになっている。

　破壊から生じた力が、再生へと外適応を済ませたのだ。

　破壊的。そう言われて舞い上がっていたトトポンの思考は、そのときより多角的に、より深みを持つようになった。破壊の後に荒廃はない。破壊の後には再生が控えている。

　トトポンは破壊された要よう塞さい都市を眼下に見下ろしながら、闘志を新たにした。

　ブラックストーンを破壊する。

　それが必要だ。

　よりよい世界を作るために。

　差別という概念のない思想を、多くの人間の頭へと叩たたき込むために。
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　空に現れた光の円陣。

　その光景を、彼はぼんやりと眺めていた。

　あれは魔法陣か。ひたすら巨大なそれには、見たことのない模様が描かれている。

「……何という美しさだ」

　一人、感嘆する。どのような力があるのかはわからない。しかしそこには、見る者の魂を全て吸い取ってしまうかのような、恐ろしいほどの神こう々ごうしさが溢あふれていた。

　魔法陣を見上げるのは、変モ異ル種フたちの送られるコミュニティの一つにほど近い場所。

　汚けがれた地に行くことは罪深い行為だと知っていたが、世界にはそれ以上に大切なことがあるという信念に突き動かされた。彼はそこに、ある子どもを探しにきたのだった。

　名をトトポン。二つの角を持ち、母親の腹を突き破って生まれてきた。

　生まれながらにして、罪を背負った子。

　しかしその子の父は、もうじきブラックストーンで偉大な地位に就くことが決まっていた。彼一人の罪ならば、それが変モ異ル種フという罪であれ、母殺しという罪であれ、もみ消すことができるほどの地位。都プ市リ評オ議ー員リという、最高権力。

　子どもがどこにいるかを調べるのは簡単だった。教区ごとにそれぞれ、変モ異ル種フの送られる場所は決まっているためだ。都市の下か吏りに聞くと、黒曜都市共同体オブシデイアで生まれた子は、教皇区のコミュニティに送られる手て筈はずになっているということがわかった。

　そうして子どものいる場所を探し当て、コミュニティにやってきたとき、この魔法陣に遭遇したというわけだ。

　魔法陣はゆっくりと地上に向けて下降を始め、その円陣の大きさを縮小していく。

　彼は居ても立ってもいられなくなり、円陣の行きつく先に向かって走り出した。

　宵よいが深まった深夜で、周りに人の気配はなかった。いったい何が起こっているのか？　この場所では、あのような魔法陣が出現することなど日常茶さ飯はん事じなのだろうか？

　見知らぬ土地に入り込む不安よりも、好奇心が勝っていた。

　円陣はコミュニティの外れにある小屋の上に落下してきていた。

　手の届くようなところまで縮みながら下降してきたとはいえ、魔法陣はまだ通常のそれよりだいぶ大きかった。間近で見ても──いや、近くで見るからこそ、さらに美しい。

　彼は咄とつ嗟さに手を伸ばしてその魔法陣に触れた。

　その瞬しゆん間かん、頭の中に眩まばゆい光が弾はじけ、理解が一いつ瞬しゆんで訪れた。

　これは到達点だ！　それも、きわめて完かん璧ぺきなかたちに近い。ブラックストーンで盛んに研究が続けられている死し世せい学がく。その理想型がここにある。

　彼は眩くらむ目を必死に見開き、小屋を覗のぞき込んだ。

　そこに、この魔法陣を生み出した人間がいる！

　小屋の中には黒髪の少女と、二本角を生やした少年が立っていた。

「気分はどう、トトポン？　いまのがぼくの魔法。でも、起源魔法陣マンダラで魔法を使ったのは初めて。君だからこそ使ったんだよ」

　言われた少年は自分の親指を嚙かんで出血するほどの傷を作ると、そこをじっと眺めた。傷はすぐに閉じていき、何事もなかったように皮膚に覆われる。

「……どういう原理だ？」

「気になる？　でも、魔法にそういうことを求めちゃだめ。とにかく、もうトトポンは不死身なんだよ。ね、ぼくだけの騎士になって！　新教とかそういうのはどうでもいいでしょ？」

　少年はトトポンと呼ばれ、二本角を有していた。

　食い入るように、小屋の中を見つめる彼の本来の目的はその少年だった。

　そのはずだった。

　しかしいまや、彼の瞳ひとみには、その場にいるもう一人の少女しか映っていなかった。

『名前』だ！　その娘の『名前』を言え！

　彼は、その少女の名を渇かつ望ぼうしていた。

　未知の何かを自分の世界に取り込むためには、何より名づけが必要だったからだ。

　しかし彼がその少女の名前を知るのは、それから大だい分ぶ経たってからになる。

「クレッシェンド・イマジナルです」

　まずは、新教の《瞑めい師し》という立場に引き寄せられた変モ異ル種フ、トトポンの口から。

　次に、ブラックストーンを訪れたクレッシェンド・イマジナル自らの口から。
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　ぼくが器械人形の身体からだを得てから眠ったのは、初めてのことだった。

　ずっと途切れることのない意識があって、常に時間の流れと同調していたから、気がついたときに見た世界はピルサの風景と混ざり合っていた。

　立ち並ぶ光の柱。美しい破壊の雨。

　その光景を背景に、誰だれかが立っている。ぼくを心配そうな目で見つめている。

　その様は絵画のようで、ぼくの心に名状できない何か強烈な印象を刻みつけた。

　ぼくは母のことを思い出していた。

　名前も顔も知らない母。トトポンという存在を孕はらんだために、死亡した母。

　ぼくは器械人形の身体からだを得てからいまのいままで、母を殺したという記憶に対して大した感情を抱いていなかった。けれどなぜか、いまは彼女を思うと心が苦しかった。

　これは憐れん憫びんなのか？　あるいは同情かもしれない。

　でも、どうしてこんな気持ちになる？　なぜ、いまなんだ？

　次第に光は溶けていき、背景に見知った先生の作業室が現れてくる。

　絵画の中の女性は先生だった。

「……先生？」

　ぼくは、不思議に思って訊たずねた。

「どうして先生がいるんです？　ああ、ここは危険ですよ」

「危険は迫っておるが、いまではない。まったく、ようやく意識が明確になったか？」

　ぼくは横たわっていて、先生はぼくを覗のぞき込むようにしていた。身体からだを起こそうとしても、上う手まくいかない。両腕がなくなっていた。

「……そうか」

　そのとき、ぼくは全てを思い出した。

　二本角の変異種の放った一撃。その前に彼が語った信じがたい話。

「お主は軍事委員会によって回収され、わしのもとへ届けられた。ここはブラックストーンにあるわしの家じゃよ。腹の立つ奴やつらじゃ。まるで全てわしに責任があるような言い方をしおって！　しかしトトポン、お主がそこまでボロボロにされるような相手がおるとはのう」

　トトポン。

　その名前を聞いた瞬しゆん間かん、ぼくはびくりと身体からだを震わせた。

「……先生」

「なんじゃ？」

「……ぼくは誰だれですか……？」

　いつも通り言葉を喉のどから発しようとしたけれど、声が胸でつっかえて上う手まくでていかず、消え入りそうな音にしかならなかった。

　ぼくの心は、いま初めて怯おびえを感じ取っていた。

　戦争に赴おもむくときにも、怪物に立ち向かうときにも、恐怖は感じなかった。身体からだは壊れても、また元に戻る。どんなに外から刺激を受けても、ぼくはぼくであることをやめない。

　しかし。

　いまや自分という存在が揺れ、どこに立っているかわからなくなっていた。世界が認識をとおして自分の中に現れるものならば、世界自体に霧がかかっている。

　これが恐怖。

　ぼくは震えていた。聴覚はしっかりしていて、作業台の金属板とぼくの身体からだが小刻みに接触して奏かなでる雑音を拾っていた。

「……何があった？　おい！　おい、大だい丈じよう夫ぶか！」

「……あああ、怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い……」

「しっかりせんか！　いったいどうしたというんじゃ！　おい！　トトポン！」

「ぼくはトトポンじゃない！　それは別の人間なんだ！」

　大声が作業室に反響した。

「……ぼ、ぼくは偽にせ物ものだった。本物のぼくを見たんです！　そうだ、あいつがトトポンだ！　あいつが母かあさんを殺し、変モ異ル種フとして迫害されてきた！　そうとも！　だからぼくはついさっき母かあさんに同情したんだ！　同情しただけで、そのことに罪の意識なんて感じなかったんだ！　なぜなら、それはぼくがやったことじゃないからだ！」

「……本物のお主を見たじゃと？」

「そうだ、ぼくの記憶の源泉はあいつの頭の中にある！」

　ぼくは言わば、本物のトトポンという図書館からクレスが借りた本をもとに構成されていて。

　クレスが解釈し、彼女が再びまとめ上げた文章によって描写されている。

「ぼくの意識は偽にせ物ものなんだ！　クレスが作った偽にせ物もの！　でも偽にせ物ものだろうと、ぼくには意識がある！　信じてください！　ぼくは世界を感じているんです！　ぼくにしか感じられないでしょうが、確かに世界の色が、香りが、音が、味が、そこにものがあるという実感が、ぼくの中には存在しているんです！」

　しかし、この感覚は誰だれのものなのだろう？

　ぼくはトトポンではない。トトポンの記憶を持っているだけで、まったく別の存在だ。

「ぼくは……誰だれだ？」

　世界は何のために存在しているのだ？

　光が要よう塞さい都市を襲う光景が、ぼくにはとても美しく感じられた。

　その美の感覚はなぜある？　ぼくがいるからじゃないのか？　なら、なぜぼくは誰だれでもないのだ？

「ああ、怖い！　怖いんです、この世界が！　先生はぼくの身体からだを作ったんでしょう！　この恐怖を取り除いてください！　こんなに怖いなら思考なんていらない！　意識がない他の死し霊りよう器き兵へいのように、何も感じない存在に作り替えてください！　なぜ意識など必要なんです！　先生から見れば、ぼくがただ騒いでいるように見えるでしょうね？　本当は何も感じていない癖に、人らしく振る舞い、人が恐怖でおののく様を模も倣ほうしている！　よくできた器械人形だ？　冗談じゃない！　ぼくは怖い！」

　先生はしばらく何も言わず、静かにぼくを見つめていた。

　先生はそのとき、ただの器械人形だった。直立し、表情を変えず、感情を感じさせない。ひょっとしたら、ぼくも周りにこう見られるときがあるのかと思うとぞっとした。

　いや、そんなことよりも──と、ぼくは思った。

　とてつもなくいまさらな、それでいてとても重要な、一つの疑問。

　先生には意識があるのだろうか？　ぼくが感じている世界の感覚を、彼女は感じているだろうか？　高度な器械人形──おそらく、ぼくよりも──しかし、彼女に意識が生じているという証拠は何もない。

　ぼくは本を読むのが好きだった。物語が望ましい。その中でも群像劇が一番好ましい。なぜなら、そこでは皆の意識がはっきりと記述されているからだ。そこでは皆が何かをするとき、必ず誰だれは、俺おれは、ぼくは、私は、何をどうこうした、と記述される。そこには一人ひとりの人格が記述され、きちんと思考を持った存在として描かれる。それを読者は、外から眺めることができる。眺めて、全員に意識が備わっていることを確認できる。

　逆に言えば。

　本を読むとき以外に、他者の意識に入り込む術すべはない。誰だれかの意識を確認する術すべはない。

　ぼくの思考はある。ぼくが感じているのだから、それだけは疑いようがない。しかし世界にあるのは、その思考のみだ。

　尊敬するべき女性型の器械人形は、ゆっくりと口を開いた。

「……ではお主は死を望むのか？」

　彼女の言葉は、ぼくの心にまたぞくりと悪お寒かんを覚えさせた。

「……死ですって？」

「お主が消したいと願う思考は、死と対になっておるものじゃ。思考を消せば、そこには死が待っておるんじゃぞ。小娘も言っておったじゃろう。いや、わしはエンド・フィニータスに聞いたんじゃったかな？　まあ、よい。奴やつらは結局同じ思考を持っとるから」

　死──死か──それが、ぼくの望んでいることか。

「……ですが、そこに恐怖はないでしょう？」

「恐怖を感じることができなくなるということじゃ。事実はどうなっておるか知らんよ。感じられなくなるだけで、恐怖は存在しておるかもしれん。わしはお主ほど独どく我が論ろん者じやではないからのう。世界は自分の思考の中にのみ存在しているなどという考えは持てん。わしはやはり、自分は世界の中にあるとも思っとるよ」

「自分の世界しか認識できないのに、どうしてそう思えるのですか？　何を根拠に、そんな思想を持つようになったんです？」

「わしはフィニータスを知っておるからのう」

　先生は言った。「わしは魔法を失ったと言ったじゃろう？　器械人形の身体からだになったことによって、生なま身みの身体からだごと魔法器官を失ったと」

「……そうですね」

「わしは生前、フィニータスの死世魔法陣に触れたことがあった。そしてフィニータスの思考を理解しておったのじゃ。それからわしは死に、フィニータスによって呼ばれた。お主と同じように。違っておったのは、自分が何をされたのか知っておったということじゃ。死世魔法に対する理解。これがお主とわしの違いじゃ。そして、その理解があったがゆえに、わしは器械人形として目覚めたとき、自分がコスモ・ブラックストーンという名前であると同時に、フィニータスでもあると知っておった。さよう、わしの意識も『コスモ・ブラックストーン』の記憶を見たフィニータスによって作られたものじゃからのう」

「では、先生も本物のコスモ・ブラックストーンではないということですか？」

「早はや合が点てんするなよ。わしは自分がコスモじゃと知っておる。コスモであり、フィニータスなのじゃ。わしの中には二つの世界がある。フィニータスを見つめるフィニータスがおり、コスモに話しかけるコスモがおった。世界は自分の意識の中にのみ存在するのではない。しかし、確かに世界は自分の意識の中にのみ存在する。そのことを理解したとき、わしの中から、わしの限界が取り払われた。限界とは、何かの概念がその概念で居続けるための制約じゃ。つまり限界とは、概念のデッドロックのこと」

　例えば、と先生は続ける。本の限界を考えてみるといい。ページがなくなれば本と呼ばれなくなるか？　あるいは文字か？　本が本足りうるには、何が必要なのか？　本の限界とは何なのか？　その答えこそ、本という概念のデッドロックだ。

「そして死世魔法の目指す理想は、世界のデッドロックを外すことであるともいえる」

「死世魔法の……理想……？」

「そうじゃ。死世魔法は、死を主観的に理解するために生み出された手段。フィニータスはそれを思考の外適応から生み出そうとした。わしが触れ、フィニータスの思考は変わった。そして小娘が触れ、さらに変化した。もちろん魔法陣が変化するだけではない。その魔法陣は人の魔法器官の中に内包され、同時に外部にも存在する概念として理解される。様々な世界の輪郭を持ちながら、それらを一致させる思考。平面から、立体、立体からさらに次元を超えた存在への昇しよう華かをもたらす装置。それを知っておるから、わしは世界が意識の中にのみあるとは思えんのじゃ。世界は確かにわしの中にもあるが、同時にわしの外にも広がっておる。それまでのわしにとって、世界のデッドロックとは、『ただ一つしかなく、一度のみの生』ということだったのじゃ。死世魔法を知り、それが外れた」

「……外れて、どうなったのです？」

「どうもならんよ。ただ理解があった。言ったじゃろう？　わしはいま魔法器官を失っておるのじゃ。実感として死世魔法を認識することができん。もちろん、生きていたときは死世魔法を認識していたが、そのときは他者と混じり合う経験がなかった。それは死んでフィニータスに呼ばれて、初めて成し遂げられた経験じゃからのう」

「ではやはり、先生は実感として自分の意識以外を感じられるわけではないのですね？　そうだという信念があるだけで、人に示す証拠は持っていないんだ」

「そうじゃな。それに、例え証拠を持っていたとしても、それを受けられる器がなければどうしようもあるまい。知らぬ言語で説明されて、それを理解できんのと同じじゃ。わしの中にしかない言語で話して、誰だれかがその共感を得られるとも思わん。実際にわしと同じことを経験してみぬことには」

「でもそんなことは不可能です」

「いや、わからんぞ。お主に限って言えばな」

　先生は瞳ひとみを見開き、ぼろぼろになったぼくの身体からだに視線を這はわせた。

「死世魔法の難しい点はのう、理解と実感が伴わぬことじゃ。死世魔法を経験するには死ななければならないが、死ねば魔法器官を失う。わしがいま話した死世魔法の思考を理解し、同時に実感するには大きな障害がある。しかし、死の向こうから魔法を持ってくるような人間が現れれば話は別じゃ。そやつは死世魔法を本当の意味で扱える者ということじゃからのう」

「……何が言いたいんです……？」

「トトポン、怖いというなら、死の向こう側を見てくればどうじゃ？　そしてそこに恐怖があるかどうかを、お主が確かめるんじゃ。思考では捉とらえ切れん世界。しかし、お主には魔法を取り戻せる見込みがある。言っておくが、ただ思考を消してもそれは何の解決にもならんぞ。お主の経験した恐怖は消えないし、世界にいつまでも残っておる。世界はお主の中にあるが、お主も世界の一部なんじゃからな」

　先生の言葉が、ぼくの中に響く。

　器械人形の身体からだ。

　無機物の身体からだ。

「ぼくは……」

　先生を見つめる。先生はぼくを見つめていた。

　押し潰されそうな苦しみは消えていなかった。しかし先生の言葉を聞いているうちに、ぼくの中に、また別の感情が芽生えてくるのがわかった。

　それはほんの小さな、それでいてとても温かな希望──。

　もう一度、ぼくは同じことを先生に訊たずねた。

「……先生……ぼくは誰だれですか……？」

「トトポンじゃ。少なくとも、わしの中ではな」

　トトポン──その名前。

　ぼくはトトポンか。

　トトポンとして、世界の中にあるのか。

　どくん、と胸の中で何かが跳ねる気がした。心臓などない。しかし、確かにぼくは身体からだの内側に衝撃を感じた。そしてそれは、とても心地ここちよい感覚だった。

　大げさかもしれないけれど、ぼくはそのとき、初めて自分を知った気になった。

「トトポン、わしはお主を修理するぞ。そのあと、どうするかは自分で決めればよい。腕があれば、頭を握り潰すことも可能じゃろう。簡単に思考を消せるし、それも結構じゃ。わしは止めやせんよ。しかしお主には、わしが永遠にできんことができるかもしれん。それだけは覚えておくことじゃ」

「先生」

「なんじゃ？」

「大だい丈じよう夫ぶです。もう一度、戦ってみます」

「そうか」先生は肩をすくめ、「なら小娘を救い出さなければならんのう」と、わざとらしく困ったような顔を作った。

「敗走してきた奴やつらの中に、小娘の姿はなかった。いまだピルサにおるのじゃろう。まったく面倒なことじゃ。死世魔法が完成するかもしれんという、これほど刺激的なイベントを前にして。あの魔法の起源魔法陣マンダラを持つのは小娘だけ。お主に死世魔法を与えられるのは、クレッシェンド・イマジナルだけじゃ」

「……クレスは無事でしょうか？」

「殺して死ぬものか、あやつらが。フィニータスですら、いまだ死んでおらんというのに」

　ふん、と先生は鼻をならす。

「それはどういう意味ですか？」

「そのままの意味じゃよ。あやつはクレス＝エンド・イマジナルじゃろうが？　そして、エンド・フィニータスの思考をそのまま運んでおる」

　先生は当然とばかりに言い放つ。

　いまのぼくには、まだ先生の言葉がよくわからなかった。けれども、そのことで不快になるようなことはない。いずれ、ぼくにも理解できるだろうという不思議な確信がある。

「先生、教えて下さい」と、ぼくはもう一度口を開いた。「クレスと、ぼくのことです。先生にはきっとわかるはずです。ぼくはクレスが好きなんです。これは誰だれの感情なんでしょう？　クレスの自己愛ナルシシズム？　それともトトポンの愛情でしょうか？」

「ふん、独どく我が論ろん者じやが何を言っとる。元々誰だれのものであったとしても、そんなことは関係なかろう。いま、それはお主の感情じゃろうが」

　そう言うと、先生は不機嫌そうに眉まゆを吊つり上げた。

「お主は何じゃ！　急に震え出したかと思えば、今度は突然惚ほれただの腫はれただの言い出しおって！　魔法器官の調整のために頭部をいじる必要があるから、そんな感情を抱けないように改造してやろうか！」

　怒りを露あらわにする先生の周りに、四本の腕が浮かび上がる。

「ど、どうして怒るんです？」

「えーい、もう黙っとれ！　この色ボケの失敗作め！　この浮遊腕を使うのは初めてじゃからな！　ひょっとすると、意図せぬ改造を加えてしまうかもしれんのう！」

「……浮遊腕？　これはまさか、ロケットパーンチですか？」

「そうじゃ。お主らが出て行ってから作った！　思ったより簡単じゃったのう。これでわしは合計六本腕！　作業効率は三倍じゃ！」

「……あの、できればこういうの使わないで直して欲しいんですが……」

「修理を始める！」

　先生の言葉とともに、ぼくの意識は再び暗くら闇やみへと吸い込まれていった。




　　　　　４




　ピルサには霊たちの声が充満していた。

　たくさんの人が絶命し、霊の住処すみかが肉体から《彼かの世よ》へと変わった。

　クレスはその人たちの霊を呼び、霊自身と一体となり、多くの記憶を覗のぞいた。

　自分が薄まっていくのを感じる。そして、価値観が変質していくのも。

　グラスの中に様々な液体を注がれれば、最初からそこにあった液体が薄くなるのは当然だ。

　自分とは何だろうという問いに、フィニータスの過去は記憶の連続性だと答えを見み出いだしていた。しかし、クレスはその答えに満足できなかった。

　クレスが霊と交流するうち、苦しみばかりが増えた。

　皆が皆、己の世界観を持って、クレスの世界観を乱そうとする。しかも、もっとも信頼すべきフィニータスの記憶は、それでいいと教える。

　クレスも最初から霊との会話に苦しみを覚えていたわけではない。

　コミュニティでトトポンと一緒に過ごしていたとき、自分が薄まっていくのを感じても、クレスは苦しいとは感じなかった。トトポンを見て、トトポンと話して、自分が彼のことが好きなクレスだということを実感できたから。

　ゆえに自分の希薄化が苦しくなったのは、トトポンがコミュニティを抜け出してからだった。そうならぬよう、それまでクレスは自分の傍そばにトトポンを繫つなぎ止めようとして、色々なものを彼に与えていた。

　それはときに自分の正直な気持ちであり、ときに彼の求める強さでもあった。

　分ミ霊シ魔エ法ルでトトポンを不死にしたとき、きっと彼はもう自分の傍そばから離れないだろうと思った。どこかに行くにしても、きっと自分を連れていってくれるだろうと。

　しかし、その判断は間違っていた。ほどなくして、トトポンはクレスを置いてコミュニティを抜け出したのだ。

　どうして？

　クレスは、トトポンの行動の理由がわからなかった。そのことを唯一知るトトポンは、どこかに行ってしまった。クレスは混乱し、誰かの考えを求めた。なぜ、トトポンがそのような行動をとったのか、他人の思考で考えた。自分にはそれができた。

　そして、そのとき初めて、クレスは自分の中の価値観が多様化しすぎていることに気がついた。

　人格のるつぼ。その中で唯一溶けずにかたちを保っていた要かなめ石いし。

　そんな彼を失った途端、クレスは自分が誰だれなのかわからなくなった。

「……ぼくは誰だれだ？」

　そう呟つぶやき、鏡を見た。そこには三つ目の少女が映っている。

　鏡の少女が口を開いた。

「君はトトポンだよ」

「……トトポン？」

「そうだ。トトポンを失って、自分が誰だれかわからなくなったんだろ。なら、君はトトポン以外の何者でもないじゃないか」

「違う。ぼくはクレスだ。だからこそ、トトポンの行動が理解できないんじゃないか」

「理解できるさ。少なくとも、理解できるようになる」

　クレスは驚いた。

「……え？」

「君はぼくの霊を手に入れたじゃないか。分霊魔法で分けたトトポンの霊を。物の理ことわりを知るっていうのはね、事を割るってことだ。切断し、分ふん別べつし、細かく分けていくことが『知る』ということだ。だから君には、もうぼくのことが〝わかる〟はずだよ」

　クレスはぎょっとして、そのとき気がつくことになった。ああ、これはトトポンだ、と。

　知らぬ間に霊を呼んでしまっていたようだった。

　トトポンが、決して呼ぶなと言っていた霊を。

　トトポン自身の霊を、クレスは自分の視点で眺めていた。

　急激に自分が薄まっていくのを感じる。そして、苦しみが増していくのも。

　外にあるべきものが内にあり、異常が正常になり、全ての線引きが曖あい昧まいになった。全ての霊たちが自分の内にあるべきものだ思う一方、外にあることに気づき、強烈な不快感を覚えた。それは唾だ液えきなどの体液に対する感情と似ているかもしれない。口の中にあるときは何も感じないのに、外に出たときそれは汚さを覚えるものに変化する。

　激しい嫌けん悪お感を覚えながら、クレスはもはや自分がクレスだと思うことができず、ただ新しい名前の〝クレッシェンド〟としての使命を果たすことになった。クレスは死に、そこには誰だれのものでもない一つの器があった。器の中には多様な価値観が渦巻き、クレス自身の思いを限りなく無価値なものにするだけの力強さに満ちていた。

　そうして、エンドの名前を受け継ぐ者としての自覚を新たにしたとき、クレスは即座にフィニータスの魔法陣に起きた異変に気がついた。

　知らぬ間に、死世魔法陣が変化していたのである。魔法陣が変化するのは、それに誰だれかが触れたとき。その誰だれかとはいったい誰だれなのか？　クレッシェンドとして、それを確かめなければならなかった。

　考えたクレスは、死し世せい学がくが盛んだというブラックストーンへと入ることにした。木を隠すなら森の中だと思ったからだ。

　そこで死し世せい学がくとして確立された学問の現状を知ることになった。

　いまだその学問はフィニータスの知識から遠く離れたところを探求していた。

　そのこと自体はどうでもよかった。

　しかし、その学問が成立させた器械人形ウオークラフトという技術を知ったとき、クレスは妙な胸騒ぎを覚えた。嫌けん悪お感がいや増し、クレスと呼ぶべき本当の自分がもう一度目を覚ました。そして、自分の中の苦しみが限界に近付いていることを悟った。

　昔トトポンから伝えられた提案を思い出す。人格を分離し、外側に置いて自分でないと認識させなければ、自身の人格がなくなってしまう──そのための人格摘出。

　あのときクレスは、それを一笑に付した。

　けれども、いまの自分にはそれが必要だった。

　自分の存在を確かなものにする手段を、肉体の内側ではなく外部に用意すること。

　フィニータスが自分の知識を魔法陣として外部に摘てき出しゆつしたように。

　かつてのクレスが、大好きな少年と接して自分を確かめていたように。

　クレスは決心した。

「……ごめんなさい、トトポン」

　これは罪だ。永遠に消えない罪を、わたしは作る。

　その『外付けのクレス』とも言える存在には、自分のもっとも大事なものを与えた。

　それはトトポンという名前であり、記憶であり、クレスの愛そのものだった。

　彼に「クレス」と名前を呼ばれるたび、クレスは彼に対して強い罪悪感を覚え、同時に自分がクレスだということを再確認できた。

　そして、やはり彼に対する愛情こそ自分そのものだという確信を強めることになった。




　クレスは霊の中をさ迷っていた。

　ピルサで死亡した誰だれかの霊の記憶を覗のぞいているとき、ぼろぼろになったトトポンを見つけて、クレスは思わず息を吞のんだ。鋼鉄の体たい軀くはひしゃげ、自立することができなくなってしまっている。

　いったい誰だれがこんな酷ひどいことを？

　多くの価値観の中から、怒りと思える感情を抽出する。

　そして全ての価値観に、その怒りを正しいものだと認識させる。

　そのとき、クレスのいる部屋に二人の兵士が入ってくるのがわかった。

「この娘だ。〝死越え人〟隊の頭のお気に入り」

「へえ、可愛かわいいじゃねえか」

「手はだすなよ。そういう命令だからな」

「無理やりならって話だろ」

　そう言った男はクレスに近づくと、猫なで声を出した。

「お嬢ちゃん、ちょっと一緒に遊ばないか？　こう見えて結構金もある。どうかな？」

「おい、やめとけって」

　仲間の制止を振り切り、男はクレスの手を取る。

「大だい丈じよう夫ぶだって。なあ？　たった一人で怖いだろ？　ここはもう敵地だもんな。そこでこの俺おれが、お嬢ちゃんのお友達になってやるって言ってるんだ。いいだろ？」

「あなた、とても強そうね」

　クレスは、目の前で下げ卑びた笑いを浮かべる男の手を軽く握って言った。手の平がゴツゴツしていて、毎日武器を握っている男の手だということがわかる。

「そりゃ強いさ。それにタフだぜ。君にもきっと満足してもらえると思う」

「そう？　それじゃ友だちになろうかな」

　男は興奮した様子で振り返り、身振りでもう一人に出ていけと合図する。

「好きにしろよ。あとでどやされても俺おれは知らんぞ」

「合意の上さ。お前も聞いてたろ」

　男が言うと、もう一人は肩をすくめて部屋から出ていった。

　飢えた獣のような顔をした男の手がクレスの胸元に伸び、服を脱がせにかかる。

　そう言えば、トトポンには自分の着替えを手伝ってもらっていたな、とクレスはぼんやり思い出した。力強い手で優しく扱われるのが大好きだった。

　最初の頃ころ、トトポンは不平を言っていた。ぼくの手は人を壊すためにあるのに、と。

　そうではないと囁ささやき、我わが儘ままを押しつけるうち、彼の武骨な手に繊細な動きが宿った。トトポンはクレスをガラスの陶器のように扱い、クレスの方もそれが嬉うれしくてたまらなかった。

　またコスモに彼を修理してもらわなければならない。

　早くブラックストーンに戻らなくちゃ。

　クレスは怒りの命令を強めた。

　早く、早く、と。

　ちょうどそのとき、部屋の扉が大きな音を立てて開き、さっき出ていったばかりの兵士が血相を変えて飛び込んできた。

「おい、おい！　大変だ！」

　クレスに覆おおい被かぶさっている男はチッと舌打ちし、不満を露あらわにする。

「……んだよ、いいとこだってのに」

「そんなことしてる場合じゃない！　町が大変なことになってやがる！」

「はあ？　浮遊砲台で焼いたんだ。そりゃ大変なことになってるさ」

「違う……違う……」

　地獄でも見てきたかのような、青ざめた顔。

「……死体が動いて、味方を殺して回ってる……」

「……は？」

　男はクレスに伸ばしていた手を引っ込め、大急ぎでガラス戸の窓の近くまで移動した。

　窓から、町の状況を確認しようとする男──

　その背中から、両刃の剣が飛び出した。

　男が血を吐いて倒れるのと、窓から死し人びと兵へいが飛び込んでくるのはほとんど同時だった。

「ひ、ひあああァッァァ!!」

　扉近くにいた彼は絶叫した。腰を抜かしてしまったのか、尻しりもちをついたままその場から動こうとしない。

　クレスは立ち上がった。

「あなたもわたしの友だちになりたいでしょ？　そこの彼みたいに」
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　死し人びと兵へいの剣に胸を貫かれた男が、ゆっくりと身を起こす。

　虚うつろな目。だらりと開いた口。しかし肉体は強力だ。日々鍛え、武器を振るっていた身体からだ。

「一緒に行こう？　ブラックストーンに戻らなきゃ」

　クレスはサークレットを外し、三つの目の瞳ひとみを露あらわにした。




　　　　　※




　ブラックストーンは恐きよう慌こう状態に陥っていた。ピルサ陥落の報が届くと、市民は真っ二つにわかれた。一つはテトラモルフ新教に恭きよう順じゆんし、新教国軍を迎え入れることで侵略を回避しようとする考え。もう一つは、あくまで抵抗の姿勢を取り、帝国や教皇といった正教の援軍が到着するのを待つべきだという考え。

　都市の支配層である商人たちが、ここで意見を見事にばらけさせた。

　中小の商人たちは、どちらかというと前者の考えになびきつつあるようだった。正教の支配権にとりたてて有力な販路を持つわけでもなく、既得権益の喪失よりも、今後新教国が広まることによる商機の増加に期待を持つ人々だ。

　一方で大だい商しよう人にんたちには、これまでフェオーリアを中心に築き上げてきた支配基盤があった。教皇の許しを得てようやく始めることができた商売もある。それらを失うわけにはいかない。

　一見して対立状態にある彼らだったが、両者には、神を商売の道具くらいにしか思っていないという共通点がある。

　評議会が開かれ、都プ市リ評オ議ー員リが各アルテを代表して意見を述べ合ったが、そこに神への信仰はなかった。さらに言えば、彼らはせめて都市のことを考えるべきだったが、頭の中にあるのは自分たちのアルテがいかに損をしないか、というその一点だった。

　意見はまとまらず、新教国は迫っている。

　ブラックストーンに帰ったアルバレスは、都市の現状を聞くや否いなやコールマタ中央区へ入り、魔法アルテを訪ねた。小さな事務机の傍そばに一人、執務秘書が立っている。

「これはこれは、アルバレスさま。何用です？　ブラックストーンの第二事務局長自ら」

「ソデリーンさまはいるか？」

「いらっしゃいますが、誰だれもお通しするなと言われております。もうすぐ評議会が開かれます。評議員は何より、意思決定に他者の干渉を受けてはいけないものですから」

「都市評議員として会いにきたのではない。魔法アルテの管理者として会いにきたのだ」

「その声はアルバレスか」

　奥の階段から、ソデリーンの低い声が響いた。

　アルバレスは制止しようとする秘書を無視し、声の聞こえた方に向かって叫んだ。

「ソデリーンさま、いまお時間をいただいてもよろしいか！」

「何より都市のために動く貴殿を、どうして追い返すだろうか？　上がってくるがいい」

　衣きぬずれの音が聞こえ、それから扉が閉まる音が聞こえた。

　アルバレスは急ぎ足で階段を駆け上がり、アルテ長の部屋の扉を開いた。

　部屋の中にいたソデリーンがこちらを向く。

　アルバレスはハッと息を吞のんだ。彼の目が、異常なほど真まっ赤かに充血していたからだ。

「……どうしたのです、その目は？」

「クレッシェンドの霊を探しに行ったのだ。彼かの世よに。しかし、見つけることはできなかった。私が未熟なのか、彼女が生きているのか。エンド・フィニータスの弟で子しが死ぬということがあり得るだろうか？　自分でも愚かなことをしていると思うが、どうしても気になる……」

　アルバレスは、ソデリーンが過去、死し世せい学がくにどっぷりと浸つかっていたことを思い出した。

「彼女は生きていますよ」

「なぜそう言い切れる？」

「私ですら、あの都市から逃げおおせることができたのですから」

「……そうだな、彼女を信じることにしよう。いまはそれしかできん」

　ソデリーンは瞼まぶたを強く押さえながら言った。「それで何用だ、アルバレス？」

「頼みがあります。死し世せい学がく者しやをかき集めていただきたいのです。コスモ・ブラックストーンからの贈り物があります。手つかずの死し霊りよう器き兵へいですよ」

「死し霊りよう器き兵へい？」

「そうです。つまりは、まだ霊が備わっていない空の器械人形ですな。私は先ほどブラックストーンの危機を彼女に伝えに行きました。彼女は聡さとい。この都市が別勢力の支配を受ければ、彼女の待遇も変わってくると悟るや否いなや、すぐに最終生産段階にある器械人形を使ってもいいと述べられましてな。千の器械人形を引き出すことに成功しました」

「千だと？　それほどの数があるのか」

「ええ。地下施設は彼女に任せ切りでしたからな。そこで器械人形の大規模製造を行っていたというのです。しかし、それは器にすぎません。霊を宿らせなければただの鉄くずですよ。死し世せい学がく者しやをかき集めていただきたいというのはつまり、その器械人形たちを戦争のために利用できるような状態にしたいということです」

　ソデリーンは目を開き、アルバレスを睨にらんだ。

「まだブラックストーンを戦場にすると決定したわけではない」

「決定したときのためです。別に兵を用意したところで、それが戦争につながるというわけではありますまい」

「貴殿は常にブラックストーンが自前の戦力を持つようにと進言していたな。死し霊りよう器き兵へい協定を盛り込むよう動いたのも貴殿だ。そうなれば死し霊りよう器き兵へいに需要が生まれ、生産が進む。ひいては死し霊りよう器き兵へいに都市の戦力を担になわせることができる。これが貴殿の考えであろう？　そして、その考えの正しさを証明できる機会に、巡り合うことができたということだ」

「否定はしません。それがブラックストーンのためになるのですから」

　アルバレスが臆おく面めんもなく答えると、ソデリーンは少し考え込み、別の角度から話題を切り出した。

「……貴殿は新教を打ち倒すべき存在だと思うか」

「どういうことです？」

「新教の教えは知っているだろう。変モ異ル種フは汚けがれた存在などではなく、他の人間と同様に生きる権利がある。そこでは、あらゆる人は人種によって差別されることなく、平等なのだ」

「いま、そんなことを論じている市民などいませんよ。確かに余裕があるときは皆、自分たちが何者なのか、差別してきた種の待遇が正しいのか、考えることでしょう。現に、新教を心から信奉する者もおりましたからな。しかしいまブラックストーンで問題になっているのは、どちらにつけば自分たちがより利益を得られるかということです」

「愚かな」

　ソデリーンはやれやれと頭を振った。

「ブラックストーンの社会はそこまで汚れ切ったか。富は生活のためにあるはずだが、いま人々は富のための生活に陥っている。これも全てフェオール正教が皇帝、教皇と都合のよい立場を定め、私欲のために戦争を繰り返すせいだ。見本となるべき聖フェオールが歪ゆがみ、人々の心を邪よこしまなものへと変質させた」

「いったい何をおっしゃられたいのか、私にはわかりかねますな。正教を否定するなどと」

「新教を迎え入れるべきだ。このブラックストーンに」

　ソデリーンは意を決したように言い放った。

「この邪悪に歪ゆがんだ社会を、一度新教に委ゆだねるのだ。彼らなら、人々の中に巣食う歪いびつな思想を破壊できる。彼らは不可能を可能にする。ピルサが落ちるなどと、誰だれが考えただろうか？　我々の思いもよらぬ方法で要よう塞さい都市を陥落させられたということはすなわち、彼らは我々にはない考え方でものを考える姿勢があるということだ」

「いま思いついたような言い方ですな。あなたが新教びいきだということは元より存じ上げておりましたが」

「……そうかね？　この都市の誰だれかに言ったことはなかったのだがな」

「あなたの態度は、これではっきりしました」

　アルバレスは、もはやソデリーンに敵意を隠す必要を感じなかった。

「手をこまねいていれば、それだけ新教に利することになる。評議会でこれから戦うことが決まるにせよ、そのとき戦力が整っていなければ、新教国の攻撃を防ぐことなどできますまい。あなたの狙いはそこにあるのでしょうな」

「……何が言いたいのかわからぬ」

「ではもっとはっきり申し上げましょう。せっかく手つかずの死し霊りよう器き兵へいがあるにもかかわらず、戦力を用意せずに、ただ蹂じゆう躙りんされよとあなたはおっしゃるのだ」

「いや、戦争はしない。使者を出すのだ。ブラックストーンは降伏する」

「それはあなただけの考えだ！　もし評議会が戦争すると決定したときはどうするのだ！」

　アルバレスは怒りを露あらわにした。

「ブラックストーンにいまあるのはわずかばかりの傭よう兵へいと、都市壁だけだ！　そんなものは敵にとって、もはや障害にすらならん！　いざ戦争となったとき、都市を守れるのは本当の力だけであり、それが死し霊りよう器き兵へいだ！　あなたはただ死し世せい学がく者しやを集め、死し霊りよう器き兵へいの準備をさせるだけでいい！　なぜこんな簡単な決定もできない！　あなたの態度はブラックストーンを滅ぼそうというのと同義だ！」

「死し霊りよう器き兵へいが戦力になるものか」

　ソデリーンの平静な言葉に、アルバレスは歯を剝むき出して反抗した。

「いや、これ以上ない戦力だ！　自分の意志がなく、恐怖を感じずに敵に襲いかかる。これほど強力な戦力があろうか！」

「その死し霊りよう器き兵へいに命令を刻み込むのは死し世せい学がく者しやだ。だが、敵にも死し世せい学がく者しやがいる。敵は未知の死し人びと兵へいを駆使し、要よう塞さい都市すら侵略した。彼らの前で死し世せい学がくに頼った戦い方をするのは避けるべきであろう」

　まだそんなことを言っているのか！

　アルバレスは沸ふつ騰とうする頭を必死に落ち着かせ、言葉を絞り出した。

「……敵に死し世せい学がく者しやなどおらん！　ましてや未知の死し人びと兵へいなど！」

「……何？」

「あなたはただ、命令すべきだった！　私の言う通り死し世せい学がく者しやを集め、死し霊りよう器き兵へいを都市に提供すればよかったのだ！　それで都市は変わる。ブラックストーンは自前の戦力を持ち、それで敵を打ち負かす。そして歴史にはこう刻まれる！　『新教国との戦争を経て、ブラックストーンはもっとも効率のよい軍を整備することになり、フェオーリアの戦争を変えた』と！」

「何を言っておるのだ、アルバレス？」

「わかりませんか？　あなたにならできたのだ！　都プ市リ評オ議ー員リという都市の最高意思決定権を持つ一人であり、かつ魔法アルテの管理者という立場ならば！　違和感なく都市を変えることができた！　そうとも、あなたの言う通り都市は変わらなければならない！　しかしそれは、一つの神を見る立場を変えるなどという下らぬことではない！　この混乱したフェオーリアに、自分の足で立つことができるような力を持たせる──その一点においてだ！」

　胡う乱ろん気な都プ市リ評オ議ー員リを前にして、アルバレスはその力を展開して見せた。

　かつて汚れた地において見た、美しい魔法陣。

　運よく接触し、アルバレスの魔法器官にも収められることになった光の円陣。

　その複製魔法陣を表示する。

「……こ、これは？」

「あなた方が死世魔法と呼ぶものだ」

　ソデリーンはぽかんと口を開けた。

「死世魔法フイニータス……？　な、なぜ……貴殿が持っている……？」

　その間抜けな様子を見て、アルバレスは少し溜りゆう飲いんを下げた。

「それはあなたのおかげと言えばいいか、ソデリーン評議員。私は『汚けがれた地』まで都市の命令で赴おもむく必要があり、そのときこの魔法陣に触れたのです。私が汚けがれた地に到着したとき、ちょうど黒髪の少女が、ある少年に対して不死の儀式を施すところだったのですよ。私がこの魔法陣を得たのはそのときです」

「貴殿が、汚けがれた地へ？　しかし、それがなぜ私のおかげになる……？」

「私はあなたの息子むすこを探しに行ったのですよ。都市の代表者とまでなるのだから、当然ブラックストーンはその人物の経歴をあらゆる点までつぶさに洗う。私は都市の手足として、あなたの調査を担当した。そして、あなたの罪を見つけ出したのだ」

　そう言ってやると、ソデリーンの顔色が見る見る青ざめていく。

「あなたには変モ異ル種フの息子むすこがいた。だからこそ私は常々、あなたが新教の教えに同調している様子と、にもかかわらずそれを隠そうとする態度に気がついていた。テトラモルフ新教の下では、あなたは罪を犯さなくてよかったのだからな。そう、あなたの罪……二本の角を持って生まれてきたあなたの息子むすこの名前は──」

「やめろ！　アルバレス！」

　ソデリーンは呻うめき声を上げ、顔を覆った。

「息子むすこの名前を呼ぶな！　あの子は死んだ！」

　アルバレスはふん、と無様な男を嘲あざ笑わらった。

「……彼は、トトポンは生きていますよ、ソデリーンさま」

「……な、何だと？」

「器械人形をクレッシェンド・イマジナルが『トトポン』と呼んだとき、あなたは自分の息子むすこが死んだものと思ったのでしょう。そして大きな罪の意識に苛さいなまれたに違いない。だから、あなたはイマジナルを重用することによって、息子むすこの霊を傍そばに置こうと考えた。そうでしょうな？　周りの人間はあなたの態度を訝いぶかしがったが、私にはわかっていた」

「……」

「しかし、トトポンは死んでなどいない。霊を半分に分けられた状態で、いまも生き続けている。もっと言えば、いまこの都市に向かっているのです。私の言葉を信じ、この都市に新教を広めることができると妄信して！」

「そ、それはどういうことなのだ、アルバレス？　あの子が……トトポンが、ブラックストーンへ？」

「変モ異ル種フとして生き続けている本物の彼は、新教国の兵士なのですよ。新教の思想は汚けがれた地で流行する流行はやり病やまいのようなものでしてな。彼もその思想に感染し、志願して新教国のために戦っているのです。そして私が新教に利するような行動を取ると、私を師と仰いで服従するようになったのですよ。私は軍事委員会の中枢としてフェオーリアを駆け回るのが仕事ですからな、彼らと接触できたのもその立場があってこそです」

　言いながら、アルバレスは魔法陣の模様に目をやった。

「この魔法は彼らの心を摑つかみました。私も全てを理解しているわけではありませんが、ただ不死を与える術だけでも、戦場を駆ける兵士からすれば理想的とも言える。そして、トトポンがその術の支配下にいるのも幸いしました。私の魔法を新教の徒とに信用させる上で、彼ほど役に立つ存在はいませんでした。彼だけは私の魔法ではなく、イマジナルの魔法によって不死を与えられていました。私にも同じことができると、そう示してやるだけでよかった。そうして、私は新教国の兵士たちを不死にしたのですよ」

「なぜ？　なぜだ、アルバレス……なぜ、そんなことを……？」

「なぜ？　それは彼らを、ブラックストーンが生まれ変わる手段とするためです。痛みを知らなければ、人は変わらない。史実においてもそうでしょう。敗戦があり、革命があり、社会は変わっていく。いままでの姿勢は間違っていたと、人々が理解しなければならない。新教国の不死の兵隊はブラックストーンの奥深くまで侵攻し、人々に恐怖を植えつけるのですよ」

　アルバレスは戦場を渡り歩き、戦争のあり方と、戦争が国を変える様を目まの当たりにしてきた。大きな権力が揺れ動き、権けん謀ぼう術じゆつ数すうによって簒さん奪だつされる様を見てきた。

「重要なのは否定。そしてもっと重要なのは、否定を内包する社会がきちんと残るということ。全てが否定されてしまっては駄目なのです。史実においても、否定されすぎた社会は多くの場合衰退する。変化をしても、同時に劣化してしまっては仕方がない。だからこそ、私は疑似的な否定を用意した。それが彼らですよ。私はいまのブラックストーンを、新教に明け渡す気はない。彼らは適度に首都を傷いためつけてくれれば、もうそれで用なしです」

　新教国の勢いは、不死の兵隊に支えられているところが極めて大きい。

　だが、その力の源はアルバレスが握っている。アルバレスは、いつでも彼らから不死を取り上げることができた。

「私は彼らの霊を元に戻す。そして、単なる人間に戻った彼らを打ち負かすのが、ブラックストーンの死し霊りよう器き兵へい隊ですよ。そのとき我々は、これまで傭よう兵へいに無駄金を落としてきたことを悟り、もっと効率のいい手段があったことに気づく。傭よう兵へい軍が無能さによって首都に招き入れた兵を、死し霊りよう器き兵へい隊は慈悲を見せずに駆逐する。この光景は人々の中に希望と自信をもたらすでしょう。なぜなら、これまでブラックストーンは死し世せい学がく者しやを重ちよう用ようしてきたのですから。その光景は痛みを自己肯定へと塗り替え、甘美な陶酔となって人々に浸透することでしょう。ブラックストーンは敗北ではなく、勝利から学び取ることができる」

「しかし……千の死し霊りよう器き兵へいだけでは足るまい。ならばどの道、貴殿が嫌っている傭よう兵へいを利用しなければならなくなる。しかしそれでも、いまのブラックストーンが首都防衛のために雇い入れている数は余りにもわずかだ。一方で、ピルサを制圧した敵の兵力は一万と聞いている。いかに死し霊りよう器き兵へいが恐れを知らぬ戦力だとはいえ、それだけの戦力差を埋めるのは無理であろう……」

　アルバレスは哄こう笑しようした。

「ブラックストーンの伝説をご存じでしょうな、ソデリーンさま？」

「伝説……？　伝説だと……？」

「そう、ブラックストーンの地下墳墓には、死し人びと兵へいとして扱える英雄たちの身体からだが千体以上も用意されているのです。彼らはブラックストーンの危機に蘇よみがえり、敵を押し返すとされています。私はその伝説を利用させていただくのですよ。この魔法でね。誰だれが彼らを操っているのかわからないのだから、それは人々の目にはただ審判の日の到来として映るでしょう。伝説が現前し、人々はまた都市への帰属意識を強める。私は人形遊びなど嫌いだが、この際仕方がない。私の感情よりも、重視すべきは都市なのですから」

「ブラックストーンの英霊たちを利用するだと！　それは伝説を騙かたるということではないか！　そんなことが許されると思っているのか！」

「都市のためです。理想では人は動かない。人を動かすのは現実ですよ」

「貴殿は間違っている。都市への貢献という一点で、罪の意識を麻ま痺ひさせてしまっている」

「社会は罪の意識を透明化するための拠より所どころですから、その意見は見当違いもいいところですな。制度によって人を裁く、制度によって人に汚けがれのレッテルを貼はる。社会が個人になり代わってくれるから、人が自分の手を汚さなくて済む問題など、どこにでも転がっていますよ」

「いや、貴殿は社会を私物化しているのだ」

「それはあなたが決められることではない。結果社会がよい方向に変われば、それは社会の総意だ。私はブラックストーンを愛している。この都市にフェオーリアを生き抜く力をつけさせなければならない」

　アルバレスは目を細めた。

「話は終わりですよ、ソデリーンさま。私の魔法をご覧いただきましょう。もっとも、それはあなたが死んでから行使されるのだが。私はあなたの意志を尊重したかったのですよ。しかしあなたが私の望み通りに動く気がないというから、望み通りに動かさなければならなくなった。あなたは私の人形になる。イマジナルが、あなたの息子むすこの霊で『トトポン』と呼ばれる人形を作っていたようにね」

「……貴殿は悪魔だ」

　アルバレスは懐ふところから短剣を取り出した。しかし、ソデリーンは抵抗しなかった。

「クレッシェンド……トトポン……」

　アルバレスが繰り出した短剣の一撃を受け、ソデリーンはゆっくりと床へと崩れ落ちた。




　これで自分も、イマジナルのような狂人の真ま似ねごとをする羽目になったというわけだ。

　自分の力を受けてむくりと起き上がるソデリーンを見ながら、アルバレスはそう思った。

　意志なき人形を、意志あるように動かすことができる。

　そのことを知ったとき、アルバレスはイマジナルの中に狂気を感じずにはいられなかった。

　人形劇にいそしむ彼女に、嫌けん悪おの感情を抱かずにはいられなかった。

　そして次第にアルバレスは、彼女のことを恐れるようになった。いつか都市に、何か間違いを起こすのではないかと思ったからだ。

　ブラックストーンがイマジナルをピルサへと派遣すると聞いたとき、アルバレスは内心で計画の失敗を恐れた。不死の兵はイマジナルによって容易たやすく無力な兵に変えられてしまう。

　しかし、例え失敗に終わったところで、自分にとってこれが最後の機会というわけではないと思い直した。アルバレスは《瞑めい師し》としてしか名前を知られていないし、不死の兵を失っても大した痛手にはならないからだ。

　失敗しても、チャンスはまたくる。それにむしろこれは、イマジナルの死世魔法をもう一度間近で見る好機ではないかとさえ思った。

　アルバレスはまだ死世魔法を全て理解できたわけではない。ゆえにこれが本当にエンド・フィニータスの思考なのかわからないし、そのことを不審がってさえいる。

　フィニータスへの崇拝は、アルバレスの中にもあった。イマジナルの力に触れたとき、確かにそれは理想的な力に思えた。しかし、本当にそうなのだろうか？

　多角形はいくら角を増やしていっても円にはならない。円に見えるだけだ。

　彼女が持つ魔法は、本当に死世魔法と呼べるものなのだろうか？

　アルバレスは、もう一度彼女がその魔法を使うところを見たかった。輝く本物の魔法陣を見れば、真偽を確かめられると思ったのだ。

　だが、彼女はアルバレスの予想を遙はるかに下回っていた。

　アルバレスの兵隊によって、ピルサは陥落したのだから。

「私に意識はあるだろうか？　貴殿はどう思う、アルバレス」

　ソデリーンの死体に、そう言わせる。

　イマジナルと同じように。

　私にも同じことができる。彼女のできることが、私にもできてしまう。

　そこにはイマジナルと同じ行為を為すことに対する自己嫌けん悪おと、一種の失望があった。

「ありませんよ、ソデリーン評議員。あなたに意識など存在しない」

　アルバレスは、死体にそう返した。

　ソデリーンはもう何も言わなかった。アルバレスが、そう命じているからだ。




　　　　　５




　首都ブラックストーンの市壁前で合流を果たした味方の士気は、これ以上ないほど熱気に満ち満ちていた。

　ラッシュが近づき、トトポンに報告を始める。

「ピルサからすぐに本隊が到着します。全て手て筈はず通りです」

「わかった。よくやってくれたな」

「ブラックストーンの動きはどうです？」

「ここから見ている限り、静かなもんだ。物見に人間は立っているし、ちらほら竜も飛んでいるが、別に武装している気配はない」

「我々の存在に気づいていないわけはないでしょう。なぜ未いまだに兵を出さないのでしょうか。浮遊砲台があったピルサですら都市防衛のための兵がいたというのに。首都を守る傭よう兵へいは雇っていないのでしょうか。まさか、和わ睦ぼくの使者があったというわけではありませんよね」

「和わ睦ぼくの使者はないが、新教派の有力市民が何度か都市内部の情報を伝えにきた。彼らはアポストール地区にある自分たちの屋や敷しきと、古代の旧浴場跡を要よう塞さい化して陣営に利用しているそうだ。俺おれたちと組んで戦いたいと言っている」

「ブラックストーンも一枚岩ではないということですね」

「そうだ。民主制とはいっても結局支配層と被支配層にわかれているわけだから、どこかに不満は必ず存在するさ。結果、意見がまとまらない。都市の防衛に関してもそうだろう。合議政治体制の悪あしき欠陥という奴やつで、意志決定が遅れているのかも知れん。ただ奴やつらの肩を持つなら、ピルサが落ちて間がなさすぎるからな。こんな規格外の速度の戦争は奴やつらも初めてだろう」

「では彼らの決断を待つのですか？」

「馬鹿な。すぐ攻め落とす。瞑めい師しもそれを望んでおられる」

「そうでなくては」

　トトポンは軽く頷うなずくと、《死越え人》たちに向かって叫んだ。

「いいか、オレたちは爆弾だ！　オレたちの任務は市壁をこじ開け、道を拓ひらくことだ！　主力はすぐに到着する！　彼らが戦いやすくなるよう、あらゆる障害を破壊する！」

　理想は、本隊が到着するまでに、ブラックストーンの地下にあるという魔動器の供給源を破壊することだった。

　コスモ・ブラックストーンはこの都市最大の脅威であり、ピルサの浮遊砲台と同等に扱わなければならない存在だが、魔動器の動力を押さえてしまえば恐れるに足らない。

　怖いのは彼女自身の戦闘能力ではなく、彼女の思考が生み出す幾多の魔動器なのだから。それらを全て鉄くずに変えることができれば、こちらの勝利はぐっと近づく。

　トトポンはピルサで戦った器械人形を思い出した。彼らもコスモ・ブラックストーンに作られたのだろう。

　極めて高い戦闘力を持つ魔動器の兵。

　生なま身みの兵では、破壊するのにどれだけの犠牲が必要かわからない。敵の戦力を少しでも削るのが、自分たちの役目だ。

「オレたちに死の恐怖はない！　攻撃だけを考えろ！　オレたちは文字通り身体からだを、命を燃やすことのできる戦士だ！　聖フェオールはテトラモルフを見守っていて下さる！　さあ行くぞ！　いまこそブラックストーンを制圧するときだ！」

　トトポンの声に怒号で応こたえた《死越え人》たちが、散開する。

　集団戦法は必要ない。個々人が破壊兵器に相当する兵にとっては、むしろ群れた方が戦いにくい。各おの々おのの意志で都市の攻略を目指し、市壁に向かって突撃する。

　まず目指すのは、河川を挟んで少し都市からはみ出すようなかたちになっているボルグラス外郭地区だ。そこから都市内を横切る河川を渡って中心へと向かうつもりだが、いまの敵の状態を考えると、橋を落としていたりはしないだろう。

　そのとき、市壁の上から魔法と銃弾が飛び、軽装の《死越え人》たちの身体からだを貫いた。

　トトポンはこの反撃を受けて、むしろほっとした。

　敵は存在する。静かすぎる都市に何か怪しげな気配を感じたが、きっちりと打ち倒すべき対象がいるということだ。

「大した数ではないぞ！　この都市の戦力は少ない！　蹂じゆう躙りんしてやれ！」

　攻撃を受けても、《死越え人》の兵は突撃の手をゆるめなかった。

　爆弾の種と呼ばれる固形物を市壁に投げつけ、破壊魔法ニトロを発動する。

　これは小動物の臓器を脂で固めただけだが、兵士にとってはもっとも手て頃ごろで扱いやすく、それでいて極めて強力な爆弾として機能してくれる。たったこれだけの材料があれば、市壁を破壊するための巨大大砲を持ち運ぶ必要はなくなる。破壊魔法は戦争を変えた。ものものしさよりも機動性が求められるようになり、時間が何より重要な概念となる。すぐに至るところで市壁の石が吹き飛び、進入路ができあがった。

　ブラックストーンは激震した。勢いに乗った兵士が、都市へとなだれ込んでいく。

　ボルグラス外郭地区は暗く、迷路のように入り組んだ細い道が続いていた。

　道に座り込む物もの乞ごいらしき老人が小さな悲鳴を上げ、トトポンに市民の生活を思い出させた。

　制圧前のピルサでも感じた感覚。

　ここには人が生きている。自分たちはここを地獄に変えるのだ。

「……じーさん、恨みっこなしだぜ！　俺おれたちはあんたらの社会の忌いみ子だったんだから！　こいつはそのしっぺ返しだと思いな！」

　味方の一人が呟つぶやき、老人に力を放った。

　彼は内側から大きく膨れ、一気に炸さく裂れつすると、区画に風穴を開けた。飛び散った肉の脂が大きく燃え上がる。火は風に煽あおられて成長し、脇わきの家に燃え移った。

　貧困層が住む外郭部では、住居自体が密集して建てられていた。炎が次々と家々を舐なめ、真まっ赤かな魔の手を伸ばしていく。

　人々は崩れ落ちる住処すみかから飛び出し、悲鳴を上げて逃げまどった。しかし彼らは新教国軍にとって、極めて都合のいい燃料として映った。

　火の手が、至るところから上がる。

「燃やせ！　この都市を徹底的に破壊してやれ！」

　兵は口々に叫び、蛮ばん略りやくの限りを尽くす。暴力的な力に魅せられ、さらに自分たちの奥から野獣を解き放つ。彼らは変モ異ル種フとして、人ならざる力に頼ろうとする。

　逃げる群衆を搔かき分け、敵の傭よう兵へいと思おぼしき人間が立ちふさがることもあった。ただ彼らは戦争のための準備ができているというわけではなかった。数も少なく、おそらくは都市の命令というよりは、普段から飼われている傭よう兵へい頭に従って動いているのだろう。

　整備された兵同士の戦いが起こらない戦争というのは頻ひん発ぱつする。特に、戦力を傭よう兵へいに依存するフェオーリアではよく見られる光景だった。

　情けないことに、傭よう兵へい契約が間に合わずに都市や城の支配権を明け渡す支配者が少なからず存在するのだ。今回の一件もそうだった。ブラックストーンにとっては、ガラクデッサに十分な兵を用意する以上の対策は過剰だったに違いない。

　全てがこちらの読み通りであり、つまりは瞑めい師しの教え通りだった。彼はブラックストーンの動きをことごとく読み切り、ここまで大局を有利に導いた。

　いま首都にいる傭よう兵へいは、平時の戦力に毛が生えた程度。二、三千いればいい方だろう。

　先発隊の味方の数は約五百だったが、首都に到達するまで幾多の障害を打ち破り、士気を最大限にまで上げた彼らにとって、その程度の数は敵ではなかった。

　爆弾と化して死ぬ者。その爆弾の爆風で死ぬ者。

　戦いは一方的だった。

　不死の兵は傷つかず、ただ敵の身体からだを利用して死の輪を広げていく。

「中央区の教会を目指せ！」

　トトポンは叫んだ。

　瞑めい師しの話によると、教会の地下墳墓のさらに奥に、ブラックストーンの地下遺跡は広がっているという話だった。

　そこに辿たどりつくことが何よりも重要だ。

　瞑めい師しは地下墳墓で待ち、地下遺跡の扉を開くと言う。

　ちらりと視界に入った建物は巨大で、特徴的な獅し子しの紋章を扉に刻んでいた。トトポンはそれがこの都市に住む貴族の住居であることを確認すると、頭の中にブラックストーンの地図を思い浮かべ、中央区へのルートを探った。

　やや進行方向がずれている。当初の予定では、突き当たったレメンス丘を突っ切るつもりだったが、そういった場所は見当たらない。

　いまからなら大通りに出るよりも、上から行った方が早い。

　トトポンは跳躍して屋や敷しきの屋根に上ると、屋根伝いに家々を踏み越えて教会を目指した。

　視界が開ける。遙はるか向こうに、ひときわ大きいドーム状の建物があるのがわかった。尖せん塔とうを持ち、そこに据え付けられた聖フェオールの像が剣を天に掲げている。

「……見つけたぞ」

　あそこがこの都市の心臓。汚けがれた思想を供給する、旧教の温床なのだ。

　制圧目標と憎むべき思想が重なり、トトポンは自分の身体からだが熱くなるのを感じた。

　湧わき出る感情は怒りにも似ていたが、それはどちらかというと喜びに近かった。

　ついにここまできた。高揚感に身体からだを支配され、トトポンは前進する。

　背後では炎が燃え盛り、都市を飲み込もうとしていた。

　赤い魔獣。

　それを押し返すブラックストーンの英霊。

　この都市の伝説を思い出す。

　瞑めい師しの語った伝説。瞑めい師しの笑い飛ばした伝説。

　やってみろ、とトトポンも心の中で瞑めい師しに追従する。

　やってみろ、ブラックストーン。オレたちはここまできた。真まっ赤かに燃える勢力と化し、都市を徹底的に踏みにじろうとしている。今日きようが、審判の日だ。




　教会に足を踏み入れると、先に到着していた兵が目配せしてくる。すでに三十人ほどの《死越え人》が集まっていた。

「さっき塔に登って見渡したんですがね、隊長。何せ、一番乗りして暇だったもんですから」

　若い兵が興奮した状態で言い募ってくる。確か、彼はまだ十四にしかならないはずだった。

「この都市に向かってくる軍勢が見えました。おらたちがきたピルサの方角からです」

「早いな。もう本隊が到着したのか」

「きっとやつら、焦あせってるんですよ！　おらたちだけでブラックストーンを攻め落とされちまうって！　そうでしょう？」

「勝利は全員のものだ。手柄を焦あせる必要なんてないぞ」

　不満そうな若い兵士に、トトポンはニヤリと笑って見せた。

「だが、そうだな。この教会に一番早く到着した奴やつは、あとで評判になるだろうな。豚もおだてりゃ木に登ると言うが、そいつは嬉うれしさのあまり塔に登っちまったってわけだ」

「ひでえな、隊長！」

「冗談だよ」

　トトポンはほほ笑み、彼の髪をくしゃくしゃと撫なでてやった。

「よく報告してくれた。オレたちの勝利は目前だ」

　トトポンは兵たちに向き直った。

「だが、オレたちが早く動かなければならなくなったのも確かだ。彼らのために、急いでこの都市の魔動器を役立たずにしてやらなければならない。特に恐ろしいのは器械人形だ。ピルサには特別製の器械人形があった。あんなものとぶつかり合えば、オレたちと違う生なま身みの兵は何人犠牲になるかわからん」

　トトポンは聖堂内を見渡した。明りは少なく、ところどころにある蠟ろう燭そくの炎を除けば、小さな天窓から差し込んでくるだけだった。床から太い柱が何本も伸びて丸天井の屋根を支えている。動くものはなく、辺りは静寂に包まれていた。

「瞑めい師しはどこだ。ここでオレたちを案内してくれるはずだが」

「隊長、奥へ行ってみましょう」

　一いつ行こうが歩ほを進めて礼拝堂に入ると、祭壇の奥にカーテンが引かれているのを見つけた。

　トトポンは先頭を歩き、カーテンをさっと開いた。

　そこには細長い空間が延びていて、奥に扉があるのがわかる。

　扉の向こうは小さな部屋だった。大理石の彫像が立ち、ステンドグラスから多彩な光が入り込んでいる。像の裏に回ると、行き先を見つけることができた。

　厳重そうな跳ね扉が開かれ、床にぽっかりと穴が開いていたのだ。

「地下に続く道だ。カタコンベはこの奥だろう」

　梯子はしごがつけられていたものの、すぐに闇やみで途切れてしまっている。目を凝らしても底がどれだけ深いのかわからない。穴からは冷気と腐臭が漂ってくる。

　トトポンは気を奮い立たせ、梯子はしごを下り始めた。カツカツと音が沈黙を切り裂き、空洞に反響する。

　ようやく底まで辿たどりついて見渡すと、そこには広い洞窟が広がっていた。壁は舗装されておらず、土面が露あらわになっている。燭しよく台だいが等間隔で置かれ、薄い明かりを空間に投げかけていた。

「不気味な場所ですね……」

「陽気な墓所があったら見せて欲しいもんだ」

　トトポンは軽口を叩たたき、地下洞窟を進んだ。

　奥に行くに従って光量が増していき、おやっと思った。

　地面に長四角に磨かれた水晶が埋め込まれ、淡い緑の光を放っている。水晶はそこら中に存在していて、全てが同じかたちで、また全てが同じ大きさだった。人工的な建造物であることは明らかだが──とまで考えたところで、自分の愚かさを笑う。

　ここは墓所だぞ。こいつは、墓標に違いない。

　水晶は緑光を放ちながらも半透明で、中を覗のぞき込むと人のかたちをした何かが収まっているのがわかる。光量が足りずにぼんやりと黒いものしか見えないが、おそらく死体だろう。

「ブラックストーンの英霊だ。いや、その肉体だな」

　トトポンは無意識に、水晶を踏むのを避けるようになっていた。

　洞窟は、進んでも進んでも同じ光景だった。どこまでいっても緑色の四角い水晶が埋まっている地面。同じ場所を堂々巡りしているような気がして、いい加減頭がおかしくなりそうになる。そのときだった。

「隊長！　見て下さい！」

　部下の一人が指差す先に出口があった。いや、この場合入り口だろうか？

　洞窟が一気に狭くなり、そこに扉が据えつけられていた。扉は半開きになり、光が漏れ出ている。とにかくこの陰気な場所から出られる、と一いつ行こうは勇み足で扉を開いた。

　そこも大きな空洞だった。

　造りはいままで進んできた場所と同じ。

　緑色に発光する四角い水晶が埋め込まれているのも同じ。

　ただ違っているのは、空洞の奥に、巨大な石造りの門が屹きつ立りつしていることだった。

　門の傍そばに、フードで顔を隠した人物が立っていた。

「よくきたな、《死越え人》たち」

　フードの男はトトポンたちに気づくと、言葉を発した。瞑めい師しの声だ。

「瞑めい師し！　その門が地下遺跡に通じているのですか！」

　トトポンは彼に近づき、膝ひざを折った。部下もトトポンにならう。

「……トトポン、数が少ないのではないか？　この都市に攻め入った《死越え人》は、五百はいたはずだ。お前たちは百にも満たないではないか」

「ピルサから本隊が到着したのです。ですので、急いで地下遺跡を破壊せねばならないと判断しました。それにここにいるのは、中央区の教会まで一気に到達した嗅きゆう覚かくも持ち合わせている精鋭です。我々だけでも破壊は可能ですよ」

「そういう問題ではないのだ。貴殿らは証拠だ。外で死体となって発見されても、それは他と同じ死体として処理されるであろう。ここまで攻め入る力を持つ敵がいた。しかもその数は膨大で、あわやブラックストーンは根底から覆くつがえされそうになっていた。そういう証拠を残さなければならない。それにしては数が少なすぎる……」

「瞑めい師し……？　何を言っておられるのです……？」

　トトポンは眉まゆをひそめた。

　瞑めい師しは笑いの含んだ声を響かせる。

「貴殿らの役目は終わったということだ。ここまでご苦労だった。最後の最後で不満の残る結果になってしまったが、概おおむね素晴らしい働きだった。貴殿らはブラックストーンの礎いしずえとなり、都市を永遠に輝かせるであろう」

「役目が終わった？　ブラックストーンの礎いしずえ？　どういうことです？」

　瞑めい師しはトトポンの質問に答えず、右腕をさっと振り上げる。

　すると、光り輝く魔法陣が現れた。《死越え人》を作り出した、瞑めい師しの死世魔法。

　魔法陣は次第に上昇しながら、巨大になっていく。

　光の円は地下空洞の天井に触れ、突き破り、すぐに見ることができなくなった。しかし、トトポンはその魔法の圧倒的な力をビリビリと感じ取っていた。

「め、瞑めい師し!?　何をなさるのです、瞑めい師し！」

「貴殿らの霊を元に戻してやろうというのだ。いま私の力はブラックストーン中に行きわたり、《死越え人》なる恐怖はこの世から消えさる。そうして『人は死ぬ』という摂理は、人々の中でこれまでと変わらぬ力を持ち続ける。それが自然な姿であろう」

　刹せつ那な、光が爆発した。次いで、空気が裂けるような衝撃があった。しかしそれはトトポンの内面に響いただけで、何か物理的な破壊が行われたということではないようだった。洞窟は無事だ。皆も……無事だ。

　よろめきながら、トトポンは立ち上がった。未いまだ瞑めい師しの言葉が信じられなかった。

「……冗談でしょう、瞑めい師し……？」

「冗談なものか。貴殿らは死ぬ。それも、そう遠くない未来において」

　瞑めい師しの言葉とともに、洞窟内の水晶が強く発光し始めた。

　棺ひつぎのかたちをしていた水晶が溶け、中から出てきたのは人間の死体──。

　その数は膨大だった。ここまで歩きながら確認した水晶と同じだけだとしたら、恐ろしいほどの物量と言えるだろう。

　洞窟内を埋め尽くした死し人びと兵へいは、何も言わずにトトポンたちを取り囲んでいた。虚うつろな瞳ひとみを動かし、侵入者をじっと見つめている。

「紹介しよう、ブラックストーンの伝説たちだ。そして、これが今日きようからブラックストーンを守護する新しい軍隊だ」

　瞑めい師しの後ろにある巨大な門が、重々しい音を響かせながら開いた。門の向こうから、ガチャリ、ガチャリと無機的な足音を鳴らしながら、大量の器械人形が歩み出てくる。

「すばらしいだろう。これが力だ」

　瞑めい師しは、どこか陶酔した様子で器械人形の群れを眺めた──が、それも気のせいと思えるほどわずかな時間だった。彼はすぐにトトポンたちへと向き直り、決定的な言葉を発する。

「ではさらばだ、新教国の兵士たちよ。貴殿らの死は無駄ではない。私と私の愛する都市のために、これ以上なく役立った。見事な働きぶりだったぞ」

「き、貴様……!!」

　トトポンは吠ほえた。

「さらばだ」

　それが合図となったように、周りの死し人びと兵へいと死し霊りよう器き兵へいが味方に一斉に襲いかかってくる。

　茫ぼう然ぜんとなっていた新教国兵は、自分たちの身体からだに剣や槍やりが食い込むのを、ただ無抵抗に受け入れることしかできなかった。皆の血が噴き出し、辺りを赤く染める。彼らは何が起こったのかわからないという様子で、血に染まった自分の手を眺めた。

「……再生が始まらない……？」

　そう言ったのは、先ほど教会に一番乗りしたことを誇らしげに語っていた少年兵だった。

　きょとんとしたままの表情を見る限り、理解が追いついていないのは明らかだ。敵刃が身体からだから引き抜かれると、彼はゆっくりと大地に倒れ込んだ。

　同じ反応が周りで起こっている。皆、自分の死を理解できずに死んでいく。

　彼らは不死に慣れすぎた。突然訪れた死に、どう対処すればいいのかわからないのだ。

「皆、逃げろ！　オレたちは嵌はめられたんだ！」

　トトポンに襲いかかったのは、前方から迫る死し霊りよう器き兵へいの群れだった。

　キラリと輝いた槍やりの一いつ閃せんに身をよじらせたものの、右肩を貫かれる。

「くっ……くそっ……!!」

　死し霊りよう器き兵へいの力は強く、トトポンはその空間に槍やりで縫いつけられたかのようだった。トトポンは動けず、それからの絶望的な光景をただ見守ることになった。

　次々と槍やりが刺し込まれ、自分の身体からだが蜂はちの巣にされていく。

　ああ、くそ、と胸中で毒づいた。オレは死ぬのか。

　トトポンは終わりを悟ると、目の前で無表情のまま佇たたずむ人形たちを睨にらみつけた。

「……オレ一人では死なんぞ……お前らも道ずれだ……」

　そしてトトポンは、渾こん身しんの破壊魔法ニトロを発動した。自分の肉体の全てを爆弾へと化し、全ての力を解放する。この洞窟全てを破壊するほどの衝撃を、ただひたすらに望みながら。

　意識が白く染まる。光とともに、トトポンは砕け散った。
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　ぼくは、ゆっくりと目を開いた。

　とても邪悪で、それでいてとても甘美な夢を見ていた。悪魔がぼくをどこかに連れていこうとしたが、それをクレスが助けてくれたのだ。

　彼女の腕に抱かれたまま、ぼくは震えながら悪魔が去るのを待った。光が差し込み、悪魔が消え去ったとき、クレスはぼくに口づけして言った。

「起きて、トトポン」

　目覚めたのは先生の作業室だった。意識ははっきりしていて、ぼくは自分がどういう状態にいたのかをすぐ思い出す。ぼくは先生に修理してもらっていたのだ。

　両手を動かし、目の前に持ってくる。幻げん肢しを動かしているのではない。それは、きちんとぼくの身体からだとして機能していた。

　新しい両腕を使って、ゆっくりと身体からだを起こす。

「気分はどうじゃ、トトポン？」

　声をかけられて、ぼくは振り向いた。先生がいる。

　そのときふと、彼女の傍そばにある鏡が目に入った。

　そこに映る自分の姿を見て、思わずぼくは頭に手を伸ばす。

　二本の角。

　不思議な感覚を覚えた。身体からだの奥から、いままでとは違う力が湧わいてくるのを感じる。

「……ようやく、ぼくは過去と一致することができたんだと思います。トトポンという境界線に、過不足なく立っている。そうか、これが本当のぼくなんだ」

　上の方で連続した地響きが起こり、何か嫌な事態が起こっているのではないかと予感させた。

　どれだけ意識を失っていたのかわからない。ピルサが崩壊して、何日くらいが過ぎたのだろう？　ひょっとすると、ブラックストーンは新教国に攻め落とされてしまったのだろうか。

「門が開いた。ブラックストーンと地下遺跡をつなぐ門がな」

　先生は言った。

「器械人形たちを解放したのじゃ。いまごろ、奴やつらは敵と戦っておるじゃろう」

「先生の戦力を？」

「うむ。ま、都市の危機と言われれば仕方あるまい」

「よかった。まだ戦いは終わっていないのですね？」

　ぼくは焦しよう燥そう感かんに身を焼かれ、急いで地上にでようと思った。

　ここは先生の自室で、つまりは私物化した古代遺跡の一室と聞いていた。

　ぼくは部屋の奥にある別の通路が開いているのを見つけた。その方向に行ったことはない。先生は何かと秘密主義で、パルにだけこっそり遺跡にある色々な秘密を教えたりして、ぼくらを焦じらしたものだった。

「トトポン、お主には都市の魔法陣を守ってもらいたい」

　先生が言う。彼女は、ぽっかりと口を開けたその通路の脇わきに立った。

「都市の魔法陣？　ぼくたち魔動器に動力を供給しているというあれですか？」

「そうじゃ。ブラックストーンの心臓部。この通路はそこに通じておる」

「他の器械人形たちで防ぎ切れないほど強力な相手がいるのですか」

「自明じゃろうが？　敵にはわしの最高傑けつ作さくを打ち倒すほどの戦力がある」

　先生はニヤリと笑って、ぼくの方を指差した。

「……もう負けません」

「その意気じゃ。頼めるか、トトポン？」

「先生のご要望とあれば」

「〝ブラックストーン〟を守ってくれ。新教が勝つにせよ、いまの社会が勝つにせよ、わしらはここにあり続けねばならん」

　ぼくは頷うなずいた。そして通路をくぐり、いままで入ったことがない場所に足を踏み入れた。

　そこには熱気の満ちた空間が開けている。

　ここはそんなに深い場所だったのか、と思わず面めん食くらう。まだ、さっきの部屋からそう離れていないというのに。

　以前から聞かされていたブラックストーン地下の溶岩地帯。それが、もうすぐそこに迫っている。

　ぼくは熱が強まる方向に歩いた。ガチャリ、ガチャリ、と鋼鉄の踵かかとが音を響かせる。
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　決死の覚悟で破壊魔法ニトロを発動したにもかかわらず、トトポンはすぐに意識を取り戻すことになった。

　刹せつ那な、多幸感に襲われ、それはなぜかクレスの姿へと収束した。

　なぜ、と思った。なぜクレスがいま？　なぜ自分がいま生きている？

　両方の疑問に、一いつ瞬しゆんで回答を得る。

　そうか、彼女のおかげだからだ。

　瞑めい師しはクレスの魔法を解くことができなかったに違いない。トトポンは瞑めい師しではなく、唯一《死越え人》の中で、クレスの魔法によって不死と化していたから。

　自分が死んでいないということを理解したとき、トトポンはまだ戦うことができる境遇を、聖フェオールと、何よりクレスに感謝した。

　トトポンは跳ね起きた。

　洞窟は血に染まり、共にここまで進んできた味方は全滅している。

　奥歯を嚙かみしめ、周りの死し人びと兵へいと死し霊りよう器き兵へいを睨にらみつける。

　彼らの死を無駄にするわけにはいかない。彼らの役目は、ブラックストーンの魔動器を使い物にならなくすることで、本隊を有利に戦わせること。

　そのためには、一人になったからと言って逃げ帰るわけにはいかない。彼らの隊長として、ブラックストーンの心臓部に辿たどりつくのだ。そしてそこにあるという魔法陣を破壊し、魔動器のエネルギー源を絶つ。

「……お前たちの無念をオレが晴らしてやる。必ず、オレたち《死越え人》の役目を遂行してみせるぞ」

　トトポンは巨大な門の方へと突っ込んだ。地下遺跡はこの先にある。

　戦うための燃料はいくらでもあった。瞑めい師しの用意した死し人びと兵へいだ。彼らの身体からだを爆弾として成長させ、炸さく裂れつさせる。次々と地鳴りが起こり、洞窟が大きく震える。

　トトポンは爆弾と化した死し人びと兵へいを死し霊りよう器き兵へいの大群の中に投げ込むと、巻き起こった粉ふん塵じんに気を払わず、そこに飛び込んだ。

　敵の槍やりが何度もトトポンを捉とらえる。その度トトポンは敵を巻き込みながら何度も爆発し、その度に復活した。

　門の向こうに広がっていた人工的な通路を強引に突破すると、大きな螺ら旋せん階段が地下深くに向けて蛇のようにうねっているのがわかった。螺ら旋せんの真ん中には闇やみが口を開き、底がどれだけ深いのかわからない。

　トトポンは迷わず闇やみに飛び込んだ。螺ら旋せん階段を一々下りている時間はない。底に叩たたきつけられてひしゃげても、また再生すればいい。こちとら、もう死に慣れている。

　重力から解き放たれた感覚。長い、長い滞空時間のあと、衝撃はやってきた。

　苦く悶もんの息を吐き出し、身体からだが動けるようになるのを待ってから、前を向く。前進をやめてはいけない。この身体からだはもう自分だけのものではない。トトポンはよろよろと歩ほを進めた。

　地下墳墓よりもさらに地面深く潜った地点には、異様な熱気が漂っていた。通路を進むにつれ、さらに猛烈な熱気が襲ってくる。

　少し行くと、精巧な作りのアーチ門が見えた。何やらわけのわからない古代文字でびっしり覆われ、奥が陽かげ炎ろうで歪ゆがんでいる。

　トトポンはアーチ門をくぐり、そこに広がる別世界に驚嘆することになった。

　赤い。ひたすら赤い世界。ここは煉れん獄ごくではないか、と一いつ瞬しゆん馬鹿げた考えが頭をよぎる。

　回廊のすぐ横に赤しやく銅どう色の液体が泡立ち、独特の臭気を放っている。

　ブラックストーンの地下遺跡には、溶岩地帯があるということを聞いたことがある。目の前に突然現れた灼しやく熱ねつの光景に、トトポンは心を奪われた。最初に回廊と感じた足場は、溶岩の海うな原ばらにかかる橋のように感じられた。

　巨大な柱が何本も立ち、柱と柱の間に不思議な光の帯が走っている。物質を媒体に使った魔法陣を描いているのだろう。柱同士は共鳴するように、ゴウンゴウンという重低音を響かせている。

　ここがブラックストーンの心臓部か？　ここを破壊すればいいのか……？

　そんなことを考えているときだった。

　トトポンが、背後に何者かの気配を感じ取ったのは。

　──ガチャリ、ガチャリ──

　はっと振り向いたとき、熱気の作る陽かげ炎ろうで視界が歪ゆがんだ。ぐにゃりと空間がねじれ、向こうにいる人型らしきものの像を引き延ばす。

　追手か。目を凝らし、アーチ門の下に立つ人型を確認する。

　──器械人形──

　しかしそれは先ほど相手にしていたような、虚うつろな瞳ひとみを持つ器械人形ではない。

　二本の角を備えたそれは、理性ある瞳ひとみでトトポンを見つめている。

「やあ、君か。君とは是非もう一度会いたかったんだ」

　その器械人形は、静かにそう言った。
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　アーチ門から赤い世界を覗のぞいたとき、ぼくは彼を見つけた。

　不思議なことに、ぼくは驚かなかった。どういうわけか彼とはまた会える気がしていたし、それがいまであることにも違和感を覚えなかった。

　あるべきものが、あるべき場所に収まった……そういう感覚。

　彼が振り向く。彼はぼくを見て、意表を突かれたらしい。驚きが顔に浮かぶ。

「やあ、君か。君とは是非もう一度会いたかったんだ」

　ぼくは彼に話しかけた。彼は怪け訝げんな顔をして答える。

「……オレに？　お前はピルサにいた器械人形だな」

「そうとも。君の記憶を持つ死し霊りよう器き兵へいだ」

　ぼくは、ぼくになるまでのトトポン彼の記憶から始まった意識。

「おかしいな。前会ったときは、そんな洒落しやれた飾りはつけてなかったはずだが」

　彼は自分の二本角を示して言った。

「先生につけてもらったんだ。コスモ・ブラックストーン先生に。名前くらいは聞いたことあるだろう？　これはぼくにとって、とても大事な器官なんだよ」

「……ピルサからここまで、どうやって戻った？」

「あの都市を脱出する人たちに、運よく拾ってもらったらしい。どうも先生に難癖をつけるための材料に使われたみたいだけど。まあ、それはどうだっていいことだ。そんなことより、トトポン」

　と、ぼくは彼の名前を呼ぶ。トトポン。彼をそう呼ぶのに、何の抵抗も感じない。

　そうだ、彼はトトポンだ。一方で、ぼくもトトポンであるわけだが。

「一つだけ質問していいかな。君にぜひ教えてもらいたいことがある」

「……なんだ？」

「クレスのことだ。ぼくが君であったとき、ぼくはクレスのことをどう思っていたかよく思い出せないんだ。ぼくはクレスが好きだ。いま、ぼくがこの感情を抱いていることは間違いない。でも、それは誰だれに由来する感情なんだろう？　質問というのは、つまりこれなんだ。君はクレスが好きだった？　あるいは、いまも好き？　クレスに、いまぼくが感じているような愛を感じているだろうか？」

　すると彼は眉まゆをひそめ、表情を険しくした。

「……クレスに愛を感じているだと？　器械人形のお前が……？」

「そうとも。ぼくは意識を取り戻してから、ずっとクレスのために生きてきた。そのことに違和感を覚えることなんてなかったけど、君が存在するとわかると急に気になってね。是非、教えてもらえないか」

「愛……愛か……」

　彼は苦しそうに言葉を紡つむいだ。

「……わからない。オレはその感情がどういうものなのか、はっきりと理解できない。クレスがオレに施した儀式までの記憶を持っているというのなら、お前にもオレの境遇がわかるはずだ。コミュニティでは、打算が子どもを作る。となれば、肉欲は愛と結びつかないはずだ。欲求は愛ではない。ならば何だと人に尋ねれば、やはり何かを求めることが愛と言われ、その一方で与えることも愛と言われる。オレにはさっぱりわからん。愛とはなんだ？　尊敬か？　崇拝か？　聖フェオールへの感情を愛と呼ぶなら、なるほどオレはその感情を理解できる。しかし、ならばなぜ尊敬や崇拝という言葉がある？　愛とは、何を指す言葉なんだ？」

「驚いた、君の中には愛がないのか」

「……お前は持ち合わせているのか？　それがどういうものか理解していると……？」

「そんなものは一番最初からぼくの中にあった。目を開けてクレスを見たとき、ぼくはもう彼女のことが好きだった。言葉の定義とか、そういう難しい話はわからない。でもそれは結局理性の話だろう？　愛は理解するものじゃない。君は頭でっかちになってるだけじゃないのか」

「……そうかもしれん。だが愛を実感できたとしても、オレは決してクレスを愛してはいないだろう。お前はどういう答えを望んでいるのか知らんが、オレにはっきり言えるのは彼女への愛などオレの中に存在しないということだ。オレはむしろ、彼女が怖い」

「怖い？」

「そうとも。コミュニティにいたときから、彼女が変わってしまうのが怖かった。彼女はいまのお前のように、〝クレスが好きか〟という質問をオレに投げかけた。彼女自身は、オレのことを好きだと明言してから。その感情がある限り、自分は自分だと。そのときから、オレは彼女が怖くなった。彼女の中から、その感情がなくなってしまうのが怖かった。だからオレは、コミュニティを急いで抜け出したんだ。彼女にオレのことを知られたくなかった。彼女がオレの弱さを知れば、きっと彼女は変わってしまうと思ったからだ。全てを変化させ、オレの知らないまったく別ものの何かになってしまうと思ったんだ。彼女には、十分すぎるほどその素養が備わっていたから」

　内面を吐露するとき、彼は終始苦しそうな表情をしていた。

　きっとこれまで、誰だれかにこんなことを言う機会などなかったに違いない。彼はあらゆる点において、クレスを避け続けてきたのだから。

「もちろん離れていても、オレは彼女のことを思い出さない日などなかった。なぜならオレは毎日のように死に、その度に彼女の加護によって蘇よみがえったからだ。死から意識が取り戻されるとき、必ず彼女はオレの頭の中に現れた。その度にオレは恐ろしかった。彼女がいま何をしているか、彼女が変わらずこの世界に存在しているか気になって仕方なかった。わかるか？　オレはずっと、彼女を恐れていたんだよ」

　恐怖の告白。弱さの告白。

　しかしぼくはそんな彼の言葉を聞いて、大きく納得することになった。

　最初に投げかけた質問の答えを、彼の言葉から見つけ出すことができたからだ。

「あの日のときのことはぼくも覚えているよ」

　と、言葉を返す。

「クレスがトトポンのことを好きだと言った日。君が恐怖の温床として、自分の心を納得させている日。でもぼくがいまその日のことを思い出して、どういう感情になるかわかるか？」

　彼は泣き出しそうな目でぼくを見た。答えを知りたいようでいて、そのことを恐れているような顔。

「ぼくはとても幸福な気持ちになる。その日のその瞬しゆん間かんは、ぼくの中で一番大切な記憶と言っていい」

「こ、幸福……？」

「そう。ぼくも確かに、君の言うような恐怖を感じるときはある。彼女の中からトトポンへの愛情が消えたらどうしよう、と。でもそれはなぜだ？　君はそのことを考えなかったのか？　なぜ、君はクレスが自分への愛を失うことを恐れたんだ？　なるほど君は恐怖を感じているだろう。だが、その恐怖はなぜ引き起こされている？　君の恐怖が何に由来するか、よく考えてみるといい。何なら君のとりわけ重視する、その理性で」

　ぼくは肩をすくめると、渋面の彼に向け、笑顔を作ってみせた。

「やはりぼくは君だった」

「……何だと？」

「ぼくの中にあるクレスへの愛は、どうやら君に由来するものだったらしい。ありがとう、そのことが知れてとても満足だ」

　彼はぽかんとした表情でぼくを見つめた。

　そんな彼を、ぼくは無視することにした。あとのことを考えるのは彼の仕事だ。

「さて一つと言いながら、質問をしすぎた。まあついでだし、最後にもう一つだけ答えてくれないか。クレスは無事か？　ぼくはピルサで彼女を守れなかった」

「……捕らえた敵の傭よう兵へいの中に、彼女らしき変モ異ル種フがいるという報告を受けている」

「君は直じかにクレスに会わなかったのか？　自分の弱さと向き合う機会だったのに、勿もつ体たいない」

「黙れ！　もはやピルサなど過去の話だ！」

　彼は大声で叫んだ。

「そうだ、すでにピルサは落ちた！　攻略不可能と呼ばれる要よう塞さいをオレたちは落としたんだ！　次はこの都市だ！　オレはここまで来たぞ、ブラックストーン！　お前の心臓部まで！」

　彼は剣を抜き放ち、自分を奮い立たせるように言った。

「この都市を破壊する！　新教と、その理想を求めて散ったオレの仲間たちのために！」

　ぼくも剣を抜き、彼へと応こたえる。

「それはできない。ぼくが君を止めるからだ」

「お前がいる限り、オレは不死身なんだよ！」

　ぼくは剣を構え、彼が放った渾こん身しんの一撃を受け止めた。

「どけ！　ただ命令に従うだけの人形にオレたちが負けるか！」

「確かにぼくはずっとクレスの命令に従ってきた。考えてみると、ぼくは卑ひ怯きよう者だったかもしれない。命令に従うと言っていれば、自分の罪を透明化できるからだ。そうやってぼくの犯した罪を、全てクレスになすりつけるようなことをしていた。けれどいま君の話を聞いて、ようやく自分の意志と責任でやりたいことが見つかったよ」

　剣をはじき返してやると、彼は燃える瞳ひとみでぼくを睨にらみつけた。

「君をクレスに会わせる。君は自分の弱さに向き合わなければならない」

　そして、それはクレスも同じこと。

　ごめんなさい、とぼくに謝ったクレス。彼女はトトポンを好きでいたかった。そのためにコミュニティを逃げ出したトトポンを探さず、ぼくを作り出したのは彼女の弱さだ。

「クレスが変わってしまうのを恐れたのは、君だけじゃない。クレスもそうだったんだ。君たちはもう一度会わなければならない。ぼくが生まれてきた理由があるとしたら、きっとそれは君たちを引き会わせるためだ」

　先生に教えてもらったこと。それがいまのぼくを動かしている。

　ぼくは、クレスでありトトポンだ。




　　　　　２




　都市の石畳を踏んだアルバレスは、ためらいなくフードを脱ぎ去った。それは彼の中で、《瞑めい師し》と呼ばれていた過去を捨て去るということでもあった。

　もうあの顔はいらない。

　陰いん鬱うつとした洞窟から日の当たる地上にでたことで、暗く不安だった気分が一いつ瞬しゆんで朗らかさを取り戻す。

　ブラックストーンの社会を変えることができる。この困難な仕事を、たった一人でやり遂げられる。

　長く孤独な戦いに、勝利を刻みつけるまでもう少しだ。

　新教国を巻き込んだ計画は全て盤上に揃そろい、あとはその後始末をするだけでいい。都市に残る元《死越え人》たちを制圧し、この都市に近づいているという新教国軍を駆逐する。都市民の中には愚かにも新教へと加担する勢力がいるようだが、彼らは結局日和ひより見み主義者。直接手を下す必要はない。むしろ、都市の血を無駄に流すのは避けるべきだ。

「さあ行こう。ブラックストーンの忠実な剣よ」

　アルバレスは死し霊りよう器き兵へい隊に命じ、大通りを進軍させた。

　同時に、地下から続々と吐き出される英霊たちの死体も、都市へと解き放つ。

　死し人びと兵へいを見た市民は、口々に歓声を上げた。

「ブラックストーンの伝説だ！　この都市の危機に英霊が目覚めたのだ！」

　中には涙を流し、死体の軍団に向かって祈りを捧ささげる者までいる。

　しかしアルバレスは、決して彼らを愚か者だと思わなかった。彼らは都市の子らだ。彼らの思想が都市を育て、強固にし、これからの繁栄を支えていくのだから。

　もはや都市の最高意思決定機関は機能していない。しかしいまとなって、都プ市リ評オ議ー員リの言葉は必要なかった。もちろん、彼らに後々文句を言われる筋合いもない。なぜならこれがブラックストーンの答えだからだ。

　聞け、これがここに住む人々の声だ。市民はいま《力》を得て感激しているではないか。

　アルバレスは物言わぬ軍隊を引き連れて橋を渡ると、ボルグラス外郭部の崩された都市壁まで進んだ。勇気を得た市民の中には身の回りにある簡単なもので武装し、その行軍に加わる者までいた。アルバレスは彼らを見て頼もしく思った。これが都市への忠実さを取り戻した人間の、あるべき姿だ。

「貴殿らは自分の仕事をやれ」と、アルバレスは彼らを諭した。「貴殿らの仕事は都市を愛し、都市の発展のために尽くすことだ。都市のために死ぬことではない」

「ですが書記官さま……あなたや他の人たちだけに行かせるわけには……」

　彼らが気にしていたのは、軍隊とともに進む死し世せい学がく者しやのことだろう。確かに大した装よそおいもつけずに歩く様子は、いかにも危うさを感じさせる。

「私はこの仕事が本分だし、死し世せい学がく者しやは死し霊りよう器き兵へいに命令を出さなければならない。ただ私も彼らも戦場に出ることはないのだ。都市のために、必ず生きて帰る義務がある。安心しなさい」

　そう。戦争は人ならざる者が行う。思考ある都市の子は、それをもっと有意義な場所で使うべきなのだ。富を築くのも、信仰に生きるのもいいだろう。

　アルバレスは全てを許していた。小市民的と罵ののしっていた行為や、欲深い経済活動もいまや全てが愛いとおしく感じた。それらは全て、ブラックストーンの望んだものなのだから。

　アルバレスは市民を追い返すと、新しいブラックストーン軍とともにさらに進んだ。

　すると遙はるか彼方かなたより地響きが聞こえ、大群が首都に迫っていることがわかった。

　しかしアルバレスには敗北などまったく考えられなかった。ブラックストーンには死し世せい学がくがある。敵を殺せば、それはこちらの戦力を増加させることに繫つながるのだ。どうあっても、新教国はこの都市を攻め落とすことなどできない。

　都市を抜け、広大な平野で軍に防御陣形を組ませる。

　規律のみに従う兵たちの様は圧巻だった。傭よう兵へいなどという汚けがらわしいハイエナどもがいないだけで、戦場はこうも引き締まる。

　アルバレスの目はいまから行われる首都防衛戦だけでなく、すでにピルサの奪還にまで及んでいた。新教国側から攻める場合と、首都ブラックストーンから攻める場合では、ピルサはまるで違った表情を見せる。こちらからなら、壁外街にある地下道を通って比較的安全にピルサへと入ることができる。

　地の利があるうちに、要よう塞さい都市を奪還しなければならない。地下道の抜け道全てを塞ふさがれてしまってからでは、また事は面倒になる。ピルサの奪取までは気が抜けなかった。

　地平に見えていた大群が影を大きくし、次第に迫力とともに迫ってくる。敵と、死し霊りよう器き兵へいとの距離が詰まっていく。

　アルバレスが違和感を覚えたのはそのときだった。

　なぜ敵はあれほどの数がいるのだ……？

　新教国兵の数は、ピルサを侵攻したときで一万程度だったはずだ。しかも、その全てを今回の攻撃に回すことはできないだろう。ピルサを支配するために、幾分かの兵を残しておかなければならないからだ。

　それにしては、敵兵の数は多すぎた。しかも、一万どころの話ではない。ざっと見ただけでもその倍はいるのではないか。まさか新教国本国から援軍があったのか？　この短期間で？

　目を凝らし、兵の中に片腕を失った人間を見つけたとき、アルバレスはぞっと背筋に寒気を感じ取った。

　その人間だけではない。その横にいる人間は胸が裂けて内臓が飛び出しており、さらにその横には、両足を失い、這はって進む者もいる。

「……何ということだ」

　アルバレスは呻うめいた。

　彼らは死し人びと兵へいだ。

　大量の死し人びと兵へいが、ブラックストーンに向かって侵攻してくる。

　よくよく見渡すと、大群の中には死し霊りよう器き兵へいの姿も散見していた。

　なぜ、という問いに対する答えが、一人の少女の名前を伴って現れる。

　クレッシェンド・イマジナル。

　こんなことができるのは、彼女をおいてあり得ない。

「……まさか、ピルサの死体を……？」

　思いつきで呟つぶやいた言葉だったが、その発言にはこれ以上ない説得力が備わっている。

　そうだ、それ以外は考えられない。破壊されたピルサには傭よう兵へいの死体があり、市民の死体があり、傭よう兵へい隊の所有する死し霊りよう器き兵へいがあった。

　イマジナルがそれらを利用したとしても不思議はない。

　死者の暴動。死は敵兵全てを飲み込み、この戦争に思いもよらないかたちで決着をつけた。迫っていると思っていた敵は消え去った。それも、一いつ瞬しゆんにして。

　死者の大群が止まり、たった一人で平原を歩いてくる少女がいる。

　いつも装着しているサークレットを外し、その下に隠されていた額の瞳ひとみが怪しく輝いていた。

　次の瞬しゆん間かん、彼女の背後で死者たちが崩れ落ち、アルバレスとともに進軍していた死し霊りよう器き兵へい隊もそれに倣ならった。

　アルバレスは動けなかった。少女の圧倒的な力を前にして戦せん慄りつし、彼女が近づいてくるのをただ茫ぼう然ぜんと眺めていることしかできなかった。

「書記官さま。ただいま戻りました」

　少女は笑みを浮かべて言った。

「こ、これは驚いた。貴殿であったか。私はてっきり敵の大群が押し寄せてきたのかと思ったのだ。そのために、コスモ・ブラックストーンに兵まで借りたのだがな……」

　やっとの思いで、言葉を返す。

「実は先ほど追いついたところなのです。ピルサを敵の本隊が出発してから、手薄になった統治軍を死者で掃討しました。その後、全ての死者で本隊を追いかけて飲み込んだのです。驚かせてしまったのなら申し訳ございませんでした」

　ぺこりと頭を下げる少女。アルバレスは彼女に、引きつった笑顔を返した。

「い、いやそれは構わぬ。貴殿が無事で何よりだ……貴殿はブラックストーンを救った英雄だ。見よ。敵は市壁を破壊し、都市にまで侵入したのだ。仮にさらなる敵が攻めてきていれば、被害はもっと甚じん大だいなものになったであろう」

　後ろを振り返り、崩れ落ちた都市壁を指し示す。

「それは何よりです。わたしはブラックストーンに雇われているのですから、この都市を守れたことを何より誇りに思います」

「貴殿に対し、我々は少し誤解をしていたのかもしれぬ。貴殿を軽んじていた。これまでの非礼を詫わびなければ。これほど偉大な魔法士は、フェオーリア中を探しても見つからぬ……」

「そう思いますか？」

　イマジナルが、すっと目を細める。

「も、もちろんだとも……」

　滴したたり落ちる汗を拭ぬぐい、彼女を見つめ返す。アルバレスは震えていた。

「遅すぎるのではないですか？　特に、あなたはわたしの力をご存じだったはずです。なぜ、いまになって認めるようなことを言うのです？」

「何のことだ、イマジナル？　私はいま貴殿の力を目まの当たりにし、驚嘆しておるのだ。あれだけの死し人びと兵へいを支配下におく魔法など聞いたことがない……」

「ならば書記官さま。一つお尋ねしてもよろしいですか？」

「な、何を……？」

「わたしが先ほど平野を歩いていると、遠くからブラックストーンが見えたのです。都市はとても不思議な光景の中にありました。巨大な魔法陣が浮かび上がり、都市の上空を覆い尽くしていたのです。わたしはその魔法陣から作り出される魔法を知っていました。なぜなら、それはもともとわたしの魔法なのですから」

　少女は人差し指をピンと立て、その先に魔法陣を浮かべる。小さく縮小されているが、それはアルバレスが《汚けがれた地》で手に入れた魔法陣とまったく同じものだった。

「死世魔法です」

　彼女が言うと、周りの死し世せい学がく者しやたちが驚嘆の声を上げる。

「書記官さま。ここから先は、あなたと二人で話したいのですが」

　アルバレスはぞくりと悪お寒かんを感じた。にこやかな表情を張りつける少女から、目を逸そらすことができない。

「き、貴殿らは都市へと戻れ……もう危機は去った……ブラックストーンは安全だ……」

　死し世せい学がく者しやたちにそう命令し、アルバレスは少女と二人きりで都市外に取り残された。

「……あなただったのですね？」

　しばらくして、少女は口を開いた。

「わたしが迫害されながらも、ずっとブラックストーンにいた理由をお話ししましょう。わたしはこの都市に、わたしの死世魔法をひょんなことで使えるようになった幸運な者を探しにきていたのですよ。死し世せい学がくの受け皿となるブラックストーンなら、死世魔法を隠す絶好の場所だと思ったのです。傭よう兵へい業は、そのついでのようなもの」

　少女は続けた。

「魔法アルテの長であるソデリーンさまの寵ちよう愛あいを受けられたのはこれ以上ない幸いでした。なぜなら、あの方の下なら、この都市で流通する魔法のことが全てわかると思ったからです。もちろん、わたしは簒さん奪だつ者のことを悪く思ってはいません。それはわたしが幼かったが故に犯したミス。今回のことは、そこから生じた問題です。愚かしいことに、最愛の霊を手に入れて盲目となったわたしは、魔法陣が変化していることにしばらく気がつかなかったのです。ですから、その方にはただ魔法を返していただこうとだけ思っていたのですよ。いまでこそ簒さん奪だつという表現を使っていますが、魔法陣との接触が事故だったということもあり得ます。もし悪用さえしていなければ、事を荒げる気はありませんでした」

「ち、違う……貴殿は何かを誤解しているのだ。私は……」

「私は？」

　問われて、アルバレスは口をつぐんだ。

「私は、何です？　死世魔法を所有していない？　それとも所有しているが、悪用はしていない？」

「私は……違う……死世魔法など知らない……」

「いいえ、あなたは《死越え人》を作り出しました。死世魔法を所有しているのはあなたです。彼らを導いて都市に入らせた後で、魔法を解除しました。それは悪意に満ちた行為でしょう。新教国にとっても、ブラックストーンにとっても」

「証拠はどこにあるのだ！」

　アルバレスは震える身体からだを必死に抑え、声を絞り出した。

「あなたはソデリーンさまを殺しましたね？」

　しかし少女は絶望的な言葉を返す。

「あの方が教えて下さったのですよ。あなたの計画の全てを。死者が何も語らないのはエンド・フィニータスが現れるまでの世界においてです。口封じに殺すなどという方法は、もはや何の意味もありません。彼らは饒じよう舌ぜつに真実を語ってくれますよ。未いまだ霊を正しく捉とらえられていないあなたや、ブラックストーンの従ク霊ラ魔ー法ラではまだ難しいかもしれませんが」

　少女は憐あわれんだ目でアルバレスを見つめる。

「そう、とても悲しい使い方です。あなた方は方法論を学ぶ前に、霊を捉とらえ切れていない。だからわたしは死世魔法を広めたくないのです。いまこの都市には、あなたの死世魔法で動く英霊たちの死し人びと兵へいがいるのでしょう。彼らにふさわしい霊をふさわしいかたちで与えてやれば、戦力という意味だけでなく、何よりも強力な知識の宝庫になるというのに」

「人形に、知識だと……？」

「人形ではありません。彼らはわたしたちの命令を聞くだけの玩具おもちやではないのですよ。あなたも見ていたでしょう。わたしの横にじっと控えていたトトポンを。そしてあなた方がわたしを嘲ちよう笑しようしたとき、怒りを露あらわにした彼を」

「あれは貴殿がそう命じたからだ！　そうだろう！」

「いいえ？　そのように見えたとしたら、それがあなたの力の限界なのではないですか？」

　その言葉は、アルバレスの信念を粉々に打ち砕いた。

　この小娘は、人形遊びをしていたはずだ。自分の言葉を代弁させる人形を、傍そばにおいていたはずなのだ。

　軍事会議で侮辱を受けた際、机に拳こぶしを叩たたきつけた人形。

　フィニータスの話を自慢げに話す際、隣で笑みを浮かべていた人形。

　それらは怒りであり、優越感だ。

　しかし、それらは誰だれの感情だ？　イマジナル自身の感情ではないのか！

　アルバレスが彼女の行為をそう見積もっていたのは、自分にそれ以上のことができなかったからだった。アルバレスは力に限界を定めていた。しかし自分のその限界は、この少女にとっての限界ではないのか……？

「……お、お前が！」

　アルバレスは、悲痛を露あらわに叫んだ。

「お前が連れていたあの死し人びと兵へいたちはどうなのだ！　見ろ！　傷つき、身切れた死し人びと兵へいまでいるではないか！　お前の方こそ、死を軽んじているではないか！」

「わたしは霊の話をしているのですよ、書記官さま。死はまた別の話です。確かに彼らは死んでいますが、彼らの霊はここにあります」

　と、少女は自分の頭を示して言う。

「わたしは霊の住処すみか。彼らの声を聞き、全てを結びつける社会です」

「社会だと……？」

「審判の日、全ての死者が蘇よみがえる……ブラックストーンにも似た伝説はありますが、それはエンド・フィニータスの時代から受け継がれてきた教えでもあります。人々はいずれ、噓うそ偽りのないありのままの姿で神の前に召されるのです。エンドの名を与えられたわたしたちは審判の日まで、霊たちの依より代しろとして意識を運ぶという役目があるのですよ」

　少女が腕を振ると、アルバレスの背後でガチャリ、ガチャリと金属の触れ合う音が響く。力を失っていた死し霊りよう器き兵へいが、イマジナルの魔法を受けて再び立ち上がったのだ。

「話は終わりです、書記官さま。最後に、あなたの意志に問いかけましょう。あなたはソデリーンさまを殺害する前、あの方にトトポンの話をされていましたね。彼はいま、どこにいるのです？」

　そのときアルバレスは、全てが終わるのを悟った。目を閉じ、小さく呟つぶやいて返す。

「……私の霊に聞け」

「ではそうしましょう」

　死し霊りよう器き兵へいが襲いかかり、アルバレスの身体からだに槍やりを突き入れた。

　意識が闇やみに覆われる寸前、アルバレスはイマジナルの声を聞いた。それは、ぞっとするほど冷たい声だった。

「……やっと見つけた、トトポン。ようやくわたしは、自分の罪と向き合うことができる」




　　　　　３




　真まっ赤かに燃える溶岩地帯で、トトポンは器械人形と戦っていた。

　剣と剣が触れ合い、火花を散らす。二人の戦いは、互いが鏡面に映った像のようにそっくりだった。

　トトポンが剣術を学んだのはコミュニティにいたころだ。幼いころから新教の兵士に憧あこがれていた彼は、毎日剣を振って身体からだを鍛えた。となれば、そのころの記憶を持つ器械人形にもその技術は備わっているに違いない。

　しかも身体的な能力では相手の方が上だ。どういう原理か知らないが、重い鋼はがねで覆われる相手の方がすばやく動き、鋭い一撃を繰り出してくる。

[image: ]

　動きを読まれているが、それよりも動きを読めていることの利点の方が勝り、トトポンは渋面を作った。太た刀ち筋すじを読めるからこそ、ようやくこの戦いのスピードについていける。

　屈辱だった。

　トトポンは目の前の二本角を、燃える瞳ひとみで睨にらみつけた。

　怒りの所在はそれだけではない。この器械人形は先ほど意味深な発言をして、トトポンを強く動揺させた。

　どういう意味だ？　沸ふつ騰とうする頭で、トトポンはそのことを考えていた。

　こいつの愛が、オレに由来する？　クレスのことを好きだと思う、こいつの感情が？

「……馬鹿らしい！」

　横にないだ剣を、器械人形は後ろに大きく飛び退すさってかわす。

　トトポンは腰から短刀を抜き、二本の刃やいばをもって敵へと切迫した。

「……その戦い方は知らないな」

「オレが自分の過去になど負けるか！」

　トトポンは攻めの剣技ではなく、間合いの確保を中心とする戦闘型に切り替えて戦うことにした。柔術を取り入れたその型は、死にながら学んだトトポンの経験から成り立っている。この型なら受け切れまい！

　動きのわかる相手なら、特にそれらに対応する技で戦闘を組み立ててやるのは容易だ。

　オレの攻撃に対して、お前が防ぐ剣の角度は──!!

　長剣がぶつかり合った瞬しゆん間かん、トトポンはしゃがみながら鋭く回転し、足払いを見舞った。踵かかとが固い脚にあたったが、びくともしない。

　……こいつはどれだけの重量を備えている？　思いながら、トトポンはもう一本の足も投げ出して器械人形の膝ひざ付近を挟み込むと、床に手をついて思い切り横方向へと力を込め、相手の足を軸に回転した。

　器械人形の背後を取った瞬しゆん間かんに飛び起き、短刀の突きを繰り出す。

　光刃がひらめき、敵の首筋に迫る。しかし敵は両手で握っていた剣から片手を離すと、その手の人差し指と中指で短刀の一撃を止めた。

「ぼくにとっても過去だ。君だったときの記憶は。ぼくは血の肉体を脱ぎ捨てたけれど、代わりに新しい鋼はがねの身体からだを手に入れた」

　瞳ひとみが周りの溶岩の赤い光を帯びてギラリと輝いたかと思うと、器械人形は短刀を二本の指だけで切断した。

　それは切断というより、挟み潰すと言う表現の方が正しかったかもしれない。

　トトポンは慌てて距離を取ってから、刃先を失った短刀を矯ためつ眇すがめつ眺めた。

「……とんでもない力だ」

　改めて驚嘆する。

　しかし、息をついている暇はない。

　器械人形が振りむき、腕をなぎ払うと、ねじ切られた刃先が投とう擲てきされた。長剣で止めようとしたものの、勢いを完全に殺し切れず、跳ねた刃やいばが右肩に突き刺さる。

　投げる動作とともに身体からだを回転させ、溜ためを作っていた器械人形は、思い切り地面を蹴けりつけるやいなや、恐ろしい速度で距離をつめてくる。

　右肩に食い込んだ短刀の一撃で隙すきができていたトトポンは、その攻撃を避けられなかった。繰り出されたのは剣ではなく、それを持たない方の手の拳こぶしだった。器械人形の拳こぶしはトトポンの身体からだを貫通した。肘ひじ付近までが肉に埋まり、目の前にチカチカと火花が飛ぶ。

　致命傷だ。普通であれば。

　トトポンは腕にしがみつき、それを自分の体内に長く滞在させようとした。思考はぼやけていたものの、そうすることが何より重要だと悟っていたのだった。

　しかし器械人形は腕一本でトトポンの身体からだを持ち上げると、その腕を力任せに振るい、突き刺さったままの肉体を投げ飛ばす。

　身体からだから腕が勢いよく抜け、大きく宙を舞ったトトポンは、信じられないほど遠くの地点に叩たたきつけられることになった。

「ガ、ガハッ……!!」

　巨大な投石機もかくやとばかりの力。身体からだが意思に反して痙けい攣れんする。胸に開いた大穴が、トトポンに何百、何千回目かの死を与えようとしているのだろう。

　しかしトトポンは、ゆっくりと歩いてくる器械人形に向けニヤリと笑顔を作った。

　それはほとんど強がりにすぎないが、強がれるだけの根拠がこちらにもある。こちらは絶対に負けない。負けない限り、いつか必ず勝機が見えてくる。

　オレほどお前にとって厄介な敵はいるまい。お前が存在する限りオレも存在し続けるんだからな……。

　肉体が修復され、意識を取り戻したトトポンは、即座に跳ね起きた。

　向かってくる器械人形の遙はるか後ろの回廊に、亀裂ができている。先ほどあの器械人形が突進を仕掛けるときに蹴けりつけた足場だろう。亀裂は次第に大きくなり、そこにどろりとした溶岩の赤い流動体が染しみ込み始める。

　トトポンはつま先で二度、トントンと回廊を蹴けってみた。不思議な素材でできた足場は、固い反応を返してくる。脚力だけでこの素材に傷をつけるなど、信じられない化け物だ。

　まともにぶつかっても敵かなわない相手だということが、すでにわかっていた。

　トトポンは懐ふところから小動物の臓器を脂で固めた《爆弾の種》を取り出すと、左手で握りしめた。

　魔法だ。この化け物を仕留めるには、オレの魔法しかない。

　右手に剣を、左手に秘策を握りしめ、再度攻撃を開始する。

　横なぎの剣をしゃがんでかわし、即座に顎あごを狙ってくるひざ蹴げりを肩で受ける。衝撃を利用して回転し、バックブローの要領で剣の柄つかを相手の腰に思い切り叩たたきつけた。

　肩が粉砕された感触。

　同時に、手て応ごたえがあった。

　しかし、器械人形は冷静な瞳ひとみでトトポンを見下すだけだった。

「……随分頑丈だな」

「そろそろ生なま身みの人間と戦っているという意識を切り替えた方がいい」

「もとより、そのつもりだよ……!!」

　トトポンは視線の先──死角に回り込んだ際のどさくさ紛れで放り投げていた《爆弾の種》に向け、力を放った。

　器械人形がはっと上を仰ぎ見たときにはもう遅い──《種》は近くまで落下してきており、すでにそれを育てる魔法陣が浮かび上がっている。

　弾はじけろ！　と、トトポンは暴力的な念を送った。

　この距離なら自分も巻き込まれてしまうが、そんなことは百も承知だ。

　オレごと吹き飛ばしてやる！

　魔法陣が光り輝き、魔法が《種》を爆弾へと変える……!!




　──そのはずだった。




「な、何だと……!?」

　魔法陣は雲うん散さん霧む消しようし、宙を舞っていた《種》がコツン、と床に落ちる。《種》はぶすぶすと煙を吹き出していたが、爆発は起きなかった。

　不発!?　馬鹿な──!?

　こんなことはいままでになかった。

　想定外の出来事に動揺するトトポンを、器械人形の奇妙な笑顔が襲った。

「……こうやるんだろ？」

　トトポンはその瞬しゆん間かん、ぞくりと悪お寒かんを覚えた。

　落ちた種を中心にして、魔法陣が浮かび上がっている。

　それはトトポンの魔法陣だった。

　新教国の人間しか持っていないはずの、破壊魔法ニトロ。

　次の瞬しゆん間かん、器械人形がトトポンの頭を捉とらえて膝ひざを放ち、目の前に火花が散る。

　脳が揺れて足腰に力が入らず、トトポンは爆心地から逃げることができなかった。身体からだを丸め衝撃に備えようとしたものの、それも間に合わないまま、爆弾と化した《種》が破壊的な力を解放する。

　熱を帯びた巨大な一撃が空気を焼き、トトポンの身体からだをズタズタに引き裂いた。

「………!!」

　喉のどが焼かれ、叫び声すら上げることができない。

　体中を爆弾に変えて爆発するのとは、また違う苦しみがあった。まずトトポンは意識を失わなかった。即死しなかったのだ。機動性を重視していたとはいえ、鎧よろいを着ていたからだろう。しかしそれで守り切れなかった五体はぼろぼろだった。むき出しの筋繊維を皮膚が覆っていくさまを、トトポンは瞼まぶたをなくした瞳ひとみで見ていた。

　身体からだから苦く悶もんの波が引いても、意識は茫ぼう然ぜんとしていた。

「オレの魔法だ……どうして……」

「そう、君の魔法だ。だから、ぼくの魔法でもある」

　トトポンはゆっくりと顔を上げ、器械人形を見つめた。

　視界が、頭部に備わる二本の角を捉とらえる。

　自分とまったく同じような、二本の角。

　ふざけている……!!

　ふつふつと怒りがこみ上げてくる。

　トトポンはもう一度懐ふところに手をやった。

「オレを模も倣ほうするだけの器械が！　調子に乗るなよ！」

　両の手のそれぞれ五指が作る合計八つの指間に八つの《種》を挟み、全てを敵に向かって投とう擲てきする。そしてすぐさま魔法陣を展開し、今度こそ破壊魔法ニトロを起動させようとする。

　対たい峙じする器械人形は、腕を上げただけだった。

　腕を上げ、トトポンの放った魔法陣に、ぴんと人差し指を向ける。

　次の瞬しゆん間かん、魔法陣の上に、それとは逆向きの新しい魔法陣が描き加えられ、二つは音もなく対つい消しよう滅めつした。

《種》は先ほどと同じようにぶすぶすと煙を上げながら、床に転がるだけだった。

「そんな……そんな、馬鹿な……!!」

「対抗呪じゆ文もんのもっとも簡単な方法は、魔法陣に対して同じ魔法陣を逆向きにぶつけてやることだ。魔法の基本だろ？　といっても、君の魔法陣はぼくが知っている頃ころとは大分変化しているようだから、完全に打ち消せるわけではないみたいだね」

　器械人形は飄ひよう々ひようと、そんなことを言う。

　この化け物には何度も驚かされるが、今回ばかりは洒落しやれにならない。

　正しよう真しん正しよう銘めいの怪物だ……!!

　ピルサでこの器械人形が言った言葉を、トトポンは一笑に付した。自分で訊たずねた質問の答えでありながら、器械人形に「魔法が使える」ことなど、絶対にあり得ないと思っていたのだ。

　なぜなら。

　トトポンは戦せん慄りつしながら、ごくりと生なま唾つばを飲み込んだ。

　魔法陣は思考の象しよう徴ちよう。意識の象しよう徴ちようである。

　人間以外の魔物に魔法陣が形成できない理由はここにある。彼らは本能で動き、決められた条件の出来事に決まった反応を返す。複雑な行動を取っているように見える生物は、その反応が極めて多様になっているだけだ。

　人間は違う。人間には思考がある。ときには本能を抑え、長期的なスパンで物事を考えて利益を選択することができる。

　フェオール旧教が差別的な態度を取りつつも、変モ異ル種フの地位を向上させてきたのはこのためだ。彼らは、思考の象しよう徴ちようである魔法陣を扱えるのは人間のみである、という範はん疇ちゆうを作りたかったのだ。

　新教の思想では、その魔法こそ、世に散らばる魔物から得た恩恵であるという位置づけではあるものの、それでも野放図な魔法を魔法陣にまで昇しよう華かできたのは、やはり人が思考を持つためだと理解されている。

　魔法陣は思考の象しよう徴ちよう。

　その思考の結晶がいま。

　目の前の器械人形によって、操られているのだ。

　驚かないわけがない。

　この器械人形には意識がある。鋼はがねの身体からだの中に、人の思考を抱いている。

「人に近づいた器械を化け物らしいと感じるとは思わなかったがな……」

　トトポンは呟つぶやいた。怒りで熱くなっていた頭は、すでに急速に冷えている。

「お前に似た人形をピルサで破壊した。女型の奴やつだ。そいつにオレは、意識があるのかと訊たずねた。するとそいつは……いや、彼女は……『わからない』と答えたんだ。オレはそのとき、彼女の言葉に意識を払わなかった。だが、いまになって思う。あれは、どういうことだ？　どういう意図で紡つむがれた言葉だったんだ？　お前になら、彼女の言葉の意味がわかるか……？」

「パルにも、もちろん意識はあっただろう。ぼくに意識があるように。そして、君に意識があるように」

　トトポンを見つめたまま、《彼》はそう言った。

「しかしパルはそんなことを言ったのか？　となるとやはり彼女は、ぼくよりも随分と先を行っていたみたいだ。彼女は自分の中にいるクレスに気づいていたんだよ。ぼくたちの思考は、君がピルサで言ったように、クレスによってかたち作られたものだから。パルはそれが自分の意識かどうかわからなかったんだろう。でも、ぼくたちの意識はもちろん、クレスだけのものでもない。記憶がクレスとは別の誰だれかのものだから。いまになって、ようやくぼくにはそのことがわかった」

　トトポンはしばらく、何も言えなかった。

　目の前の《彼》に人格を感じ、単なる器械と思うことができなくなったのだ。人の思考たる魔法陣が他人の接触を受けて変化をするように、トトポンはそこにいる器械人形に《人》を感じて、考えを改めざるを得なくなった。

　それは器械人形に意識があるかどうかの問題だけではない。トトポンが、その意識をはっきりと認識することが重要だった。

　そこには多角形の限界を突破し、円にまで辿たどりついた精神があった。《彼かの世よ》と《この世》が重なり合い、それでいて別個に存在し、立体すら超えて描き出される唯一の模様。

　世界は人の中にあるが、人は世界の中に存在している。独どく我が論ろんは昇しよう華かされ、実在論は解体され、お互いの世界は境界線で一致する。

　世界のデッドロックが、いま外れようとしている。




　ようやく心が落ち着いたとき、トトポンの頭に浮かんできたのは、ある意味馬鹿げた質問。

　しかし、それでいて何より重要な質問──




「お前の名前は何だ……？」

　トトポンは《彼》に訊たずねた。




「トトポン」

《彼》がトトポンに答える。




「だが、君を模しているだけじゃない。君をもとに、思考を発展させてきた新しい意識だ」

「……なるほどな。認めよう」

　トトポンは床に転がっていた剣を足で引っ掛け、上空に蹴けり飛ばした。落ちてくる剣の柄つかを、両の手でしっかりと握る。

「認めよう。お前を、もう一人のオレだと。だが、勝つのはやはりオレだ。オレにもお前にはない信念がある。この都市で仲間たちが死んだ。これまで多くの変モ異ル種フがいまの世界に迫害され、殺されてきた。オレは彼らのために、この世界を変えなければならない」

　諦あきらめないことだ。どのような困難が立ちふさがっても。トトポンは死なない。トトポンにとって、死とは諦あきらめて前進を止めることだ。

　そして、いま目の前に立ちふさがる敵は強大だった。かつてない敵……。

　自分がそこにいて、トトポンに攻撃を仕掛けてくるのだから。

　鋼はがねの強力な身体からだを持ち、魔法を操る思考を持ち、そして何より、愛を知る自分。

　剣をはじき返し、こちらの持つ最高の攻撃魔法を打ち消し、油断なき注意力で戦場を見渡す瞳ひとみを持っている。

　だが、たった一つ通じる攻撃がある。

　トトポンには秘策があった。

　チャンスは一度きり。不意打ちのような手なので、そう何度も使えるわけではない。

《彼》が一歩を踏み出す。

「君を止める方法を思いついたぞ。君は死なないが、死に続けることはできる。そうだろ？」

　その言葉にどきりとする。すぐ傍そばに広がるのは溶岩の海。

「……どうかな？」

　短く返してから、《彼》へと迫った。

　剣を合わせながら、攻撃のタイミングを計る。

　トトポンは、他の魔法を試してみた。これまで破壊魔法ニトロに頼る戦術のせいで、他の攻撃魔法はあまり研磨されていない。二、三の汎はん用よう魔法を魔法器官に収めている程度だ。

　だが、目くらまし程度にはなる。

　魔法陣を展開すると、《彼》はそちらに一いつ瞬しゆん目を向けた。破壊魔法ニトロではない。そう判断した様子が伝わってくる。

　魔法陣から飛び出した火球を、《彼》は剣の一振りで切り裂いた。その風圧が、トトポンにまで届く。力任せの魔法破壊。だが、もはやこの程度のことに驚かない。

《彼》が体勢を整える前に、トトポンは懐ふところへと飛び込んだ。

　しかしそのとき、トトポンはまた意表を突かれることになった。

　回転し、その勢いを殺すために体重が乗り切っているはずの軸足で、《彼》が蹴けりを放ったのだ。これまでの経験からは考えられない相手の動きに、トトポンは咄とつ嗟さの対応を取れなかった。

　重い蹴けりを腹に受け、身体からだがくの字に曲がる。

「ぼくは重心を自在に操れる。生なま身みの人間と戦っているという意識を切り替えろと言ったろ」

《彼》の手が伸び、トトポンの左腕を捉とらえる。

「捕まえたぞ。もう終わりだ」

　腕にみしみしと力をこめられ、トトポンは呻うめいた。

　そして次の瞬しゆん間かん、大きな旋回運動を感じた。

　投げ飛ばされる……!!

　行き先は真まっ赤かな溶岩だ。地の利は致命的なほどに《彼》にある。この場所でなければ、あるいはトトポンは、永遠に戦い続けることもできたかもしれない。しかし、先ほど《彼》が言ったように、死に続けることができる場所だけは駄目だ。

　もちろん、そういう場所はこの世界に圧倒的に少ない。

　トトポンは少し前、海底に拘束され、そこから脱出するという趣味の悪い訓練でもやすやすと地上へと戻った。自分に破壊魔法ニトロを放って、拘束具ごと自分をばらばらにするだけでよかったからだ。試したことはないが、深い土中に埋められても大だい丈じよう夫ぶだろう。

　しかし。

　この場所だけは駄目だ。

　沸き立つ溶岩地帯。蘇よみがえっても、また灼しやく熱ねつが周りで死の手助けをするような場所。これまで想像すらしていなかったが、こここそが《死越え人》のもっとも不利な戦場と言えるだろう。

　トトポンは右手の剣で、捕らわれている自らの左腕を叩たたき斬きった。

　中ちゆう途と半はん端ぱなスイングになった《彼》は、体勢を崩しつつも、トトポンを溶岩へと投げ出すことには成功していた。

　落下すれば終わりだ。眼下に広がる溶岩を見ながら、トトポンは自分の下に魔法陣を展開した。そして、火球を自分に向けて撃ち出す。

　大きく進行方向がずれ、トトポンはまた回廊へと舞い戻った。転がって勢いを殺し、何とか回廊から落ちないような場所でストップする。

「……しぶといな」

《彼》は呆あきれるように言った。

　トトポンは荒い息を吐きながら、失った左手を《彼》へと向けた。ぱっくりとした断面をよく見えるようにする。その様子は、相手に「待て」と懇こん願がんしているようにも見えたことだろう──

「どうした？　命いのち乞ごいでもしたいのか？」

　胡う乱ろん気に呟つぶやく《彼》に向け、トトポンはニヤリと笑った。

「……いいや、命いのち乞ごいをするのはお前の方だ」

「……何？」

《彼》の後ろには、溶岩に落ちそこなったトトポンの左腕が転がっている。

「オレの勝ちだ」




　次の瞬しゆん間かん、器械人形としてあらゆる攻撃をはじきかえしていた《彼》の、鋼はがねの左肩が吹き飛んだ。




　　　　　４




　二点の座標。ポイントはそこだ。

　きっかけは《死越え人》たちの間で、自分たちの身体からだが相手の剣や槍やりを腐食させるという共通理解があったことから始まった。誰だれもそれを深く考えなかったが、とにかく身体からだに食い込んだ物質は、それがどれほどの硬度を備えていても一いつ瞬しゆんで消えてなくなる。

　トトポンはあるとき、そのことを不思議に思い、皆で検証してみることにした。

　人差し指だけピンと伸ばした手の平を地面におき、その上から剣を地面に突き立てる。それで人差し指を切断できたわけだが、剣を地面から抜かずにそのままにしておいた。すると、ゴトリという音とともに、指が手の平の方向へと少しだけ移動したのだ。

　その少しだけというのは、つまりは突き刺さった剣の幅だけ、という意味だ。

　指はそこにあった剣を無視して、再生していた。

　そして剣はといえば、指の太さの楕だ円えん形に切り貫かれているではないか。

　トトポンは剣からすっぽりと指を抜くと、そこにできた穴を覗のぞき込んだ。

「どういうことだ、こりゃ？」

　誰だれも答えることはできなかった。ただ、再生は無から始まるのではなく、自分を構成している物質を元に行われるということだけは理解できた。

　新しい指が生えるのではなく、切り落とされた指が元に戻る。

　あくまでも、そこにあった物質が元の場所に戻っているだけ。焼死したりしたとき、皮膚がゆっくりと再生するように見えるのは、焼け落ちた物質一つ一つの塊があまりにも小さすぎるためだろう。血や他の体液も霧のようになるが、やはり流れ出た物質が姿を変えて元の身体からだに戻るに違いない。

　ではどのようにして？

　トトポンたちが導き出した答えは、例え離れているように見えても、元は一つであった二つの物質間の座標は、一致しているものとして扱われているのではないか、ということだった。

　そして、本来的に二点間にあったはずの空間は無視される。剣や槍やりが体内で消滅する理由はそこだ。そこにどれほど強きよう靭じんな物質があっても関係ない。なぜなら、物質は空間に存在するものだからだ。

「俺おれたちは《死線を越えた者リグライン》なんて呼ばれていますけど」

　部下の一人が笑いながら言った。

「とんだ死線の発生装置じゃないですか？　座標間に、あらゆる物質を消滅させる死線を生じさせるんですから」

　圧倒的な力だった。ただ、これを効果的に戦闘技術として確立する必要性はなかった。破壊だけなら、破壊魔法ニトロで十分だったからだ。

「ま、頭の片隅にでも置いとこう」

　トトポンは肩をすくめて言った。

「これは、破壊魔法ニトロが通じない相手が出てきたときの奥の手くらいに考えとけばいい」




　──その奥の手リグラインが、いま──

　目の前の《彼》に致命の一撃を加えたのだ。

　再生を終えた左手を、トトポンは強く握り締めた。

「勝つぞ、《死越え人》たち！」

　咆ほう哮こうしながら、トトポンは剣を構えて突進した。

「お前たちとともに得た経験が、いまもう一人のオレを倒す！」




　　　　　※




　左肩に衝撃を受け、ぼくは驚きよう愕がくした。

　何が起こったのかわからない。

　左腕が地面に落ち、無機的な音を響かせる。

　肩の断面から火花が散って、ぼくは初めて自分の身体からだが破壊されたのだと気づいた。

　茫ぼう然ぜんとするぼくの目に、彼の姿が飛び込んでくる。

　彼は身体からだの前に魔法陣を展開し、突撃してくる。

　破壊魔法ニトロ……!!

　気づいたぼくは、その魔法を打ち消すために魔法陣を展開しようとした。けれど、相手の方が一手も二手も早い。

　魔法陣はすでに光り輝いて力を放ち、ぼくの後ろに散らばって落ちている榴りゆう弾だんのような物質を爆弾へと変えている。彼が先ほどぼくの方に向け、投げて寄こしていた物質だ。

　連続して起こる爆発の衝撃に襲われ、ぼくは大きく体勢を崩した。

「……終わりだ!!」

　叫ぶ彼が、ぼくの身体からだに剣を突き入れる。

　重い衝撃。ピルサで味わったような、破滅的な一撃。

　胸を貫いた剣先が、背中から飛び出す。

　刹せつ那な、世界から音が消え去り、ときが止まったかのような感覚に陥る。柱同士が共鳴して起こるゴウンゴウンという重低音も、沸き立つような溶岩の流れる音も、ぼくの聴覚から消えてなくなった。全感覚が彼の放った一撃へと向けられ、いましがた起こった出来事への理解を促してくる。

　永遠にも感じられるような一いつ瞬しゆんが終わり、世界が音を取り戻す。

　破壊魔法ニトロの連続爆発は床に大穴を開け、先ほどぼくが作った向こうの亀裂とともに、回廊を切り取った。

　浮島状になった回廊の破片が、溶岩の海に流される。

　彼とぼくだけを乗せた小さな大地は、溶岩の中で塔のように聳そびえ立つ巨大な柱まで漂っていくと、そこに衝突して止まった。足場が揺れ、辺りに溶岩の赤い液体が舞う。

　ぼくは不安定な浮島でよろよろと後退し、膝ひざをついた。

　身体からだを思うように動かせない。重点操作が上う手まくいかない。

　これは、いま身体からだを貫かれたせいだけではなかった。先生からは、不安定な足場で戦うのだけはやめろと釘くぎを刺されている。船の上や、いまのような流動体に支配された足場での戦闘。回廊が回廊として固定されていればいいが、いまの浮島のように、足場がぼくの重点操作によって動かれると、何を軸に身体からだを支えればいいのかわからないためだ。

「……オレの勝ちだ」

　彼は静かに呟つぶやいた。

「いまのは……？　なぜ、ぼくは破壊されたんだ……？」

「奥の手だ。オレたち《死越え人》は、身体からだを再生させるとき、その間にある全ての空間を削り取る」

　彼は再生した左手を、ぼくの方へと伸ばした。

「……なるほど。してやられた」

　ぼくは呻うめいた。残った右の手で、胸に刺さったままの剣を引き抜く。胸から火花が散り、視界が明滅した。

　オレの勝ち……いま、彼はそう言った。

　ぼくは火花の混じる視界で、いまやぼんやりと映るだけの彼を捉とらえた。

　客観的に見れば、勝敗は明らかだった。ぼくはもう満足に動くことができず、彼は不死身の肉体で再生を繰り返す。

　なるほど、ぼくはまた負けるのか。

　一度ピルサで敗れ、ブラックストーンで再び敗れる。

　それもいいかもしれない。

　すでにぼくは、答えを得ているのだから。何よりも大切な答えを。

　満足すべきなのだろう。いや、もう満足している。

　ぼくは身体からだに残った力を振り絞り、瞳ひとみを見開いた。視界がクリアになる。彼の姿を──もう一人のぼくの姿を──しっかりと、把握する。




「……だけど、まだだ！　この程度ではまだ負けてやるわけにはいかない！」

　ぼくは重点操作を行い、自じ重じゆうを極限まで引き上げた。

　浮島の一方が沈み、片方が跳ね上がる。

　彼の身体からだは投石機の発射する石のように投げ出され、ぼくの方へと落ちてきた。

「君の剣を返そう。ぼくを貫いた剣だ！」

　言いながら、剣を彼の胸に突き入れる。

「ぐっ……ううぅぅ……!!」

「刀身を削り取っていいぞ。どうせ君の剣だから」

　ぼくは剣から手を離し、苦く悶もんの顔を浮かべる彼の顔面を摑つかんだ。ぎりぎりと締め上げ、指を頭ず蓋がいに食い込ませる。

「……奥の手を隠していたのは君だけじゃない」

　指の隙すき間まから見える彼の目が、驚きよう愕がくで見開かれる。

　次の瞬しゆん間かん、ぼくは右腕をパージした。重点操作の応用で右腕を水平方向に飛ばし、握り締めたままの彼を柱に叩たたきつける。

　轟ごう音おんが響く。足場が大きく揺れ、溶岩が跳ねる。

　先生はやると言えばやる人だ。ぼくは心の中で先生に礼を言いながら、身フ体レ境ー界ムの把握に努めた。右腕は推進の威力を増し、柱に彼の身体からだをめり込ませる。

「……これがブラックストーンの技術だ」

　いまや浮遊腕と化した右腕を、溶岩海の上にまで動かす。

　そこで宙づりになった彼は、もがいていた。

　あの腕の重量を増し、溶岩へと落とす。そして、それが溶けてぼくの身体からだだと感じなくなるまで、徹底的に溶岩の奥底へと彼を引きずり込む。

　それでぼくの勝ちだ。

　彼は再生を続けるが、同時に死に続ける。




「……だけど、ぼくの目的は君を負かすことじゃない」

　浮遊腕は彼を摑つかんだまま上昇し、近くの柱から伸びる別の回廊まで彼を連れていく。

　気づいたからだ。

　ぼくが目的を達したこと。望みを果たせたこと。

　彼を運んだ回廊に、少女が立っている。

　魔法を使うことがあったのだろうか、彼女はサークレットを外し、第三の瞳ひとみを露あらわにしていた。そんなクレスを見て、ぼくは改めて彼女を美しいと思った。




　　　　　※




　傍そばにいる少女に気づいたもう一人のぼくは、目を白黒させた。

「……く、クレス……？」

「久しぶり。また会えて嬉うれしいな、トトポン」

　クレスはにっこりと微笑ほほえんだ。

「わたしはずっとあなたと会いたかったのよ。わたしの罪。そして、贖しよく罪ざいのために。いま、ようやくわたしはわたし自身を許すことができる。そうよね？　罪は自分の中にしか存在しないんだから……」

　彼女のその言葉を聞いて、ぼくはぞっとすることになった。

　そして、自分の決定的な間違いを悟った。

「あなたには椅子からどいてもらうことにするね。わたしと、わたしの器械人形トポンのために」

　ごめんなさい、と泣いていたクレス。

　ぼくを作り出したこと。傍そばに置き、トトポンという名前を与えていたこと。

　それは彼女の中で、そこまで大きな罪に成長していたのか。

　彼女の前に、死世魔法陣が浮かんだ。




　　　　　５




「滅ロ霊ゼ魔ー法ス」

　クレスの呟つぶやきとともに、魔法陣の一部が強烈な光を放つ。

　その瞬しゆん間かん、ぼくは浮遊腕に力を込め、もう一人のぼくを突き飛ばした。魔法陣から放たれた光の刃やいばは、彼の胸をかすめて霧散する。

　できたのは小さな傷だったにもかかわらず、彼はこれ以上の苦しみはないとばかりに、激しい苦く悶もんの叫び声を上げた。

　ぼくは慌ててクレスに呼びかけた。

「く、クレス、何を考えているんだ！」

　彼女はぼくの方を見るや、途端に邪気のない笑みを浮かべる。

「ああ、トトポン。待ってて。いま、あなたを本物にしてあげる。この人が生きていることをずっと黙っていてごめんね。でも彼を消せば、トトポンはあなただけになる」

「やめろ！　そんなことをぼくは望んでいない！」

　そのとき陽かげ炎ろうの向こうから、大量の兵隊がやってくるのが見えた。

　死し人びと兵へいと死し霊りよう器き兵へい。どちらもクレスの忠実な手足と化している。

　クレスはもう一人のぼくに向き直った。

「もう戦いは無駄よ。ブラックストーンを攻めていた新教国軍は全滅したから。トトポン、あなたを除いて」

「ぜ、全滅？　噓うそをつくな！　ピルサから大群が押し寄せてきていたはずだ！」

「その大群と一緒にわたしがきたと言えば状況は飲み込める？　彼らはもう生きていない。ほら、向こうからくる死し人びと兵へいを見て？　あの中には新教国の兵隊も混じっている。ピルサからわたしが連れてきたから。トトポン、あなたと新教国は負けたのよ」

　その言葉が、彼にどれだけの衝撃を与えたかは明らかだった。

　まず驚きよう愕がくに目を見開き、それから理解が及ぶと、彼は力なく崩れ落ちた。

「あなたが瞑めい師しと呼んでいた人間の霊も呼んだの。だから、わたしにはこの都市の状況が全てわかっている。新教国軍はブラックストーンを攻め落とすことはできなかった。多くの人が死んだけれど、都市に対する致命の一撃とまでは至らなかった。ブラックストーンはいまの姿を継続する」

　クレスの言葉を受け入れるように、彼は大きく身体からだを震わせた。

　回廊に二粒の涙が落ちる。

「……オレたちは、負けたのか……」

　不屈の闘志で立ち上がってきた彼は、ついにその前進を止めることになった。

　涙さえすぐに蒸発してしまいそうな場所。そこで、彼は泣き続けた。

　クレスはもう一度魔法陣を展開しながら、彼のもとへと歩み寄る。

「大だい丈じよう夫ぶ。もう苦しみも悲しみも、何も感じることはないから。あなたを成立させている霊をあなたから奪ってあげる。楽にはならないよ。そう感じることすらできなくなる」

　ぼくは揺れる足場から跳躍した。精密な重点操作はうまくいかなかったものの、いまはクレスと彼のもとに辿たどりつく推進力が得られれば十分だった。

　切り離した腕を身体からだに戻し、回廊に着地する。

「やめろ、クレス！」

　ぼくは制止するように、彼女へ向けて腕を伸ばした。

「どいて、トトポン。どうして邪魔するの？」

「彼は君が愛している男だ」

「そうよ。だからあなたを作った。わたしがわたしでいるための魔法。どこかにいってしまいそうな自分自身をつなぎ止めるための。わたしはトトポンを愛しているからこそ、クレスでいられる。エンドの魔法は凄すごいわ。わたしの中に社会を形成して、わたしがわたしでいられなくなってしまうほど。『クレッシェンド・イマジナル』も、確かにわたし。でも、わたしは元のわたしも捨て切ることはできない。それは本当に恐ろしいことだから」

「矛む盾じゆんしてるだろ。なら、なぜ彼を消そうとするんだ！」

「わたしはトトポンが好きなの。そのことが重要。それなら二人もいらないと思わない？　わたしはわたしの傍そばにいて、わたしのことを好きでいてくれるあなたの方を大事にしたいだけ。え、わたし、おかしいこと言ってるかな……？」

「君が好きなのは彼であって、ぼくじゃない。ぼくは代用品のはずだろ」

　ぼくが言うと、途端にクレスは瞳ひとみを潤ませた。

「……ごめんなさい、トトポン。あなたが怒るのは当然よね。でも、わたしだってそのことに罪を感じない日はなかった。だから、いまそれを償つぐなわせて？　彼さえいなくなれば、全てが上う手まく循環するようになるから」

　ぼくはクレスの中で何かが決定的に狂ってしまっているのを感じた。

　愛は対象があって初めて成り立つのではなかったか。しかしいまのクレスはまず愛に取りつかれ、その後に対象を選び取ろうとしているように見えた。

　クレスがさっと腕を振り上げると、周りの兵隊たちが進軍を開始する。

　彼のもとに向かおうとする人形の群れを、ぼくは妨げるのに必死になった。剣はなく、左腕もなく、残った右腕だけで奮闘する。体たい軀くは軋きしみ、関節が悲鳴を上げた。

「彼を失えば、君は必ず後悔することになるぞ！」

「それはけじめだもん。しょうがないことだよ。わたしは、あなたに罪悪感を抱き続けることの方が苦しいの」

　彼女の命令に従う人形たちをなぎ払い、煮えたぎる溶岩の海に叩たたき落とす。

　しかし無限と錯覚するほどの戦力が津波のように押し寄せてくる。

「邪魔しないで！　あなたのためにやってることなのよ！」

「君は間違っている！」

　飛びかかってくる死し人びと兵へいを燃料にして、破壊魔法ニトロを起動した。巨大な爆発が起きて、辺りの兵隊を吹き飛ばす。

　それを見たクレスは一いつ瞬しゆんぽかんとした後、すぐに嬉き々きとして手を叩たたいた。

「すごい、すごい！　魔法だ！　トトポンの魔法だね！　やっぱりあなたはトトポンだ。これで尚なお更さら、わたしはあなただけがいてくれればいいことになる！」

　クレスは再び兵隊をこちらに差し向けた。

　物も言わず、ただザッザッと足音を響かせて規則的に歩く彼らは、ぼくと同種の存在とは思えないほど不気味だった。

　クレスに手加減は見られなかった。ぼくが死なない存在であり、修理すれば機能を回復することを彼女ははっきりと理解していた。

　長槍やりを装備した一隊が槍やり衾ぶすまを形成し、狭い回廊を進んでくる。ぼくは退ひきながら敵の槍やりの一本を奪い、それで応戦したものの、あまりにも多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだった。

　一いつ閃せんした敵の槍やりが、ついにぼくの右肩を刺し貫く。

　視界に火花が散り、ぼくは膝ひざを屈した。

「ごめんね、トトポン。あとで一緒にコスモのところに行きましょ。またどうせコスモは変な改造をしようとするだろうけど、大だい丈じよう夫ぶ。わたしが一緒なら勝手なことはできないから」

　クレスはいまも、平和なブラックストーンの日常の中で過ごしているかのような口調だった。

　思えば彼女は危機感を知らない。戦争という言葉の重さが、他の人間とは異なっている。彼女はこれまで戦場で常に勝ち続けたが、多分勝っているという感覚もないはずだ。

　彼女からすれば、できて当然のこと。

　死者を使って死者を増やす。その結果としてできあがった勢力が、ぼくをいま飲み込もうとしている。

　しかし、ここで負けるわけにはいかない。身体からだはもうほとんど言うことをきかなかったが、いま彼女を止めることができるのはぼくしかいない。

　ぼくは声を振り絞った。

「……消えるのか？」

「え？」

　クレスはきょとんとした表情になった。人形たちの動きが止まる。

「……彼がいなくなれば、君がぼくに対して抱いている罪悪感は消えるのか？　クレスは前に、罪の意識は自分の中にしか存在しないと言った。だけど、それは本当なのか。ぼくは疑問に思う。先生と話して、そう思うようになったんだ。ぼくの恐怖はぼくの中にだけ存在するわけじゃない。同じように、罪というのも個人の意識を超えて存在するんじゃないのか」

「わけのわからないことを言わないで。人が人である限り、主観と客観は一致しない」

「フィニータスの弟で子しである君がそういうことを言っていいのか。思考という自意識から抜け出し、その外に広がる世界を捉とらえようとしたのがフィニータスだろう。彼が目指したものは、自他という言葉に含まれる他、つまり客体の主観的な捉とらえ方なんだ。フィニータスは二つの一致を目指した。そこに死は存在する。君はその方法の発見を任されたはずだ」

　クレスはじっとぼくを見つめた。

「……何が言いたいのかわからない」

「ぼくの中にも、クレスの罪はある。ぼくは君でもあるから。君が客観的にトトポンの記憶を捉とらえた主観だから」

　ぼくは続けた。

「罪は消えない。それどころか彼を抹まつ消しようすれば、クレスという存在に新しい罪を背負わせることになる。そんなことはさせられない」

「わたしは苦しいの。この気持ちを少しでも和らげようとするのがいけないことなの？」

　彼女の両の瞳ひとみから、涙がこぼれた。それに呼応するように、動きを止めた人形たちの身体からだに力が戻っていく。

　ぼくはもう長く戦い続けることはできないとわかっていた。加えていま相手にしているのが、ぼくの知り得る限り、最も巨大な力を持つ魔法士なのだとすれば尚なお更さらだ。

　だから、いま必要なのは力ではない。

　言葉だ。

　ぼくがぼく自身の意志から生み出す言葉。思考を乗せ、相手に影響を与える手段。

「彼の気持ちはどうなる？」

「え？」

「どちらかを消すというのなら、ぼくを消せばいい！　そうすれば全ては元に戻り、表面上はあらゆることがなかったことになる！　君の気持ちだけを考えるなら、それで十分なはずだ。罪の意識というのは、ぼくの感情を想像することによって生まれる君の気持ちだから。ぼくがいなくなれば、きっと和らぐだろう」

　クレスはたじろいだ。

「……そんなことはだめ。せっかくわたしのことを見てくれるトトポンを消すなんてできるわけない。トトポンはわたしのことが好きでしょ？」

　ぼくは肩をすくめて頷うなずいた。

「そうだね」

「あの人は違う」

　クレスは、力なく膝ひざをついたままの彼を指差して言った。「……あの人はわたしのところから離れていった。ずっと一緒にいたのに。わたしのことをずっと見ていて欲しかったのに……」

「いや、彼も君のことが好きなんだ」

「噓うそばっかり！」

　クレスはヒステリックに叫んだ。彼女の怒りを体現するかのように、人形たちが攻撃を再開する。

　ぼくは咄とつ嗟さに破壊魔法ニトロを展開し、彼らの進行を妨げる爆風の壁を作り出した。

「噓うそなんかじゃない！　彼は君の愛が変質してしまうのを恐れただけだ！　愛に対して正しい知識を持っていなかったことも原因の一つなんだろう──でも、話していて確信した！　彼はぼくと何ら変わらない……ぼくと同じように、君のことが好きなんだ！」

　クレスの表情が歪ゆがんだ。何か大きな感情を抑え込んでいるような、そんな顔だった。

「もう一度聞く！　彼の気持ちはどうなる？　君のことが好きだという彼の気持ちは？」

「……そんなこと、あるわけない」

「なら、彼に聞いてみるといい。なぜコミュニティを抜け出したのか。もっとも彼は君を恐れていると言うだろう。でも、それは君に自分の弱さを知られるのが怖かったからだ。自分自身を知られて、君を失望させるのが怖かったんだよ」

「わたしはあの人に分ミ霊シ魔エ法ルのことを教えなかった。あなたの中にその知識がないのが証拠。だったら、わたしがトトポンの霊を呼べることを知らなかったはずでしょ？」

「君が生きながら霊を支配下に置くこともできると思ったんだ。あのコミュニティで、クレスは異質だった。あまりにも強力な力を持ち過ぎていた」

「それを言うなら、トトポンだってそうだったよ。わたしがあの人を好きになったのは、彼がわたしと似ていたから。自分だけの魔法陣を持っていて、他の人と違っていたから」

「そうだ」

　と、ぼくは笑みを浮かべて言った。

「君が好きになったのは、あの人だ。ぼくじゃない」

　わたしがあの人を好きになったのは。

　クレスはいま、確かにそう言った。

　言葉は思考を乗せるものだが、ときに言葉になって初めて意識される思考というものもある。

　混こん沌とんと化した無意識に言葉は光をかざす。

　彼女の中では、まだ二つのトトポンの区別がついている。一つの名前から、二つの概念を想像できる。ただそれが同一の名めい辞じだと、自分を納得させようとしていただけだ。

　ぼくは立ち上がり、彼女に歩み寄った。身体からだが言うことを聞かず、不格好な仕草のまま、何とか両足を前進させる。この身体からだで初めて動いたときのことを思い出す。

　クレスに見守られながら、一歩一歩大地を踏みしめたあの日。

「……クレス、よく考えろ」

　言葉を紡つむぐ。

　彼女が作ってくれたぼくの全てを、いま彼女に理解させるときだ。

　ぼくの思いを、彼女に届かせなければならない。そのための言葉。

「物の理ことわりを知るっていうのは、事を割るってことだ。切断し、分ふん別べつし、細かく分けていくことが『知る』ということだ。だから君には、もうぼくのことが〝わかる〟はずだよ」

　すると、クレスが驚いた顔でぼくを見る。

「どうしてその言葉を……」

「ぼくはトトポンだけど、彼じゃない。君がわけたんだから、わかるだろ」

　残った右手で、クレスの手を取った。彼女の手は冷え切っていた。

「わたし……わたしは……」

　クレスは、混乱し切った顔でぼくを見つめた。

「もう噓うそをつくな。君は強引に自分を納得させていただけだ。心の本当の部分では、ぼくと彼が違うものだと気づいていた。それなら、君が好きなのはぼくじゃない。そうだろ」

「で、でも……」

「よく見てみるんだ」

　ぼくは振り返り、回廊にうずくまるトトポンを指し示した。

「彼が、君と一緒に太陽の都イマジナルで過ごしたトトポンだ。ずっと君のことを気にかけ、誰だれの言うことも聞かない君を辛しん抱ぼう強く諭していたトトポンだ。君が好きになった人──そして、同時に君のことを好きになった人だよ」

「だから……あの人はわたしのこと、何とも思ってないって……」

　ぼくは、震える声で言うクレスの肩を抱いた。そして、首を横に振る。

「違う、クレス」

「……え？」

「君がぼくを作った日のことを思い出すよ。ほんの一年前くらいなのに、随分昔のことみたいだ。君が目の前にいて。ぼくの中には彼の記憶しかなくて。なのに、ぼくは君のことが好きだった。瞳ひとみを開いて君のことを見た瞬しゆん間かん、ぼくはとても幸福な気持ちになった。それはなぜだと思う、クレス？　君はぼくに命令したのか？　それともぼくを洗脳して、自分のことを好きだと思わせたのか？」

　クレスは大きく瞳ひとみを見開いた。そこに溜たまっていた涙が、もう一度こぼれる。

「……違うはずだ。君はそんなことしていない。そうだろう？　それなら、ぼくの中に君への愛があったということこそ、彼が君のことを好きだっていう何よりの証拠じゃないか」

　よくよく考えれば、話は簡単だった。

　色々と理屈を探す必要もなかった。

　ぼくはクレスのことが好きだ。そしてトトポンとの会話で、その感情が彼に起因するものだと確信できた。だから彼女には、ただそのことを伝えればよかったのだ。

「……違うか、クレス？」

　クレスは答えず、ただ、ぺたんと力なく回廊に腰を下ろした。

　そして彼女の前に展開されていた死世魔法陣が、ふっと立ち消える。

「ごめんなさい……トトポン……ごめんなさい……」

　そう言う彼女の声は震えていて、ほとんど言葉になっていなかった。

「わたしが悪いの……全部、最初から……そんなことはわかってるよ……ひどいことをした……あなたにも、彼にも……でも、どうしたらいいのかわからない……」

「罪を償つぐなえとは言わない。そもそも、償つぐなえるものじゃないからね。人はそれを償つぐなえると思っているだけだ。対価を払った気になって、結局自分の気持ちに整理をつけているだけなんだよ。君がするべきなのはそんなことじゃない」

　クレスが、ゆっくりと顔を上げる。

「もう一度、彼と話し合うべきだ。彼にもそれが必要だと、ぼくは思うよ」

　その瞬しゆん間かん、意志を持たないクレスの兵隊たちが、力なく崩れ落ちていくのがわかった。

　灼しやく熱ねつを孕はらむブラックストーンの地下に、雪崩なだれのような轟ごう音おんが響き渡った。
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　　　最終章　ブラックストーン







　テトラモルフ、黒曜都市共和国オブシデイア両者による戦争は、結局フェオーリアにおける現体制をより強めるかたちとなって収束した。

　もともと教皇と緊密な状態にあった黒曜都市共和国オブシデイアは、いまや教皇の支援という名の隷れい属ぞくを受ける状態にまで支配力を衰退させる。

　まず黒曜都市共和国オブシデイアの窮地を知り援軍にかけつけた教皇軍は、荒廃し、もぬけの空となっているピルサに入り込んだ。そしてあくまでとりあえずと前置きした状態で、混乱を極める首都ブラックストーンに代わり、ピルサを統治下においた。

　一手遅れた新教国の増援は、ピルサが敵の手に渡ってしまったことを悟ると、撤退を選択するほかなかった。彼らには、ピルサの砲台を受け止められるほどの肉体がなかったからだ。

　教皇は市民を説き、いずれ黒曜都市共和国オブシデイアへの返還を約束したものの、その約束が果たされるかどうかは疑わしい。現教皇は権けん謀ぼう術じゆつ数すうの人であり、また敵対していた枢すう機き卿きようが一斉に病死することで戴たい冠かんした幸運な人間でもあった。黒曜都市共和国オブシデイアとしては、首都から目と鼻の先にある都市を実質支配できないことになるのは大きな痛手だった。

　教皇は首都にまで手を伸ばした。彼の甥おいがブラックストーンの支援担当として送り込まれ、実質的には都プ市リ評オ議ー員リの上位組織として黒曜オブシデイア都市共和国を動かそうとしていた。

　民主主義は終わり、新教になびきつつあった貴族、有力市民はことごとく都市を追われた。

　しかし、こうした体制の動きに反発する勢力は少なからず存在する。

　教皇の力が強まることをよしとしない神聖帝国皇帝は、変モ異ル種フの地位向上を掲げ、行き場をなくした新教勢力の受け皿となった。

　教皇が失敗したのは、あくまで人々の中でくすぶっていた新教への火種を、弾圧することで本格的な炎へと成長させてしまったことだった。

　結果、フェオーリア全土に宗教改革の炎が燃え広がり、混乱状態はますます強まるばかりとなった。

　これらのことが、テトラモルフと黒曜都市共和国オブシデイアが激突し、決着がついてから、三カ月の間に起こった。まさに、フェオーリアは激動の時代へと突入していた。

　新教の旗はた頭がしらとして戦った《死越え人》隊の隊長トトポン──つまり、もう一人のぼくは、ブラックストーンに潜伏したまま、行き場のない焦燥に身を焦がしていた。




「世話になったな、ブラックストーン。オレはもう行く」

　彼はぼくのことをブラックストーンと呼んだ。

　トトポンという同じ名前では呼びづらいらしい。それはもちろんぼくも同じことだ。

　出身地にちなんで、ぼくも彼のことはイマジナルと呼んでいる。

「もう少しゆっくりしていかないのか」

　ぼくは彼を見つめ、そう訊たずねた。

「同志が戦場で戦っている。こんなところでずっと寝ているわけにはいかない」

「君のその傷はまだ癒いえていないだろう」

　クレスの一撃がかすめたときについた傷は、未いまだに彼の肉体から痕跡を消さなかった。

　見た目には小さな傷。しかし、その深層にある傷は人の第一義的な存在と言われる霊を攻撃された結果として、表層の肉体まで蝕むしばみの手を伸ばしているようだった。

　彼はぼくと戦ったあと、一月ほど意識がはっきりしないまま、夢と現うつつを彷徨さまよい続けた。

　最近、ようやく通常の生活に戻れるようになったところだ。

「こんなものは傷でも何でもない」

　彼は苦虫を嚙かみ潰したような顔で答えた。

　そのとき、部屋の奥からふん、と鼻を鳴らす音が聞こえた。

　先生だ。ここは先生の屋や敷しきだから、彼女がいるのも至極当然だった。

「強がりおって。人間の身体からだは器械人形とは違う。痛めば治るのに時間がかかるし、失えば元には戻らない。もちろん、代わりの身体からだを作ってやることはできるがのう」

「残念ながら、オレは不死身だ」

「それはどうかのう？　滅ロ霊ゼ魔ー法スによってお主の霊に傷がついたということは、こっちのトトポンに収まる霊とは別種のものと認識されるのではないか？　わしが思うに、お主が不死身だった過去は過ぎ去った。もはやわしの最高傑けつ作さくと戦えば、勝ち目はないじゃろうな！」

　先生は未いまだに、彼と戦ったぼくの身体からだがぼろぼろだったことを根に持っているようだった。彼に恨みを呟つぶやくだけでなく、割とぼくもなじられた。

「わしの授けた必殺の攻撃に、お主はたじたじじゃったようではないか！　おい、トトポン、お主はきちんと叫んだか？　ロケットパーンチ！　とな！　それはのう、わしが教えてやったんじゃ！」

「もちろんです」

「いや、そんなことは言わなかった」

「何じゃとう！　お主は噓うそをついておるな！　わしのトトポンが、わしに噓うそをつくわけがない！　そうか、嫉しつ妬とか？　嫉しつ妬としておるんじゃな？　お主は、浮遊腕が羨うらやましいんじゃろうが！　見てみい、わしは十本も腕があるぞ！」

　言いながら、先生は八本の浮遊腕を起動し、身体からだの周りに呼び寄せた。あれから、四本増設したらしい。

　彼はやれやれと首を振った。

「コスモ・ブラックストーン。オレはあんたの冗談につき合っている暇はない。いままで匿かくまってくれたことは感謝するが、オレは旧教の空気の下では生きていられない人間だ。それにブラックストーンにいると、仲間たちの声が聞こえてくる。オレだけがおめおめと生き延びてしまった」

「そう死に急ぐこともなかろう」

「理想のためだ」

　先生は肩をすくめた。

「……まあ、別にわしは止めんよ。義手とか義足とか、何か身体からだのパーツが必要になったらまたここにこい。知り合いということで割引してやろう」

「必要ない。次この都市にくるとすれば、それはオレの命を懸かけるべき戦争があったときだ」

「ブラックストーンの立場も変わったからのう。ますます思想戦争の最前線に駆り立てられそうじゃ」

　すると、彼は先生とぼくを交互に見つめ、慎重な面持ちで言葉を発した。

「あんたらはどうする？　旧教につくのか？」

「どちらでもあるまい。わしはただ、ブラックストーンを継続させる。その都市が求める方に協力するだけじゃ。この都市を新教が支配すれば、新教につくこともあろうな。わしは水みたいなもんじゃ。容器によってかたちを変える」

「いま、ブラックストーンは旧教の温床だろう」

「では、フェオール正教に従うしかあるまいよ。かたちとしては、どうしてもそうなる」

「あんた自身の考えはどうなんだ。この世界が正しいと思うか？」

「仮に間違っておったとして、わしが旧教を支持する者を全て滅ぼせばお主は満足か？　お主に従えと、こう言いたいわけか？」

「従う、従わないの問題じゃない。オレは、あんたが無責任だと言っているんだ」

　彼のまっすぐな視線が、先生を射い貫ぬく。

「誰だれかに従っていれば、自分が手を汚しているという感覚はなくなる。そういう制度だからと納得することは、自分の罪を透明化するんだ。そうやってこの社会は発展してきた。あんたも同じだ」

「そうじゃろうな。わしはこの都市とともに生きてきたから」

　彼は下唇を嚙かみ、それから少し表情を和らげた。

「世話になった。いや、あんたには感謝してるんだ。いまの言葉を覚えておけよ。忘れていても、オレがブラックストーンを攻め滅ぼしたとき、ちゃんと思い出させてやる。新教は必ず勝利する。そのとき、あんたは俺おれたちの世界の奴ど隷れいになる」

「ふん、期待せず待っておくことにしよう」

　先生は挑戦的に笑った。

　今度、彼はぼくを見据えた。

「お前はどうする？　……といっても、答えは決まっているだろうがな」

「ぼくはブラックストーンで生まれた。君がイマジナルで生まれたように。ぼくにもそのときの記憶はあるけれど、この都市で君と別の人生を生きた記憶こそ、ぼくという人間の証あかしだと思う。最近気づいたことだけど、どうやらぼくはこの都市のことが好きらしい」

　彼は「……だろうな」と呟つぶやいて、やはり小さく笑った。

「いつか、ここは新教が手に入れるさ」

「どうぞ？　だけど、この都市を破壊することはできない。ぼくが守るから」

「そうなったときは、また敵同士だ。今度こそオレが勝つ」

　彼はぼくの胸にコツンと拳こぶしを当ててから、さっと手を上げて見せた。

「さよならだ、ブラックストーン」

「クレスはどうする気だ？　放っていく気か？」

　彼は一いつ瞬しゆんだけ動きを止めた。しかし、振り向かずに言葉を返す。

「あいつにはあいつのやるべきことがある。それは、オレといてできることじゃない」

　そうして、彼はぼくたちの前からいなくなった。




　それからぼくと先生は部屋の奥に向かった。

　客間ではパルが箒ほうきで床を掃いていた。

「あやつは出ていったぞ、パル」

「……何ですと……」

　パルは目を大きく開いた。

「……まだ借りを返していないのに」

　ピルサで破壊された彼女の身体からだはまったく使い物にならなかったので、いまの身体からだは先生が新調してやったものだ。重点操作などの身体からだの使い方を新しく覚えるために、いまは普段の生活動作を練習しているところだった。

「……コスモ、斧おのを作って。この間よりも、もっと大きい斧おのを」

「戦えるぐらいの動きができるようになったらな。それまでは、箒ほうきで我慢じゃ」

「……それでは遅い。武器がいるのは、いま」

「諦あきらめい」

　パルは膨ふくれ面つらを見せた。彼女は身体能力を示そうと思ったのか、その場でくるっと回った。そして、そのままバランスを崩して転倒した。

「ほれ見い、まだ無理じゃ。そんなにすぐ新しい身体からだに馴な染じめるわけがなかろう」

「……そうかな」言いながら、パルは納得したような顔になり、「……でも目が覚めたとき、猫耳をつけられてなくてよかった」と続けた。

「おう、そうとも！　お主も猫耳をつければ、魔法を取り戻すかもしれん！　トトポンの実例がある！　こやつは角！　お主は猫耳じゃ！」

「パルは生前魔法を使えたんですか？」

　ぼくは、興奮して猫耳の図面を書き始める先生に訊たずねた。

「使えたとも！　わしは魔法を取り戻すのは、お主ではなくパルじゃと思っておったぐらいじゃから！　パルには非凡な魔法の才能があった。世界を変えてしまうほどの。しかし、霊となってしまっては、その才能が発揮されるわけではなさそうじゃのう」

「……私はもう魔法なんていらない。それより斧おの、斧おの」

　そうせがむパルを見ながら、ぼくは先生が彼女を贔屓ひいきしていた理由がなんとなくわかったような気になった。




　クレスが先生の家にやってきたのは、それからすぐのことだ。

　彼女は最近、もう一人のぼくイマジナルの傷の手当てをするため、毎日通い詰めていた。

　ぼくは彼女が笑顔を失ってしまったことに驚いていた。

　いや、表面的ににこりとすることはあった。ぼくや、介抱する彼に対して。

　しかしその笑顔は続かず、彼女はすぐに沈痛な面持ちになる。

　ぼくは先生やパルと一緒に彼女を励まし、茶化し、慰めようとした。しかし彼女はこの三カ月、まったく変わらなかった。

「小娘、あの変モ異ル種フは出ていったぞ」

　先生がそう言うと、クレスは奇妙な表情を浮かべた。とても苦しんでいるようでありながら、それでいてどこか安あん堵どしているような。

「……いつ？」

「いまさっきじゃ。追いかければ、きっと追いつくぞ」

「……彼は何か言っていた？」

「自分とお主ではやるべきことが違うと言っておったぞ」

　クレスは押し黙った。

「わしはあやつが阿あ呆ほうじゃと思ったがな。どうして素直になれんのじゃろうな？　あやつはお主のことを好いとるんじゃろうが？」

「いいえ、あの人は正しい。わたしはこの都市のために尽くさなければならない。この都市がいまのようなかたちになったのはわたしのせい。死世魔法を盗まれてなければ、ブラックストーンがいまみたいな窮状に陥るようなことはなかった」

　ぼくは大きくため息をついた。

「自惚うぬぼれるな、クレス。たった一人の人間が都市を窮状に陥おとしいれた？　ブラックストーンはそんなに柔やわじゃないよ。いまのかたちは、都市がそう望んだからだ。そしてこうなる必然性があったということだ。君の死世魔法を盗んだ男も、確かに新教軍を利用したかもしれないけれど、その人の力を借りなくても新教はここに攻め入った。もう一人のぼくの目を見ればわかる。彼は修しゆ羅らのような目をしていた。彼らのような人たちは、力に動かされるのではなく、力を利用するだけだ。それを選び取ったのは結局、彼らの意志だろう」

　すると、クレスは驚いたようにぼくを見つめた。

「先生の魔動器にしてもそうだ。どれほど便利なものであろうと、結局使うのは人間だろう。人の文明が必要なだけ発達していなければ、魔動器など何の役にも立たない。ただの鋼はがねの塊だ。現に、器械人形は死し世せい学がく者しやが保護されるまで無用の技術だった。だから──都市を動かしているのは社会であり、そこに生じた思想であり、つまるところ人だ。まあ、こういう考え方を彼は嫌ったようだったけど」

「あの人が……？」

　クレスの問いに答えるように、先生が口を開く。

「わしを奴ど隷れいと抜かしよったよ。まったく頭にくる」

　先生は腰に手を当て、わざとらしく怒る。そして、続く言葉を紡つむぐ。

「小娘、あやつを逃がすな」

「えっ……？」

「あの馬鹿を追いかけろと言うとるんじゃ。あやつは死ぬぞ、小娘。あの馬鹿は死に急いでおる。戦場などと格かつ好こうをつけておったが、結局あやつが求めておるのは死に場所じゃ。生き甲が斐いではなく、死に甲が斐いを求めておる。お主はそれでいいのか？　この都市で自分の罪だけに目を向けながら、惚ほれた男がどこかでのたれ死んでしまっても」

　先生はぼくの方に目を向けた。

　クレスもその視線を追いかけ、ぼくと目が合う。

「……でも」

「わしの最高傑けつ作さくを、いつまでもお主の罪の慰みものにするな。こやつはいまや、わしやお主よりも遙はるかに高い次元へと進んだ。もはや、お主ごときが共感できる存在ではない。ゆえにわしの目には、いまのお主が罪に酔っておるだけに映って腹が立つ。どうせ罪を感じるのなら、あの二本角の変モ異ル種フを見て感じることじゃな。お主が器械人形を傍そばにおいて、自分の愛を確かめておったように」

　今度は逆じゃ、と先生は続けた。

「お主はあの変モ異ル種フに添い遂げろ。好きなんじゃろう？　好き合おうた者同士が一緒におらずしてどうする？」

　先生にそう諭されても、クレスには迷いが見られた。

「……わたしは……」

「行くべきだ」

　ぼくが言うと、彼女はびくりと肩を震わせた。

「ぼくは君が好きだ。我わが儘ままで、自由奔ほん放ぽうな君が。ぼくは君に傍そばにいろと言われてずっとその命令に従ってきたけれど、別にそれに背くことだってできた。そうしなかったのは、君のそういうところに惹ひかれていたからだよ。誰だれかを優先して自分の気持ちを押し殺すような君は、君らしくない。クレスは、クレスでいるんだ」

「あなたは……？　あなたは一緒に来てくれる……？」

「ぼくはブラックストーンの魔動器だ。この都市の地下から活力をもらって動いてる。活動できるのは黒曜都市共和国オブシデイアの中くらいのものだろう。だから、ぼくはここにいる。君と一緒に行くことはできない」

　その瞬しゆん間かん、クレスの表情がくしゃりと歪ゆがんだ。

「そんな……一緒にいてよ……トトポン……いままでずっと一緒にいたじゃない」

　ぼくは涙を流すクレスに近づき、優しく抱き締めてやった。

　あれほど恐ろしい力を持っているとは思えないほど、彼女の身体からだは華きや奢しやで小さかった。

「大だい丈じよう夫ぶだ。君の本当に好きな人が、これからは君の傍そばにいる。でも、彼はぼくに負けるような弱い男だからね。君が守ってあげるといい」

「……わたし……あなたに……」

　嗚お咽えつ混じりの声からは、少し待たないと意味が読み取れなかった。クレスは何度も言葉を紡つむごうとして失敗し、ようやくそれを成功させた。

「……わたし……あなたに、渡さないといけないものがある……」

「何だろう？」

　そう聞き返しながら、ぼくには全てがわかっていた。

「……わたしはあなたが魔法を取り戻せるかもしれないと聞いたとき、すごく驚いた。そしてその可能性を考えるうちに、本当に興奮したの」

「どうして？」

「だってあなたが──わたしでありトトポンであるあなたが──魔法を取り戻したとき、あなたほど死世魔法の正統な使い手としてふさわしい人はいないと思ったから。死世魔法を実感しながら理解し、その上で扱える存在。その人間は、必ず死世魔法を望まれるかたちへと変化させることができる。人の思考を、理想的な状態まで外適応させることができる」

　目で自分の目を見ることはできない。また、思考で自分の思考を捉とらえることはできない。そのためには、二つの立場が必要だ。世界を内包する自分と、世界に内包される自分。そのことを、理解と実感をもって認める存在。死とは、そのときようやく捉とらえられる概念だ。

「だからあなたには、きっと死の世界を認識できる」

「ぼくの視点は一つじゃない。確かにぼくになら、死の世界を認識することができるかもしれない。とてもわくわくするよ。それはどんな世界なんだろう」

「わからない。でも、もしそのときあなたに教える術すべがあるんだったら、教えて欲しいの。思考の外に何が広がっているのか。死とは何なのか。それを言葉で伝えることはできないかもしれない。だって、言葉で伝えた時点で、それは想像の領域にあることになるから」

「必ず伝えるよ。とても難しい方法になるだろうけど、必ず伝える」

　ぼくはクレスの頰ほおを伝う涙を掬すくった。

「いつか、ぼくが死世魔法を完成させよう。そしてそれをクレスに教えるよ。ぼくは君の弟で子しであるとともに師にもなる。ぼくたちがフィニータスの作ろうとした円環を完成させるんだ」

　クレスがぼくの手を握った。それは、これまで味わったことがないほど優しい感触だった。

　二人の手の間に、魔法陣が浮かぶ。

　フィニータスの生んだ魔法。

　クレスに受け継がれた魔法。

　そして、いつかぼくが完成させる魔法だ。

　魔法器官に死世魔法が移され、ぼくはようやく実感と理解を手に入れる。

　先生が言っていたことは、こういうことなのかと納得する。

　魔法陣に、大きな変質が加えられた。新しい死世魔法陣を形成する模様の意味が、ぼくにははっきりと理解できた。

　死世魔法。死の世界。

　ほんのわずかな時間だったが、限界を超えたそこに世界が開けているのを感じた。

　フィニータスの思考が変化したそれは、ぼくを魅了した。




　それからクレスはぼくの手を離すと、両の瞳ひとみに決意の光を宿らせた。そして、隠された三つ目の瞳ひとみにも……。

　クレスはサークレットを外し、額の目を露あらわにした。

　この都市にきてからずっと隠していた、変モ異ル種フであることの動かぬ証拠。

　それを彼女が明らかにするということの意味が、ぼくにはよくわかっていた。

「そうだ、変モ異ル種フとして生きるんだ。やっぱり、君は変に着飾らない方が似合ってる。君の三つ目の瞳ひとみは、とても奇き麗れいだよ」

「ありがとう、トトポン」

　クレスはにっこりと笑い、もう一度ぼくを抱きしめると、ブラックストーンの街へと飛び出していった。

　トトポン──彼女のその言葉は魔法のように、いつまでもぼくの中に鳴り響いていた。





〈了〉









《参考文献》（敬称略）


・Ｖ・Ｓ・ラマチャンドラン著、山下篤子訳「脳のなかの天使」角川書店

・入不二基義著「ウィトゲンシュタイン　『私』は消去できるか」日本放送出版協会

・山中康裕著「絵本と童話のユング心理学」ちくま学芸文庫

・佐々木毅著「マキアヴェッリと『君主論』」講談社学術文庫

・菊池良生著「傭兵の二千年史」講談社現代新書






《謝辞》

　前作から引き続き、本作を担当していただきました編集部の阿南さま、清瀬さま。

　魅力的なイラストで作品に彩りを与えていただきましたニリツさま。

　誤字脱字のみならず、作品の疑義についても目を光らせていただきました校閲さま。

　そしてアスキー・メディアワークス御一同様をはじめとする、この本の出版に関わっていただきました全ての方々。本当に、ありがとうございました。




　そして何より、この本を手に取っていただきました読者の皆さまに最大級の感謝を。





二〇一六年　六月　旭　蓑雄









[image: ]







旭あさひ 蓑みの雄お

関西生まれ、関西在住。

最近の趣味は昆虫の樹脂標本作り。
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イラスト／ニリツ

ヒロインのデザインをしていて「ここだ！」というポイントを考えるのはいつも楽しいです、そして今回の「ここだ！」ポイントはハイレグになります、ご確認ください。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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